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序 章 日米学生会議概要

日本側実行委員長挨拶

第59回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長 川口 耕一朗

一生の仲間」を得ることができたと振り返る。私も、そして

他の実行委員全員も、第58回会議参加者としてその感想に強

く共感し、確信を持って言うことができる。「参加者同士の

｢絆」がJASCの一番の財産である｣、と。「絆」などJASCに
参加するまで恥ずかしくて使ったことがない言葉だが、それ

が自然に口に出るようになったのも、JASCの力なのかもし

れない。真の相互理解、国際交流の場、それがJASCである。

日米関係が「世界で最も成熟した二国間関係」と評される

現在、日米を代表する72名の学生が1カ月間会議を行う意義

とは何か。

日米学生会議(JASC)は、満州事件を契機に悪化する日

米関係を憂慮した日本人学生4名によって創設された。創設

当初は、貴重な草の根国際交流の場とされ、学生が会議を運

営するという新鮮さも相まって、非政府的外交使節団として

の役割を大きく期待され、宮沢喜一氏、ヘンリー・キッシン

ジャー氏などの多くの人材を輩出してきた。だが、80年代か

ら日米関係が良好になり、国際交流が一般化する中で、会議

の意義が問われるようになる。

第58回会議に多くのものをもらった私たち第59回実行委員

会が、次の会議を通じて何を与えられるか。それを考えたと

ころ、以下のような結論にたどり着いた。1ヵ月にわたる共

同生活を通し、日米両国の学生は特定の利益に拘束されない

率直な議論を重ね、個人間の絆を深め、異文化間の相互理解

に向けて心を開いていくことにより、日米間、個人レベルで

の「グローバルパートナーシップ」を探究していく。そして、

学生としての可能性を探究すると共に、「会議」という活動

を通してその成果を広く社会に還元する。参加者内の相互理

解、会議の成果の社会発信の二つを目標に掲げ、第59回日米

学生会議は"AdvocatingJapan-AmericaParticipationin

GlobalChange" 「太平洋から世界へ～グローバルパートナ

ーシップの探究と次代の創造～」というテーマの下で、東京、

秋田、広島、京都で開催された。

｢なぜ、今JASCか」

毎年、各回の実行委員はその問いに悩み、一年間「JASC

中毒」のように本会議の企画、運営に奔走した後でも、その

答えを見つけ出すのは難しい。それは、第59回実行委員会も

例外ではない。「学生の、学生による、学生のための会議」

と言われるJASCだが、その開催は多くの公的機関、企業、

一般市民の方々の善意に支えられている。72名もの学生のた

めの1カ月に及ぶプログラムは社会の支援なしでは到底成り

立たないものだが、はたしてその支援に見合うだけの社会的

意義がJASCにあるのか。委員会発足当初は、実行委員長の

私でさえも迷いがあった。

第59回実行委員会は、会議の質向上のため、学生だけによ

る企画、運営という従来の体制をあえて踏襲せず、積極的に

公的機関、企業、一般市民の協力を得て、準備を進めてきた。

このように、多くの方々のご協力を得ることで、分科会、ア

カデミックなフオーラム、実際に現場を訪れるフィールドト

リップ、ホームステイ、文化体験といった全ての活動が有機

的に結びつき、参加者の相互理解、信頼醸成を深めていった。

そして、現在の日米、そして世界にまたがって存在する諸問

題に対する学生の立場からの考察を広く社会に発信し、同年

代の学生に国際交流の最前線に立つ我々の活動を知ってもら

い、刺激を与えられればとの思いから各開催地で行った一般

公開のフォーラムも、地元高校生、大学生を中心に多く方々

にご来場頂き、無事成功を収めることができた。参加者同士

が真のグローバルパートナーとなり、次代を切り開いていく。

会議の成果を広く社会発信していく過程で、実行委員会が総

合テーマに込めた理念は実現されたと感じている。

しかし、「時代の変化とともに、相対的にJASCの意義が低

下してきたのか」という問いは、会議の本質に真剣に向き合

うことからの逃避であることに気付かされた。相互理解の難

しさは、1934年も現在も変わりない。日米関係は良好とされ

る現在であっても、草の根レベルで本当にお互いを信頼でき

る関係ではない。

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間

の平和にある。その一翼を学生も担うべきである」という設

立当初の理念。世界大戦が迫りつつある中、第1回会議参加

者はJASCを通して単に日米関係の安定に寄与しようとした

のではない。日米問の平和の先にある世界の平和。それこそ

が彼らが得ようとしていたものであり、70年以上のときを超

えて尚JASCに脈々と受け継がれる基本精神である。その点

で、JASCの理念は2007年現在でも達成されてはいない。 最後になりましたが、第59回日米学生会議の開催に際して

多大なるご協力を賜りました後援団体の皆様、ご賛助賜りま

した財団・企業の皆様、準備段階並びに本会議でご協力賜わ

りました講師の皆様、日頃から大変お世話になった国際教育

振興会、JASCIncの皆様、そして温かく現役の活動を支えて

下さった会議OB･OGの皆様、その他様々な形でご支援、ご

協力を頂いた全ての皆様にこの場をお借りして心より御礼申

し上げます。

国際交流を通した「相互理解｣、「世界平和｣。そんな抽象

的な理念を掲げる団体は数多くある。しかし、特定の利益や

立場に拘束される大人にそれが可能なのか。また、学生の場

合はしばしば企画、運営力に限界がある。

宮沢喜一氏は回顧録で、JASCを通して「一生の思い出、

2 第59回日米学生会議 日本側報告書



日米学牛会議概要 序 章

アメリカ側実行委員長挨拶

MorganSwartz

Chairperson,AmericanExecutiveCommittee

59thJapan-AmericaStudentConference

September19,2007

impactonthefutureoftherelationshipbetween

theUnitedStatesandJapanwillcontinue.

BeingamemberoftheExecutiveCommitteefOr

the59thJapan-AmericaStudentConferencewas

oneofthemostdifficultyetrewardingexperi-

encesofmylife.Aslreflectupontheconference,

Icanseehowthehardworkanddedicationof

mvselfandtherestoftheExecutiveCommittee

cametolifewiththedelegates・Iwatchedas

fOrumsthathadonlybeeninmymindbeforeJuly

suddenlybecamerealandmeaningfulevents

wheretheconferenceparticipantslearnedabout

theworldandtheirplacesinit.Friendshipsgrew

overourmonthtogetherinJapan,andsomeof

themwerechallengedwhendifferentideasand

perspectivesclashedduringdiscussionsinround-

tablesoroverdinnerinspecialtopics.However,

becauseofthoseclashesandarguments,delegates

learnedmoreaboutthedifficultyofinter-cultural

communicationandtheimportanceofmoderation

andmutualunderstanding.

Noneofthiscouldhavebeenpossiblewithout

substantialsupportfromthecommunityofpeople

interestedintheconnectionbetweenourtwo

countries・Solwouldliketooffermymostsin-

cerethankstoallthosepeopleandcompaniesthat

dedicatedsomeoftheirtimeandmoneytothe

successofthisconference.Theygavethedele-

gatesopportunitiestovisittheirworkplacesand

learnaboutthedifferentaspectsandresponsibili-

tiesofbeinginvolvedininternationalrelations.

Manvalumnitooktimetoattendourforumsand

receptionswheretheymetthenewdelegatesand

offeredthemvaluableconnectionsandresources.

Withoutallofthishelp,theExecutiveCommittee

wouldnothavebeenabletoputtogetheraconfer-

encethatlivesuptoJASC'stradition.Becauseof

theirparticipation,JASCwillcontinuefOranother

yearandreachouttoaspiringstudentswhowish

tobecomemature,internationally-mindedindividu-

alswhoareactivecontributorstoglobalsociety.

Throughbusinessvisits,dinnerreceptions,

paneldiscussions,andmeetingswithconference

alumni,delegateslearnedmoreabouttheJapan-

U.S.relationshipandthemanydifferentrolesthat

needtobefilledinorderfOrtherelationshipto

remainstr0n9.Wemadeprofessionalconnections

thatwillhelpusentertheworkingworldandgive

usabetterideaofhowtoachieveourgoalsand

ambitions.Throughourpresentations,wemade

impactsuponeachotherandthosewhocameto

seeus,innuencingtheiropinionsandperceptions

oftheworld.Theseinnuencesandconnections

ensurethefutureofJASC,andthatitslegacyand

Icouldnothaveaskedforabetter59thJASC,

andmythanksagaintoallthedelegatesandsup-

porterswhoworkedtogethertomakethissum-

mersomemorable.

Sincerely,

MorganSwartz

第59回日米学生会議 日本側報告書 3
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内閣総理大臣からのメッセージ

第59回日米学生会議の開催を、心よりお祝い申し上

げます。

日米学生会議は、1934年の開始以来、今日に至る

まで70年以上に渡り、日米の学生たちの企画・運営

により活動を継続し、両国の学生間の相互理解と友

情の促進に大きく寄与してきました。ワシントンの

日米学生会議事務局には、戦後の日米関係が飛躍的

に発展する立役者の一人となり、先日惜しくも亡く

なられた宮澤喜一元総理が学生時代のワイシャツ姿

のスナップ写真が今も残っていると聞いています。

これほど長く、戦争と平和の時代を乗り越えて続い

てきた学生会議は世界に類を見ません。

本年の日米学生会議のテーマ「太平洋から世界へ

～グローバルパートナーシップの探究と次代の創造

~AdvocatingJapan-AmericaParticipationin

GlobalChange」が示すとおり、日米両国は、世界

が直面する地球規模の問題の解決のため、ますます

緊密に連携、協力していかなければなりません。そ

のような日米両国の未来を担うのは若者たちであり

ます。その意味で、この日米学生会議を通じて、国

際社会において果たすべき役割や明るい未来に向け

た施策について多くの提言がなされることを期待し

ております。

この会議が実り多いものとなり、皆さんが末長い

友情を育まれる機会となることを祈念します。日米両国は、自由、民主主義、基本的人権、法の

支配、市場経済という普遍的価値を共有し、強力な

同盟関係を築いています。本年4月、私はキャン

プ・デービットでブッシュ大統領と会談し、「かけ

がえのない日米同盟」を確認しました。今後、日米

両国は、この同盟関係を一層強化していくとともに、

エネルギー安全保障や気候変動等の分野を含む幅広

い国際的な課題に共同で取り組んでいきます。 内閣総理大臣 安倍 晋三
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て米国の同大学で開催されることが決定した。しか

し、当時の日本の経済状況では、日本側参加者の渡

米費用を捻出することは容易ではなく、米軍の輸送

機の提供を受け、15名のみの日本側代表が参加する

に留まった。

日米学生会議の歴史

日米学生会議は、1934年、満州事変以降悪化しつ

つあった日米関係を憂慮した日本の学生有志により

創設された。米国の対日感情改善、日米相互の信頼

関係回復が急務であるという認識の下、「世界の平

和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間の

平和にある。その一翼を学生も担うべきである」と

いう理念が掲げられた。当時の日本政府の意思と能

力の限界を感じた学生有志は、全国の大学の英語研

究部、国際問題研究部からなる日本英語学生協議会

(国際学生協会の前身）を母体として、自ら先頭と

なって準備活動を進めていった。資金、運営面で多

くの困難を抱えながらも、4名の学生使節団が渡米

し、全米各地の大学を訪問して参加者を募り、総勢

99名の米国側代表を伴って帰国した。こうして第1

回日米学生会議は青山学院大学で開催され、会議終

了後には満州国（当時）への視察研修旅行も実施さ

れるに至った。

これがきっかけとなり、日本に留まった参加者の

中から「二国間関係のみならず、多国間での学生に

よる交流が行われるべき」との声が強まり、日米学

生会議を国際学生会議に発展的に解消することが決

定され、同じく1954年、アジア地域の学生との会議

を主目的に第1回国際学生会議が開催されることと

なる。時は折しも55年体制の成立を目前に控えた情

勢にあり、3月に日米MSA協定が調印された1954

年でもあった。また、1955年にはアジア・アフリカ

会議が開催されている。なお、国際学生会議は現在

も、関西地方を中心に、各国から留学生を招集する

形態で継続されている。一方の日米学生会議は、こ

の決定により、1954年をもって、再び中断されるこ

ととなった。

日本側の努力と熱意に感銘した米国側参加者の申

し出によって、翌年第2回日米学生会議が米国オレ

ゴン州ポートランドのリードカレッジで開催され、

以後1940年の第7回会議まで、下記の通り日米両国

で毎年交互に開催されることとなる。第3回(1936

年）早稲田大学。第4回(1937年）スタンフオード

大学。第5回(1938年）慶應義塾大学。第6回

(1939年）南カリフオルニア大学。第7回(1940年）

津田塾大学。しかし、太平洋戦争の勃発に伴い、日

米学生会議も中断を余儀なくされた。

1963年に至り、翌1964年が第1回会議創立の30周

年に当たることもあり、日米相互開催の形での会議

再開を望む声が高まった。結果、第1回会議当時の

参加者が、半数以上の理事を務めていた国際教育振

興会が日本側主催者としての責任をとることで会議

が再開されることが決定された。第1回及び第2回

の米国側参加者の努力もあり、1964年、日本側参加

者77名と米国側参加者62名による、第16回会議が実

現し、ゆかりの深いリードカレッジで開催されるこ

ととなった｡1964年は、東京オリンピックが開催さ

れた年でもあった。終戦後、会議復活の声が上がり、当時の学生とか

つての参加者の努力により、日米学生会議は1947年

に再開し、第8回を迎えることとなった。しかし、

当時日本は占領下にあり、米国からの学生を招くこ

とが不可能であったため、在日米兵および軍属の中

から、大学生の資格を持った者を選んでの会議再開

であり、1953年の第14回会議まで日本のみでの開催

が続いた。翌1954年、第14回会議に参加したコーネ

ル大学の学生の提案により、第15回会議が戦後初め

その後、日米相互開催の下、会議は継続されるが、

1973年第25回会議において、当時の学生によって抜

本的な改革がなされ、現在の会議の基本形態が整備

されることとなる。それは主に、限られた日程の中

での議論をより効率的かつ集中的に行うために、毎

年の会議ごとにテーマを設定する、期間を1カ月間

とする、などである。円が変動為替相場制に移行し、

第59回日米学生会議 日本側報告書5
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米軍が南ベトナムより撤退した1973年でもあった。 artisticandaesthetictraditions,andappreciation

whichremainswithmetothisday.

1978年には、戦前の日米学生会議参加者有志によ

り、会議の継続に必要な経済的支援を主目的とする、

国際教育振興会賛助会が設立され、会議永続への道

が開けることとなった。また、次いで第31回会議が

開催された1979年には、米国においても戦前の参加

者によりJASC,Inc･が設立され、米国側実行委員会

をサポートする体制が確立された。

本文中の略語について

JASC(ジヤスク):日米学生会議(Japan-America

StudentConference)の略。

JASCer(ジヤスカー):日米学生会議参加者。過去

の参加者も含む。

JASC,Inc:アメリカ側主催団体であるJapan-America

StudentConference,Incの略。

EC:実行委員会､または実行委員FxecutiveCommttee

の略。

AEC:アメリカ側実行委員会AmericanExecutive

Committeeの略。

JEC:日本側実行委員会JapaneseExecutiveCommittee

の略。

デリ、デリゲート：日米学生会議参加者、delega-
tiono

ジャパデリ：日本側参加者。

アメデリ：アメリカ側参加者。

アルムナイ：日米学生会議の過去の参加者。

サイト：本会議開催地の意味。東京サイト等。

RT:RoundTableの略。参加者がいずれかに帰属す

る分科会のこと。

リフレクション：会議中、参加者が会議の感想や反

省点を話し合う場。

その後、日米学生会議は財団法人国際教育振興会

とJASC,InC.の協力の下、日米両国学生が主体的に

企画・運営を担うという形態を取る中で、継続され

ることとなる。創設時と今日では日米両国を取り巻

く環境は大きく異なり、会議の形態自体も変化して

いる。現在の日米学生会議は、会議創設時の理念を

受け継ぎつつも、時代の変化に対応し、今日に至っ

ていると言えよう。

過去の参加者からのメッセージ
元内閣総理大臣宮澤喜一氏

1939,1940年日米学生会議参加者

AsonewhoseownfirstinvoIvementinJapan-U.S.

relationswasundertheauspicesoftheJapan-

AmericaStudentConferenceinl939,Icantellyou

honestlythatitwasoneofthefOrmativeeventsof

mylifetime・Havingstoodinyourshoesmorethan

fiftyyearsago,Isincerelyhopethatyouwilltake

fulladvantageofyourparticipationintheJASC.

元アメリカ合衆国国務長官ヘンリー．A・キッシン

ジャー氏

1951年 日米学生会議参加者

Ihadhadlittleopportunity,inthispost-warperi-

od,tomeetandexchangeviewsinformallywith

Japanesepeople.TheJapan-AmericaStudent

Conferenceprovidedthatopportunity,andfromit

camemanyvaluablenewperspectiveson

Japanesecultureandsociety.Itwasalsoatthat

timethatmyinterestwasawakenedinJapanese
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第1章 第59回日米学生会議概要

"AdvocatingJapan-AmericaParticipationinGlobalChange
タツ

太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの探究と次代の創造～

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべきであ

る」という理念の下、満州事変を契機に悪化していた日米関係を憂慮していた4人の日本人学生が太平洋を

渡り、1934年日本初の国際学生交流プログラムである日米学生会議を創設した。以後、太平洋戦争勃発に伴

う会議中断をはじめ数々の困難を乗り越えながら、学生同士の率直な対話が相互理解を深め、平和の実現に

貢献するという創設者の信念が継承され今日に至る。日米学生会議は創設時より学生独自による会議の企画、

運営が行われ、毎年夏日米交互で開かれる約1カ月の会議は、日米の学生による相互理解と友情を醸成する

場であり続けた。第59回日米学生会議は「太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの探究と次代の

創造～」というテーマの下で、東京、秋田、広島、京都で開催された。

グローバル化の進展により、日米両国には環境、テロ、貧困、人権、移民などの世界規模の課題に対処す

るため、二国間の枠組みを超えた協力関係を築くことが求められる。その主体は決して政府に限定されず、

企業、NGO、個人などを含めた多様なものになる。太平洋の平和が続き、日米関係が成熟しつつあると指摘

される今、会議設立当初の理念に回帰し、地球規模の問題に対応できる協力関係、すなわち「グローバルパ

ートナーシップ」のあり方を探究していく。

分科会活動、アカデミックなフォーラム、実際に現場を訪れるフィールドトリップ。本会議中、1ヵ月に

わたる共同生活を通し、日米両国の学生が特定の利益に拘束されない率直な議論を重ねる。時には互いの価

値観を衝突させ、受容しながら、自己を相対化することができ、個人間の絆を深め、異文化間の相互理解に

向けて心を開いていく。第59回日米学生会議によって育まれた豊かな人間関係は、必ずや日米両国の国境を

超えたパートナーシップを実現すると同時に、太平洋の、そして世界の平和と安定をもたらす創造的な次代

を切り拓く礎たり得ることだろう。

事業概要

【主催】

財団法人 国際教育振興会

【開催地】

東京、秋田、広島、京都

【企画・運営’

第59回日米学生会議実行委員会

【参加者】

日本側36名（実行委員8名を含む）

アメリカ側36名（実行委員8名を含む）

【後援】

外務省、文部科学省、米国大使館、財団法人 国際

ビジネスコミユニケーシヨン協会、社団法人 日米

協会、日米文化センター

本会議概要

第58回日米学生会議の参加者から選出された実行

委員が、日本側の主催団体である財団法人国際教育

振興会、米国側はJASCInC.の協力の下、本会議開

催のための準備活動を行う。参加者が決定した後、

所属分科会のテーマに関するレポートを作成し、講

【本会議開催期間】

2007年7月26日（木）～2007年8月20日（月）
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CreatingaGlobalCitizen:EducationFocusedon

InternationalConcerns

･ナショナリズム：国への思いと排外主義

Nationalism:PatriotismorXenophobia？

・アイデンティティの社会学

Opposedldentities:Ideology,Ethnicity,and

InequalityinConnict

･文化：グローバリゼーションの渦中で

EasternandWesternPopularArt:Whois

lmitatingWhom？

演会や勉強会、合宿などの事前活動を行い、夏の本

会議に臨む。

本会議では、日米各36名、合計72名の学生が約1

ヵ月にわたって共同生活を送る。本会議の主な活動

として、討論が中心となる分科会、各種のフィール

ドトリップ、各開催地で開かれるフォーラムなどが

挙げられる。参加者が7つの分科会に分かれ、第59

回会議のテーマである「太平洋から世界へ～グロ

ーバルパートナーシップの探究と次代の創造～」の

下、ディスカッションを行う。また、フィールドト

リップでは､各自の視野を広げ討論の充実化を図る。

さらに、本会議では議論にとどまらず、ホームステ

イやフオーラムなどにおいて積極的に地域の方々と

の交流を図っていく。フォーラムでは、分科会での

討論の結果など本会議の成果を社会に向けて発信す

る。

【フィールドトリップ】

分科会の議題や各開催地に関する理解を深めるこ

とを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、

NGOおよび研究所などへ訪問研修を実施する。事

前活動におけるものと同様に、社会と直接関わるこ

とができる貴重な機会であり、現実に即した議論を

するための基礎とする。本会議終了後には、参加者は会議の内容を報告書

にまとめ、第59回日米学生会議の総括とする。各参

加者は、本会議で得られた経験を胸に社会へと巣立

っていく。

【スペシャルトピック】

議題がすでに固定された分科会と異なり、参加者

が個々の興味に沿った議論を自由に設定し、異なる

視点からの議論を行なう。より広い参加者同士の交

流を促し、新たな視点や発想の獲得により、会議を

より充実させる。

【分科会】

本会議において活動の中心となる分科会は7つ設

けられており、日米双方からなる参加者が、本会議

期間を通じて議論を重ねる。事前活動に加え、本会

議中もフィールドトリップで関連機関や専門家を訪

れるなど、議論の質の向上を目指す努力が続けられ

る。第59回会議における分科会は以下の通りである。

【リフレクション】

参加者が一同に集い、会議中に感じた悩み、不安、

感動、喜びなど、様々なことを自由に話し合う。自

分の思いを全体に伝え、また他者の思いを共有する

ことで、自己を振り返り、他の参加者との相互理解

を促進することを目的とする。

･開発：貧困撲滅への新たなアプローチ

InnovativeApproachestolnternational

Development

･メディア：グローバル社会の影響力

MedialnfluenceonGlobalSociety

･暴力と平和：武力行使に対する価値観の再考

PacifismandBelligerence:ExaminingDifferent

PerspectivesontheUseofForce

･教育：次代を担う市民の育成

【ファイナルフォーラム】

会議の最終開催地、京都で行われる。本会議にお

ける分科会の発表など、第59回日米学生会議の成果

を提示していく。現代社会が抱える問題を来場者と

共有し、会議の成果を社会に発信することを目標と

する。
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’ 第59回日米学生会議日本側参加者名簿 ’
日本側実行委員 大学

川口耕一朗． 東京大学

菅家万里江*＊ 慶應義塾大学

杉山亮太 慶應義塾大学

高井竜輔 東京大学

廣瀬裕子 慶應義塾大学

松田浩道 東京大学

三窪英里 慶應義塾大学

安田雅治 千葉大学

傘は実行委員長、＊*は副実行委員長を表す。

日本側参加者

学部・専攻

法学部

文学部人文社会学科

法学部政治学科

文学部フランス文学科

経済学部

法学部

法学部政治学科

文学部行動科学科

学年 分科会

3年

3年 GlobalCitizen

3年 Pacifsm&BelligerenCe
4年 Eastern&WesternArt

3年 InternationalDevelopment
3年 NationaliSm

4年 Opposedldentities
4年 Medialnnuence

伊関之雄

上田來

上野良輔

呉宣味

角田亜沙子

加納康宗

菊池なつみ

金大鐘

櫻静香

佐藤逸美

篠原由香里

高野恭平

竹内菜緒

武田尚樹

土岐吉史

平井麻祐子

廣田隆介

古屋佑樹

堀沙織

本郷亜紀

間嶋絵梨

間橋大地

望月進司

李凌叡

山本詩乃

吉川真由

渡辺恭子

京都大学

早稲田大学

海上保安大学校

早稲田大学

一橋大学

東京大学

東京大学

早稲田大学

一橋大学

早稲田大学

国際基督教大学

岐阜大学

国際基督教大学

慶應義塾大学

立命館大学大学院

青山学院大学

慶應義塾大学

東京大学

東京大学

立命館大学

金沢医科大学

立命館アジア太平洋大学

東京大学

東京大学

福井大学

京都大学

広島市立大学

経済学部 2年

政治経済学部政治学科 4年

航海科 3年

国際教養学部 3年

社会学部 2年

教養学部文科二類 2年

教育学部 3年

人間科学部人間情報科学科4年

商学部 3年

国際教養学部 4年

教養学部国際関係学科 3年

医学部医学科 4年

教養学部国際関係学科 3年

経済学部 2年

国際関係研究科 2年

国際政治経済学部国際政治学科2年

法学部政治学科 3年

法学部 4年

文学部哲学科 3年

法学部国際比較法専攻 2年

医学部医学科 4年

アジア太平洋学部 3年

教養学部文科一類 2年

法学部 3年

教育地域科学部地域社会過程4年

農学部食品生物科学科 3年

国際学部国際学科 3年

InternationalDevelopment

Opposedldentities

Pacifism&Belligerence

Eastern&WesternArt

Pacifism&Belligerence

Nationalism

GlobalCitizen

Medialnnuence

Opposedldentities

Medialnfluence

Eastern&WesternArt

Pacifism&Belligerence

Medialnnuence

GlobalCitizen

Medialnnuence

Opposedldentities

Opposedldentities

InternationalDevelopment

Eastern&WesternArt

GlobalCitizen

Eastern&WesternArt

InternationalDevelopment

Nationalism

Nationalism

GlobalCitizen

InternationalDevelopment

Pacifism&Belligerence

GlobalCitizen=教育:次代を担う市民の育成、Eastern&WesternArt=文化:グローバリゼーションの渦中で、InternationalDevelopment=開発
への新たなアプローチ、 Nationalism＝ナショナリズム：国への思いと排外主義、 Medialnnuence=メディア:グローバル社会の影響力、
Identjties=アイデンティティーの社会学、 Pacinsm&Belligerence=暴力と平和：武力行使に対する価値観の再考

貧困撲滅

Opposed
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第59回日米学生会議概要第1章

’ アメリカ側参加者名簿者

へ否

議第59回日米学生 メリ 力回

学年 分科会学部・専攻アメリカ側実行委員 大学

GlobalCitizen

Opposedldentities

InternationalDevelopment

Medialnfluence

Nationalism

Pacifism&Belligerence

Eastern&WesternArt

German Masters

China-AsiaPacificStudiesJunior

Pol.Science/Japanese Senior

Int'lBusinessManagementSenior

Economics/MathematicsSophomore

PublicPolicy/Japanese Sophomore

Writing Senior

InternationalStudies PostGrad

KendallJackson OklahomaUniversity

JustinLong CornellUniversity

AlissaMarque UCBerkeley

BrianMiller SonomaStateUniversity

HiroyukiMiyake**MaCalesterCollege

AndrewRuffin DukeUniversity

CaseySamulski SarahLawrenceCollege

MorganSwartz* KalamazooCollege

*は実行委員長、＊*は副実行委員長を表す。

アメリカ側参加者

InternationalDevelopment

Eastem&WesternArt

Opposedldentities

Medialnfluence

GlobalCitizen

Nationalism

GlobalCitizen

Medialnnuence

InternationalDevelopment

InternationalDevelopment

Pacifism&Belligerence

Medialnnuence

Medialnnuence

Nationalism

Eastern&WesternArt

GlobalCitizen

Eastern&WesternArt

Pacifism&Belligerence

InternationalDevelopment

Pacifism&Belligerence

Opposedldentities

GlobalCitizen

Eastern&WesternArt

Pacifism&Belligerence

Nationalism

Opposedldentities

Nationalism

Opposedldentities

Junior

Sophomore

Junior

Freshman

Masters

Freshm3n

Senior

Sophomore

Junior

Junior

Masters

Senior

Masters

Freshman

Masters

Freshman

Sophomore

Senior

Sophomore

Junior

Sophomore

Sophomore

Junior

Junior

Senior

Ph.D.

Sophomore

Masters

CollegeScholar

Economics/Business

History/AsianStudies

Japanese

ComparativeReligions

HumanRights/EastAsianStudies

CreativeWriting&Literature

FashionMerchandising

PoliticalScience/English

Literature

FastAsianStudies

MassComm./PoUticalScience

JapanStudies

Economics/Business

ArtHistorv

Undeclared

PsyChology/HispanicStudies

Japanese

Int'lDevelopment/Anthro.

AsianStudies/History

AsianStudies/History

PoliticalScience

PrintJournalism

Japanese

Philosophy

EdLeadership/PolicyAnalysis

EastAsianStudies

InternationalPolicyStudies

BrVanBeaudoin

BradBower

MaureenCampbell

SusannahDavidson

LindseyDeWitt

JasminaDizdarevic

JenniferEusebio

JessicaHutchins

GurpreetKalra

MarvLancaster

JessicaLee

Tsz"Jess"KiuLiu

BethanyMarsh

RachelMason

AlisonMiller

MiaMonnier

AvaNakanishi

JamesPillar

JazmineRodriguez

JoshSchlachet

SamanthaScully

HidemiTanaka

MarquitaTaylor

JoshTurner

RvanUrie

DanielleVokal

NancyXuYang

SophiaYang

CornellUniversity

KalamazooCollege

FurmanUniversity

UCBerkelev

Univ.ofWashington

BarnardCollege

Univ.ofMichigan

FashionlnstituteofTech.

Univ.ofPennsylvania

NewCollegeofFlorida

HarvardUniversity

UCBerkelev

Univ・ofWaShington

KalamazooCollege

UniversityofKansas

MiddleburyCollege

Univ.ofPennsylvania

UniversitvofKansas

TulaneUniversitv

CornellUniversity

BowdoinCollege

MaCalesterCollege

NorthCentralCollege

UniversityofHawaii

Universitvofldaho

Univ.ofWisconsin

HarvardUniversity

Montereylnst.oflnt'lStudies
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第1章 第59回日米学生会議概要

メディアの中の第59回日米学生会議

第59回日米学生会議実行委員会は、より多くの方

に日米学生会議の存在を知っていただくために、

様々なメディアを通した広報活動を行ってきた。本

会議中にも取材を受け、記事として取り上げていた

だいた活動やイベントもあった。以下に掲載するの

はその主なものである。（記事は3章にも掲載｡）

・「京都新聞」2007年1月24日「共に暮らし、共に

語ろう」

。「秋田魁新報」2007年2月4日「第59回日米学生会

議 本県開催へ準備進む」

．「秋田魁新報』2"7年2月7日｢本県で日米学生会議」

．『秋田魁新報」2007年2月9日「日米学生会議 秋

田開催に」川口耕一朗

．「毎日新聞」2007年2月9日「日米学生会議講演会」

。「中国新聞」2007年2月15日

「広島など4都市で今夏日米学生会議」

．「岩手日報」2007年2月20日「日米学生会議参加

者募集」

．「山陽新聞」2"7年2月21日「日米学生会議開催へ」

。『中国新聞」2007年5月24日「日米広島学生会議

被爆地の声出そう」

．「秋田魁新報」2007年7月19日「国際理解を深め

よう」

．「育英ニュース」2007年7月20日「国のアイデン

ティティーを超えた繋がり」

．『週刊アキタ」2007年7月27日「秋田で初の日米

学生会議」

．「どまん中」AKT秋田テレビ2007年8月3日放

送「日米学生会議秋田フオーラム」

．「北羽新報」2007年8月4日「白神通じて環境学ぶ」

．「秋田魁新報」2007年8月4日「秋田の伝統を体感」

．「北羽新報」2007年8月5日「雨の白神山地も格別」

．『秋田魁新報」”7年8月5日「地域との交流深まる」

．「NEWSリアルタイムあきた」ABS秋田放送2007

年8月8日放送「日米学生会議フオーラム」

．『朝日新聞」2007年8月9日「秋田訪問の米学生」

．「読売新聞」狐7年8月9日「日米の相互理解深める」

．「秋田魁新報」2007年8月9日「日米学生会議フオ

－ラム」

．「中国新聞」2007年8月11日「広島で日米学生会

議開幕」

･NHK各地のニユース 日本放送協会2007年8月

13日放送「日米広島学生会議」

．「中国新聞」2007年8月14日「広島で日米学生会

議シンポ」

．「イデチヤンネル」AKT秋田テレビ2007年8月

17日放送「第59回日米学生会議」

.「京都新聞」2007年8月18日「京でフォーラム、

両国学生が意見発表」

．「京都新聞」2007年8月19日「日米学生会議 伏

見で交流会」

他、大学新聞や地域広報誌なと

◆
日
米
学
生
会
蟻
参
加
者
募

集
７
月
妬
日
か
ら
８
月
即
日

ま
で
、
東
京
都
、
秋
田
県
な
ど

全
国
４
カ
所
で
開
催
。
国
際
教

育
振
興
会
主
催
。
「
太
平
洋
か

ら
世
界
へ
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
探
究
と
次
代

の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
米

両
国
の
学
生
が
共
同
生
活
を
通

し
て
議
論
を
亜
ね
る
。
募
集
は

鴻
人
。
雷
類
と
面
接
、
教
養
試

験
で
選
考
す
る
。
希
望
者
は
日

米
学
生
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

守
再
ｇ
ぐ
ぎ
急
急
・
旨
胃
Ｉ
』

§
色
コ
も
目
く
）
か
ら
申
し
込

む
。
２
月
羽
日
締
め
切
り
。
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
（
０
３
。

３
８
５
９
．
０
５
６
８
）
へ
。

『岩手日報」2月20日

12 第59回日米学牛会議 日本側報告書



第59回日米学生会議概要 第1章
日
米
学
生
会
議

参
加
者
を
募
集

国
際
教
育
振
興
会

財
団
法
人
・
国
際
教
育
振

興
会
が
、
「
太
平
洋
か
ら
世

界
へ
～
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
探
求
と
次
代

の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
開
く

第
五
十
九
回
日
米
学
生
会
議

の
日
本
側
参
加
者
二
十
八
人

を
募
菓
し
て
い
る
。

七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月

二
十
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、

東
京
、
秋
田
、
広
島
、
京
都

を
回
っ
て
共
同
生
活
を
し
な

が
ら
、
米
国
の
学
生
と
貧
困

や
教
育
、
テ
ロ
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
討

論
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
地
域
住
民
と
の

交
流
も
図
る
。

大
学
生
・
大
学
院
生
な
ど

が
対
象
で
、
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
同
会
議
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
言
ｇ
く
べ
ミ

ダ
コ
ミ
。
』
四
の
○
Ｉ
』
画
己
酌
。
。
○
○
『
己

）
・
締
め
切
り
は
今
月
二
十

八
日
。
四
月
上
旬
に
参
加
者

を
決
定
、
春
合
宿
（
五
月
三

～
五
日
）
や
事
前
活
動
、
直

前
合
宿
（
七
月
二
十
五
、
二

士
〈
曰
）
な
ど
が
あ
る
。

同
会
議
は
一
九
三
四
年
の

創
設
で
、
宮
沢
喜
一
元
首
相

も
参
加
し
た
。
日
米
で
交
互

に
開
か
れ
、
両
国
の
学
生
が

主
体
的
に
企
画
・
運
営
に
あ

た
っ
て
い
る
。

｢山陽新聞」2月24日

広
島
な
ど
４
都
市
で

今
夏
日
米
学
生
会
議

参
加
者
を
募
集

国
際
教
育
振
興
会
（
東
京

都
）
は
、
七
月
二
十
六
日
か

ら
八
月
二
十
日
に
か
け
て
広

島
、
東
京
、
京
都
、
秋
田
の

四
都
市
で
開
く
「
日
米
学
生

会
議
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

暴
力
と
平
和
、
開
発
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
日
米
の
学
生
が
寝
食
を

共
に
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
。
広
島
市
で
は
八
月
中

旬
に
「
核
兵
器
と
平
和
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

く
。
五
、
七
月
に
事
前
合
宿

も
あ
る
。
参
加
費
は
十
二
万

円
。面
接
や
英
語
の
選
考
試
験

を
経
て
、
四
月
上
旬
に
参
加

者
（
二
十
八
人
）
を
決
め
る
。

対
象
は
大
学
、
短
大
、
高
等
専

門
学
校
な
ど
の
学
生
で
、
留

学
生
も
含
む
。
締
め
切
り
は

二
月
二
十
八
日
。
日
米
学
生

会
議
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
通

じ
て
申
し
込
む
。
事
務
局
冠

Ｏ
Ｓ
（
３
３
５
９
）
０
５

６
３
。

｢中国新聞」2月15日

「
京
都
新
聞
」
１
月
溺
日

酉
三
二
二
二
二
一
一
二
二
三
二
二
二
二
一
一
二
一
二
一
一
一
二
二
二
二
一
二
一
二
一
二
二
二
二
二
二
一
二
一
二
一
二
二
一
二
二
二
二
一
二
一
一
二
一
一
一
二
一
一
二
二
二
二
二
一
二
二
二
一
一
一
二
三
一
二
二
二
二
二
二
一
二
一
一
二
一
二
一
二
二
一
二
二
一
二
二
一
二
二
一
二
二
二
一
二
一
二

共
に
暮
ら
し
、
共
に
語
ろ
う
篝
鑪
フ
ォ
‐
ラ
ム
も
予

全
日
程
と
準
備
活
動
に
参
加
で

川
日
本
と
米
国
の
学
生
が
一
カ
月

州
間
、
共
同
生
活
を
脊
な
が
→
呂
引
擬
湯
癖
臥
献
糾
許
巽
稚
烈
凝
重
駄

饗
縣
灘
謙
症
零
蕊
謡
達
砺
漂
巽
講
悪
融
騏
謬

蝋
講
菫
籠
霊
雛
望
難
蕊
課
謹
隷
撫
竈
騨

川
月
一
日
か
ら
参
加
者
を
募
集
す
Ｆ
」
立
命
館
大
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
七
わ
せ
は
同
会
議
事
務
局
盆
Ｏ
３

Ｉ
る
。
分
科
会
を
開
催
す
る
。
環
境
問
題
（
３
３
５
９
）
０
５
６
３
へ
。

川
毎
年
、
日
米
交
互
で
開
催
し
て

今
夏
京
な
ど
４
会
場
で
開
催

い
る
。
今
年
は
「
太
平
洋
か
ら
世
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第1章 第59回日米学生会議概要
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第2章 事前活動

トと来場者との間の活発な意見交換が行われた。イ

スラエル・パレスチナ問題などを例に、「和解とは

お互いの差異を許容することである」という指摘が

あり、その具体策は次代を担う若者が考えていく必

要があるとの提言もなされた。

当日は高円宮妃殿下にもご臨席を賜り、英語スピ

ーチをいただき、共催者団体の関係者の方々からお

言葉をいただいた。

懇親会では、声楽家のメニッシュ純子さんによる

JASCソングのコンサートがあり、学生と来賓の

方々との懇談が行われた。

事前活動とは

第59回日米学生会議では、7月に始まる本会議に

向けた準備として事前活動を行った。事前活動は、

会議参加者が決定する前からの講演会に始まり、顔

合わせの合宿、現在進行形の国際社会のトピックス

についてのレクチャー、コミュニケーションスキル

の講座など、本会議をより充実させ、円滑に進行す

るための諸活動を指す。本章では、これらの事前活

動の様子を紹介する。

第2回日米ユースフォーラム

アメリカ大使館講演会
「日米関係の軌跡と日米学生会議の挑戦」日時：2006年10月30日（月）

共催:JASCジャパン、社団法人 日米協会、日米

教育委員会

後援：東芝国際交流財団

テーマ:"Reconciliationinatroubledworld:

PerspectivesfromJapaneseandAmerican

Youtho,

パネリスト:HanaHeineken(第55回日米学生会議

米国側実行委員長）

川口耕一朗（第59回日米学生会議日本側実行委

員長）

唐沢由佳(第58回日米学生会議日本側実行委員）

LasanthaLuckyGunasekara(第57回日米学生

会議米国側実行委員）

モデレータ:DavidH.Satterwhite(日米教育委員

会事務局長）

日時：2月14日（水）

主催：第59回日米学生会議実行委員会

後援：米国大使館

テーマ：「日米関係の軌跡と日米学生会議の挑戦」

パネリスト：阿川尚之（慶應義塾大学総合政策学部

長、元在米国日本大使館公使）

DavidH.Satterwhite(日米教育委員会事務局長）

乗竹亮治(第55回日米学生会議日本側実行委員長）

HanaHeineken(第55回日米学生会議米国側実

行委員長）

モデレータ：川口耕一朗（第59回日米学生会議日本

側実行委員長）

講演内容：米国大使館の後援の下、東京アメリカン

センターにて、第59回日米学生会議講演会を開催し

た。第1部では、「日米関係と軌跡」と題して、日米

間の人的交流に携わってきた、阿川氏、Satterwhite

氏から、それぞれ日本側、米国側から見た二国間交

流の歴史、意義についてお話いただいた。第2部の

｢日米学生会議の挑戦」では、第55回日米学生会議

日本側、米国側両実行委員長に、会議の意義や55回

当時のお話をしていただき、その後の質疑応答では、

来場者との活発な議論が行われた。

日本外国特派員協会にて歴史認識をテーマに、

120人以上の来場者を迎え、第2回日米ユースフオ

ーラムが開催された。4人のパネリストは日本、ア

メリカという枠組みを超えた多様なバックグラウン

ドを下に、それぞれの経験や大学での専攻を活かし

異なる観点から発言した。

東京裁判の正当性、広島原爆投下の是非、日中韓

に現存する歴史認識の差異、日本における外国人差

別の歴史についての発表が各パネリストからあり、

その後の会場を交えての質疑応答の際にはパネリス
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【実行委員後記1

本講演会は、第59回実行委員会が主催する初めて

の行事であったこともあり、試行錯誤を重ねてよう

やく実現した。応募に向けた、59回会議の説明会を

目的としていたこともあり、日米両国の有識者、ま

た会議OB・OGからそれぞれ、日米関係における会

議の意義を伝えていければと考えていた。

阿川、Satterwhite両氏からは、日米関係150年に

おける人物交流の歴史を踏まえた上で、現在的な会

議の意義についてお話いただいた。その後、乗竹、

Heineken第55回日米学生会議日本側、米国側両実

行委員長からは、55回会議の企画、運営における困

難、その過程において考えた会議の意義についての

考察を伺った。

1934年の会議設立当初の緊迫した状況とは異な

り、良好な日米関係の下で、72名の学生が1カ月交

流を深める意義はあるのか。会議の根幹とも言える

問いに、私自身答えを見出せずにいた。しかし、両

委員長の考察は示唆に富み、経験に裏付けされたも

のであり、自問自答を繰り返していた私に光を与え

てくれた。「人生の縮図と呼ぶべきJASC」－乗竹氏

のそんな言葉から、JASCの組織としての成長の必

要性を感じた。 （川口耕一朗）

主催：第59回日米学生会議実行委員会

協力：大和証券、NPO学習学協会

講演会：（株)大和証券グループ本社 CSR本社

金田晃一氏 「CSR時代の企業とNGOのパートナー

シップ」

ワークショップ:NPO学習学協会代表理事 本間正

人氏 「国際コミュニケーションワークショップ」

講演会内容：金田晃一氏講演会「CSR時代の企業と

NGOのパートナーシップ」では、今発展を遂げて

いるCSRの現状と可能性について、またアクター間

のパートナーシップはどのように築けているかにつ

いて、金田氏の豊富なキャリア経験を通し、分り易

く語っていただいた。

本間正人氏は、ビジネス・ラーニングとコーチン

グのパイオニア、NHK教育TV「実践ビジネス英会

話」や企業研修講師など多分野で活躍中である。そ

の本間氏による「国際コミュニケーションワークシ

ョップ」では、国際人に必要とされるコミュニケー

ション力を広げることを目指した。また、これに併

せ、第59回会議の説明会、第58回会議のビデオ上映

をそれぞれ行った。

【実行委員後記】

本日の前半の講師金田晃一先生は、第58回会議の

報告会でも講評をいただいた方だ。流暢で分かりや

すい講演によって今まで知らなかった企業の様々な

努力に関心を持つようになった。特に、今回も強調

なさっていた↑ITruSt-BuildingPDCAModel'!は我々

実行委員も常に銘記しなければならない重要なもの

であろう。日米学生会議の簡単な説明会を挟み、後

半はNPO学習学協会代表理事の本間正人先生に活発

な参加型ワークショップを行っていただいた。まず

は、二人組の性格あてっこゲーム。初対面の人とわ

ずか10分もたたないうちに打ち解けられる。その後

は4，5人の組に分かれ、国際コミュニケーション

にとって大切なものはなにかについてBrain

StOrmingとグループごとの発表。本間先生のユーモ

アいっぱい、知恵いっぱいの楽しいコメントを挟み

つつ、国際コミュニケーションの極意を参加者がと

意見を交わすパネリストたち

ビジネス講演会・国際コミュニケーション
ワークショップ

【企画概要】

日時：2月19日（月）

第59回日米学生会議 日本側報告書17
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もに考える、濃密なワークショップだった。

（松田浩道）

No.2にあたる、大統領次席補佐官に就任した。

勉強会内容：来日中のJ.DCrouch米国国家安全保

障問題担当大統領次席補佐官による勉強会が早稲田

大学にて開催された。テーマは米国の安全保障政策

から、日米関係、北朝鮮、イランの核問題、6者協

議、イラク戦争など多分野に渡り、それぞれのテー

マにつき、米国政府の公式見解、CrouCh氏の個人

的見解を伺うことができた。

【実行委員後記】

アメリカ大使館の協力のもと、来日したクラウチ

米国大統領次席補佐官（国家安全保障問題担当）を

迎えた勉強会が早稲田大学の教室を借りて行われ

た。日本の大学生と率直な意見交換を行ってみたい

という次席補佐官の意向を反映し、参加者からは

｢将来的な核兵器の廃絶の可能性」や「今後のイラ

ク情勢と米国の対応について」など、昨今の国際問

題に対するかなり突っ込んだ意見が出された。会場

には学生の他、日本の外務省職員の姿も見られ、通

常ではあうことの出来ないアメリカ政府高官と直接

対話できたことに参加者は一様に興奮した様子だっ

た。 （高井竜輔）

卓

今

金田氏による講演

■ 可
屋

画

１－
ゞI

声 ー －－
＝

一

１
０
…

’
４

桃や

』

LL一

本間先生によるワークショップ

’クラウチ氏勉強会～米国の安全保障政策～

【企画概要】

日時：2月27日（火）

主催：米国大使館

テーマ：「米国の安全保障政策」

講師:J.DCrouch国家安全保障問題担当大統領次

席補佐官

講師履歴：南カリフオルニア大学博士課程終了後、

米国の安全保障政策に従事。国防省次官補、ルーマ

ニア大使などを歴任後、2005年に安全保障分野の

６
１

AI

学生と対話するクラウチ氏
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春合宿 ていた･

実際に講演として聞けたのは、そのほんの一部で

しかなかったため、少々残念だった。「講演会」と

いう場で、多くのことを知ろうとした私の考えも甘

かった。

しかし、私はお二人を心から尊敬できる場面に遭

遇した。それは、お二人が私を含めた多くの学生の

質問に対して、丁寧にお答えしていたことだ。当た

り前のように思えるかもしれないが、簡単なことで

はない。若い学生から質問・意見を真筆に受け答え

できるような「謙虚さ」は誰もが持てるものではな

い。私はおこ方のそんな何気ない「優しさ」こそ、

この日米学生会議の真髄ではないかと感じた。

（間橋大地）

5月3日～5月5日にかけて、代々木のオリンピ

ックセンターにて第59回日米学生会議参加者が初め

て一堂に会する春合宿が開催された。2泊3日とい

う短い期間の中で、自己紹介とアイスブレーキング、

大先輩による日米学生会議の歴史と理念に関する講

演、講師の先生とエルマイラ大学の学生を招いた英

語ディスカッションの練習、大勢のアルムナイを招

いてのレセプション、分科会活動と全体討論会など、

盛りだくさんの内容の合宿であった。以下、参加者

の感想文を中心に活動を振り返る。

○OB講演会

○EnglishCommunicationProgram
英語によるディスカッションを円滑にすすめるた

め、SFCの樋栄ひかる先生を招いてのワークシヨッ

プを行った。積極的に英語でコミュニケーションを

するコツを教えていただき、大変盛り上がった。ま

た、エルマイラ大学の学生を招いて班ごとに英語デ

ィスカッションと立食パーティーも経験し、本会議

の雰囲気を味わうことができた。

｜

’講演される岩崎洋一郎さんと中瀬正一さん

合宿が開始した初日に、大先輩に当たる岩崎洋一

郎さん、中瀬正一さんを招いての講演会を行った。

戦後間もなくの会議の経験をもとに、新しく日米学

生会議の一員となったメンバーに対して激励の言葉

を頂いた。

二冊画騨
ｉ一，

､:ll ／：
嵐嵐

、N
Lw

晩

F、

玉座

【参加者後記】

拍子抜けした。しかし同時に尊敬できることもあ

った。講演会後の私が感じた率直な感想である。日

米学生会議には非常に長い歴史があることは有名で

ある。そのため、おこ方からどんな「刺激」を得ら

れるか、なぜ日米学生会議を発展させることができ

たのか、彼らの情熱や考えにまで肉薄できると考え

~ --A ＝＝

英語ワークショップの一幕

【参加者後記】

私は自分の英語に自信がなく、ワークショップ開

始前は不安と緊張でいっぱいでした。しかし、ひと

たび始まるとその不安は俄然やる気に変わりまし
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*RTでの位置づけが明確になり、安心して取り組

む環境が整った。お陰でメンバー全員の満足する結

果となった。思えばこれだけ効率的に熱く議論出来

たことも珍しい。ファイナルフォーラムでは「観客

を徐々にしっかりと引き込む」ことを至上命題とし、

そのための具体的な秘策を次々と練った。中味

は・・・お楽しみに！

（加納康宗）

た。人と人とのコミュニケーションにおいて、言葉

それ自体が表す内容よりも、表情や姿勢によってよ

り多くの情報が相手に伝えられる事実を理解し、こ

れならすぐにでも自分にできると自信をもつことが

できたからです。言語はツールであるということを

再認識しました。ワークショップでは様々なゲーム

を通して意思疎通を学ぶ機会が多く設けられました

が、そのとき何よりも心地よかったのが、参加者全

員が熱く、真剣にゲームに取り組み、その効果を最

大限に得られたことでした。

アメリカ側参加者との合流、JASCを通して出会

う人々とのコミュニケーションがうまくいくよう

に、ここで学んだことを普段から意識し、本会議に

つなげたいと思います。 （本郷亜紀）

いまだ経験したことの無いほど、アカデミックな

議論を私の細胞全てが求めていた。次々出る鋭い質

問、トピックへの解釈や問題意識、意見をすり合わ

せて全体を纏め上げていく作業…どれをとっても分

科会のメンバーが発言すればするほど、相乗効果で

他の発言がより意味深いものとなるため、発言せず

にはいられない。一心不乱に耳を傾け、そして考え

を言葉にして紡ぐ。合宿会場へ向かう私の頭の中に

あった、自分が議論へ果たして貢献できるか、とい

う疑問は1日目に消え去り、3日目には密な議論が

メンバーの心の絆まで強くしてくれていた事に気が

ついた。今は本会議でのさらに熱い議論を夢にみて

いる。

（平井麻祐子）

○参加者感想（春合宿全体）

2007年5月3日から5日まで、国立オリンピック

記念青少年総合センターにて春合宿が開催された。

この日、私はようやく待ちに待った第59回参加者に

会うことができた。

初日はまず、この有意義な会議をサポートしてく

ださっている主催者側からの講演やJASCのOBの

方々から由緒あるこの会議の歴史的背景を知ること

ができた。私も含めた参加者にとっては、当初とは

少し違ったJASCの側面に触れることができた。も

ちろん、それだけでなく初日から自己紹介を通じて

少しずつ参加者同士、またECとの意思疎通が少し

ずつ見えてきていた。さらに一体感が見えてきたの

がOGEnglishCommunicationProgram"であった。

ここでは講師を招いた英語でのコミュニケーション

能力の向上のためのアクティビティーや東京に語学

エルマイラ大学の学生と

○分科会活動

全員が揃ったところで、分科会も本格的に始動し

た。それぞれが本会議に向けた方針や活動内容を熱

心に話し合い、合宿の最後には全ての分科会が順番

に発表し議論した。最後の質疑応答は大人数ながら

ECの期待をはるかに上回る熱気を見せた。以下に

参加者2人の感想文を掲載する。

NationalismRTは最高だった。“いかつい”メン

ツが集まったせいか、議論では全員が積極的に発言

し、「双方向」そのものだった。基本方針は初日の

夕食までにスッキリまとまり、2日目からは議論も

発表も全て英語に切り替えた。各自の論文も方向性
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留学に来ていた十数名のアメリカの大学生を交えた

分科会の議論を進める機会は非常に充実していた。

その後は、JASCのOBの方々を交えたレセプション

や飲み会も企画されて、改めてJASCが偉大な先輩

方の人生におけるかけがえのない冒険であったこと

が感じられた。

このように初日・二日目はJASCの概要を知るう

えで非常に重要な企画が盛りだくさんであった。さ

て、個人的にこの春合宿で刺激的で、ハートに火を

つけた瞬間を紹介したい。それは全分科会がこの春

合宿で話し合った内容に関して参加者・実行委員．

3名のOBの方の前で発表する場であった。アメリ

カの高校を卒業した私にとって、現在在籍している

大学でよく思うことがあまりにも議論が少ない授

業・講義が多いことであった。しかし、今回の各分

科会の発表の後に末永く続いた議論はまるで日本に

いるようでいない変な空間にいるようであった。近

年、「日本人にはコミュニケーション能力がない」

とか「NOといえない日本人」と日本人のコミュニ

ケーション能力に対して問題視されているが、春合

宿での最後の発表はそのような危機感を緩和してく

れるような気がした。

そして、忘れてはならないのが春合宿を企画した

実行委員である。春合宿まで行ってきた選考・春合

宿準備・本会議準備、それはとてつもなくハードで

忍耐力のいる「任務」である。今年のECの一つの

テーマは「笑顔でいること」のようであった。だが、

今までの準備からの疲れとストレスの蓄積が、よう

やく春合宿で参加者と出会えたことで、それら負の

連鎖がすべてゼロに戻った瞬間であったように見え

る。それによって出たECのとてつもない「笑顔」

が第59回参加者にとっては非常に刺激なものとなっ

たと考える。

参加者のユニークさ、ECの努力と凄まじい忍耐

力、この双方がアメリカ側とうまくコラボレートで

きたら、第59回JASCは何かすごいものを後世に残

すのではと期待している。その日まで、約2カ月半…

（伊関之雄）

○参加者による一言コメント

・議論は驚くほどの進展と熱気を見せ、また食事や

夜更かしではみんなの多様性を楽しめた。どうして

ここまで一気に馴染めるのか。JASC万歳!GW明

けたらhomesickstart!! (加納康宗）

．「合宿｣という日常から切り離された｢バーチャル」

の中で、普段は言わないことが言え、しないことがで

きました。そして良い出会いがありました！

（望月進司）

・人生でこんなにも濃密な3日間は､存在しなかった。

たくさんの刺激を受けると同時に、このメンバーなら

歴史に残る会議をつくれると直感した。 （間橋大地）

・59回JASCは72人で作り上げるのではなくOB･

OG協力して下さってる方々皆の夢。ありのままの

私で萎縮せず、足りない知識は補ってもっと皆と話

していこう1前向きになれた。 （間嶋絵梨）

･JASCの先輩方の歴史を背負い、36+36で自分た

ちの会議を作っていく為のビジョンと気力を養えた

3日間。夏が今はひたすら待ち遠しい。

（平井麻祐子）

・各々が自身を高めようとする意識を持って臨んで

おり、励まされた。また自分自身において今何が必

要であるかというランク付けができ、大変有意義な

合宿となった。 （古屋佑樹）

．とても密度の濃い3日間だった。それはひとえに

ECの優れた統率力と、メンバー一人ひとりの意識

の高さによるものだと思う。本会議に対する期待と

やる気が上がりました！ （上田來）

･｢Energyが溢れている｡」私の春合宿の印象だ。

きっとこれがJASCモードに入るということなのだ

ろう。私も乗り遅れないようにしなければ。

（角田亜紗子）

．ただ事じゃない！ただものじやない！（笑） こ

の集団の目のキラキラとエネルギーは半端ないで

すIでも心から嬉しい11－杯勉強して本会議に臨

みます！ （山本詩乃）

・春合宿最終日、マジ眠かつた…。本会議は長いし、

もっと寝不足になるかと思うと不安だ…。でも

JASCの可能性を感じることができたのは良かった。

（武田尚樹）
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･ECとして、多くの不安を抱えて迎えた合宿でし

たが、参加者の予想以上のやる気と情熱にもうびっ

くり！きっと素敵な会議になると確信できました。

（松田浩道）

・春合宿、初めは緊張していたけど、一緒に時間を

過ごすと共に打ち解けることができました。このメ

ンバーなら本会議も絶対大丈夫11 （土岐吉史）

・春合宿で素晴らしい人たちに出会い、信じられな

いくらいのエネルギーをいただきました。 世の中

にはこんなに凄い人がいるのか、人はこんなにも色

んなことができるのか、こういう発想もあるのか、

と驚きの連続でした。これからこの素晴らしい仲間

と一緒に過ごしていけることが楽しみです。これか

らぶつかり合うこともあるでしょうが、そうやって

お互いをピカピカに磨き上げていけたらな、と思い

ます。 （吉川真由）

・僕と彼女とJASCo君に出会ったこの瞬間、時間

は動き出した。 （上野良輔）

．このメンバーで一生、時には熱くアカデミックな

議論をし、また時にはバカ騒ぎをし、とにかくずっ

とこの場所に居たい、そう思わせてくれる空間でし

た。 （廣田隆介）

･JASCで本当に素敵なメンバーひとりひとりに出

会えた事を感謝しています。春合宿を終えてモチベ

ーションも高まり、"LifeChangingExperience"

にする為にも頑張ろうと思います。 （竹内菜緒）

・今は春合宿がJASCエピソードのほとんど。あっ

という間の3日間が、夏に向かうパワーになる。可

能性を引き出す熱気の結集に感謝します。

（堀沙織）

．この春合宿は本当に濃い3日間だった！とにかく

色んなイベントが盛りだくさんで、自分がJASCer

の一員であることの喜びを実感できた！（金大鐘）

・春合宿では仲間のレベルの高さを知り、良い刺激

を受けました！また、こんな短期間にここまで親し

くなれたことに本当に驚かせられました！

（櫻静香）

・素敵な出会いと刺激的なプログラム◎歴代

Alumniの方々・不安、焦り、でもわくわく。そん

な複雑な感情と共に過ごした濃い春合宿だった。

CheersJasc59! (渡辺恭子）

．たった3日間という短い時間でしたが、参加者同

士が見知らぬ人から「仲間」へのステップが確実に

踏めた大変有意義な時間でした！ （本郷亜紀）

.やっと理解して言えるようになった「Lifechang-

ingexperience」という言葉がこれからは口癖にな

りそうな予感がした3日間でした。 （呉宣味）

・春合宿を通して、自分の現状をみつめることがで

きた。そこで得られた課題をしっかり把握し、夏に

つなげたい。 （高野恭平）

。ぎゅうぎゅう詰めのスケジュールに、ぎゅうぎゅ

う詰めの会議室。そんな物理的状態と共に、各人の

心の距離も近くなったみたい。 （李凌叡）

・春合宿は、これから、59回会議がはじまるのだと

いう自分の実感も持ったのと同時に、そこは、日本

側参加者36人の期待と熱気でうまった空間だった。

（安田雅治）

・初めて59回の全員に会うことができわくわくしま

した。分科会発表での質疑応答で鋭い意見がいくつ

も飛び交っていた光景が印象的です。（篠原由香里）

・興味や関心分野の違う人達と討論する中で、新し

い発見がたくさんありました。個性的なみんなと一

緒に、一つの･.JASC"を作り上げていくのが楽し

みです。 （佐藤逸美）

§ 伊

ﾛU

雪 ｢I

閏

〃

レセプションに訪れたアルムナイとともに
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すべきだ」という様々な命題に対して賛成派・反対

派に別れ、活気ある論議が行われた。ここではコン

テンツの重要性と人を惹きつけるプレゼンテーショ

ン能力の大切さを身をもって知った。いくら心を込

めても中身のないスピーチだと聞いてもらえない

し、良い主張でも観客に伝えられなければ意味を成

さないのだ。本会議までの間にこれらの技を習得で

きればと願う｡ (角田亜紗子）

英語ディベートワークショツプ

日時：6月3日（日）

場所：ココデシカ

講師：井上敏之氏

(井上敏之氏のウェブサイトは、

http:"www.speech-debate.com)

ディベートに盛り上がる参加者たち

英語での議論に備え、論理立てて話す訓練の一環

として日米学生会議OBの井上敏之氏による英語デ

イベートワークショップ開催された。参加者は、英

語の口慣らし、短いスピーチ練習の後、作戦タイム

(15分）二賛成派立論(2分）二反対派立論(2分）

＝反対派反論（2分）二賛成派反論（2分）→賛成

派まとめ（2分）二反対派まとめ（2分）の流れで、

3人1組でデイベートを行った。本会議に備え、英

語で話すための大変よい訓練となった。

【参加者後記】

JASCのOBでもある講師の井上敏之氏の英語ディ

ベートワークショップは衝撃の幕開けだった。ホテ

ルのフロントにあるようなベルが1回鳴ったと思っ

たら、井上氏を含め参加者は全員頭を英語に切り替

えて講義が始まった。まず一対一でPREP(結論・

理由・裏付け・結論）の方式で4分のスピーチをし

た。これを20人以上が1つの部屋でやるのだから、

英語の嵐になったことは想像できるだろう。

本題のデイベートとしては、3人グループを8つ

作りそれぞれ対戦する形がとられた。「マックが世

界にもっと広まるべきだ」や「日本は核兵器を所有
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防衛大学校訪問
ワ

〆忌､~－‐
日時：6月22日（金）

防衛大学校訪問は、毎年行われている日米学生会

議の正式な事前活動である。日米学生会議参加者に

とって、普段なかなか接することのない防衛大学校

生との交流は安全保障問題を考える上で非常に大き

な刺激となる。

本年度の研修は、防衛学国防論教育室太田一等陸

佐によるイラク人道復興支援に関する講義によって

始まった。そして、防大生との学生食堂での会食、

防大生の課業行進見学の後、国際関係学科岩田教授

による核に関する講義を受けた。

その後、防衛大生と日米学生会議参加者による分

科会ごとのディスカッションを行った。安全保障、

憲法9条等様々なテーマについて活発に意見交換が

なされ、終了後の懇親会会場でも白熱した議論が続

いていた。

【参加者後記】

防衛大学校は、大学の施設や規模等を除けば、起

床整列や巡検等の寮生活､敬礼や行進等の基本動作、

上級生と下級生の関係、学生の話し方や物腰など、

海上保安大学校と共通する部分が多く見受けられ

た。

歓迎レセプションで

今回の訪問の中で最も印象に残っている事は、分

科会ごとに防大生を交えて行われたディスカッショ

ンである。私たちのグループは「日本の国防」とい

うテーマで議論を行ったが、そこで「大学校生」と

｢一般大生」との「違い」が如実に現れていたこと

が興味深かった。大別すると、制服を着ている私や

防大生側は、有事法制や集団的自衛権に対して前向

きな立場をとっていたのに対し、一般大生側は正反

対の立場をとっていた。この「違い」はどこから生

まれるのか考えるべき点であるが、仮にそれが自衛

隊や海上保安庁への理解不足や知識の欠如から生じ

ているのであれば、対策を講ずる必要がある。なぜ

なら、我々の任務は国民の信頼と協力があって初め

て遂行が可能となるからである。平和や安全に対す

る脅威が専門化・多様化・国際化している今日、日

本の平和と安全を守るためには、消防、警察、海上

保安庁、自衛隊等の活動だけでなく、国民一人ひと

りの「高い意識」が極めて重要なのである。

この防大訪問を通して、テロ対策や不審船対策、

大量破壊兵器拡散防止訓練といった広範な分野にお

いて、海上保安庁とより緊密な連携が求められる自

衛隊の将来を担う防大生と交流できたことは、価値

ある貴重な経験となった｡ (上野良輔）防衛大学校生を交えた分科会の様子
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第3章 本会議・サイト活動

’ サイトコーディネーター東京サイトサイ
高井竜輔三窪英里HiroyukiMiyakeBrianMiller7月25日～8月2日

東京サイトスケジュール の街で、第59回日米学生会議全体の理念であるグロ

ーバルパートナーシップの構築に向けた前進を図る。

東京サイトの目指すもの

7月25日（水）日本側参加者 直前合宿

7月26日（木）アメリカ側参加者来日

ジョイントオリエンテーション＃1

7月27日（金）開会式兼外務省主催レセプション

世界銀行環境マルチラテラルフオー

ラム（世界4カ国同時テレビ会議）

7月28日（士）ジョイントオリエンテーション＃2

スキット上演

分科会活動

AmedeleLedProject"Capturethe

nag"

7月29日（日）分科会活動

リフレクション

7月30日（月）分科会フィールドトリップ

アメリカ大使館主催レセプション

VISAInternationalAsiaPacific

Ltd.訪問

スペシャルトピック

7月31日（火）アジアユースフオーラム

8月1日（水）文化体験企画

東京都内観光

8月2日（木）横須賀米海軍基地 訪問

横浜中華街 観光

8月3日（金）秋田サイトへ出発

サイトコーディネーターとして、東京サイトで達

成したい目標は三つあった。

まず、政治・経済・文化、それぞれの分野で日本

の「一流」に触れること。大使館訪問で政治に、企

業訪問で経済に、伝統文化体験を通じて文化に触れ

る。フオーラムやフィールドトリップの機会を通じ

て、国際社会に山積するグローバルイシューと、そ

の解決に向け自分たちに何ができるか考える。分科

会活動の充実を図るとともに、本会議全体のテーマ

である次代の創造へ向けた足がかりを提供できたら

と考えていた。

次に、第一サイトとしての役割があった。例年、

会議序盤のサイトでは日米両国のデリゲートが親睦

を深める機会に恵まれず、互いの交流が進みづらい

という問題点が指摘されてきた。そこで今回の東京

サイトでは分科会の枠を超えて、ヴァーバル、ノン

ヴァーバル両面でのコミュニケーションの機会を拡

充することでこの解消を図った。前者はスペシャル

トピックや、フォーラム前のスモールディスカッシ

ョンという形で、後者はALPや観光体験でプログラ

ムに落とし込んだ。

最後に、これは主に日本側のデリゲート向けであ

るが、東京や日本について、新たな発見のある東京

サイトにしたかった。いつもの東京の町並みも、

JASCerと一緒に歩くと全く違って見えてくる。普

段何気なく生活する中で見落としがちな「日本」や

｢東京」について、その来し方行く末を見つめなお

し、再考するきっかけとなれば、日本側参加者にと

ってもきっと得るものがあるに違いない。

参加者の皆にももう一度感謝を。どんなに趣向を

凝らしたプログラムという名の箱も、参加者皆の協

力とインスピレーションがなければ輝かない。本当

東京サイト理念

江戸開府から四百余年。1200万の人口を擁する巨

大都市に成長した東京は日本の政治．経済的中枢で

あると同時に常に新しい文化の発信地であり続けて

きた。米国を始めとする各国の企業、公館、国際

機関が集中する世界有数の大都市である一方、浅

草．上野に見られる情緒溢れる古き良き日本の一面

をも残す。東洋と西洋、歴史と現在、そして未来。

様々な人種と価値観が交錯するエネルギッシュなこ
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夕食後、初めて一同が大きな部屋に会してジョイ

ントオリエンテーションが行われた。アメリカ側参

加者の長旅の疲れを考慮して、実行委員の自己紹介

やグラウンドルールなど最小限必要なことのみを共

有し、本格的なプログラムが開始される明日に向け

て調子を整えた。

にありがとう。そして願わくは、東京の、59回会議

の思い出を一人でも多くの周囲の人に伝えて欲し

い。内にあっては参加者同士の信頼が、外にあって

は会議の成功となり、JASCの社会的評価と信用の

向上につながっていく。次回以降の日本開催も、成

功しますように！ （高井竜輔）

直前合宿

7月25日 日本側直前合宿 ６
１
皇全国各地に住む日本側参加者がこの日、国立代々

木オリンピックセンターに集合した。全員が集まる

のは5月に行われた春合宿以来のことであり、それ

ぞれ再会を喜び合った。スキット（異文化紹介の寸

劇)の練習やこれから始まる英語漬けの毎日に備え、

分科会ごとに英語でのプレゼンテーションを準備し

た。明日にはアメリカ側参加者が到着し、本会議が

始まるという信じがたい現実に不安と期待の入り混

じった様子であった。

″
７

１－垂言
E

酉
～

＝

P

ジョイントオリエンテーションでの実行委員

7月27日 開会式兼外務省主催レセプション 世界

銀行環境マルチラテラルフオーラム

第59回日米学生会議の開催に伴い、ご協力いただ

いた方々をお呼びしての開会式が東京プリンスホテ

ルで行われた。開会式は本会議開催直前に他界され

たJASCアルムナイの宮澤喜一元首相への黙祷に始

まり、主催団体の大井理事長や後援者の方々からお

言葉をいただいた後、日本側実行委員長の川口耕一

朗と米国側実行委員長のMorganSwartzがスピーチ

を行った。外務省主催によるレセプションも同時に

行われ、文化交流部部長の山本忠通氏からお言葉を

いただいた。外部に対して開会を宣言することで、

JASCが社会と深く結びついていることを感じ、

JASCerとしての自覚が芽生え始めることとなった。

7月26日 アメリカ側参加者来日 ジョイントオリ

エンテーション

午後6時半過ぎ、成田から36名のアメリカ側参加

者を乗せた大型バスが到着した。プレゼントである

手作りの扇子とネームカードを持ち、まずは自分の

Buddy探し。日本でもアメリカでもない特別な空間

がそこには生まれ、新しい出会いとこれから始まる

1ヶ月に期待で胸膨らませることとなった。

マ~ ■の

琴

ロ
麺

鍵
１
』

外1

開会式・外務省レセプションの様子アメリカ側参加者が到着し、59回会議が幕を開けた
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第3章 本会議・サイト活動

その後世界銀行東京事務所の協力を得て、世界環

境マルチラテラルフォーラムを行った。環境という

グローバルな問題に対して、世界において特別な地

位にある日米両国がどのように働きかけるべきかと

いう問題意識の下に行われたこのフォーラムは、第

59回会議のテーマである「日米によるグローバルパ

ートナーシップの探究」を最も明確な形で体現する

こととなった。

葉大学の上村雄彦准教授からお話を頂いた。小林氏

は環境問題全体を見渡した後、京都議定書の現状と

未来、そして日本の問題解決に対する取り組みにつ

いて解説された。日比氏はバイオダイバーシティの

重要性と、それがいかに危機的状況にあるかについ

て話してくださった。上村准教授は環境税やグロー

バルな税金による問題解決法について持論を展開さ

れた。それぞれ政府、NGO，学会という立場なら

ではのお話だったと思う。

学生も交えた質疑応答では、「先進国か発展途上

国か、どちらに焦点をあてて問題解決を図って行く

べきなのか｣、「バイオダイバーシティのhotspotsの

インバランスを指摘されたが、どうやってそれを再

配分するべきか」など、学生から積極的な質問が出

された｡

第三部は日米学生によるプレゼンテーションで幕

を開けた。SamanthaScullyと武田尚樹がそれぞれ、

自分や自国の環境に対する配慮や、今後の改善点に

ついてスピーチを行った。すべてのアクターが共有

財産の為に努力しなければならない、環境に配盧し

た行動を習慣化せねばならない、などマクロ、ミク

ロ両視点からスピーチが展開された。その後、テレ

ビを通じてフランスの学生によるプレゼンが行われ

た。「フランスの優れた環境技術や原子力発電の活

用を例に挙げ、生活の質を犠牲にする事なく技術に

よって環境問題を解決して行くべきだ｣、といった

主張がなされた。最後のプレゼンはガーナの学生に

よるものだった。自国の森林破壊などの問題を挙げ、

NGOなどの積極的な参加、イニシアチブを求めた。

その後全員を対象とした4カ国同時テレビ会議が行

われた。「日米ではどのような問題が重用視されて

いるのか？」「核エネルギーに関してどう思うか？」

｢京都議定書に関してどう思うか？」最初はお互い

の距離や違いを意識した質問が出たり議論されたり

したが、最終的には日米・フランス・ガーナの学生

たちの意識に大した差はないように見受けられた。

すべてのアクターが行動しなければならないこと、

現在の取り組みでは不十分である事など、現状に対

する認識では一致できた。

会議初日から、四時間以上に渡る長いフォーラム

真剣な表情で聞き入る参加者たち

【世界環境マルチラテラルフォーラムを振り返って】

第59回日米学生会議アメリカ側実行委員 三宅博之

日米の参加者が合流した翌日、開会式の直後に世

界銀行東京事務所の一室を借りて世界環境フォーラ

ムを開いた。フオーラムは三部構成だった。学生会

議参加者によるスモールグループディスカッショ

ン、三人のパネリストを招いてのパネルディスカッ

ション、そしてガーナ・フランスの学生との同時テ

レビ中継会議だ。

学生会議参加者によるスモールグループディスカ

ッションでは、7つのテーマを設定し、そのテーマ

に沿って日米学生で議論をした。テーマは環境法か

らフェアトレード、バイオエネルギーの活用など多

岐に渡り、「政府はいかに法を使って持続可能な社

会を実現できるか」や「次代の環境保護のフレーム

ワークは京都議定書のものを踏襲すべきか」などと

いった問いに対する答えが模索された。

第二部では、環境省の小林豪氏、国際NGO･

Conservationlnternationalの日比保史氏、そして千
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業を通して、ひと夏を共に過す仲間たちの間に、少

しずつだが親近感が芽生え始めた。

があり、参加者たちもさすがに疲れていたようだが、

この数時間のうちに得られたものは大きかったと思

う。

【参加者後記】

小議題はJASCで初めてマネージするディスカッ

ションテーブルだった。英語で議長をやるのは初め

てだったが、パネリストも務めるサマンサや最初に

仲良しになった"BRachel"(Brad&Rachel)が積

極的に発言してくれて助かった。日本人だけの議論

なら日本語でも沈黙が訪れていたなと考えると、

JASCersに頼もしさも覚えた。同時にアメデリの大

半がリベラルであることも知った。

パネルディスカッションはレベルが高く、英語に

ついていけない所も多々あったが、同時にJASCで

楽しみながら頑張れることのありがたみも再認識し

た。 （加納康宗）

【世界環境マルチラテラルフォーラム：第1部ディス

カッションテーマとリーダー】

・先進国と途上国の環境への意識の差異 上田來

・ボーダレス化する世界でどのような

環境対策が求められるか 加納康宗

・バイオ燃料と食料 金大鐘

・二酸化炭素排出権 古屋佑樹

・環境法 李凌叡

･CSRと環境 武田尚樹

・フェアトレードと環境 伊関之雄

7月28日 スキット上演 ジヨイントオリエンテー

q日本側スキットの一幕

本格的なアキバボーイス‐堅二

『ﾂ菰

.’アメリカ側スキットのレ

ー幕、ロックスターの

誕生

昼食後は分科会に分かれ、最初の分科会セッショ

ンが行われた。自己紹介や各自が興味を持つ分野を

共有したり、早速ファイナルプロジェクトに向けて

話し合うグループもあった。

ション分科会

AmedeleLeadProject"CapturetheFlag"

7月28日土曜日、快晴。来日以来のハードなスケ

ジュールも一段落し、参加者同士の本格的な顔合わ

せの機会となる日米ジョイントオリエンテーション

が行われた。各自が会議に対する抱負を混ぜながら

自己紹介した後、バデイ同士がプレゼントを交換。

続いて日米のグループに分かれ、互いの文化を演劇

形式で紹介しあうスキットエクスチェンジとなっ

た。アメリカ側は、テレビのショーやアメフトなど

の現代米国風俗をコミカルに表現し、日本側は電車

内の風景や秋葉原のオタクカルチャー、ビリーズブ

ートキャンプを取り上げ笑いを誘った。こうした作

藤原教授を迎えて

RTで頭を使った後は、ALP(AmedeleLead

project)で身体を使う時間となる。参加者は運動

に適した服装に着替えて代々木公園に移動、日米混

成のキャプチャーザフラッグが戦われた。思えば事

前準備段階からキャプチャーザフラッグに寄せる相

方Brianの気合は並大抵ではなく(YoyogiParkの様

子をgooglemapで調べたんだが、なかなか良さそ
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うな場所だな、Ryusukel)、日米の参加者が英語で

徴を飛ばしあいながら真剣にゲームに興じている様

子は、会議全体の理念である,･GlobalPartnership"

の萌芽を感じさせるのに十分であった。

靖国神社を訪れたJASCer

学技術、広報など多岐にわたる分野の大使館の職員

の方々7名からブリーフィングを受けた。質疑応答

の時間には活発なやりとりが交わされ、中には核兵

器に対するアメリカの姿勢を問う学生もいた。その

後軽食を取りながらの大使館職員の方々との交流会

はよりカジュアルな雰囲気で行われ、外交や国際問

題を仕事にすることについて、目を輝かせながら自

らの将来と照らし合わせて熱心に話を聞く参加者の

姿が印象的だった。

その後VISAInternationalAsiapacificLtd.で井

村牧氏の協力の下、VicePresidentのJimAllhusen

氏から日本、世界でNo.1のシェアを誇るVISAブラ

ンドについて、また日本人とアメリカ人のマネーカ

ルチャーの違いについてレクチャーを受けた。身近

にあるVISAcardがnonprofitの会社であることに

驚きを覚える参加者が多く見られた。日本で働くこ

とを夢見るアメリカ側参加者にとっては特に、日本

経済の中心である丸の内で日本の外資系企業を知る

ことになり、非常に有意義な経験となった。

CapturetheFlagの合間に

7月29日 分科会リフレクシヨン

分科会の時間が中心となったこの日、暴力と平和

分科会では東京大学の藤原帰一教授を、アイデンテ

ィティー分科会では青山学院大学の押村高教授を招

きレクチャーを受けた。専門家の話を受けて知識を

深め、自由に日ごろ抱いている問題意識を問うこと

ができたほか、他の分科会メンバーも各レクチャー

に参加したため、議論がより活発になり充実した分

科会活動となった。

その後、まだ慣れない環境への不安を共有しやす

くするために、日米別のリフレクションミーティン

グを行った。日本側では、英語へのストレスを軽減

させお互いに理解を助けるための工夫や、ホスト国

参加者としての意識を持ちアメリカ側参加者をケア

するべきといったような意見が交わされ、生産的な

ミーティングとなった。

7月30日 分科会フィールドトリップ アメリカ大
室
肖使館主催レセプション

一

頁、VISAビジネストリップ スペシャルトピック

午前中は、分科会ごとに靖国神社や放送局、NPO

などそれぞれの分科会テーマに関連する場所を訪

れ、教室での議論を超えた新しいインスピレーショ

ンを多く得ることになった。

午後はアメリカ大使館にて政治、経済、環境、科

峠デー二 匹
L’

ー

国際ビジネスの最前線に触れる
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その後は、各グループに分かれてスペシャルトピ

ックを行った。スペシャルトピックとは、参加者が

好きな話題を設定してグループをリードし、食事を

取りながらリラックスした中で行われるディスカッ

ションである。多忙なスケジュールの一日であった

にも関わらず、「両国の高等教育」「イラク戦争」

「日米間に見る恋愛観の違い」など思い思いのグル

ープで楽しむ様子がうかがわれた。

7月31日 アジアユースフォーラム

一一

一三二一一
一 』

釦
、

』

旬 蒲■、

糠
、 ■．

q5画
己』17月31日火曜日、晴れ。アジア財団との共催とな

るアジアユースフォーラムが行われた。フオーラム

では北東アジアの歴史問題と若者の果たすべき役割

というテーマの下、東京大学の姜尚中教授と、テン

プル大学のジェフ＝キングストン教授による基調講

演に加え、日米中韓4ヵ国の学生によるパネルディ

スカッションが行われた。JASCからも日米各2名の

デリケートがパネリストとして参加し、会場参加者

との間で熱心な質疑応答が交わされた。第二次世界

大戦に起因する北東アジア歴史問題の現在性と、そ

の解決のため果たすべき学生の主体性という二つの

問題意識を学生に喚起する有意義なフォーラムであ

った。

勺

高円宮妃を迎えてのレセプション

以下アメリカ側参加者代表のパネリストを務めた

JoshuaEvanSchlachetの感想文を掲載する。

【アジアユースフォーラムを振り返って】

AsiaYouthForumReflection

The59(hJASCAmericanDelegation

JoshuaEvanSchlachet

ParticipatingintheMultilateralAsiaYouth

Forumwasahighlyvaluableexperienceforme.

NeverbefOrehavelhadtheopportunitytolearn

fromsuchadiverseandinsightfulgroupofstu-

dentsfromthenationsofEast-Asia.Thougheach

ofusspokeaboutsignificantlydifferingtopics,this

forumwasanewstepfOrwardinencouragingdia-

logueatthelevelofindividualcitizensofour

respectivecountries.Inanoftendelicatepolitical

climatethatissoheavilydominatedbythedis-

courseofgovernments,itwasencouragingtosee

ouryouthsteppingfOrwardtopresentdistinctive

andunconventionalvoices.Thisprogramwaspar-

ticularlyinspiringinthesensethatithighlighted

theshareddesiresforpeace,equality,mutual

understandingandresponsibleglobalinvolvement

thatweallpossess.

Atpointsduringmyfellowstudents'presenta-

tions,Icouldhardlyhelpbecomingoverwhelmed

bythedeepconvictionsforchangethatweallfelt

andexpresseddespiteoursuperficialdifferences

●
アンア・ﾕｰｽﾌｫｰﾗﾑ蘭年一画シヱP■"‐多吾～ Q

＝‐

「

、 ロ、 ロ

会場と質疑応答を行う学生パネリスト

フォーラム後はご臨席の高円宮妃殿下を交えての

レセプションが行われた。参加者は訪れた多くのア

ラムナイや官財界からの出席者から多くの刺激を受

ける一方、58回会議の参加者も多数会場を訪れ、59

回実行委員にとってはさながら同窓会のような素敵

な夜を過ごした。
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LI
innationalityandupbringing.SuchpassionfOrthe

wellbeingofourplanetanditsinhabitants,regard-

lessofnationalidentityorethnicity,clearlyexists

throughoutEast-Asia,andwillonlybefueledand

encouragedbyeventssuchasthis.NeverbefOre

inmvlifehavellearnedsomuchinfiveshort

minutesaboutatopic,aboutanotherpersonor

aboutmyselfthanldidduringtheAsiaYouth

Forum.Ibelievelformedadeepconnectionwith

eachofthepresentersdespitethebrevityoftheir

speeches,andsuchbondsofsharedprinciples

formthebasisuponwhichpositivechangeis

fOunded.

TheAsiaYouthForumwassosignificant

becauseitallowedusaplatformtoofferthese

alternativeviewsnotonlytoourfellowstudents,

butalsotopoliticalandbusinessleaders,academ-

icsandthegeneralpublic.Thegenerouspatron-

ageofPrincessTakamado-andespeciallyher

inspiringandheartfeltword-underscoredthe

specialsignificanceofsuchinternationalcommuni-

cation.Isincerelyhopethatthisprogramcan

carryonintothefutureandcontinuetoexpand

andinCorporatenewinternationalperspectives.

ThankyousomuchfOrallowingmetoparticipate

insuchaworthwhileevent.

文化体験・江戸切子を体験する

昼食後は都内自由観光の時間。日米参加者が目的

地別にグループを作り、秋葉原やお台場、原宿など

で思い思いの時間を過ごした。「自由」観光といっ

ても、JASCのプログラムであることに変わりはな

く、日本側の参加者が米国側参加者を迎える「ホス

ト側」としての自覚を持って観光のイニシアテイヴ

をとってくれたことは、実行委員として嬉しい限り

であった。

8月111 伝統文化企画 東京都内観光

8月1日水曜日、快晴。この日は文化体験が行わ

れた。午前中は江戸切子や屏風作りなどの伝統工芸

体験を行うグループと、江戸東京博物館を訪れるグ

ループに分かれ、それぞれ東京の「歴史」や「伝統」

を直接学ぶ契機となった。

浅草寺の前で

8月2日 横須賀米海軍基地訪問 横浜中華街散策

8月2日木曜日、快晴。東京滞在も実質最終日と

なる今日は、米軍横須賀基地への訪問研修が行われ

た。横須賀基地ではシーファー駐日大使臨席のラン
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チをはじめ、係の方による基地と日米防衛交流史の

解説、イージス艦への搭乗体験など、多くの貴重な

経験を通じ、日米の防衛・安全保障について議論・

考察した。

通じ合う心し

一

■

『 一

I向

一

q日米の安全保障政策

について学ぶ 一

中華街を体験するJASCerたち

8月3日 秋田サイトへ向けて出発

秋田サイトへの出発に向け、午前6時半にオリン

ピックセンターを後にした。早朝の出発となったた

め前夜は早めにパッキングを済ませて床に就く者、

一晩中語り明かす者など様々だったが、10日間の東

京サイトを経て、JASCer同士の絆は深まったよう

だ。基地での研修後、横浜中華街で夕食となった。日

米の参加者は中華料理を堪能しつつ台頭しつつある

中国に思いを馳せた。今日で別れを告げる東京サイ

トを振り返りつつ、出発まで思い思いの時間を過ご

した。

東京サイトコーディネーター後記

三窪英里

日米学生会議73年の歴史の中で、東京は1度を除

き常にサイトの一つであり続けてきた。1200万人の

人口を抱える国際都市東京は政治、経済、文化の中

心であり、日本を語る上で外せないばかりか、会議

を行う上で最も多くの可能性が眠る重要な開催地だ

と認識していた。

第59回会議においては、東京が持つ可能性を最大

限に用いることでよりテーマの実現に近づきたいと

いう思いがあった。第59回テーマである「グローバ

ルパートナーシップの探究」の礎となるような幅広

い分野におけるアカデミックな刺激に多く触れるこ

と、そしてそれらの刺激が参加者の抱える根底の意

識を喚起した結果、長期的なタームで人を変え、世

Z

－

東京サイト最終日
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は無論、どのサイトよりも多く行われたレセプショ

ンやフォーラム、企業訪問などを含めた外部との係

わり合いを通じて新たな気づきを得、そこで出会っ

た人々との交流を通して一歩前進するというプロセ

スを最も多く踏むことができたサイトだったのでは

ないかと思う。「東京で生まれ育ったのに知らない

ことばかりだった」「東京､すごく充実して楽しかっ

たよ」と感想を漏らしてくれた参加者の言葉も助け、

東京サイトは成功したのではないかと感じている。

これも、私たちを支えてくださった多くの方々の

ご理解、ご支援の賜物に他ならない。時には無理を

承知で情熱だけを持って飛び込み急なお願いであっ

たにもかかわらずご協力賜った方々、素敵な機会を

ご提供くださった諸官庁、企業、大使館の方々、そ

してご助力くださったアルムナイの方々と、いつも

そばで私たちを温かく見守ってくださった主催団体

の方に心から感謝している。この場を借りて御礼申

し上げたい。

最後に、時には衝突しつつもお互いの苦手分野を

補完しながら一緒に走り続けてきたパートナーの高

井君、5月以降米国から帰国し夏休みを返上して、

的確かつすばやい仕事ぶりでコーディネートを助け

てくれた三宅君、常に冷静沈着「助けることはな

い？」といってバインダーなど細かい仕事を正確に

こなしてくれたBrian，世界銀行企画に熱い思いを

持ち一緒に進めてくれた安田君、そして1年間を通

して常にどっしりと構え仕事と共に精神的にも支え

てくれた委員長の川口君に深く感謝したい。

の中に働きかけるという意味での「次代の創造」と

なりえることをめざし、プランニングを進めた。

私たちがコーディネートをする上で、絶対に譲り

たくなかったのは、「政治、経済、文化に触れると

いう3つのうちのいずれも外さない｣、「最初のサイ

トであり、かつ10日間の長丁場であることからイベ

ントを詰めることを避け、参加者同士の心の距離を

縮める努力をすること」であった。そしてもう一つ

こだわりたかったのは日本側参加者の視点だ。アメ

リカ人にとっては、日本に来て異文化に触れるだけ

でも最高にエキサイティングであろう。しかしいか

に同数の日本側参加者が東京を日常の風景に感じ

ず、感動を覚えられるサイトにするかが東京サイト

プランニングの上でのキーポイントだと思った。

期待が次々と高まっていく一方で、限られた時間

の中でどれだけのパフォーマンスを発揮させるか、

ロジスティックスを確実にこなすかということに常

に直面しながらのプランニングであった。しかし、

東京の仕事であれば言葉のバリアも少ないというこ

とから、アメリカ側実行委員が大使館へのお願いや

ビジネストリップの実現のために海の向こうから果

敢にコーディネートに携わってくれたことがうれし

く、大きなモチベーションとなった。

このような思いをもってサイトを作ってきた私た

ちであるが、初めて参加者同士が顔を合わせた5月

の春合宿後は、実行委員がそれまで作りかけてきた

箱を一気に完成へと運ぶことに集中する一方で、ホ

スト側として日本側参加者が高い意識を持ち、世界

銀行フォーラムのスタッフとしてディスカッション

リードをしてくれたり、東京観光スタッフとして住

み慣れた東京をいかに魅力的にアメリカ側参加者に

伝えるかを必死で考えてくれたりと、箱に宝石がち

りばめられていくかのように輝きを加えてくれた。

現在、東京サイトを振り返ると参加者同士の相互

理解を得た上で、多くの刺激・インプレッションを

得てほしいという当初の願いは叶い、初志貫徹でき

たのではないかと思っている。程よい緊張感の中、

学ぶときは全身で吸収し、カラオケや居酒屋ではし

ゃく、ときは思いっきりはしゃく､ことで参加者同士が

すぐに打ち解け笑顔に余裕を見ることができたこと

←画聖■一口ロｒｌ
、

■ L 圏

波乱万丈

東京サイト・コーディネーターの4人「－年間おつかれ様でした」
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本会議・サイト活動 第3章

|サイトコーディネーター

|川口耕一朗菅家万里江JustinLongKendallJackson

｜
」

’

|デリケートスタッフ

|金大鐘竹内菜緒

秋田サイトのスケジュール の「地方」を参加者に体感してもらった。

第二に、第59回の理念の一つである社会発信の場

を秋田で設けた。最終日に開催した秋田フオーラム

では、秋田サイトの総括として、「太平洋から世界

へ～伝統への回帰と私達の挑戦～」をテーマに、明

石康氏による基調講演、日米学生会議OB･OGによ

る会議に関する講演、第59回会議秋田開催の総括、

日米関係の軌跡と今後の展望についての有識者と会

議参加者によるパネルディスカッションをそれぞれ

行った。日米学生会議の73年の歴史、第59回会議の

成果を県民の方々に広く伝え、地元の中学、高校生、

大学生との交流の場を設けることができた。

8月3日（金） 秋田到着

能代市にて歓迎レセプション

能代市、八峰町、藤里町にてホーム

ステイ

白神山地散策

温泉入浴

ホームステイ

国際教養大学に移動

分科会活動

リフレクション

分科会活動

秋田市内散策

竿燈祭り

分科会活動

AmedeleLedProject

FieldDay

秋田フオーラム準備

秋田フォーラム

秋田日米協会主催レセプション

広島へ移動

8月4日（土）

8月5日（日）

8月6日（月）

郵
垂
卜
九
回
日
米
学
牛
全
曲
の
秋
田
会
、
が
、
八
月
三
川
か
ら
八

口
ま
で
軟
旧
市
を
中
心
に
開
個
さ
れ
る
。
遍
路
日
の
八
口
に
開
く
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
元
醒
連
事
務
次
基
の
明
面
康
氏
矢
館
市
比
内
町

出
身
）
の
鱗
浪
や
、
県
内
の
自
校
生
と
の
交
流
な
ど
も
企
画
準
噛

蝉M澱

ロ
ロ
凪
’
’

Ｆ
凸
Ｒ
ｂ

8月7日（火）
○

胃蜂&明石氏の講演も
可. 同

会
繊
は
虜
擁
歓
育
振
興

会
の
主
憾
。
日
米
そ
れ
ぞ
れ

三
十
六
人
、
計
七
十
一
人

の
学
権
が
、
七
月
二
十
六
日

か
ら
八
月
一
十
日
に
か
け

て
東
京
、
秋
田
、
広
勘
、
京

躯
を
回
り
、
分
科
会
や
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
相

「
若
い
人
の
参
加
期
待
罰
哩
鮪

蚕
評
貢
舎
庶

8月8日（水） 1 瓦
理
解
を
図
る
。
本
県
で
は

前
半
で
能
代
市
、
藤
里
町

八
蜂
町
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

て
白
神
山
地
を
触
薫
。
後
半

は
秋
田
市
の
回
顧
敷
養
大

を
基
点
に
、
分
科
会
や
竿
燈

ま
つ
り
の
見
学
な
ど
を
行

う
。

8月9日（木）

の
た
め
十
八
日
に
来
喋
し
た
川
口
耕
一
朗
爽
行
疾
鳳
長
（
東
大
・
一
年
）

は
『
多
く
の
若
い
人
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。
図
際
交

流
の
楽
し
き
孝
睡
じ
て
も
ら
い
、
秋
田
の
人
材
両
成
に
つ
な
が
っ
て

く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

八
日
午
後
一
時
半
か
ら
秋

田
市
の
秋
田
ピ
ュ
ー
ホ
テ
ル

で
聞
か
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
明
西
氏
が
「
今
日
に
お

け
る
日
米
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
竜
硬
性
」
、
厩
科
学

者
の
茂
木
健
一
郎
氏
が
「
私

と
日
米
学
生
会
櫨
を
■
し
、

そ
れ
ぞ
れ
筑
演
。
明
石
氏
、

同
大
の
中
鵠
由
雄
学
長
、
同

紙
典
会
の
大
井
掌
理
事
長
ら

六
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め

て
酎
珀
会
も
行
う
。
ま
亀

同
会
飯
の
参
願
学
生
と
県
内

の
高
校
生
約
両
五
十
人
が
、

土
ハ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

歓
該
す
る
。

■
家
万
里
江
馴
実
行
委
員

日
米
学
生
会
麟
の
秋
田
開

佑
に
向
け
て
抱
負
を
語
る

川
口
実
行
委
員
長
（
右
）

と
■
家
剛
実
行
委
員
長
Ⅱ

秋
田
魁
新
輻
社

秋田サイト理念

山に囲まれ日本海に開けた「美の国」秋田。初の

北東北開催となる秋田サイトの狙いは以下の二点に

ある。

第一に、秋田は世界最大級のブナ原生林である白

神山地や、日本一の水深を誇る田沢湖をはじめ、豊

かな自然に恵まれ、なまはげや竿燈祭りなど、独自

の伝統文化の宝庫である。それだけでなく、日本有

数の米どころであり、野菜やりんご、牛肉など、全

国の食料供給基地として重要な役割を果たしてい

る。秋田ではホームステイや農業体験などを通し、

東京、京都、広島などの都市では味わえない、日本

長
（
鹿
本
一
隼
）
は
「
会
議

の
参
加
学
生
に
は
秋
田
で
自

然
の
傭
大
さ
を
体
感
し
て
ほ

し
い
し
、
竿
唾
ま
つ
り
の
地

学
も
陸
統
文
化
に
魔
接
触
れ

る
寅
重
な
痩
会
に
な
る
。
高

校
生
に
は
、
英
原
は
教
科
と

し
て
だ
け
で
な
く
今
使
う
こ

と
で
世
界
が
広
が
る
こ
と
を

伝
え
た
い
」
と
恵
欲
を
み
せ

て
い
る
。

同
会
鱗
は
昭
和
九
年
、
日

本
初
の
国
際
的
な
学
生
交

醜
組
繊
と
し
て
発
足
○
戦

争
に
よ
る
中
断
を
総
て
、
日

米
が
交
互
に
金
蝿
と
な
っ

て
毎
年
豆
に
開
か
れ
て
い

る。

フ
オ
ｌ
ラ
ム
は
入
田
口

由
○
問
い
合
わ
せ
は
秋
田
ｕ

米
醗
会
亭
務
間
孟
０
１
８
．

８
２
８
．
１
１
６
１

『秋田魁新報」7月19日「国際理解を深めよう」
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第3章 本会議・サイト活動

今
年
八
月
に
秋
田
市
で
開

か
れ
る
「
第
五
十
九
回
日
米

学
生
会
飯
」
（
国
際
敏
育
迩

興
会
李
催
）
の
川
口
緋
一
期

実
行
委
員
長
（
東
大
二
年
）

堂
、
壷
牽
万
里
江
創
実
行
委

員
長
（
慶
大
同
）
型
首
、

秋
田
魁
新
唖
社
を
肋
れ
、
秋

田
会
繊
開
腫
へ
向
け
て
の
掴

糞
逢
語
っ
穐

同
会
麟
は
日
米
そ
れ
ぞ
れ

一
一
一
十
六
人
、
針
七
士
一
人
の

学
生
が
七
月
一
一
十
六
日
か
ら

八
月
二
十
白
に
か
け
て
東

京
、
本
県
、
広
島
、
京
都
を

回
り
、
分
科
会
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
表
通
し
て
相
互
理
解

を
辱
亀
本
県
で
の
会
期
は

八
月
一
二
－
八
日
の
六
日
間

電
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
塵
難
体

験
、
竿
煙
ま
つ
り
の
見
学
な

ど
逢
予
定
し
て
い
る
。

北
東
北
で
は
初
の
開
纏
。

参
加
岩
に
日
卒
の
「
地
方
」

を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
、

山
形
市
出
身
の
川
口
委
員
長

が
自
然
に
恵
ま
れ
、
伝
統
的

｜
鍔
鋼
謹
蕊
蕊
欝
蕊
葬
難
篭

日
米
の
大
学
生
ら
が
今
年
行
委
員
会
の
大
学
生
八
人
は
問
廟
に
つ
い
て
考
察
す
る
ほ
樺
睦
を
深
め
る
。
本
県
開
催
を
担
当
す
る
の

羅
濡
羅
詮
澤
霊
瀧
澤
洋
鍵
歸
獄
琴
墨
鍛
‐
轤
霊
殿
霊
獣
恕
一
垂
蕊

第59回日米学生会蟻

本県開催へ準備進む
地域格差問題など考察

本
県
で
日
米
学
生
会
議

摩
壷
自
然
や
文
化
を
体
感

な
文
化
が
息
づ
く
本
県
で
の
津
か
局
置
界
へ
Ｉ
グ
ロ
ー
パ

開
催
を
希
璽
、
国
際
敏
養
大
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
裸

の
酪
力
も
寿
ら
れ
る
こ
と
か
求
上
次
代
の
創
造
」
・
地
球

ら
実
現
し
箱
規
襖
の
間
■
に
対
応
で
き
る

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
太
平
協
力
関
係
の
在
り
方
を
探本県での会唖擢について晩明するj11口委

員皇（右）と笹家副委員長…田魁斬転社

を
京
聴
句
に
Ｊ
ぞ
ヰ
脚
寄
組
方
力
漕
に
国
と
迫
と
式
台
α
良

聖
鑑
唐
罐
摺
認
翠
塞
噸
誕
蕊
窪
齪

顧檸毎年友に開いてきた。Ｏ米について意見を交わす
の
貝
Ｂ
に
は
富
沢
審
一
元
画
相
予
定
諺
、

圭需キッシンジャー元米函務実行委厘会は前回の参
一
実
長
官
ら
が
い
る
ほ
か
、
安
倍
加
者
か
ら
日
米
そ
れ
ぞ
れ
八

ォ
る
萱
一
一
首
相
が
富
房
副
長
官
時
人
を
週
出
。
日
本
側
実
行
委

鈩車代に鱗演したこともあは、前回会繊を終えたぱ
公
漉
る
。
か
り
の
昨
年
八
月
か
ら
、
主

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
太
平
に
毎
廻
土
睡
白
、
東
京
・
四

・
洋
か
ら
世
界
へ
Ｉ
グ
ロ
ー
パ
谷
の
国
脈
敏
育
振
興
会
に
集

・
ル
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
探
ま
り
、
準
嫡
塞
進
め
て
き
た
。

開
催
な
ど
を
計
画
し
て
い
感
し
た
い
と
い
う
敏
い
に
加
万
里
江
副
実
行
委
只
長
童
発
価
し
た
い
。
今
後
、
企
画
申
し
込
み
を
墨
け
付
け
て
い

る
○
柔
受
け
入
れ
に
関
し
て
国
大
一
一
年
）
の
二
を
川
口
委
充
実
に
向
け
て
全
力
で
取
り
る
．
問
い
合
わ
せ
申
し
込

日
米
学
生
会
蟻
は
昭
和
九
嘩
教
鐘
大
の
電
力
が
得
ら
れ
負
憂
は
「
秋
田
は
第
五
十
九
墾
み
た
い
」
と
抱
負
を
庵
つ
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
胃
弄

り
谷
年
、
日
本
初
の
国
嘩
的
な
学
た
こ
と
か
ら
会
湯
に
遇
ば
れ
回
会
礒
の
中
心
地
と
考
え
た
。
己
く
、
君
さ
君
●
旨
２
４
８

ぐ
四
生
交
流
団
体
と
し
て
発
足
。
怠
竿
糧
ま
つ
り
見
物
も
日
て
い
る
。
秋
田
の
人
た
ち
に
間
会
醸
は
今
月
参
加
を
四
Ｐ
Ｃ
Ｏ
邑
を
通
じ
て
行

め
。
を
京
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
な
が
程
に
盛
り
込
む
万
難
広
島
私
た
ぢ
か
ら
〆
ツ
セ
ー
ジ
を
希
望
す
墨
学
生
の
一
次
速
考
う
。

婚
東
ら
も
、
学
生
独
自
の
企
画
で
は
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

ろ
。
川
口
委
只
長
は
「
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
社
会
人
や
学
生

の
ほ
か
特
に
中
学
生
、
商
校

生
に
も
国
■
関
係
に
つ
い
て

何
か
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し

い
。
秋
田
の
大
学
生
の
会
懸

へ
の
参
加
も
期
待
し
て
い

る
」
堂
鱈
し
蓮

来
社
に
先
立
ち
、
二
人
は

県
庁
を
肋
れ
、
県
学
術
国
嘩

部
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
細

介
や
金
繊
開
催
へ
の
協
力
な

ど
を
要
雨
し
た
。

同
会
津
へ
の
公
式
参
加
の

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
胃
ａ
、

、
卦
ｇ
己
。
言
質
Ｔ
旨
。
貰
〆

８
ョ
）
で
。
締
め
切
り
は

一
一
十
八
日
。

間
会
鱗
は
昭
和
九
年
、
日

本
初
の
国
睡
的
な
学
生
交
流

団
体
と
し
て
発
足
。
戦
争
に

よ
る
中
断
を
経
な
が
ら
も
、

学
生
独
自
の
企
画
、
連
鱗
に

よ
り
、
日
米
を
交
互
に
会
場

と
し
て
毎
年
夏
に
棚
い
て
い

る
。

｢秋田魁新報』2月7日「本県で日米学生会議」

8月3日 能代市にて歓迎レセプション、ホームステイ

｢秋田魁新報」2月4日「本県開催へ準備進む」 秋田空港から秋田サイト期間中の宿泊先、分科会

会場である国際教養大学にて秋田サイトオリエンテ

ーションを行った後、ホームステイ先の一つである

能代市へ移動した。能代市では歓迎レセプションに

て斉藤能代市長から激励のお言葉をいただいた。そ

の後、能代市、八峰町、藤里町の3つの自治体に分

れ、これから2泊3日お世話になるホストファミリ

ーとの対面を終えた参加者は、各自のホスト宅へと

向かった。

二
生
の
患
い
出
」
そ
し
て
二
生
の
仲

間
」
・
そ
れ
は
日
米
学
生
会
職
が
、
酸
以
来
、

日
米
両
国
四
千
人
以
上
の
学
生
に
与
え
唾
け

た
も
の
で
あ
苞
日
本
園
は
富
沢
喜
一
元
首

相
、
米
国
側
は
ヘ
ン
リ
ー
”
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
元
配
露
大
臣
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
材
を

軍
出
し
て
き
た
。
そ
の
日
米
学
生
金
醸
が
今

冥
初
め
て
秋
田
で
開
碗
さ
れ
る
○

画
界
の
平
和
は
太
平
洋
の
平
和
に
あ
り
、

太
平
洋
の
平
和
は
日
米
間
の
平
和
に
あ
る
。

そ
の
一
翼
を
学
生
も
尋
っ
ぺ
き
で
あ
る
」
と

い
う
題
念
の
下
、
瀕
州
事
変
を
契
麹
に
悪
化

し
て
い
た
日
米
関
係
を
蓬
画
し
て
い
た
四
人

の
日
本
人
学
生
が
一
九
一
二
四
（
昭
和
九
）
年

に
太
平
洋
を
渡
り
、
日
本
初
の
匡
鯉
学
生
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
日
米
学
生
会
議
を

創
殴
し
た
。
以
鐘
、
太
平
洋
戦
余
軸
発
に
伴

う
会
蛾
中
断
を
は
じ
め
数
々
の
困
琿
を
乗
り

電
え
な
が
ら
、
「
学
生
同
士
の
率
直
な
対
話

が
相
互
理
解
を
深
め
、
平
和
の
実
現
に
貢
献

す
る
」
と
い
う
創
蝕
者
の
暦
念
が
蛎
承
さ
れ

今
日
に
至
る
。
日
米
学
生
会
■
は
、
創
設
時

よ
り
学
生
独
自
の
企
覇
遍
蛍
で
行
わ
れ
て

巻
穐
毎
瓦
、
日
米
交
互
で
開
か
れ
る
約
一

鑿重原

力
月
の
会
繊
は
、
日
米
の
学
生
に
よ
る
相
互
会
巌
殴
立
当
初
の
理
念
に
回
帰
し
、
地
球
規
行
委
良
会
の
強
い
思
い
が
あ
り
、
初
の
北
東

■
解
と
友
禰
を
恵
成
す
る
濁
で
あ
り
焼
け
模
の
問
■
に
対
応
で
き
る
電
力
関
係
、
す
な
北
味
催
と
し
て
秋
田
を
今
金
蟻
の
開
値
地
と

輻
わ
ぢ
夛
ロ
ー
パ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
ざ
し
て
準
ん
嬉
秩
田
開
侮
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

今
年
の
第
五
十
九
回
日
米
学
生
会
顛
は
、
の
在
り
方
毒
諏
究
し
て
い
く
。
や
文
化
体
験
を
退
じ
参
加
者
間
士
の
交
流
を

「
太
平
洋
か
ら
世
界
へ
ｌ
グ
ロ
ー
パ
ル
パ
ー
そ
し
て
会
議
中
、
｜
力
月
に
わ
た
る
柔
問
深
め
る
場
ど
し
て
、
会
鍾
の
重
聖
な
位
唾
を

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
探
究
と
次
代
の
創
造
」
と
生
活
を
通
し
、
日
米
阿
璽
の
学
生
が
特
定
の
占
め
て
い
る
。
秋
田
閲
煙
牽
成
功
さ
せ
る
た

い
う
テ
ー
マ
で
、
日
本
■
代
衷
三
十
六
人
、
利
益
に
拘
束
さ
れ
な
い
率
直
な
廊
敵
参
堂
ね
め
に
貧
秋
田
か
ら
一
人
で
⑤
多
く
の
応
募

米
宙
阿
図
一
千
六
人
計
七
士
一
人
が
栗
い
、
る
。
時
に
は
互
い
の
価
腫
娘
を
衝
突
さ
せ
、
看
、
参
加
春
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
皿
っ
て
い

東
京
、
駄
田
、
広
輿
京
都
の
皿
で
卵
催
さ
受
容
し
な
が
ら
、
自
己
を
相
対
化
す
る
こ
と
る
。

れ
る
萩
田
願
蝿
は
八
国
一
一
’
八
日
）
。
が
で
鬘
個
人
棚
Ｑ
銅
蕾
深
均
典
文
化
間
ま
た
秋
田
で
は
会
寵
の
総
括
と
し
て
、
最

灘
蕊
蕊
篝
議
篭
蟻
雛
鱗
謹
蕊

苔
富
ゞ
弓
悩
§
圭
乞
農
塑
局
ぞ
駐
捲
き
、
徳
挙

川
口
耕
一
朗
生
に
は
国
厭
交
流
の
意
警
つ
い
愚
じ
取

国
廃
謡
靴
瑠
諜
妨
蝿
読
師
諺
堅
聚
謡
誌
鑑
州
添
鐸
痒
舞
霊
葬
誕
霊
鐸
埜
癖
嬉

な
ど
の
世
界
規
換
の
扉
■
に
対
処
す
る
た
係
建
必
ず
や
日
米
両
国
の
国
境
を
超
え
た
仲
間
づ
く
り
の
嬢
金
を
参
加
者
に
与
え
て
い

め
、
一
屋
賎
の
枠
組
み
窪
超
え
た
温
力
関
係
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
と
同
時
き
た
い
。
秋
田
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
そ
ん

を
垂
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
主
体
は
に
、
太
平
洋
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
と
安
定
な
「
殿
高
」
の
会
醸
を
つ
く
っ
て
い
け
る
こ

決
し
て
政
府
に
限
定
さ
れ
ず
、
企
蝿
Ｎ
Ｇ
を
も
た
ら
す
創
造
的
な
時
代
を
切
り
恋
く
礎
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

Ｏ
、
個
人
な
ど
を
含
め
た
多
禄
な
も
の
に
な
た
り
得
る
と
砿
信
し
て
い
る
○
（
夷
五
十
九
回
日
米
学
生
会
鱗
実
行
委
員

己
。
「
太
平
洋
の
平
和
が
擁
き
、
日
米
翼
係
百
本
の
且
甸
、
伝
雛
を
日
米
の
学
生
に
曇
加
歳
）

が
成
鳥
し
つ
つ
あ
る
」
と
禰
禰
さ
れ
る
令
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
日
米
両
国
実

ホストファミリーの温か

いおもてなし

I

ホストファミリーを通し

ての地元の人々との交流 ＝

f

鰯V
【5

｢秋田魁新報」2月10日「対話 会話」

36第59回日米学生会議 日本側報告書



本会議・サイト活動 第3章

には少々残念な感じもあった。実際に白神山地に入

ってみると、どこもかしこも木ばかりで､ただのハイ

キングであれば歩いて軽く汗を流して、それで満足

秋田の伝統を体感

催
日
、
盃
入
り
し
、
麗
専
の
爵
し
多
ン
“

轆
讓
識
癖
謹

県
曼
奥
三
塁
は
「
局
幽
や
雷
蜜
っ
星

加
侭
麗
電
§
§
§
い
」

議
齢
躍
鍋
龍
．
罎
漉
窪
電
路
岬

今五月二十六口から今月二十本地域には二一日から一一誼
生
旧
に
３
て
爵
、
笛
、
蔦

学
識
濯
憩
認
燕
篭
誠
鱈

米
し
て
相
座
用
鴬
胃
率
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
虻
川

ｐ
Ｈ
県
で
の
開
麓
は
初
め
て
『
」
、
竃
種
一
・
県
山
本
地
城
飼
奥
囿

日
米
の
学
生
肝
七
十
人
が
鰹
と
湊
糠
滋
竃
・
雅
代
市
畢

臓
蝋

刊
人
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
轤
姉

'8

Ｐ
Ｊ
ａ
ｌ

巻
眼
茜
０

Ｆ

Ｆ
Ｆ
ごト
ー

感が得られるだろう。

しかし、ふと耳を澄

ます。キツツキの軽快

な営みの音、風に揺ら

れる木々の漣（さざな

み)。それらが森の静

寂を破る。太古の森と

L、口
米
学
牛
全
軍
の
参
加
商
打
が

し
、
能
代
市
で
の
猷
迎
レ
セ
プ
）

の
険
、
同
市
一
一
ツ
井
町
と
韓
犀
、

れ
工
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
←
、
し
七

四
実
行
委
員
会
の
川
口
耕
一
明
審

｝
畦
「
白
神
山
地
や
干
迪
ま
つ
吋

こ
の
後
一
行
は
ハ
ス
に

錘
●
ｋ
同
市
火
嘩
山
の
東

速
力
轆
代
火
力
発
竜
所
種

に
あ
る
施
代
恒
が
既
し
館

能
代
ね
ぷ
流
し

壷
た
た
き
な
が

■
分
肇
峯
し
む

生
た
ち
Ⅱ
鰹
代 追
っ
た
日
傘

会
に
毎
つ
二

一
閏
ム
ピ
些
馬

趣
で
太
鼓

ら
お
無
リ

ー
日
米
の
学

市
大
摩
山

『秋田魁新報』8月4日｢秋田の伝統を体感｣戦 唾
秤
灯
竃
を
眺
畢

邸
太
岐
序
罰
■
で
一

霊

刊
山
型

麗
子

台風の中での白神山地散策 叔と坂ゐ。太白の稗と

呼ばれる白神山地の生き方を垣間見た｡午後からは、

白神山地を紹介するビデオを見た後、市の人々の協

力で太鼓を演奏する機会があった。太鼓は簡単そう

に見えたが、実際にやって見るとリズムや打ち方の

8月4日 白神山地散策、温泉入浴、ホームステイ

八峰町班、能代市・藤里町班と二手に分かれ、そ

れぞれ白神山地東部、西部から散策を行った。当初

は頂上近くまで散策の予定だったが、台風直撃の影

響で中止となり、八峰町班は青森県境にある十二湖

の散策後、公民館に移り、白神山地に関するドキュ

メンタリー観賞、和太鼓体験を行った。能代市・藤

里町班は白神遺産センターで白神山地に関する資料

を閲覧し、藤里町の歴史を学んだ後、バスにて白神

山地の全体像を鑑賞した。その後ツアーガイドの方

の説明の下、岳岱の教育林を散策し白神山地のぶな

林の生態などを学んだ。その他にも、郷土資料館に

行ったり、市民ホールでカブトムシやクワガタに触

れたりし、秋田の自然と伝統と歴史を大いに堪能す

る機会となった。散策後、各班とも地元の温泉に入

浴し、一日に疲れを癒した後、参加者はそれぞれの

ホームステイ先に戻り、ホストファミリーの手厚い

もてなしを受けた。世界遺産白神山地の大自然に直

に触れることは、東京から移動したばかり参加者に

とっては貴重な経験だった。

【参加者日記】

「お母さん。台風の中、白神山地に行くのだから、

雨具を準備しておいて｡」そんな話をホームステイ

先の主人から聞きつつ、塩辛い焼き鮭の朝食を食べ

ていた。外を眺めると、雨と風の協奏曲｡まるでこ

んな嵐の中を本当にハイキングするのかという、不

安と好奇心とが入り混じる心情を、台風が奏でてい

るようだった。

朝の集合場所で変更されたスケジュールを聞い

て、デリの中には安堵感が広がるが、一方で私の中

本
県
で
閲
催
中
の
第
五
十

九
回
日
米
学
生
全
曲
に
参
加

し
て
い
る
日
米
の
準
生
酢
七

十
一
人
は
四
日
、
台
凪
に
よ

る
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
も
、
白
神
山
地
の
敵
篭
な

ど
を
楽
し
ん
芦
尾
ま
た
、
能

代
②
山
本
地
域
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ
て
地
元

の
人
々
と
⑧
父
流
を
深
め
て

強弱など、音楽的セン

スが皆無に等しい私に

は、やはり無謀であっ

た。

帰りに温泉に寄った

後、ホームステイ先の

ご家庭で夕食を頂い

た。てんぷら、刺身、

きりたんぽと共に、途

中から秋田特産の日本

酒を勧められた。温か

い田舎料理に舌鼓を打

った。夕食の席で、秋

田が抱える様々な問題

を聞くことができた。

過疎化・少子化・農家

の後継ぎなど、秋田だ

けでなく全国の地方が

直面している課題に触

れた。現在、私も大分

県に住んでいるため、

他人事の問題ではな

い。日本のことがまだ

まだ勉強不足である

と、実感した。

（間橋大地）

「
秋
田
魁
新
報
」
８
月
５
日
「
地
域
と
の
交
流
深
め
る
」

鴫
や
白
神
散
策
な
ど
楽
し
む

い
る
。「
農
地
な
ど
き
れ
い
な
風

最
を
見
て
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

の
モ
ン
タ
ナ
州
を
思
い
州
し

た
」
・
ハ
ワ
イ
州
立
大
三
年

の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ダ
ー
ナ
ー

さ
ん
雪
乙
は
車
窓
か
ら
の
暖

色
に
故
郵
を
だ
ぷ
ら
せ
魚

タ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
じ
め
、
マ

カ
レ
ス
タ
ー
大
三
年
の
田
中

英
突
さ
ん
壹
巳
、
江
命
館
大

大
学
院
一
年
の
士
岐
古
史
さ

ん
壹
星
、
慶
大
一
一
一
年
の
魔
田

晦
介
声
ア
岩
こ
の
両
人
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
は
厩
里
町
の

宝
凪
寺
○

宗
日
夕
に
同
寺
に
劃
糖
し

た
四
人
に
、
住
戴
の
新
川
華

萌
さ
ん
壹
与
が
「
こ
れ
が
靖

趣
料
瓢
」
と
し
て
出
し
た
夕 日米学舎今嘩

にたげ食
や力とは

くしこ内

灘§
と弓を2
びこ入摩
つんれ揚

朝 つ力＜
はたしり
、ｰIし

地とにた
元学合け
の 生 い ど

子た 、、
壁ちお厚
も 。い燭
た四しげ
塔日かは

建同亀堂

鱗
酬策 し

今
語
句
・
』

畠］や一

毛

雨の中、白神山地を敵竃し
てブナ林の素噸らしさを体

感した学生たろ＝■■町轄
鰐
鍔

林
を
四
十
五
分
ほ
ど
歩
い

た
。
滴
り
や
す
い
足
元
に
苦

労
し
な
が
ら
も
、
樹
齢
四
両

年
の
巨
大
ブ
ナ
を
前
に
学
生

た
ぢ
は
言
の
ブ
ナ
は
米
国

が
鍵
生
す
る
前
か
ら
あ
っ
た

ん
だ
」
と
感
嘆
の
南
を
ｋ
げ

た
。

「
米
陶
の
幽
定
公
■
は
規

嘆
を
重
硯
す
る
傾
向
が
あ
る

が
、
白
神
山
地
は
自
然
の
力

を
大
事
に
し
て
い
る
印
象
を

受
け
全
と
田
中
さ
ん
。
魔

田
さ
ん
は
「
秋
田
は
自
然
が
で
令
地
唾
の
連
帯
感
が
薄
れ

登
か
で
人
柄
も
迦
か
く
、
本
つ
つ
あ
る
と
闘
芦
強
念
な
錘

当
の
癒
や
し
の
燭
だ
と
恩
っ
持
培
に
な
り
、
唇
え
さ
せ
一
つ

た
。
た
だ
、
号
つ
し
た
秋
刷
れ
た
」
堂
鯖
し
亀
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第3章 本会議・サイト活動

■－－8月5日 国際教養大学に移動､分科会､リフレクション

朝、ホストファミリーと最後のひとときを過ごし

た参加者は、各自治体の公民館に集合し、2泊3日

のホームステイを終えた。写真を撮る者、抱き合い

涙を流す者、ホストファミリーと参加者はそれぞれ

互いの別れを惜しんだ。その後、残りの秋田サイト

期間中の滞在先である国際教養大学に戻り、分科会

を行った。夜には初のジャパデリ、アメデリによる

ジョイントリフレクションが開催され、東京サイト

の総括を行うとともに、ホームステイ中の思い出な

どを語る参加者が目立った。

【参加者日記】

2泊3日お世話になったホストファミリーに朝、

別れを告げる。温かいおもてなしをして下さった御

家族と離れるのは辛く、涙が溢れて止まらない。必

ずまたお会いしましょう、とAIUに戻るバスに乗り

込んだ後も姿が見えなくなるまで手を振り続ける。

AIUに到着後、2日ぶりに他の町にステイして

いたJASCerと再会。なんだか凄く長い時間会って

いなかった様な気がする。いつの間にか皆と一緒に

いるのが当たり前で、私にとって皆はなくてはなら

ない存在になっていたのだと気付く。昼からは久し

ぶりのRTworko大自然の中でたっぷり休養したせ

いか活発な議論が行われる。

夜はリフレクション。皆といるとホッとする。嬉

しい事も辛い事も私達は共有している。どんなに厳

しい問題でも自分で考えて皆とだったら解決策を見

い出せる気がする。本会議が始まって1O日しかたっ

てないのにJASCが私の中に根付いている事を確信

する。JASCで学んだ事や経験を、出会った人、そ

して社会に還元していきたい、そんな風に思った一

日だった。 （間嶋絵梨）

IIⅢ雨

字
一
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’

一
一
一

r
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八峰町にて、ホストファミリーの皆様と最後の一枚

ホストフアミリーノート（五十音順、敬称略）

・色んな人と話がしてみたいという動機で、役場か

らホームステイの依頼を引き受けました。食事に関

しても何でも食べてくれ、心配していたほどコミュ

ニケーシヨンに関して困らず､楽しく過ごせました。

滞在期間が短かったのは残念でした。 （安部得直）

・藤里町国際交流協会会長として、ホームステイは

いつでも受け入れるつもりでした。事前に連絡が行

き届いていたので、食事などに関する問題もなく、

学生の態度も良好でした。 （加茂谷芳文）

・皆、とても食事を良く食べてくれ、常に礼儀正し

く好感が持てました。日米学生同士が一緒になって

コミュニケーションをとって、私達家族にお互いの

国の文化を伝え合うことができて、とても有意義に

過ごせました。 （木藤直）

・秋田国体での民宿を予定しておりましたところ、

地域の国体民宿担当者から引き受けの打診があり、

日米学生会議を知りました。提供してくれた食事す

べてを喜んで食べてくれ、大方ナス、トマト、レタ

ス、じゃがいも、スイカ、オクラといった自宅の畑

で採れた食材を使いました。日米のお二人とも礼儀

正しく、今の若い方には珍しいほど心配りがあり、

感心しました。おかげさまで、私達家族も異文化に

触れることができ、素晴らしい体験をさせていただ

きました。特に小学生と幼稚園の孫二人は喜んでお

りました。今後とも、本事業が長く継続されますこ

とを祈念いたします。 （工藤金美）
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浴衣姿のジャパデリ・ガ
ールズ

慰み・日米の学生は立派でした。自分の考えをしっかり

持って、この研修、会議に臨む姿に我が家の高校生

の二男は驚いており、いい刺激になりました。どち

らの学生にとっても、日本の田舎を知ることはとて

も良いと思います。 （工藤金悦）

・初めての経験でしたが、楽しい二日間でした。ま

たお出でになるのをお待ちしております。学生達に

は非常に好感を持ちました｡ (鈴木三男）

・学生は孫娘のように可愛く、彼らから与えられた

ものは大きかったです。滞在中の態度も素晴らしか

ったです。 （豊沢幸夫）

・ホームステイに興味があり、どんな方が泊まって

くれるか楽しみでした。八峰町を知ってもらい、娘、

甥がホームステイの経験があり、恩返しをしたかっ

たという動機がありました。学生は挨拶や言葉使い

もよく、礼儀正しい好青年達でした。日本の風習や

食事の面でも、チャレンジしようというところが好

感をもてました。はじめは不安もありましたが、す

ぐ打ち解けて、楽しい時間を持てました。またこの

様な機会があったら是非参加してみたいと思いま

す。台風は非常に残念でした。 （日沼宏平）

・英語を聞き話す機会を作り、将来を担う若者の支

援をしようとホームステイを受け入れましたが、ホ

ームステイによる交流も異文化理解と国際平和への

貢献ができると気付きました。学生は自主的で友好

的で、平和確立への意思が明確で将来への希望も抱

かせていただきました。 （増山裕弘）

・学生たちは環境に順応し、私達ホスト側にも気を

使ってくださるなど、とても好感を持てる人達でし

た。出会えたことを嬉しく思います。ホームステイ

の期日が短すぎて、少し残念でした。（油井日出男）

竿
燈
祭
り
観
賞

。

■■■ 己

8月7日 分科会、秋田フオーラム準備

分科会を午前、午後と行った後、AmedeleLed

Projectにてアメデリによるダンスパフォーマンス、

FieldDayがそれぞれ催された。夜は翌日の秋田フ

オーラムに向け、スタッフは会場がある秋田市街に

移動し準備を進める中で、他の参加者は自由時間の

中で、大自然に囲まれたキャンパスでそれぞれリラ

ックスした夜の交流を楽しんだ。

8月8日秋田フォーラム､秋田日米協会主催レセプション

秋田サイト最終日である8月8日に、「太平洋か

ら世界へ～伝統への回帰と私達の挑戦～」と題した

フォーラムを開催した。当フオーラムは2月から半

年間かけて、秋田日米協会との共催で取り組んでき

たプロジェクトである。秋田ビューホテルの大ホー

ルを借りて行われた当フオーラムは、当日多くのメ

ディアの取材が入り、総勢300名程度の来場者数を

記録する、非常に大規模なフオーラムとなった。以

下が本フォーラムの概要である。

【開催目的】 第59回日米学生会議秋田開催の総括

フォーラムとして、「太平洋から世界へ～伝統への

回帰と私達の挑戦～」をテーマに、明石康氏による

基調講演、日米学生会議OBである茂木健一郎氏に

よる会議に関する講演、第59回会議秋田開催の総括、

日米関係の軌跡と今後の展望についての有識者と会

8月6日 分科会、竿燈祭り

午前と午後に渡って分科会を行った後、秋田市街

に移動した。この日は北東北三大祭りの一つである

竿燈祭りの最終日ということもあり、100万人を超

える観衆で町は混雑していた。躍動感溢れる竿燈祭

りの演技を堪能した後に、参加者は帰路についた。
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議参加者によるパネルディスカッションをそれぞれ

行う。日米学生会議の73年の歴史、第59回会議の成

果を県民の方々に広く伝え、特に地元の中学、高校

生に国際交流、国際関係に興味を持ってもらい、秋

田県から次代を担う人材の育成に寄与する。

【日時】2007年8月8日（水）

【会場】 秋田ビユーホテル飛翔の間

【テーマ】「太平洋から世界へ～伝統への回帰と私

達の挑戦～」

【言語】 日本語及び英語（日英同時通訳付）

【概要】

①主催者挨拶・来賓挨拶(13:30～14:00)

＜主催者挨拶＞

第59回日米学生会議実行委員長川口耕一朗

秋田日米協会会長 須田精一

く来賓挨拶＞

秋田県副知事 西村哲男

秋田市市長 佐竹敬久

※その他前参議院議員金田勝年様、岩手県庁

増澤享様から祝電を頂いた。

②第一部(14:00～14:30)

明石康氏基調講演「今日における日米のパートナ

ーシップの重要性」

元国連事務次長である明石康氏に、太平洋の平和

を目的とした二国間関係から、世界の平和を目的と

した二国間関係へと変貌し、これからの可能性に向

けて模索を続ける現在の日米関係について、ご自身

の国連での経験を交えながらご講演頂いた。興味深

い内容に、フオーラム参加者は熱心にノートを取っ

ていた。

③ 第二部(14:35～15:25)

茂木健一郎氏記念講演「私と日米学生会議」

日米学生会議OBである茂木健一郎 ソニーコン

ピュータサイエンス研究所上級研究員兼東京工業大

学大学院連携教授より、茂木氏が参加された日米学

生会議の思い出について語って頂いた。茂木氏は

NHK放映のテレビ番組「プロフェッショナル」で

パーソナリティーを勤められる傍ら、脳科学者とし

て様々な分野でご活躍されているが、そのような過

密なスケジュールの中、「日米学生会議のためなら」

ということで無理を押してご出演くださった。時に

冗談を交えながら、日米学生会議の経験、及びそれ

から受けた影響、会議の意義についてご講演<ださ

り、会場を沸かせた。
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「映し合う」（茂木健一郎クオリア日記から抜粋）

日米学生会議(Japan-AmericaStudentConference)

というのは、1934年に始まり、戦争による中断を挟

んで今日まで続いている学生主体の会議。今年で59

回目。毎年、交互にアメリカないしは日本で開催さ

れ、日米の学生が約1ヶ月間、各所を回りながら経

験し、討論を重ね、相互理解を深め合っていく。宮

澤喜一さんや、ヘンリー・キッシンジャーもかつて

参加した。私は第38回に参加した。アメリカに行く

回で、シカゴやミシガン、ボストン、ニューヨーク

を回った。本当に強度の高い経験で、さざざまな忘

れられない想い出がある。

最初の夜に、アメリカ側の参加者たちが、「Iam

atypicalAmerican」という劇をやったそれぞれの

祖先がどこからやってきたかを喋ってから、最後に

IamatypicalAmerican(私は典型的なアメリカ人

です）と付け加えるのである。私の祖母はイタリア

から、祖父はイギリスから来ました。ニューヨーク

で会って恋に落ちました。私は典型的なアメリカ人

です。私の両親はロシアから移民してきて、カリフ

ォルニアに住んでいます。私は典型的なアメリカ人

です。私の祖先はアフリカから来ました。私は典型
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て、共鳴して。こういうことは掛け替えがない。他

者とは出会うべきだ。映し合うべきだ。

④ 第三部(15:30～15:45)

会議参加者による第59回日米学生会議秋田開催総括

第59回日米学生会議参加者であり、メディア分科

会所属の金大鐘と竹内菜緒が、秋田日米協会及び有

限会社アルファビジョン千葉康彦氏、並びに株式会

社ニューフオト北日本のご協力の下、日米学生会議

秋田開催の模様をまとめたビデオを制作し、会場で

放映した。参加者の楽しそうな表情と、作品の完成

度の高さに会場から大きな拍手が起こった。その後、

金大鐘とアメリカ側実行委員で秋田サイトコーディ

ネーターのKendallJacksonに秋田サイトの感想を

それぞれ語ってもらった。

⑤ 第四部(15:45～16:30)

日米学生会議参加者と高校生との交流会

地元の高校生及び大学生100人弱と日米学生会議

参加者72人が、16のグループに分かれて、別室にて

交流会を行った。交流会には、秋田県教育委員会教

育長の根岸均様もご参席下さり、会のはじめにご挨

拶を頂いた。当プログラムでは、教育分科会のメン

バー8名を中心とする日米学生会議参加者16人のグ

ループリーダーのリードのもと、地元学生と日米学

生会議参加者が英語によるアイスブレーキングや歓

談を楽しんだ。非常に和気藷々とした雰囲気で、参

加者からも「とても楽しかった」という声が聞くこ

とが出来た。この交流会を通じて、秋田県の学生が

国際交流の楽しさや面白さを少しでも味わってもら

えたならば本望である。

的なアメリカ人です。様々なバックグランドの人た

ちがいて、それぞれが「典型的なアメリカ人」であ

る。素晴らしい演し物だった。アメリカ側の学生た

ちは、各地に散らばっていて、出会ってから一日く

らいしか経っていない。それで即興で劇を作り上げ

る。瞬発力に感銘を受けた。ミシガンでファーム．

ステイした時は、毎日食事はポークとポテトとコー

ンだった。夏の盛りで、フェアーが来て、メリーゴ

ーラウンドとかそういうものがどこまでも広がる麦

畑の中にぱっと現れ、夢のように消えた。とても宗

教的な人々。海辺に二組の足跡がある。「もう一人

は誰ですか」と聞くと、神が、「私がお前と一緒に

歩いたんだよ」と答える。「なぜここは一組しかな

いのですか」と聞くと、神が、「私がお前を運んで

歩いたんだよ」と答える。そんなカレンダーをくれ

た。心の優しいひとたち。シカゴで突然大雨に降ら

れて、アレックスたちとびしょ濡れになって大笑い

したこと。ニューヨークのアムネステイ．インター

ナショナル本部を訪問して、「手紙を書くこと」が

良心の囚人の待遇を劇的に変えることができること

を学んだこと。素敵な想い出がある。私は22歳だっ

た。

第59回の会議は日本各所を回りながら開催中だ

が、その実行委員長の川口耕一朗<んから、秋田フ

ォーラムに来てくれないかとお誘いを受けた。日米

学生会議からの依頼ならば、ぜひとも受けなければ

ならない。秋田駅前の秋田ビューホテル。会場にい

る日米の参加者に声をかけて、談笑した。どれだけ

準備が大変か、経験者としてよく知っている。自分

たちで全部やる。企業を回って、寄付をお願いする

こととか、各所のイベントの準備関係者との折衝

とか。だから、ボクは、参加者たちに、偉い、がん

ばれ、楽しめよ、身体には気をつけるよ、と言いた

い。川口クンからは、秋田の高校生など地元の人も

多いし、同時通訳も入っているから日本語でと言わ

れていたが、ボクもどうせだったら英語漫談をやり

たいと思った。それで、日米学生会議の思い出と、

日米関係についての思いを40分くらい喋った。いや

あ諸君、楽しかったであるゾ。秋田で日本とアメリ

カの学生が出会い、高校生がたくさんきて、出会っ

地
元
学
生
と
の
交
流
会

灘
⑥ 第五部(16:30～17:30)

パネルディスカッション 「グローバルパートナ
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－シップの探究と次代の創造」

有識者と日米学生会議実行委員が第59回日米学生

会議のテーマである「グローバルパートナーシップ

の探究と次代の創造」というタイトルの下、パネル

ディスカッションを行った。パネルディスカッショ

ンでは、これからの日米のパートナーシップの可能

性や､国際教育等など多岐にわたる分野を討議した。

【共催】

・財団法人 国際教育振興会、秋田日米協会

【企画・運営】

・第59回日米学生会議実行委員会

【特別後援】

・外務省、文部科学省、米国大使館、秋田県、秋田

市、国際教養大学、財団法人 国際ビジネスコミ

ユニケーシヨン協会、社団法人 秋田日米協会、

日米文化センター

【後援】

・秋田放送、秋田テレビ、秋田朝日放送、NHK秋

田放送局、秋田魁新報社、河北新報社 秋田総局、

朝日新聞社 秋田総局、毎日新聞社 秋田支局、

読売新聞社 秋田支局、産経新聞社 秋田支局、

日経新聞社 秋田支局

【賛助】

・株式会社サンブリッジ、いちごアセットマネジメ

ント株式会社、21委員会、多逢会、国際教養大学

教育振興会

【広告協賛】

・秋田日産自動車株式会社、株式会社秋田ニユーバ

イオファーム、株式会社伊徳、大森建設株式会社、

開發株式会社、株式会社サノ・ファーマシー、戸

田鉄工株式会社、中田建設株式会社、株式会社飛

良泉本舗、本庄電気工業株式会社、株式会社ヤマ

ダフーズ、秋田陸運送株式会社、株式会社秋田ジ

ェーシービーカード、株式会社北日本オフィスエ

ンジニアリング、株式会社工藤興業、コマツ秋田

株式会社､株式会社東北ビルカンリ・システムズ、

岩田光学工業株式会社、サントリー株式会社、株

式会社間組 秋田営業所、株式会社アイセス、秋

田共立株式会社、株式会社秋田銀行、アキタセキ

エレクトロニクス株式会社、秋田ビューホテル株

式会社、秋田ヤナセ株式会社、羽後電設工業株式

会社、雄勝セラミックス株式会社、有限会社加賀

谷新聞店、住友生命保険相互会社 秋田支店、医

療法人せいとく会、瀬下建設工業株式会社、タプ

ロス株式会社、辻兵商事株式会社、東京海上日動

火災保険株式会社 秋田支店、由利工業グループ、

株式会社ニューフオト北日本、北日本興業株式会

T
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康平,細画鯉i字≦。
有識者と実行委員によるパネルディスカッション

【パネリスト】

・明石康 元国連事務次長

・中嶋嶺雄 国際教養大学理事長・学長

・大井孝 財団法人国際教育振興会理事長・東京

学芸大学名誉教授

・菅家万里江 第59回日米学生会議日本側副実行委

員長・秋田開催責任者

･MorganSwartz第59回日米学生会議米国側実行

委員長

･JonathanM.Hall (ファシリテーター）

AssistantProfessor,DepartmentofComparative

Literature/Film&MediaStudies

日米学生会議OB

【スタッフ】

秋田日米協会 鈴木力雄、松橋恭太郎、関口弘子

ガッッエンターテイメント 石垣政和(MC)

ABS秋田放送アナウンサー 松井絵里子(MC)

ユーランドホテル八橋 松村讓裕

【通訳】

野口由紀子

佐藤直人

藤田恵里子
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すうえで大いなる貢献をなした人々であったこと

を、私は信じて疑いません。

日米学生会議は、太平洋をまたぐ学生交流として

最も長い歴史をもつ、他に類例のない集まりです。

先人たちの築いた伝統を継ぐ者として、今日の参加

者学生諸君にはぜひ、誇りを高くもっていただきた

い。日米が相共に、いかなる善をなし得るかを考え

ていただきたい。そしてなによりも、長く続く友情

を豊かに育ててほしいと願うものです。

＜伊吹文部科学大臣＞

第59回日米学生会議秋田フォーラムの開催にあた

り、ご挨拶申し上げます。

日米学生会議が、本年ここに記念すべき初の秋田

開催を迎えられましたことに対し、本日参加の皆様、

更にこの会議を支援された関係者の皆様に心よりお

祝い申し上げます。

日米学生会議が1934年以来、世紀を越えて今日ま

で引き続いていることを喜ばしく思います。日米両

国は戦後半世紀にわたり共通の価値観の下、世界で

も他に類を見ないほどの強固なパートナーシップを

築き、世界平和の維持と発展に貢献して参りました。

そのような歴史の中で、過去の会議参加者が日米両

国において大いに活躍されていることを見るにつ

け、次世代を担う若者の交流の重要性を強く認識さ

せられる次第であります。

学生の皆さんが、まさに使命感を持って日米関係

のあり方を考えていくことは、皆さんの将来にとっ

ても、また日米両国の将来にとっても非常に有益な

ことであると考えます。皆さんが自由閼達な意見交

換を通じ、今後の日米関係、更には国際社会の発展

に貢献して下さることを大いに期待します。

社、株式会社共立エーテイーエス、株式会社栄田

電器、有限会社佐藤製作所、株式会社三栄機械、

高尾工業株式会社、株式会社山二、株式会社秋田

新電元、株式会社相場商店、株式会社大久保製作

所、小松ばね工業株式会社、JUKI電子工業株式

会社、東北電力株式会社、秋田アーバンビルド株

式会社、羽後設備株式会社、天寿酒造株式会社、

向井建設株式会社 東北支店秋田営業所、両関酒

造株式会社

【メッセージ】

＜麻生外務大臣＞

第59回日米学生会議秋田フォーラムの開催に当た

り、日本国外務大臣として、日米両国の学生の皆さ

んを心より歓迎いたします。

ワシントンにあるJapan-AmericaStudentConference

(JASC:日米学生会議）の事務局には、戦前に撮影

された1枚の白黒写真が、今なお大切に保存されて

いると伺っています。1人の学生を写した、今は色

槌せた写真です。その時代故、栄養状態が良くなか

ったのでしょうか、痩せすぎたその青年は、白いシ

ャツと、折り目の取れたズボンという質素そのもの

の格好をしています。表情には、わずかに含蓋を湛

えた笑みが読み取れるということで、おそらくは後

年、私自身、お近く接した、あの馴染み深い風貌を

祐佛させるものでありましょう。青年とは、宮澤喜

一元総理でありました。宮沢元総理は、1939年の第

6回と、1940年の第7回、すなわち戦前では最後に

当たる2回の日米学生会議に参加した、草分けのお

一人です。もしご健勝であれば、どれほどか現役学

生諸君の輪に加わり、共に語らい合いたかったであ

りましょう。惜しむらくは過ぎる6月28日、世を去

られました。戦後の日米関係に大きな足跡を残され

た政治家が、もはやこの世におられないことを、改

めて悼むものであります。

日本と米国に、歴史は時として過酷な試練を課し

ました。しかし潜り抜けてみると、絆は必ず強くな

りました。今や志と価値観を共にする両国は、21世

紀の世界に安定と平和をもたらす確固たる礎をなし

ています。けだし宮澤元総理を始め、日米学生会議

に集った若者こそが、両国関係に今日の姿をもたら

秋田日米協会主催

レセプションにて、

なまはげと
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；鍵蕊
薙鰕確凰：1･・麺

圭韓蕊
蕊蕊Jzd

サイトコーディネーター後記秋田訪問の米学堆

｢もてなしに感謝｣：
｢日米学牛今筆'歳果報告

川口耕一朗

JASCと秋田。JASCを知れば知るほど、なぜ秋田

をサイトの一つとして選んだかを疑問に持つだろ

う。東京、京都、広島、沖縄とここ十数年間、サイ

トは固定されていた。59回でも、当初はその4サイ

トに行くことを考えていた。

「日本の風情、伝統を日米の学生に体感してもらい

たい｡」この一年間、秋田を選んだ理由を幾度とな

く問われる度に使ったこの言葉。最初は後付けの理

由に過ぎなかった。心から発した言葉ではなかった

ように思う。秋田に対する期待感より、責任感、い

や重圧に近いものから最初の半年近くは準備を進め

ていた。

思えば、去年の9月。会議の事務局長である伊部

氏より、秋田開催決定の旨を伝えられた。学生の方

では東京、京都、広島、そして沖縄ではなく鹿児島

で会議開催を開きたいという合意が出来ていた後だ

ったので、正に寝耳に水であった。最初は、私も含

めて連日事務所を訪れ伊部氏を説得したが、彼の意

見は変わることはなかった。JASC初の北東北で開

催する意義、世界遺産白神山地に行く意義、そして

受入れを承諾して下さった国際教養大学の広大、か

つ充実したキャンパスに滞在する意義。伊部氏の熱

弁を聞く度に、私の心が揺れ動いていった。山形出

身で、秋田にも数回行ったことがあったので、故郷

の東北でJASCを開催したいという思いが日に日に

高まり、他の実行委員を説得する決心が付いた。

しかし、秋田開催が決定するまで、さらに一ケ月

近い時を要した｡鹿児島に決まっていたこともある。

だが、それ以上に秋田で何をするのか。地味なサイ

トで応募者が集まらないのではないかという実行委

員からの問い。彼らにとっては何気ない一言だった

と思うが、その時はなぜか生まれ故郷の東北を馬鹿

にされたように聞こえた。恐らく実行委員は全員、

渋々納得したのであろう。いや、正直私も彼らを説

得しながら迷いがあった。秋田にコネもなく、地理

に詳しいわけではない。JASCに適正かは分らない。

確かに沖縄などに比べ、観光色は希薄になる。担当

、
‐
ｊ
ｐ
山
地
を
助
ね
た
り
、
幸
症
代
壷
の
ケ
ン
Ｈ
１
ル
・
ジ
ャ

《！←捧志牽澤泳蘂鑑識鱗
ｒ
・
砿
唾
季
生
の
ほ
か
、
図
醸
交
流
に
迎
喜
れ
た
の
は
初
め
て
秋

霜
劉

醍
権
■
味
の
あ
る
県
内
藤
技
壷
な
田
の
人
仁
閥
』
毎
毛
食
べ
た

が
一
ど
約
５
０
０
人
が
ウ
皿
．
元
ｂ
一
輯
に
日
本
咽
を
軍
人
だ

露
』
露
連
率
務
次
長
の
明
石
康
氏
り
、
小
さ
な
こ
堂
だ
増
こ

交
田
や
国
科
学
衝
の
溌
不
■
一
郎
れ
が
頼
み
上
か
っ
て
一
蜂
碗

》
唖
氏
む
網
露
し
、
鐸
碑
し
た
。
く
両
係
が
で
き
て
い
く
○
感

無
跨
蕊
誇
罐
輻
て
ぃ
塵
立
ど
“
〃

で
通

Ｐ
ｒ
ト
ー
フ
｜
｜
月
学

畦
黙
鐸
碓
肥
味

儲
受
な
い
、
臭
の
聞
問

』
謡
蕊
需
藻
繼
新
訪

う
．
参
召
姦
置
昆
日
田

朝
秋
Ｉ
ｒ

日米学倖会譲フォーラム

本
県
滞
在
中
の
活
動
興
蠕
報
踊
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ぎ
ん
は
鯖
，
据
毎
一
さ
ん
（
カ
ラ
マ
ズ
ー
大
）
は

牽
金
大
鐘
さ
ん
（
早
大
）
と
「
竿
、
に
峰
■
し
庵
子
ど
パ
ネ
ル
ヂ
ィ
ス
カ
フ
シ
ョ
函
内
閲
■
が
外
交
政
壷
に

ケ
ン
ド
ー
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
も
の
涼
鎮
を
見
て
倖
硫
の
ン
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
パ
｜
ど
ん
ど
ん
毎
鞭
す
る
頭
向
が

さ
ん
（
オ
ク
ラ
ホ
マ
火
）
が
引
き
竃
ざ
牽
寒
癌
し
た
」
と
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
寡
あ
る
○
今
撞
は
、
国
際
間
廻

騨

二
日
か
ら
県
内
で
開
か
れ
て
い
た
顕
丘
十
九
回
日
米
字
姉
金
■
秋
田
全
■
の
庫
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
八
日
、
軟
田
市
の
秋
田
ピ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
閥
か
れ
魚
日
米
の
学
生
が
館
内
の
蚕
椋
生
告
ゲ
ー
ム
荘
ど
で
交
流
○

明
禰
康
・
元
剛
返
苧
薦
次
長
や
中
■
頭
蝕
・
画
廊
教
垂
人
学
長
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
画
め
だ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ヲ
シ

■
ン
で
は
、
剛
嘩
畢
刀
の
住
り
方
な
ど
を
考
え
尭
砲
ほ
ぼ
英
雁
で
■
行
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
約
一
盲
人
が
毎
ｍ

だ罷
師
県
内
高
校
生
と
交
流

｜
中
■
氏
が
「
既
り
で
も
食

べ
画
で
も
、
中
麹
半
璽
に
匿

一
え
た
り
”
エ
し
た
り
す
る

こ
と
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
に
蛾

す
る
こ
と
が
批
界
的
な
茜

罪
匹
を
持
つ
通
運
と
存
え

《句ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ァ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
季
生

縛
代
に
同
金
串
に
鯵
加
し
た

§
の
ぎ
間
舌
力
礎

｢秋田魁新報』8月9日

｢日米学生会議フォーラム」

木
僅
一
郎
氏
が
「
私
と
日
米

字
生
命
■
」
と
■
し
て
理
念

輯
砿
し
た
。

両
全
晦
は
、
財
仰
畦
人
・

顛
嘩
軟
冑
確
興
会
の
主
口

廟
間
中
は
嘘
代
市
な
ど
で
の

ホ
ー
ム
ズ
チ
イ
、
山
瞭
敏
更

大
で
の
分
鰯
会
、
竿
唾
ま
つ

り
の
兄
物
な
ど
髭
け
い
、
日

米
の
予
頌
計
七
十
一
人
が
毎

ｍ
し
亀

学生メンバーは県内の潟校生も交え

て､伝統文化について話し合い､相互

躍解を深めた。

県立秋田南高校2年、木元菜月さん

(17)は、「普段接することのない他県

やアメリカの学生と交流できて良かっ

た｡『秋田を気に入った』と■っても

らえてうれしかった」と話していた。

日米の祁互理解深める
秋田で学生フォーラム

日米の学生が相方顕解を深める｢第

59回日米学牛糞識秋田フォーラム」が
8［]，秋田市内で閲かれ、日本人学生

35人、米国人学生36人が参加した。同

会継斌本県で開かれたのは初めて。

フォーラムでは、本県出身の明石康

元国連事務次長が「今日における日米

のパートナーシップの重要性」と題し

て粛演。続いて学生時代に同会議に参

加した脳科学者茂木健一･郎さんが議演

し､「日本の高校では偏差値の高い大

学に入ることが最優先だが、米国では

どんな大学にも鰹秀な学生がいて大学

を単純に比較できない」と鶴った｡

その後、米田の学生らが八廊町など

雌内でホームステイした体験や竿燈

(かんとう）まつりの感想を発表した｡

芙晒と日本鱈を交えて会鱈する県内の

嵩校生と米国の学生（秋田.市内で）

｢読売新聞」8月9日「日米の相互理解深める」
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サイトを決めた日に、一緒に秋田サイトコーディネ

ーターになった菅家さんの厳しい表情が、その後の

険しい道のりを象徴するかのようであった。

やはり、実際に準備を始めると進展がなかった。

ホームステイをやりたいはいいが、コネもない。依

頼の仕方も分らない。秋田県庁にでもお願いをしな

さいと伊部氏より指示を受けるが、担当者が誰なの

かも分らない。1月まで秋田に関係する様々な方に

お会いしたが、具体的には何も進まなかった。

そんな窮地を救って下さったのが、国際教養大学

の担当者である辻田さんだった。秋田サイトの一週

間の予定表に助言を下さり、各企画の実現のために

その方面の担当者を紹介して下さった。そして、2

月に初めて秋田に出張に行った時、やがてお世話に

なることとなる秋田県庁、山本地域振興局、秋田市

役所、秋田魁新報社、そして国際教養大学中嶋学長

と明石康氏との面会を私達二人のために設けて下さ

り、一日中付き添って下さった。今思えば、あの日

の面会がなければ、ホームステイも、竿燈祭りも、

そして秋田フォーラムも全て実現していなかった。

2月の出張の際、もう一つ大きな出会いがあった。

連れられたのは、秋田一のホテルである秋田ビュー

ホテル最上階のVIPルーム。夜行バスの旅の後、秋

田でただただ頭を下げ続けてきた私にとって、シャ

ンデリアの光の眩さには圧倒された。面会の相手は

秋田日米協会会長、由利工業グループ代表の須田精

一氏。そして開口一番に、

た。

この2月の出張が大きな転機だった。辻田さんの

ご紹介で、白神山地周辺の自治体である能代市、藤

里町、八峰町でホームステイを行う話も進展するよ

うになった。そして、須田会長の命でJASC担当と

なった由利工業の松橋さんとは、会議最終日にレセ

プションを計画する話が進んでいた。

2回目の出張を控えていた、2月下旬。参加者の

選考を契機に、会議の理念に関して実行委員で意見

が割れた。感想文に詳細は言及してあるが、「社会

発信」をどこまで具体化させるかで委員が二分され

た。一方では、一般公開のフォーラムの重要性を主

張するもの。他方では、フオーラム開催の困難を現

実的な視点から説明するもの。前者に属していた私

は、それを契機に自分のサイトである秋田でフオー

ラムを開きたいと考えた。経済問題でもない、政治

問題でもない。JASC，いやそこで輝きを放つ参加

者72名を社会に発信するフオーラムを開催したい。

秋田サイト最終日に開催した「秋田フォーラム」の

原点はこの時であった。覚えたての企画書作りを早

速実践に移し、有識者による日米関係の講演、OB

によるJASCの歴史についての講演、59回デリゲー

トによる秋田サイトの総括、秋田サイトのビデオ上

映、そして有識者と学生によるパネルディスカッシ

ョンを含んだ「秋田フォーラム企画書」が完成した。

自分で読んでも非現実的な企画書。でも、実現させ

たかった。本気で「史上最高」の回に相応しい、社

会発信を59回で達成したかったから。

しかし、フォーラムをやると言っても、集客のた

めの広報の術もコネもない｡講師も決まっていない。

何よりも、何十万、いや何百万というフォーラム開

催の費用をどのようにして捻出するか。2回目の出

張の際、朝迎えに来て下さった松橋さんに恐る恐る

聞いてみた。秋田日米協会の方で、フォーラムの協

力してくれないかという問いに、松橋さんは驚いた

表情もせずに、「会長もそのつもりです」と。出張

の全日程を終え東京に帰る直前に、松橋さんから須

田会長の伝言を聞かされた。

"Areyouanoptimistorapessimist?"

会長の堂々たる風貌に威圧感すら覚えていた私に

とって、想定外の質問に答えるだけの余裕はなかっ

た。その後30分間近く、JASCの話はあまりしなか

ったように思う。若者たるもの、optimistでなけれ

ば成功しないと。JASCの委員長もそうではないの

かという問いに、作りかけの笑顔で返すしかなかっ

た。それまでの秋田サイトに対する守り、逃げの姿

勢を見透かされていたのであろう。部屋を退出され

る時に、「必要な協力は何でもします」と言われた

時には、安堵感と同時に、自分の弱さに気付かされ
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｢金の心配はするな｡」 りがとうございました。

それは、秋田サイトに対して守り、逃げの姿勢で

いた自分を変えてくれた一言｡"pessimist"ではな

く"optimist"に変わった瞬間だった。この秋田の

地で、JASCの歴史の中で「史上最高」規模のフォ

ーラムを実現させたい。以後、毎月夜行バスによる

秋田出張を重ねた。私に代わり、3月から「秋田サ

イト総責任者」になった菅家さんの働きで、懸案事

項であったホームステイ先も見つかり、国際教養大

学での滞在も詳細まで詰めることができた。そして、

秋田フオーラムに関しては出張以外でも、日々彼女

と松橋さんとが連絡を取り合っていた。財務、広報

活動は秋田日米協会が担当し、フオーラムの中身は

私達の方で企画を進めた。松橋さんだけでなく、秋

田日米協会の鈴木事務局長、関口さんにもご協力い

ただき、準備は進められた。

フオーラム当日。300人近い来場者に加え、テレ

ビ、新聞といった報道関係者も多くみられた。最後

のパネルディスカッションでアメリカ側委員長のモ

ーガンと菅家さんの二人がJASCの意義について、

明石氏、中嶋氏、大井氏といった有識者の方々と対

等に議論を交わしていた時、スタッフとして会場後

方に待機していた私は必死に涙をこらえていた。議

論に耳を傾け、頷く来場者の一挙一動を見守りなが

ら、JASC史上最高規模の「秋田フオーラム」を完

成した喜びに浸っていた。

秋田では、ホームステイ、竿燈祭りなどで日本の

風情、伝統を体感でき、かつ分科会や自由時間を通

して、参加者間の「絆」を築くことができた。そし

て、秋田フォーラムで会議のもう一つの軸である、

｢社会発信」を達成することができた。実行委員長

としては悔いが残ることもある。しかし、秋田サイ

トコーディネーターとしては十二分に力を出し尽く

すことができた。それも、須田会長の一言で、

"optimist"に生まれ変わることができ、地元に根付

いた会議を行うことができたからであろう。

最後になりましたが、第59回日米学生会議秋田開

催に際し、多大なるご協力を賜りました関係者の皆

様にこの場をお借りして厚くお礼申し上げます。あ

、
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フォーラム会場で、秋田日米協会の松橋さんと

菅家万里江

このたび秋田サイトを非常に意義のある充実した

サイトにすることが出来、大変嬉しく思います。そ

して、そのようなサイトにすることが出来ましたの

も、ひとえにご協力いただいた諸団体、諸自治体の

方々のおかげだと心より思っております。本当にど

うもありがとうございました。

さて、日本側実行委員長の川口と二人三脚でこの

サイトをコーディネートしてきたため、川口のサイ

トコーディネーター後記にほとんど私が言いたいこ

とが集約されています。そのため、重なる部分は省

かせていただき、川口が言及していないホームステ

イ及び国際教養大学滞在について述べさせていただ

こうと思います。ゆえにこの文章内でお礼を言わせ

ていただくことは出来ませんが、辻田様、秋田日米

協会の方々には心より感謝申し上げていることをこ

こに銘記させていただきます。

秋田サイトでのホームステイについては、秋田に

ついてあまり知識が無かったこともあり、まったく

手探り状態から出発した。しかし、辻田様がご紹介

くださった、山本地域振興局の古井様が、いくつか

候補地をご提案<ださり、その中から、白神山地に

近く日本の自然が満喫できるところ、ということで、

能代市、藤里町、八峰町の3自治体を決定した。

46 第59回日米学生会議 日本側報告書



本会議・サイト活動 第3章

ホームステイ実現への第一歩は、各自治体への御

挨拶周りから始まった。古井様のご協力の下、刺す

ような冷たい北風と豪雪に悩まされながら、一つ一

つ自治体を回り、市長、町長をはじめとする自治体

のトップの方々及び、実際にコーディネートをお手

伝いしてくださる方と面会し、直接ホームステイを

お願いさせていただいた。ホームステイの前例のな

い自治体では、ホストファミリーの募集などの懸案

事項に難しい顔をされるところもあったが、あらか

じめ古井様の方からお話を通していただいたことも

あり、ホームステイ実現に向けたご協力を快く引き

受けてくださった。それからは、ホストファミリー

の募集、連絡等は、すべて自治体の方が行ってくだ

さった。会議直前まですべてのホームステイ先が決

定せず、時々不安に思うこともあったが、自治体の

方々の全面的なご協力のおかげで参加者72名のホー

ムステイ先を確保することが出来、またホストファ

ミリーへの連絡ミスもなく、非常にスムーズに企画

を進めることが出来た。

またホームステイ中の白神山地散策に関しても、

自治体の方の全面的なご協力を得た。特に、能代市

役所の工藤次長が日曜日を返上して私たちを白神山

地に連れて行って<ださり、実際のコースとスケジ

ューリングを手伝ってくださった。工藤様には心よ

り感謝申し上げたい。あいにく、当日は台風が上陸

し、雨天となってしまったが、その際のスケジュー

ルの変更に関しても、自治体の方がリードしてくだ

さったおかげで、白神山地を体験する企画をキャン

セルすることなく、また違った形で秋田の自然と伝

統を楽しむ機会を得ることが出来た。ご協力いただ

いた方々には心より御礼申し上げます。

また、国際教養大学滞在期間に関しても、非常な

ど協力を得ることが出来た。施設に関するオリエン

テーション(LANの貸し出し、国際教養大学の施

設やバス等の情報をまとめたブックレットの作成な

どを含む)、ベジタリアンや食物アレルギーを持つ

デリゲートヘの対応、新設の寮の使用、24時間オー

プンの図書館の利用など、私どものために全面的に

施設を開放してくださり、また多くのスタッフの方

にご協力いただいた。全面的なバックアップ体制を

とっていただいたおかげで、参加者がゆったりとし

た気持ちでお互いの絆を深め、また、分科会をより

充実させることが出来た。国際教養大学の方々には、

心より感謝申し上げたい。

最後になりましたが、秋田サイト開催のためにご

尽力くださった方々に改めて御礼を申し上げます。

本当にどうもありがとうございました。
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第3章 本会議・サイト活動

’|サイトｺーディネーター

広島サイトイ ’|松田浩道廣瀬裕子AlissaMarqueCaseySamulski

|デリケートスタッフ8月9日～8月12日

|渡辺恭子

広島サイトスケジュール 日
米
の
学
生
が
多
様
な
テ

ー
マ
で
意
見
交
換
し
、
相
互

理
解
を
深
め
る
「
日
米
学
生

会
議
」
（
国
際
教
育
振
興
会

主
催
）
の
広
島
会
議
が
十
日
、

広
島
市
で
始
ま
っ
た
。

七
十
二
人
は
初
日
、
中
区

の
広
島
国
際
会
議
場
な
ど

で
分
科
会
を
開
い
た
後
、

宮
島
を
観
光
し
た
。
実
行
委

員
長
の
東
京
大
三
年
川
口
耕

一
朗
さ
ん
（
劃
）
は
「
広
島
で

原
爆
投
下
め
ぐ
り
議
論

広
島
で
日
米
学
生
会
議
開
幕

8月9日（木）広島着

8月10日（金）分科会活動

宮島訪問

お好み焼き体験

8月11日（土）日米広島学生会議1日目

広島の学生による平和公園ガイド

松原美代子氏による被爆体験講話

平和記念資料館見学

市内散策

8月12日（日）日米広島学生会議2日目

平和と核についての班別討論

シンポジウム発表準備

一般公開シンポジウム

※宿泊場所：ホテルサンルート

広島サイト理念

は
原
爆
投
下
を
め
ぐ
る
日
米

の
価
値
観
の
対
立
も
経
験
す

る
と
忠
っ
。
互
い
の
違
い
を

認
め
合
っ
た
上
で
平
和
を
議

論
し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ

た
。十
一
日
は
地
元
大
学
生
ら

約
三
十
人
を
交
え
、
原
爆

資
料
館
を
見
学
す
る
な
ど

平
和
学
習
を
す
る
。
十
二

日
午
後
二
時
半
か
ら
資
料

館
東
館
の
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
で
原
爆
投
下
に
つ
い
て
の

歴
史
観
や
核
兵
器
廃
絶
の
方

法
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
公

開
シ
ン
ポ
を
鹿
く
。
前
半
は

同
時
通
訳
が
あ
る
。
入
場
無

料
。学
生
会
議
は
一
九
四
三
年

か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
日
米
交

互
に
開
催
。
今
年
は
、
七

月
二
十
六
日
か
ら
東
京
と

秋
田
で
国
際
協
力
や
日
本

文
化
に
つ
い
て
討
論
し
て

韮岐和計程串詐毒識誕詫一続ける。

核問題は国際政治において非常に重要な位置を占

め続けているし、日米の原爆投下に対する歴史認識

の差は依然として大きい。

広島では、現地からの学生を27名募集し、地元に

開かれた形で広島の学生とともに平和学習と討論を

行うことを目指した。「平和の重要性を再認識し、

平和を祈る」という従来の平和学習のスタイルから

一歩踏み込んで、実際に平和を実現するために日米

はどうすべきなのか、我々はどう行動すべきなのか

という現実的な側面にも議論が発展するよう準備を

重ねた。さらに、講演が中心となる従来のフオーラ

ムとは異なり学生の発表を中心におき、学生の主体

性が存分に発揮できるよう工夫を凝らした。

真剣な討論と一般公開のシンポジウムとともに、

宮島では美しい景観のなかで親睦を深めるととも

に、お好み焼きを実際に自分たちで作って味わう企

画も行い、あらゆる側面から広島を経験し、友情を

深めることを意図した。

（
森
田
裕
美
） 平和記念公園でミーティングをする

日米学俳今議メンバー

『中国新聞」2007年8月11日「広島で日米学生会議開幕」

8月9日 広島着

関西空港からバスで長時間かけ、広島に入ったの

は夜遅くであった。レストランで夕食を取った後、

徒歩でホテルへと向かった。途中原爆ドームの横を

通った際の受け止め方は各自それぞれだったよう

だ。
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【参加者日記】

今日はフェリーに乗って宮島に行きました。基本

的に終始自由行動だったので､厳島神社に行ったり、

美術館を見学したり、川原で遊んだり、鹿を追い掛

け回したりと、みんな思い思いの時間を過ごしてい

ました。ちなみに私は昔ながらの商店街を歩きつつ、

広島の名産である牡蠣やもみじまんじゅうを試食し

ました。そして、晩ご飯には「三三三」というお好

み焼き屋さんで、広島風お好み焼き作りを体験しま

した。まず店の人が焼き方のお手本を見せてくれて、

その後、一人一枚ずつ挑戦しました。見栄えはイマ

イチだったけど、みんなで作ったお好み焼きの味は

格別でした。 （佐藤逸美）

8月10H 分科会活動、宮島訪問、お好み焼き体験

プ

ど イウ 毎 ■

＝当奎去一ご～と

アー ー－－

ー■・-勢･… －己士遥一生二昌一.一一一一…．暁－4
脳

日米広島学生会議i8月l1日～12日

広島側参加者

広島女学院高校

広島女学院高校

広島女学院高校

広島学院高校

広島女学院高校

広島市立大学

広島女学院高校

広島市立大学

大阪外国語大学

京都大学

広島市立大学

広島学院高校

東京大学

広島市立大学

広島市立大学

広島学院高校

広島大学

広島大学 博士課程後期

広島女学院高校

広島女学院高校

広島女学院高校

広島女学院高校

広島大学

広島学院高校

広島大学

広島女学院高校

広島学院高校

阿部真実

粟野真由子

浦田真穂

小田康弘

落合由里

梶川直樹

串岡理紗

久保田千尋

小林可奈

小林萌子

佐藤未希

清水勇佑

新宮情香

高井麻里子

高松麻実子

寺澤智弘

中村英一郎

平田仁胤

平原舞子

堀越未花

松浦花穂

丸橋綾子

村上有佳

安永研人

矢野成美

吉本侑加

渡部寛史

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

１
１
１
２
１
３
１
２
２
１
３
２
２
３
４
２
２
２
１
１
１
１
４
２
３
１
２

宮島での参加者たち

お好み焼き体験

オタフクソース、お好みフーズ、JA広島、キリ

ンビール、三三三（みささ）さんの協力により、お

好み焼き体験を行った。日本側で行ったオタフクさ

んの事前研修の成果も活かし、本格的な鉄板を使っ

ての広島風お好み焼きを堪能した。同時に、参加者

の親睦を深める非常によい機会となった。

作り方を教わる参加者
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8月1111 日米広島学生会議 第1日 談を伺った。

あの日爆心地から1.5キロの場所で被爆した松原

さんは、世界中のあらゆる場で平和への希求を訴え

続けてきたという。歴史を後世に残す行為には記録

と記憶の二通りがあると言われる。歴史は国家や立

場によって見方が異なり、また平和の定義も人によ

って様々で当然だが、特に私たちのような“戦争を

知らない子供たち”が過去を記憶する上で、今回の

ような体験談に触れ、その語り部にとっての「真実」

を一つでも多く心に留めることが必要だと感じた。

会場をあとにして地上に出た瞬間、それまでとは違

う広島が見えた気がして、日米両国の学生がこの地

に立っていることの意義深さを改めて実感したのは

私だけではないはずだ｡ (篠原由香里）

広島の学生による平和公園ガイド

広島から参加した学生さんに平和公園ガイドの練

習をしていただき、当日英語で班別に分かれてガイ

ドを行う試みを行った。普段ボランティアガイドと

して活躍なさっている山根美智子さん、清水恵子さ

ん、住廣寿子さんには6月からガイドの練習のアド

バイスをしていただき、広島側参加者はグループご

とに練習を重ね、当日を迎えた。

8月12日 日米広島学生会議 第2日

以下の10の班に分かれ、午前中にディスカッショ

ンを行い、成果を午後のシンポジウムで発表した。

講師のジェイコブス先生に講評をいただいたあと、

第二部では各班が作った模造紙を会場に展示し、一

般来場者を含めて自由に意見交換や交流を行った。

広島の学生によるガイドに聞き入る日米学生会議参加者

班別のテーマとリーダー

※かっこ内はリーダーを示す

GROUP7:EducafjonoffheAfomicBomb;

Lessons＃℃mH"oshimaandM:Kyuma

(JoshaSchlachet加納康宗）

SampleQuestions:Whatlessonsshouldwetake

fromHirOshima？HowshouIdweevaluatethe

JapaneseDefenseMinister'sremarksthat

Hiroshima"couldnotbehelped?''

被爆体験講話

平和公園のガイドの後、松原美代子さんによる英

語での被爆体験のお話を伺った。松原さんは旧制女

学校一年生の時、爆心地から東南1.5キロメートル

の鶴見町で､建物疎開の後片付け作業中に被爆され、

その経験をもとに国内外で証言活動を続けてこられ

た。海外で英語での証言も行ってこられている。

(ウェブサイト：ヒロシマの心を伝える会

http://www.hiroshima-spirit.jp/ja/tsutaerukai/

miyoko/miyoko・html)

【参加者日記】

"Pleaseletmego,Ihavetohelpmyson!"

"Pleasetelltheteacherlcamehere…"62年前のこ

の街で起きた惨劇の中で聞かれた悲痛な叫び声を再

現し、会場の私たちを震感させたのは、「ヒロシマ

の心を伝える会」代表の松原美代子さん。8月11日、

広島平和記念館にて、私たちは彼女から原爆の体験

GROUP2EfhjCsofscie"fEIsjndeveﾉopmenfof

atomjcbomb

(JoshuaTurner川口耕一朗）

SampleQuestions:Shouldscientistsconcern

themselveswiththepoliticaleffectsoftheir

research？

GROUP3:777ewayfowaﾉdnucbarnonpro"た圃一
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fronanddiSarmamenf

(CaseySamulski山本詩乃）

SampleQuestions:Whatdoyouthinkabout

Japan'sPeaceConstitution？HowcanthegIobal

communityencouragestateslikelndia,Israeland

lrannottodeveIopnucIearweapons？

Samplequestions:Whataretheprosandconsof

Article9？WhatarethepossibleeffectsonUS－

JapanrelationsifAIticle9isrevised？

GROUP9:Djffe"ngsto"esaroundfheafomﾉc

bombandcU"巴nfWewsabcut"ucﾉearweapons

(BethanyMarsh間嶋絵里）

Samplequestions:Whatarethedifferences

betweentheAmericanandJapanesestories

aboutHiroshimaandNagasaki？Howdo

Japanese/Americansviewnuclearweapons

today？

GROuP4:Reﾉevanceof"ucﾉeardeferrenceノn

fOdaylswo"d

(NancyYang古屋佑樹）

SampleQuestions:Arenationswithnuclear

weaponslesslikelytogotowarwitheachotheI〆？

HowdoesNorthKorea/iran'sdesiresfornuclear

weaponsaffectinternationaIsecurity？ GROUP70:777elbhftodeveﾉopnuc/earweapons

(RyanUrie高井竜輔）

Samplequestions:Shouldanationhavetheright

todictatetoothernationstheirnuclearweapons

poIicy？WhatcanJapandotodaytohelpcontroI

intemationaInucIearproliferation？

GROUP5JDifWe心ncebefweenUSandJapa"'s

WewsaboufatomjCbomb

(SamanthaScully金大鐘）

SampleQuestions:Howhavestudentsbeen

taughtabouttheatomicbombintheUSand

Japan？WhatarethedifferencesbetweenUS

andJapanesetextbooksabouttheatomicbomb？

GROUP6:Jusが〃Cafjo"sofa"darguments

aga/nSf的oppmgtheafomjcbombsm七pa"

(DanielleVokal上田來）

Samplequestions:WhatdoJapaneseand

Amerlcansthinkaboutnuclearweaponstoday？

Doyouviewnuclearweaponsasano什ensiveor

defensiveweapon？

第二部で一般来場者と活発に意見を交わす参加者

GROUP7:Japan'snucGROUP7JJapansnucﾉeara〃刀amenfandthe

Secu"ly77eatybetweenJapanandif7eUS

(TszKiuLiu上野良輔）

Samplequestions：WhatiscolIectivedefense？

ShouldJapanhavetherighttocollective

defense？

GROUPaConfroveﾉsysu"DundngA汀jCb9

(BryanBeaudoin渡辺恭子） 発表のために用意したパネルの前で
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【参加者日記】

戦争の面影を今も刻む街、広島。今日はその広島

滞在の最終日。私たちは広島などの学生を交え日米

広島学生会議と称し、地元の方々を巻き込んだ大き

なシンポジウムを開催した。総勢100名を超える参

加者が9つのグループに別れ、それぞれ核に関する

トピックについて議論し合い、シンポジウムでプレ

ゼンテーションを行うという形だ。

議論に費やせる時間は当日の午前中だけであり、

必ずしも十分な議論ができたとはいえないだろう。

ここでプレゼンテーションしたことが現在の世界の

核状況に直接的な影響を与えるとも思えない。しか

し、私たちは確かに広島という街で、核についての

知識を共有し、真剣に考え、それぞれの意見を述べ

たのである。このことがどれほど世界に対して影響

をもてるのか。この経験が種となり、皆の心の中に

息づき、世界に二度と「広島」が生まれないための

何かが形成されることを願ってやまない。

（高野恭平）

広島の視点から－

広島県出身で学生広報や企画面で活躍した参加

者、また、広島からの参加高校生の感想文を掲載す

る◎

第59回日米学生会議参加者

広島市立大学3年 渡辺恭子

長時間のバス移動の末、私たちは、夜だというの

に蒸し暑さが残る広島に降り立った。私にとっての

広島は、平和を考えるきっかけを与えてくれた土地

であり、そして何より緑に溢れ癒しを与えてくれる

場所でもある。JASCerの皆とこの地を訪れる事が

出来る喜びの一方で、私は不安だった。それは、私

がヒロシマを国際政治の力関係に基づく理論より

も、原爆が投下されたという事実に伴う悲しみや苦

しみなど、湧き出る感情でしか捉えられていなかっ

たからだ。すでに、秋田のRTディスカッション中

に、「広島や長崎は平和のためのgoodsacrificeだっ

た」という、肯定的な意見に衝撃を受けていたこと

もあり、これ以上、広島を否定されるのが怖いとい

う感情があった。実際、広島のRTディスカッショ

ンでも、「原爆投下がなければ広島は今の様に平和

を訴えていなかっただろう」という発言も見られた。

私のうがった見方かも知れないが、今の広島で平和

を切に願い活動している人たち、そして今も苦しん

でいる被爆者の人たちの想いを踏みにじられた様に

感じた。しかしながら、自分の中で整理できず言葉

に出来ない感情や、反論できない不甲斐なさから何

も言えないまま泣いてしまった。このままではいけ

ないと思い、怖いながらもそのアメデリと納得がい

くまでディスカッションをした。その後、広島や京

都などでそのアメデリと話をする事で私たちはお互

いが合意している平和創造の部分、相反する創造へ

の道のりなど様々なことを少ないながらも共有でき

た。平和という言葉には実に多くの意味があり、同

じ平和を目指しながらもその過程が異なるというだ

けで、対立が生まれる事もある。しかし、分かり合

えないことも沢山あるけれど、大事なのは、分かろ

うとする姿勢、また色々な異なる価値観がある事を

認識する事だと私はJASC、そして広島を通して強

く感じた。秋田で迎えた8月6日から平和の願いを

日
米
の
学
生
が
核
兵
器
廃
米
広
島
学
生
会
議
シ
ン
ボ
ジ

絶
や
平
和
教
育
の
在
り
方
ウ
ム
」
（
国
際
教
育
振
興
会

な
ど
提
言
を
発
表
す
る
「
日

暑日米学生核と教育討論男系

核
と
平
和
を
テ
ー
マ
に
提
言

す
る
学
生

主
催
）
が
十
二
日
、
広
島
市

中
区
の
原
爆
資
料
館
東
館

で
あ
っ
た
。
広
島
や
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京
、

米
国
の
大
学
生
ら
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約
百
人

が
、
事
前
に
十
班
に
分
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れ
て
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議
し
た
内
容
を
提

言
も
交
え
て
班
ご
と
に
発
表

し
た
。「
原
爆
の
教
育
」
と
題
し

討
議
し
た
班
は
、
原
爆
投
下

に
関
す
る
両
国
の
教
育
の
現

状
に
触
れ
、
「
（
若
い
世
代

が
）
原
爆
を
過
去
の
も
の
と

と
ら
え
、
世
代
間
で
認
識
に

開
き
が
あ
る
こ
と
が
問
題
」

と
指
摘
。
「
北
朝
鮮
な
ど
核

保
有
国
が
増
え
る
中
、
原
爆

を
今
、
そ
し
て
将
来
の
問
題

と
と
ら
え
る
よ
う
教
育
を
改

善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
た
。

核
不
拡
散
な
ど
を
テ
ー
マ

に
討
議
し
た
班
は
「
ま
ず
核

を
減
ら
す
こ
と
を
優
先
す
べ

き
だ
」
と
指
摘
。
米
国
の
指

導
力
が
不
可
欠
と
し
「
自
ら

核
兵
器
を
減
ら
し
、
模
範
を

示
す
べ
き
だ
」
と
も
強
調
し

た
。
「
貧
し
い
人
た
ち
を
助

け
る
べ
き
で
核
武
装
で
平
和

は
築
け
な
い
」
「
八
月
六
日

を
米
国
で
も
平
和
を
考
え
る

記
念
日
に
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

（
門
戸
隆
彦
）

｢中国新聞」2007年8月14日「広島で日米学生会議シンポ」
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強く感じました。

そして、いろいろな意見を聞いていると核抑止論

についての考え方はみんな違ってもみんな平和を想

い、核が使われてしまうような世界がもう二度とこ

ないようにと願っているということを強く感じまし

た。

高校の先輩方とディスカッションしたときには聞

けなかったような意見や考えをたくさん聞くことが

でき、私は今まで偏った考えしか持てていなかった

のかもしれんなと気づかされたと思います。今まで

は核抑止論に対して「核を持って核を制す」という

イメージしかなかったし、それをただ否定するだけ

でしたが、今すぐに核をなくすのは難しいことだと

思うので、まずはどの国も核を使わないようにする

ことから、テロリストに核を渡さないようにする方

法を考えることから始めていく必要があるのだと思

いました。

日米学生会議の最後に、ディスカッションした内

容を皆さんの前でスピーチさせていただく機会を与

えてくださり、とっても緊張したけどいい経験にな

りました。緊張しすぎていっぱい間違えてごめんな

さい。

また、初日に行われた平和公園内のガイドでは私

のカタコトな英語を皆さんが真剣に聞いてくださっ

たので感謝の気持ちでいっぱいです。少しでも伝え

られたことがあったらヒロシマの学生として嬉しい

です。

11日が来るまでずっと不安に思っていましたが、

日米の大学生の方々がたくさんフオローしてくださ

り優しく接してくださったので、2日間とても楽し

く過ごすことができました。また、これからの進路

に役立つお話や大学生活の貴重なお話を聞くことが

できて私自身、すごく収穫の多い2日間になりまし

た。まだまだ夏休みの宿題は残っていますが、今回

この学生会議に参加させてもらったことは宿題より

も多くのことを学べたと思います。とても楽しかっ

たです。大学生になったらぜひJASCに応募したい

と思いました。2日間、ほんとうにありがとうござ

いました（ の ）

こめながら作った折鶴を、最終日の夜、サダコの像

へみんなで捧げた。「鶴の折り方教えてくれる？」

の一言から始まり、折り慣れない難しさに四苦八苦

しながらも真剣なまなざしでもくもくと折っていた

アメデリ。RTの休憩時間、ホテルのロビー、飛行

機の中、様々な場面で協力しながら折鶴を創ってい

る光景はまさに平和を肌で感じる瞬間だった。日米

学生会議という、社会的な利害関係なしに、お互い

の考えや感情を率直にぶつけ合える環境で、ヒロシ

マ、そして平和について考えられたのは非常に忘れ

がたい経験となった。

広島女学院高校1年 堀越未花

私は今回初めて日米学生会議に広島の学生として

参加させてもらい、とてもたくさんの事を学び、経

験させてもらいました。

以前わたしは学校で所属している有志グループの

先輩方と核についてディスカッションしたことがあ

り、とても興味のある内容だったため今回もいろい

ろな人のいろいろな視点からの考えを聞いてみたい

と思い、「核抑止論の効能」についてのトピックに

参加することを希望しました。希望通り、核抑止論

のグループに入ることができたのですが、自分で調

べたりグループの人と打ち合わせをしたりしていく

うちに、ちゃんと自分の意見を英語で伝えられるか

どうか不安になってきました。実際にいろいろな英

語の資料を送っていただいた時も、その文章を理解

することが出来なくて前日まで逃げ出したい気持ち

でいっぱいでした。そんな中12日を迎えたのですが、

前日にみなさんと半日過ごしたということもあっ

て、変に構えることなく楽な気持ちで会議に参加す

ることが出来たと思います。

正直、聞き取るのに精一杯で自分の考えを英語で

充分に伝えるということは出来ませんでしたが、大

学生の方々が私が日本語で言ったのを英語で訳して

くださったので自分の意見をみなさんに伝えること

が出来ました。アメリカの学生の方が指をパチパチ

して賛成してくださったときは嬉しくてちょっと泣

きそうになりました。また同時に、「自分の意見を

自分の口から伝えられたらいいんじゃけどなあ」と
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広島女学院高校1年 粟野真由子

今回、日米学生会議に参加させていただいて本当

にありがとうございました。たった2日間だけでし

たが、多くの事を考え、また吸収することができ、

とても有意義な2日間を過ごせたと思っています。

これも、学生会議の皆さんが私たちに優しく接して

くださったおかげだと思っています。1日目の碑巡

りの際、全くと言っていいほど、碑のことについて

伝えられませんでした。しかし、そんなときも、私

たちの話を真剣に聞いてくださり、またフォローし

てくださって、本当に嬉しかったです。

このように楽しく過ごせたことも、有意義な時間

を過ごせた理由のひとつですが、なによりも核につ

いて、アメリカの方や、他県の方と話し合えたこと

が、私にとって本当にいい経験となりました。

いままで、私は一人ひとりの考えの持ち方を変え

ることによって、平和な世界をつくることができる

と思ってきました。また、友達と話し合っても、み

んな同じような考えで、意識を確認しあう、といっ

た感じでした。

でも、今回は違いました。核廃絶は不可能だとい

う意見や、テロリストなどから身を守るためにも、

核は必要だといった意見を聞きました。いままでに

自分の耳でそういった意見を聞いた事がなく、また

そのような方法で世界平和が作り出せるのか？とい

う疑問を持ちました。でも、その意見に納得する自

分がいて、とまどってしまい、考えをまとめること

ができませんでした。この経験は、まだ平和につい

ての考えが未熟な私を刺激してくれました。

今でも私の考えはしっかりとしたものではないと

思います。でも、やっぱり核は廃絶していくものだ

と思っています。ヒロシマの悲しみを繰りかえして

ほしくない。そしてそのためには、やはり核廃絶が

必要だと思います。

このような平和についてより深く考えるきっかけ

となり、参加させてもらったことを本当にうれしく

思っています。数年後に、今度は学生会議のメンバ

ーとして参加したいです。今回はありがとうござい

ました。

広島女学院高校1年 串岡理紗

まずこの会議に参加しようと思ったきっかけは、

去年の8月6日をオーストラリアで過ごしたとき

に、8月6日への関心があまりにも薄かったことに

ショックを受けて、広島で起こった出来事を風化さ

せないようにするのは、広島に住んでいる人がまず

行動を起こすべきだと考えるようになったことで

す。特に外国人に、より理解して欲しいと思ってい

たところ、偶然ホームページでこの会議を知り参加

を決めました。

私の班は「核抑止論」という正直普段考えたこと

のないことを議論しました。私自身は、「Nomore

Hiroshima」という立場で「核と人類は共存できな

い」と考えていました。しかし議論をすすめていく

うちに、「平和を守るために核が必要」という自分

にとって新鮮な視点を知って、徐々に「核が全く無

い世界」というのはもしかしたら理想であって、実

際は難しいのではないかとも思いました。

ですがもちろん「核が無い世界」というのは広島

の願いです。今回の会議で分かったことは、今後は

その願いをどこまで届けられるか、そしてその願い

から何が生まれるかということが大切だということ

です。私は地元の中国新聞の平和に関する新聞を作

るジュニアライターとして、新聞やネットを通じて

この願いを発信していきたいです。そして、多くの

人にもっと関心を持ってもらうのが目標です。

最後にこのような素晴らしい機会を与えてくださっ

た関係者の方々と、頼もしく支えてくれた大好きな

班のメンバーに感謝したいと思います。ありがとう

ございました！

広島学院高校2年 小田康弘

広島での日米学生会議に参加して、普段は接する

ことのできない広い世界に足を踏み入れることがで

きたように思います。高校生のみならず大学生、そ

れも広島だけでなく全国さらには海外に住む方々と

一緒に過ごした二日間は、地元にいながらの異文化

体験でした。

ディスカッションでは一人一人の考え方の多様さ

に驚きました。広島で暮らしていると忘れがちな視

54 第59回日米学生会議 日本側報告書



本会議・サイト活動 第3章

点から見た考えも沢山聞き、自分の考えの浅さに気

付かされました。発言に社会的責任が伴わない学生

だからこそ可能な、自由で真筆な話し合いだったと

思います。

多くの大学生と話ができた、というのも私にとっ

ては異文化体験でした。発言、振舞い、オーラ、全

てが垢抜けていて、大人と子供の境界を見たようで

した。大学生活についても色々と教えて頂き、大学

生の世界の広さに驚きました。

広島から参加した他校の高校生と話ができたのも有

意義でした。同じ街に住んでいながらこれまで話を

したことがなかったので、各校の生徒の活動を初め

て聞いて、多くの学ぶべきことを見つけることがで

きました。これからは、情報を共有したり連携して

活動したりする道がないか模索しようと思っていま

す。

二日間の会議を終えて改めて感じるのは、この会

議は文字通り学生が創る会議である、ということで

す。企画の全てをECの方々が一年がかりでなさり、

そして参加なさる大学生が本番の会議で会に意義を

加える、というのは、無から価値を創造する活動で

あり、とても凄いことだと思います。このような会

議に短い間ながら参加させて頂くことができて、そ

して多くの尊敬しております大学生の先輩方や高校

生の友達に出会えて、大変幸せに思っています。

women,PearlHarbor,theatomicbombingsin

Japan,andtheeffectsofwar.IoftenfOundmyself

inarapidrushkeepingtrackofwhoreturned

theirhotelroomkeys,wherethenextmealwas

goingtobeserved,andwhowasinchargeof

whichactivity.Asmuchaslenjoyedandrelished

myroleintheConference,Icouldn'thelpbutfeel

numbalotoftime,perhapsbecauselwasover-

whelmedbyboththejoyandburdenofleadinga

groupof56delegateswithl5ofmyfellowECs.

Butonenight,Ifinallyletmyselfstepbackfrom

thedailyactivitiesofJASCand"reflect"without

evenmeaningtodoso.Ithadbeenalongdayat

theHiroshimaPeacePark,wherelocalhighschool

andcollegestudentsgaveJASCersatourofthe

Park.TwoJECsandlhadspenttheafternoon

andearlyeveningpreparingforthenextday's

HiroshimaPeaceSymposium,puttingtogether

pamphletsandfinalizingthedetailsofthepro-

gram.

Laterthatnight,oneJECmemberandlheaded

baCktothehotelafteraseriesoferrandsinclud-

ingphotoCopying,laundry,buyingbentoat7/11,

andpurchasingposterboards.Itwasabeautiful

eveninginHiroshima.Foronceduring､the

Conference,Ifoundtheweatherbearable,andthe

slowwalkhomegavemetimetomentallyrest.

Onlythendidlfinallyrealize,andtrulyacknowl-

edge,thatlwasinHiroshima.MyfellowECsand

IhadbeenplanningtheHiroshimasiteforan

entireyear,anduntilthatnightithadfeltlikea

mereprojectwithdates,times,places,and

strangers.Itdidnotfeelreal-evenafterwehad

reachedHiroshima,alloftheplanningandprepa-

rationfeltlikeitwasfOrsomethingthatwasyet

tohappen・Inreality,itwashappening,andlsud-

denlyrealizedwehadarrivedinHiroshima,acity

ofenormoushistorical,andnowpersonal,signifi-

cance･

Duringourstrollbackfromdoingerrandsto

アメリカ側の視点から－

アメリカ側実行委員AlissaMarque

RenectionofanAEC

Asmany59thJASCersknow,theword"renec-

tion"wasoneofthemostcommonlyusedwords

duringtheConference.Whetheritreferredto

justonepersondigestingtheday'sactivitiesand

discussions,ortheentiredelegationexpressing

theirthoughtsorconCerns,thereseemedtobea

greatexpectationthateveryonewouldspend

muchtime"reflecting."

AsanEC,itwashardtorenectabouttheheavy

issueswediscussedduringJASC,suchascomfOrt
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thehotel,thisJECmemberandlhadbeentalking

abouteverythingrangingfromtheriseofChina's

economytotheactivitiesweparticipatedindur-

inghighschoolandcollege(nerdy,Iknow).Aswe

werewalkingalongthefamousriverthatruns

throughthecitybytheAtomicBombDomeand

theHiroshimaPeacePark,itoccurredtomehow

unimaginablesuchascenewouldhavebeen62

yearsago・AJapanesecollegestudentandan

Americanrecentgraduatewalkingside-by-side,

comparingourlifestyles,waysofthinking,and

viewsoftheworld...whowouldhavethought,

amidstthedestructionoftheatomicbombing,the

countlessdeaths,andunthinkablepain,thattwo

youngpeoplelikeourselveswouldbetalking,let

alonefriends？ Theworldwitnessedsomeofthe

ugliesteventsofhumanitynotsolongago,andit

wasoverwhelmingtorealizehowfarournations

andpeoplehadcomeinreconcilingourpasts.

ThroughouttheConference,manydelegates

asked,"I'veheardJASCissupposedtobealife-

changingexperience-howisitsupposedtobe

lifechanging?"Perhapslampessimistic,butl

wasalwaysskepticalofthenotionthatJASC

wouldtrulychangemylife,orthelifeofanyone

else.Sure,thereareafewJASCerswhodiscover

aparticularcareerpathoranewinterestinafOr-

eigncountryduringthatspecialmonth.

However,mostJASCersdonotexperienceadra-

maticfireworks-likechangeintheirlives.That

night,though,Ilearnedtobesatisfiedwiththe

thoughtthatJASCdoesnothavetochangelives

tohaveagreatimpact・Iamthesamepersonl

wasbefOrelattendedtheConference-mvcareer

planshavenotchanged,norhasmygeneralview

oftheworld.Butthemomentasbriefastheonel

sharedwiththisJECmemberinHiroshimawill

alwaysstandoutinmymindasoneofmylife's

mostmemorableexperiences.Andforme,it's

thosesmallmemoriesthatbuildalifeandmakeit

worthliving.ThankyoufOrreading

サイトコーディネーター後記

松田浩道

初めて広島市にコンタクトを取った時のことは、

今でもよく覚えている。一月、サイトコーディネー

トのやり方がまだ全然つかめていない頃に、おどお

どしながらまずは市長の講演依頼のために広島市に

電話することにした。そこでつないでいただいた担

当の方は大変親切に対応して下さり、広島サイト全

般のあらゆる相談に乗っていただいた。準備のため

広島を訪れた時も市長をはじめ、様々な方に紹介し

ていただいたり、会議室探しや宿泊先の交渉を手伝

って下さったりと、きめ細かくサポートして下さっ

た。特に、広島市平和推進課の山口芳明さんの多面

にわたる協力なしでは、今回のような形で日米学生

会議を広島で行うことはできなかったであろう。深

く感謝したい。現地で会う企業、財団、日米協会、

青年会議所、新聞社、テレビ会社の方々も熱心に話

を聞いて下さり、応援して下さった。広島市立大学

広島平和研究所のジェイコブス先生は、ディスカッ

ショントピックの選定から企画全般に対するアドバ

イスまで、丁寧に支援して下さり、内容面での充実

度を確保することに貢献して下さった。お好み焼き

企画を全面的にサポートして下さったオタフクソー

ス、お好みフーズさんにも感謝している。広島を訪

問して準備を重ねるごとに広島の人のあたたかさを

肌で感じてますます思い入れが強くなると同時に、

自信を得て日米学生会議広島開催の意義について

様々に思いをめぐらせた。

「どのような企画にするのが広島にとっても学生会

議にとっても意義深いことになるのか－」一緒に広

島を担当していた実行委員の廣瀬裕子とともに考え

てたどり着いた企画案は、当初は全くイメージもし

ていなかったものだった。広島で新たに学生を募集

して、一緒に平和学習とディスカッションの2日間

の活動をし、最後に学生主体の一般公開シンポジウ

ムで議論の成果を発表する。学生募集のため新たに

広報活動をして広島で説明会を開いたり、連絡を取
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それ以上に平和というテーマを自分に結びつけ、自

ら考えるきっかけをどのように提供することができ

るか。そして、逆に広島を訪れる私達から広島に対

して何かしら与えられるものはないだろうか。

多くの議論の末、私達はアメリカ側参加者と日本

側参加者、そして広島の学生とが協力し、「核兵器

と平和」というテーマのもと、異なるサブテーマに

基づく班別ディスカッションを行い、一般公開のシ

ンポジウムで成果を発表することを目標とするプロ

グラムを設計した。

出張やメールのやり取りを通じて、観光コンベン

ションビューローの下岡様や広島市平和推進部の山

口様、多くの広島の方々にご支援いただき、広島滞

在を企画することが出来た。

広島の学生への募集を広島市のウェブサイトや中

国新聞の記事に取り上げていただき、6月末の説明

会が初めての顔合わせとなった。説明会には多くの

学生が集まってくれ、それぞれの想いを話してくれ

た。広島を訪れ、多くの方々とお話させていただく

度に感じていた「一緒にこの会議を実現させたい」

という想いは一層強くなった。その後、ガイドの住

廣様、清水様、山根様のお力を借り、会議参加者の

渡辺恭子がガイド練習を率い、前日までそれぞれが

会議に向けて努力を重ねた。

各班のリーダーとしては、日本側参加者とアメリ

カ側参加者とがペアを組み、会議前から当日のディ

スカッションの議題となるkeyquestionsと参考資

料を作成した。8月6日には、渡辺恭子が手を挙げ、

この日が広島に原爆が落とされた日であること、そ

してそれぞれのメッセージを込めて千羽鶴を折り、

広島へ贈ろうという提案を日米の学生へ伝えた。彼

女の主張を聞いた会議参加者は、彼女や他の会議参

加者から鶴の折り方の丁寧な指導を受けながら、皆

で毎晩遅くまで鶴を折り続けた。このプロジェクト

は、会議参加者に自分はどのようなメッセージを鶴

に込めたいかを考え、話し合う大切なきっかけを与

えてくれた。

広島に到着した初日は広島学生として参加してく

れた村上さんが迎えてくれ、広島のパンフレットの

整理や71名の大移動までも手伝ってくれた。そして、

り続けたりとやらなければいけない仕事の量は膨大

なものになるが、それでもこのような形にしたのに

は日米学生会議の社会的意義をめぐる自分たちなり

の考えがあった。

学生会議は社会発信をテーマに掲げているが、そ

もそも実のある発信内容を一ケ月で学生が作ること

は極めて難しい。とはいっても、数多くの団体から

賛助を受けていながら社会に対して何も還元するこ

となく、参加者のなかだけで話し合いをすることで

十分なのか。自分たちの身の丈にあった、しかもし

っかりとした意義のある「社会に対する開かれ方」

を見つけ出したかった。その自分なりの答えが、今

回の広島での企画である。

訪れる現地の学生に積極的に関わってもらい、日

米学生会議のデリゲートとともによい刺激を与え合

う。これこそ、社会からも求められ、自分たちにふ

さわしい社会への価値還元のあり方ではないか。第

59回学生会議のテーマにある"Advocate"や「次

代の創造」の具体的な方法として、より多くの学生

を開催地で巻き込み、しかもシンポジウムを一般公

開にして自分たちの発表を中心に据えた背景にはこ

のような理念があった。

当初、シンポジウムにおいて社会にインパクトを

与えられるような新しいヒロシマのメッセージを学

生の視点から世の中に発信することまで目指してい

たことは事実だ。時間的制約と学生としての限界か

ら、そこまで目標が達成できたかといえば残念なが

ら達していない部分が多く残る。しかし、長期的視

野に立った教育効果という意味では、十分に意義の

ある企画に仕上がったのではないかと思う。

広島において協力して下さった数多くの方々、そ

して会議に参加して一生懸命ガイドの練習とディス

カッションの準備をして下さった27名の学生の皆さ

んに、改めて感謝したい。

廣瀬裕子

人間として一度は訪れるべきところ。そんな想い

から第59回会議の開催地として広島を提案し、準備

を開始した。実質三日間という日程の中で広島の食

と文化を楽しみ、広島の平和に対する主張を学び、
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日米広島会議初日は広島の学生が平和公園の記念碑

めぐりをリードし、初日の班行動や二日目のディス

カッションのファシリテーションは全て班リーダー

が行った。

日米広島学生会議は、一人一人の努力によって形

作られた。私達実行委員二人では、このような形で

五日間の企画を実現させることは不可能であった。

温かくご支援いただいた方々、27名の広島の学生さ

ん、そして会議参加者に心から感謝したい。

学生が主体となって行うシンポジウムには、確か

に限界はあるかもしれないが、自分達がイニシアテ

ィブを取り、自らが設計し、発信することが出来る

ということを少しでも感じてもらい、力としてもら
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えたらと願っている。
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サイトコーディネーター

都京都サイトイ
安田雅治 杉山亮太AndrewRuffinMorganSwartzB月13日～8月20

■■一

立命館大学衣笠セミナーハウス京都サイトのスケジュール

第59回日米学生会議は8月13日から8月20日まで

の京都開催期間中、京都市北区の立命館大学衣笠セ

ミナーハウスに滞在した。ここでは、宿泊のほか、

分科会活動、タレントショー、FarewellParty、第

60回実行委員選挙を行った。

立命館大学はJASCがここ10年にわたり特別のご

好意と協力を得ている大学であり、本会議以外にも、

毎年、選考面接、広報などでもお世話になっている。

第59回会議も京都開催が決定してすぐ、立命館大学

へ依頼することを決めた。

従来JASC日本開催は滋賀県にある、びわこ・く

さつキャンパスを使用することが多かったが、京都

開催が最終サイトであることを考慮し、京都市内に

ある衣笠キャンパスの利用を考えた。この施設は、

本来、学内生しか利用できないものであるのに関わ

らず使用の許可を得た。そればかりか、夏期全学休

業期間における使用をはじめ、予約の時期、使用期

間、利用料金など、数々の特別のご好意をうけて第

59回JASCの京都開催は成立した。

この場をかりて、立命館大学、特にJASCの担当

であった衣笠国際課の田中清子様に感謝の意を表し

たい。

京都サイト準備経緯

8月13日（月） 広島出発、神戸日米協会主催企画、

京都到着

環境フィールドトリップ、タレント

ショー

京都観光十伝統文化体験

分科会セッション（フォーラム準備）

京都フォーラム

第60回実行委員会選挙、伏見日米学

生交流会

FreeDay，FarewellParty

第59回日米学生会議解散、米国側帰

国

8月14日（火）

8月15日（水）

8月16日(木）

8月17日（金）

8月18日（土）

8月19日（日）

8月20日（月）

京都サイト理念

長い歴史持つ大都市、京都は、神社仏閣などの建

築物それから有形無形の伝統文化を有し、世界的に

有名である。それは戦争による破壊から免れた文化

の力があったからでもあり、このため東京に次いで

多くの外国人が訪れる観光都市である。さらに、こ

こは大学、ベンチャー企業、NGO･NPOを多く抱

え、未来に向いている都市でもある。過去を大切に

し、頑にアイデンテテイーを守る。そのことでむし

ろ高度に国際化したユニークな都市、京都。この場

所で過去・現在をとらえ直し、その先にある日米の

これからをローカルとグローバル双方の視点から考

えていく。

京都サイトは第59回JASCの締めくくりを飾る場

所となった。タレントショー、フィールドトリップ、

伝統文化体験、そして、一カ月の集大成となる京都

フォーラムを開催した。最後に、次回のJASCであ

る第60回のECを選出して、第59回JASCは別れの時

を迎えた。

第59回日米学生会議を京都で開催することは、第

58回会議の最終サイト、サンフランシスコでの実行

委員ミーティングで決定した。

一番重要となる宿泊、会議室等の施設は、長年

JASCがお世話になっている立命館大学様に依頼し

た。企画面では、京都の現代と革新を体験するもの

として、環境フィールドトリップを、歴史と伝統を

体感するものとして観光ならびに伝統文化体験を企

画した。1カ月の締めくくりとなるファイナルフォ

ーラムでは､京都の人々との連携できるものを求め、

京都最大の学生団体である京都学生祭典とのコラボ
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レーションを企画した。第59回会議の集大成を発表

する場に相応しいものとなるように基調講演者依

頼、広報活動や財務活動だけでなく、会場のセッテ

ィングや当日のロジスティックス組みなどを行った。

に興奮するアメデリも多かったようだ。

姫路城

安土桃山時代に築かれた、白漆喰の美しさで、特

に天守閣が有名な城である。400年の間、戦火など

から逃れ当時のままをのこしており、国宝・世界遺

産に指定されている。8月13日 広島から京都へ、神戸日米協会レセプシ

ヨン、SPring-8姫路城見学
－ － 蘭【参加者日記】

朝、眠そうな顔をしながら2台のバスへと乗り込

んだJASCers・広島に別れを告げ、最終サイトであ

る京都へと向かった。途中で大型放射光施設である

SPring-8を訪れ、第59回日米学生会議では初めてと

なる科学に関わる施設を訪問した。神戸日米協会で

昼食においしい天ぷらとそうめんを頂いたあと、姫

路城を見学し、移動日にも関わらずイベントが満載

であった。しかし、バスの乗り降り、35度を越える

厳しい暑さ、そして長い旅の疲れが蓄積したせいか

JASCerが次々とダウンして行き、衣笠セミナーハ

ウスに着くころには皆くたびれていた。その夜、タ

レントショーの練習をするはずがベッドへと直行

し、早々と眠りについてしまった。 （武田尚樹）

神戸日米協会レセプション

たつの市の志ん具荘にて、そうめんと天ぷらがメ

インの食事をいただいた。神戸日米協会会長 キラ

ンセテイ氏にスピーチを頂いた。ターバンを巻く

インド系のキラン氏は、関西弁のネイティブでもあ

るが、当日は英語のスピーチであった。ここ、兵庫

県南西地方は、揖保の糸をはじめとして全国的にそ

うめんで有名な土地である。この日の兵庫県におけ

る企画は全て神戸日米協会専務理事 井上淳也氏に

お世話になった。

SPring-8

第59回JASCで唯一の科学施設への訪問となった。

SPring-8は財団法人高輝度光科学研究センターが運

営する共同利用型の世界最大の大型放射光施設であ

る。極めて明るく、幅広い波長をもつ放射光を利用

し、分析、観察、新物質の創成することを通して、

技術開発、 生命科学、環境から考古学まで広い分

野において貢献をしている。ほとんどの参加者にと

って、かなり難解であったようだが、テクノロジー
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8月14日 環境フィールドトリップ、タレントショー

環境フィールドトリップ

京都は、京都議定書締結の地として世界的に有名

であり、その独自の環境に対する取り組みでも有名

である。2007年は京都議定書の第一次約束期間が発

効され、環境が大きなテーマであるG8サミットが

次回日本で開催されるということもあり、日米のグ

ローバルパートナーシップが問われる環境問題はさ

らに注目をあつめている。東京で行われた世界銀行

での環境フォーラムに対し、本企画では京都独自の

実際の取り組みを、ビジネス、科学技術、CSRとい

った幅広い視点からこの問題について考えられるよ

うに4グループに分かれてフィールドトリップを行

った。京都の企業は、江戸時代から西陣織りなど、

手仕事の技術の伝統があり、近代、現代と独自の技

術とセンスで東京を飛び越えグローバルに活躍して

いる。現在と未来の京都を知るのに、絶好の機会で

あっただろう。

1.関西電力

関西電力京都支店のご好意でバスをチャーターし

ていただき、京都市東部～琵琶湖沿岸の関西電力施
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特技をステージで披露するものである。残念ながら、

多くの人が体調を崩してしまっていた中だったの

で、全員がそれぞれの特技を充分披露することがで

きず残念であったが、それでも多くの参加者がそれ

ぞれの素晴らしい特技を披露してくれた。タレント

ショーの後は、スペシャルトピックディナーで、私

は「日米両方のステレオタイプについて、また

JASCによってそのステレオタイプは変化したか」

というトピックについて有志メンバーでモスバーガ

ーを食べながら熱い議論をもつことができ、改めて

JASCという場が参加者に及ぼす“影響力”を感じ

た。 （竹内菜緒）

8月15日 京都観光十伝統文化体験

設を訪れた。そこでCSRのレクチャーを受けるとと

もに、環境問題とビジネス・生活水準維持という倫

理の問題について考えさせられた。

2．堀場製作所

堀場製作所本社を訪問し、工場を見学しながら環

境とビジネスとのありかたについて伺ってきた。堀

場製作所は分析・計測機器メーカーとして有名で、

特にエンジン排ガス測定．分析装置分野では世界シ

ェアの80％を占めている。

3．島津製作所

島津製作所は分析技術で環境分野をリードし、ノ

ーベル賞受賞者田中耕一氏を輩出したことで有名で

ある。島津創業記念館を訪れ、江戸末期から現在に

至る科学技術の発達過程を学びつつ、京都企業の独

自性と世界の環境貢献するに至った過程を学んだ。

4．京エコロジーセンター

京都議定書が採択された地球温暖化防止京都会議

を記念してつくられた、京都市環境保全センターの

京エコロジーセンターを訪問した。地球規模の環境

問題を学ぶとともに、京都ならではの環境の取り組

みを体験してきた。

タレントショー

毎年、JASC本会議の恒例となっている企画であ

る。内容、形式もすべて自由に、自分の自信のある

出し物を披露するものである。今年は、歌、合唱、

ダンス、ピアノなど音楽に関するものが多かった。

参加者たちは、出し物の準備と大いに盛り上がった

本番を通じて理解と友情を深めた。

【参加者日記】

時間の経過はとても早く感じ、ついに最終サイト

である京都の2日目に突入した。炎天下、盆地特有

の暑さが厳しい京都サイトの2日目の午前中、

JASCersはグループに分かれて関西電力、堀場製作

所、島津製作所、京エコロジーセンターとそれぞれ

企業訪問を行った。私は関西電力の企業訪問で、琵

琶湖等を訪れながら関西電力の会社のCSR等のレク

チャーを受けることができ、貴重な経験をすること

ができた。午後は、少ない時間のなか参加者が用意

したタレントショーが行われた。タレントショーと

は、59回の参加者がダンスや歌、ピアノなどという

京都の1つの目玉である本企画は単なる観光では

なく、京都の歴史と伝統、その精神やエッセンス、

雰囲気まで感じ取ることができればとの思いを込め

て企画した。

4つのグループに分かれ京都市内の神社・仏閣、

伝統文化体験スポットをめぐり、最後に京都一の繁

華街である四条地区で自由に夕食をとった。本企画

はでんでんの大きな協力をいただいた。実際のコー

スは以下の通りである。
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伝統工芸体験

1．金閣寺・二条城コース

立命館大学→金閣寺→二条城→丸益西村屋（京

友禅体験）→四条烏丸→立命館大学

2．清水寺コース

立命館大学→丸益西村屋（京友禅体験）→清水
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寺→高台寺→四条烏丸→立命館大学

3．東山コース

立命館大学→銀閣寺→哲学の道→南禅寺→伝統

工芸ふれあい館→八坂神社→四条烏丸→立命館

大学

4．嵯峨野・嵐山コース

立命館大学→（京福電車嵐山駅）→中嶋象眼

（象眼細工体験）→天竜寺・嵐山散策→四条烏

丸→立命館大学

【参加者日記】

8月15日はRTのデイスカツシヨンで始まりまし

た。日本の終戦記念日ということもあり、メディア

RTでは日本とアメリカのメディア（主に新聞）の

日本の終戦記念日に対する報道の違いについて話し

ました。15日は日本にとって大切な日ですが、アメ

リカでは特別な日として扱われません。それよりも

12月8日の真珠湾攻撃の方がメディアでは大きく取

り上げられます。日米の外交や歴史認識の差は、こ

の様なところにも原因があるのではと感じました。

昼からは気分一転京都観光に出かけました。金閣

寺の派手ではあるものの品格を漂せる雰囲気にアメ

デリとともに酔いしれました。ディスカッションと

観光を通じ、より一層相互理解を深めることのでき

た一日でした。 （土岐吉史）

る。ただ、JASC全体を通じて学び、反省して事を

JASCが終わってからも実践していくことが大事な

のだと思う。

いよいよ明日がファイナルフォーラム。自分たち

の分科会のプレゼンに集中しなければいけないが、

他の分科会の発表を聞けるのもまた非常に楽しみで

ある。 （上田來）

8月17日 京都フオーラム

【参加者日記】

第59回日米学生会議の集大成であるファイナルフ

オーラムが京都市国際交流会館にて開催された。川

勝平太氏の基調講演に始まり、京都の学生による活

気溢れるダンスパフオーマンス、そして各分科会の

成果発表など本会議を締めくくるプログラムが組ま

れた。分科会発表では、本会議における活動の様子

や成果がスキット・パワーポイント･映像など、問

題意識や成果に応じて各々のやり方で来場者の方や

日米学生会議関係者に向けて発信された。フオーラ

ム後は、場所を移し来場くださった高校生や大学生

を交え自由に質疑応答が行われ、本会議の活動を始

め日米学生会議についても話す時間になった。フオ

ーラムが終わったこの日、各自思い思いの夜を過ご

した。朝7時まで遊びつくすと出かけていった者、

翌日の次期実行委員選挙の準備をする者、ソファー

で語り合う者と様々だった。日米学生会議が終わり

に近づく中、それぞれが想いを抱きながら過ごした

夜だった。 （渡辺恭子）

8月18日 第帥回実行委員選挙､伏見日米学生交流会

8月16日 分科会活動（京都フオーラム準備）

【参加者日記】

長かったJASCの日々も、今日を含めとうとう残

り四日となってしまった。5月の春合宿に始まる事

前活動から、明日のファイナルフオーラムのために

ずっと準備をしてきた。そして今日が最後の分科会

活動となる。

ファイナルフオーラムの準備に関しては、本会議

が始まって以来、メンバーの間で意見が合わず、苦

しい思いをするときもあった。しかし今日、メンバ

ー一人ひとりが明日の本番のために力を合わせて取

り組んだ結果、全員が納得のいくプレゼンテーショ

ン資料を作成することができた。

さすがはJASCerたちだ、やるときはやるな、と

感心する一方で、自分はもっとグループの活動に貢

献できたのではないかという思いを感じることもあ

第60回実行委員選挙

京都フオーラムで59回の正式なプログラムは終っ

たが、まだ重要な仕事が残っている。この日の午前、

次回会議の実行委員に希望する立候補者がスピーチ

を行い、質疑応答の後、選挙結果の発表があった。

フォーラムの翌朝という過密日程ながら、立候補者

は一生懸命準備して、自分の思いをスピーチにぶつ

けた。今回は近年になく多くのデリケートが立候補

したため激戦となった。発表後には悔し涙、うれし

涙、祝福の涙、多くの涙があった。新実行委員はそ

の直後から、翌日のFarewellPartyまで次回アメリ

カ開催に向けたミーティングを行い、他の参加者は
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加者は種智院大学で行われた「伏見日米学生交流会」

に参加した。京都の高校生や大学生と交流し、納経

実演を見学したり、習字の体験、利き酒大会を行っ

たりした。夜は仁和寺に宿泊した。広くてきれいな

宿坊でリラックスできた。参加者はお酒を飲んだり、

語り合ったり、爆睡したりと思い思いの夜を過ごし

た。 （上野良輔）

伏見交流会へと向かった。

=&q@1g

8月19日 Freeday、FarewellParty
口

仁和寺

世界遺産でもある仁和寺は真言宗の総本山であ

り、その境内の中にある御室会館という宿坊に宿泊

させていただいた。総務部長の沖田定信様のご好意

もあり、午前中境内を拝観させていただけることと

なり、仁和寺の歴史の長さを実感した。

建仁寺

欧米でも大変有名な禅宗（臨済宗）の寺で、五山

派の一角をなす非常に由緒ある寺院である。前夜、

仁和寺で宿泊したのち、建仁寺に赴き、貴重な座禅

体験をおこなった。

FarewellParty

この夜は参加者全員で過ごす最後の夜となった。

衣笠セミナーハウス内でJASC59の71人でお別れの

パーティを開いた。2階で食事を取ったあと、1階の

ホールでパフォーマンス、スピーチをまわしながら、

JASC中の様子をまとめたビデオを上映し、1カ月

が終ることを感じはじめる。60回のお披露目も行わ

れた。明朝の解散まで、思い思いに別れを惜しんだ。

【参加者日記】

アメデリと過ごす最後の日。それぞれがフリーの

時間を過ごした。

早朝、建仁寺での座禅。静かに目をつむった私の

中には、それまでの思い出が走馬灯のように駆け巡

っていた。いよいよやってきてしまった最後の日。

寂しさ、楽しい思い出、後悔、満足、未来・・・

様々な思いで胸が一杯だった。

みんな最後の一時一時を心に刻み付けるように過

ごした。

そしてFarewell･スライドショーを見て思い出を

振り返った。国籍もバックグラウンドも違う71人が

同じところで爆笑し大変だった時、楽しかった思い

口

1－己

j

選出された新実行委員

伏見日米学生交流会

第59回会議のテーマである社会発信と次代の創造

は、真言宗の開祖である弘法大師・空海が開設した

日本で最古の大学の流れをくむ種智院大学と日米学

生会議が共同で、次代を担う京都中の高校生との交

流会を催すことで完成をみた。習字（梵字）の実

演・体験、納経実演、空海の思想・四国遍路に関す

る展示や学生作の宗教的絵画の展示等、宗教の神秘

さを感じることができ、日米の両参加者にとって刺

激的となった。また、種智院大学の学生や伏見区の

高校生と「キリスト教と仏教の違い」の議論が起き

るなど、参加者は思い思いの体験を楽しんでいた。

その後行われた利き酒大会では、伏見の銘酒に皆感

動した。このプログラムを後援いただいた伏見区と

会場を提供して頂いた種智院大学、特に挨拶も頂い

た学長である頼富本宏様、プログラム運営に大きく

協力していただいた種智院大学の古川洋一様ならび

に学生スタッフの皆様に感謝したい。

【参加者日記】

猛暑。この日は第60回日米学生会議の実行委員を

決める選挙が行われた。それぞれが様々な思いでこ

の日を迎えた。ある人は熱い情熱をもって、ある人

は悩み、不安に駆られながら、ある人は残された日

数を精一杯かみ締めながら。そして新たなEC16人

が選出された。

午後から新ECはミーティングを行い、残りの参
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出を今、共に分かち合っている。そのことに胸が熱

くなった。このメンバーとJASCを作れて本当によ

かった！と思った。

最後の夜、手紙書き、パッキング、おしゃべりに

明け暮れていたら太陽がうっすら顔を出してきた。

（山本詩乃）

京都フォーラム

日時：2007年8月17日（金）

会場：京都市国際交流会館 イベントホール（京都

市左京区221名定員）

テーマ

4.AdvocatingJapan-AmericaParticipationinGlobal

Change"

｢太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップ

の探究と次代の創造～」

企画趣旨

本シンポジウムは本年度の学生会議の締めくくりに

開催される。1カ月にわたり、理想と情熱をもって

ぶつけてきた議論、学生ならではの、学生にしかで

きない議論、しかしながら同時に常に広く社会を意

思しながら続けられてきた議論。それを通じて何を

成し遂げられたか、できなかったか。成果を参加学

生の中だけで留まらずに広く社会に発信する。日米

の学生が伝えたことが、やがては京都から世界へと

広がることを、そしてその一歩となる場として本フ

オーラムを開催した。

企画概要

12:30- 開会挨拶日米会話学院副学院長ジヨン

フリーマン氏

12:35- 来賓挨拶

京都市教育委員会教育長 門川大作氏

学校法人立命館 総長 川口清史博士

12:45- 日米学生会議実行委員長挨拶

12:50- 静岡文化芸術大学 学長

川勝平太博士

13:20- 第59回日米学生会議概要発表

13:50- 日米学生会議分科会発表

14:40- 京都学生祭典によるパフオーマンス

14:50- 日米学生会議分科会発表

15:30- 分科会講評 講評者：日米会話学院副学

院長ジョンフリーマン氏

15:50- 閉会の辞

16:20- 交流会

17:45- レセプション来賓挨拶 京都府教育委

員会 教育長 田原博明氏

＊同時通訳：安部礼子、河村睦美

仁和寺で浴衣を着たアメデリ達

8月20日 第59II日米学生会議解散、米国側参加者

帰国

【参加者日記】

この日は別れの日でした。前日の夜から最後の

JASCメールを書き始め、そのまま残りの時を惜し

むように夜通し起きていたJASCerも多かったので

はないでしょうか。空港に向かうバスの前で涙を流

しながらハグしあったり、握手したり、言葉を交わ

しあったり･･･みんな思い思いにお別れをしていまし

た。そんな様子を見ながら不思議と悲しくありませ

んでした。むしろきっとまた会えると強く確信しま

した。この1カ月間を一緒に過ごした私たちは本当

に強い絆で結ばれていると思います。また「やあ、

久しぶり」と会える日が楽しみです。みんなありが

とう！ （吉川真由）
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分科会発表の様子 レセプションにて

基調講演者

川勝平太氏 一 静岡文化芸術大学学長

早稲田大学政治経済学部卒業後、同大学経済学部

研究科博士課程修了。オックスフォード大学哲学博

士、早稲田大学政治経済学部教授、国際日本文化研

究センター教授を経て、平成19年より現職。故小渕

首相主宰「21世紀日本の構想」懇談会委員、国士審

議会委員、教育再生会議委員、「美しい国づくり」

企画会議委員など幅広く活動している。また、

NIRA(総合研究開発機構）理事、京都迎賓館運営

懇談会委員、アジア平和貢献センター理事、京都市

社会教育委員、京都経済同友会特別会員などを兼務。

広島サイト:JamesPiller

京都サイト：李凌叡

安田雅治、真田雄太

三窪英里、菅家万里江

SamanthaScully､加納康宗

レセプション司会

レセプション受付

レセプションスピーチ

メディア掲載

ガクシン記者イベントレポート2007年9月1日掲

載記事より抜粋

(http://eventreport.kyo2･jp/e28669.html)

8月17日（金)59回日米学生会議 京都フォーラム

「分科会の発表と聞くと糞真面目な形式を予想する

かもしれないが、劇っぽくしたり、映像にしたりな

ど、分科会ごとに発表の仕方にもさまざまな工夫を

こらしてあった｡10分間という短い時間の中で、長

く深く話しあったことをどう伝えるか。そういう部

分を意識して作ったのであろう。わかりやすく、な

かなか見て楽しめる発表であった｡」

「会議全体を通して感じたのは、日米両国の参加者

間の仲のよさである。楽しげに会話するその姿は、

分科会に分かれて議論して発表した内容よりも重み

のある何かを彼らが得ていたことを意味する。会議

で得られた成果を彼らはこれから長い期間をかけて

何らかの形で社会に貢献、還元していくのではない

だろうか。日本とアメリカの関係、ひいては世界の

中で｡」

－レポートライター：岩田拓真（京都大学・4）－

京都フォーラムスタッフ

統括Logistics 安田雅治

統括補佐LogisticshelperMorganSwartz，真田雄太

司会MC 杉山亮太、AndrewRuffin

受付Greeter lll本詩乃、角田亜紗子、

本郷亜紀、平井麻祐子

会場案内Usher 金大鐘､上田東､HidemiTan2k2

会場誘導Guide 望月進司、上野良輔

来賓案内VIPUsher 川口耕一朗、菅家万里江

マイクMicrophone 菊池なつみ、廣田隆介

タイムキーパーTimekeeperBrianMiller,HiroyukiMiyake

記録Camera JustinLong

JASC59サイト紹介スピーチ東京サイト：呉宣嗽

秋田サイト:MaureenCampbell
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委員として一番充実した時間であったといっても過

言ではない私にとって、京都はもはや第二の故郷と

なった。初めて秋に京都を訪れた時は紅葉に染まっ

ていたこと、真冬の京都まで夜行バスで行ったこと、

選考試験準備の為に春休みを利用して滞在したこ

と、その後も新幹線でとんぼ返りするように何度も

足を運んだことを今でも昨日のことのように思い出

される。なかなか思うようにサイトコーディネート

が進まず、苦しんでいた時期もあったが、京都の前

回会議参加者やパートナーである安田や真田と共

に、夜は京都の町に繰り出し語り、笑いあい、支え

合えたことが、私にとってかけがいのない癒しの場

となり、京都サイト担当として最後まで全うできた

と思う。また、幅広い広報活動の結果多くの応募者

の中から関西圏から6名もの参加者ができ、彼らと

一緒に広報活動や関係先訪問、あるいは企業訪問を

出来たことは有意義であった。

京都は、日本が世界に誇る文化の発信地であり、

また伝統と革新が共存している地だと考える。アメ

リカ人が日本に来るのであれば、その伝統に触れて

ほしいという思いと、また同時に革新的な部分、た

とえば企業の先端技術や環境に対する取り組みを体

験してほしいと考えていた。また、京都には多くの

大学や宗教団体が存在し、学生の社会的取り組みが

盛んであることから、そうした京都の大学生や高校

生を絡めた企画を織り交ぜ、「京都日米学生会議」

というかたちで第59回日米学生会議の理念であった

｢社会発信」と「次代の創造」を実現しようした。

その集大成が「京都フォーラム」であったと考え

る｡200名も入る観客席が埋まっている光景を、司

会席から見たときは本当に感動的であった。当初、

実行委員間でどのようなフオーラムにするかの見解

が全く統一できず、4月に入るまでその形が決めら

れないでいたが、分科会の発表を最大限重視すると

いう方針に統一してからというものは、多くの困難

を乗り越えながらも納得のいくフオーラムの形にす

るべく努力した。京都に着いてからは、疲れから来

るストレスや真夏日の気温に加えて、多くの体調不

良者や想定外のトラブルの連続にと大変ではあった

が、Morgan,Andrew,安田や真田の協力の下、会

●

『『

ファイナルフォーラムでの講演

サイトコーディネーター後記
杉山亮太

最終開催地である京都は、本当にたくさんの方々

の協力を得て始めて成立したものであり、すべての

方に心からお礼を申し上げたい。特に、京都担当で

ある安田雅治と真田雄太、ならびに第25回会議OB

の寶槻徹氏の協力なしには成立しなかったであろ

う。お盆という悪条件の中、企業訪問、観光・伝統

文化体験、種智院大学での高校生との交流会、公開

フォーラムといった充実した企画内容を実現できた

ことを嬉しく思っている。また、立命館大学の田中

様および衣笠セミナーハウスの皆様には多大なるご

協力いただき真に感謝しています。京都日米協会の

西村様、関西電力の梅田様、京都府総務部長の太田

様、伏見区長の水田様、京都府国際課の山口様、京

都商工会議所の日野様、神戸日米協会の井上様、島

津製作所の天野様、堀場製作所の佐藤様、種智院大

学の頼富学長および古川様、でんでんの田尻様や石

谷様、仁和寺の沖田様、ガクシンの大久保様・岩田

様など名前を挙げればきりがないが、京都における

プログラムへの協力や相談等非常に親切に迎えてい

ただき、このように本当に多くの皆様の協力をいた

だけたことを嬉しく思います。ここに名前を挙げき

れないほどのたくさんの方々に心から感謝したいで

す。本当にありがとうございました。

いま思い返すと、実行委員になって一年間、何度

京都に足を運んだことだろう。京都にいる時が実行
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議は最大の危機を乗り越えることが州来た。来賓挨

拶に基調講演、分科会発表に演舞披露等すべてのプ

ログラムが順調に進み、ここにきてすべての参加者

が第59回会議のすべてを発表するという目標の下に

ひとつとなり、"59(hJASCasaTeam"という私の

個人的目標も達成されたかのようにさえ思えた。

京都サイトは、このように実行委員達の努力だけ

でなく、本当に一人ひとりの会議の参加者の努力や

熱意、それをサポートしてくれた数え切れないほど

の多くの方々の協力をもって初めて成立したのであ

り、そのすべての方々に最後に心から感謝を伝えた

い。本会議終了後、多くの参加者から「京都サイト

は一番楽しかった」という声を聞けたことは、彼ら

への感謝の気持ちをより一層強くさせるとともに、

今後も日米学生会議がこうして多くの人に支えら

れ、より素晴らしい会議になっていくことを期待さ

せてくれた。

安田雅治

59JASCerの70人に、そして関西地区でお世話に

なった方々全てに厚く御礼を申し上げるところから

このサイトコーディネーター後記をはじめたい。

8月20日、最終の新幹線で京都駅から実家のある

品川駅へ向かった。実行委員としての1年間、京都

サイトコーディネーターとしての1年が終わりを迎

えた。何度も行き慣れたこの道、また次の月には同

じ様に関西に行くのかもしれない。そんな不思議な

余韻があった。大体、京都からの帰りは疲れきって

いることが多いのだが、この日だけは違っていた。

初めて、実行委員として京都に来たのは前年の10

月だった。実はまだ、実行委員の中で正式にはまだ

サイトの担当は決まってなかった。この時は、自分

の専攻分野の学会で京大にも行っていた。この後、

京大に幾度となく来ることになるとも思いもしなか

った。もちろん京大だけではなかった。初めての夕

食は前年の関西担当実行委員に到着早々案内された

中華料理店。京都ではかなりメジャーなチェーン店

だ。そこで、都内ではあり得ない、昭和というかア

ジアの空気に圧倒されたことはいまでも記憶に新し

い。そのまた2カ月前、前回58回会議の最終日に、

SanFranCiscoで既に京都担当への思いを公言して

いた。

京都の伝統と未来を魅せる。京都の人々との交流

を目指す。そして、最終日に多くの涙を演出したい。

いくつかの思いのもと、サイトの運営をはじめた。

それから、時間はあっという間に過ぎていった。そ

の過程は後悔と自戒の連続だった。京都にいる、関

西につながる多くのJASC内外の友人が癒しだった。

今年の京都は記録的な猛暑だった。ただでさえ厳

しい暑さで有名なまちなのに。京都に着いてから、

深刻な健康問題が広がったため、2～3日の間は立

命館でなく病院などにいることが多かった。個人と

しては、貴重な経験ではあったが、会議の運営をま

かされているものといしては、これは危機であり、

会議がふっ飛ぶ可能性もあった。不安が不安を呼び

かねない心境だった。結果として危機管理が成功し

たのは幸運なことだし、これもまた、ある意味'年

の準備の賜物だったのかもしれない。

京都フォーラムが終わり、会議の終わりが近付く

につれ、フォーラムについて、京都について、会議

について、満足と感謝の言葉を聞くと、自分のやっ

てきたことが、正しい部分もあったのではないかと

思えてきた。もちろん、各々、会議中考える所があ

っただろう。必ずしもいい思い出だけではあるまい。

しかし、あらゆる意味でつらい経験が会議への思い

を強くしていくことは（限度はあるが)、58回の経

験上自信をもって言える。新EC選挙結果発表後の

多くの涙、解散の時の多くの涙、そしてその後の充

実した彼らの笑顔をみて、やっと自分の思いは確信

にかわった。

京都サイトコーディネータ活動記録

2006年

10月 立命館大学へ挨拶、宿泊等の施設利用の依頼

【安田1

2007年

1月 立命館大学説明会【杉山】

熊本大学説明会(熊本市)、立命館アジア太平

洋大学説明会（別府市）京都市内の学生団体

へ参加者応募の広報活動【安田】

2月 大学コンソーシアム京都へ京都フオーラムと
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広報活動の協力依頼【安田】

立命館大学にて参加者選考2次面接、関係各

所へサイト準備協力に向けた訪問(京都府、

京都市、京都商工会議所、京都市国際交流協

会、滋賀県、京都日米協会、神戸日米協会、

島津製作所、京セラ、村田機械、堀場製作所、

でんでん、仁和寺、立命館大学、大学コンソ

ーシアム京都）【安田、杉山】

堀場製作所勉強会、サイト準備への協力依頼

(京都市、京都日米協会、でんでん、種智院

大学、仁和寺）【杉山】

島津製作所勉強会、サイト準備への協力依頼

(京都府、京都市、京都市国際交流協会でん

でん、種智院大学、堀川高校）【安田、杉山】

京都府内の高校と関西の学生団体へ京都フオ

ーラムと伏見交流会の広報活動、サイト準備

への協力依頼(京都府、京都市国際交流協会、

大阪日米協会、関西電力京都支店、京都学生

祭典）【安田、杉山】

3月

別れの時

零3
5月

6月

7月
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開発：貧困撲滅への新たなアプローチ

InnovativeApproachestolnternationalDevelopment

分科会メンバー

廣瀬裕子。

伊関之雄

古屋佑樹

間橋大地

吉川真由

AlissaMarque*

BrVanBeaudoin

GurpreetKalra

MarvLancaster

JazmineRodriguez

(*はコーディネーターを示す）

一
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分科会概要 出来るか。春合宿でこれらの難しさと重要性につい

て話し合い、春合宿後は会議に向けて様々な講演会

に参加し、勉強会を企画した。

プラネットファイナンスジャパンにより東京で開

かれたマイクロファイナイスシンポジウムや、ヒュ

ーライツ大阪による「新たな国際開発の潮流と人

権一地域や学校で支える子どもの人権：カンボジア

での人身売買との闘い」と題される研究会に参加し

た。

また、JICAアフリカ部調査役の山本愛一郎氏よ

り「コミュニティー開発から考えるエンパワーメン

トと国際協力」というテーマのもとレクチャーをい

ただき、フェアトレード研究をされている京都大学

農学部の辻村英之教授、カンボジア出身で、開発経

済学を専攻されている東南アジア研究所職員のラン

ヒセラ・ドロテア・アグネス氏、南アフリカ共和国

出身、NGO活動をされているトーマス･C･カンサ

氏、「ほっとけない世界のまずしさ」CSOネットワ

ーク共同事業責任者の今田克司氏など、開発にかか

わる様々な活動をされている方のお話を伺った。

これらと同時に、東京、京都を中心に何度か合宿

貧困撲滅。言葉にするのは簡単だが、達成は容易

ではない。途上国において最も深刻な貧困問題は国

際社会が共有する課題として、従来は、各国政府や

NGO、国際機関が取り組むものと考えられてきた。

しかし、近年ではフェアトレードのような個人の消

費活動の見直しや環境問題に取り組む学生運動、人

権の尊重や途上国との持続的な取引を理念として掲

げるビジネスなど、個人にとってより身近なレベル

での革新的なアプローチがみられる。貧困撲滅の達

成と持続可能な開発を目指すためにはこのようなよ

り多くの働きかけが必要である。当分科会では、貧

困撲滅に対し日米に何が出来るか、従来のアクター

に加え、主体的に行動する一アクターとしての個人

が果たせる役割を探究する。

活動内容

1．事前活動

開発という広いテーマをどのように扱っていく

か、そして貧困の現状を私達はどう理解することが
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ことについてより深く理解することができた。特に

過去ならびに現在具体的に行われているプログラム

を伺うことにより、貧困の削減に対して具体的にど

のように関わってゆけるのか理解できたことが、こ

のフィールドトリップの成果であったと言える。

上記のごとく一通り各自の興味関心が共有された

後、どのように各自の考えを発表に反映させていく

かということが問題となった。そこでひとつの問題

にフオーカスし、その問題の中でそれぞれの問題意

識を反映させていくことにした。そして、数ある問

題の中からエイズ問題について考えることにした。

これは多様な問題が存在する中で、比較的私たち学

生にも身近な問題として考えることができると考え

たからである。問題の考察を進める方法として、政

府、企業、NGOによるエイズ問題への取り組みに

関する問題点とその解決策について議論を重ねた。

この議論を通じ、エイズ問題についての各アクター

による貢献の可能性を探ることができたと感じると

同時に、それぞれの興味関心が反映されたと感じた。

しかしメンバーに共通する想いがあった。それは、

私たち「個人」がいかにして具体的に問題解決に貢

献できるのかということだった。

そこで具体的に、個人による問題へのかかわり方

としてどのような方法があるのか、ということにつ

いて話し合った。その中で最終的に、フェアトレー

ド、マイクロファイナンス、CSR(企業の社会的責

任)、これらの枠組み、仕組みを通じていかに個人

が関わっていくことができるのかということについ

て検討した。

同時に、一般の方に対して発表するということか

ら、ただ取り組んできたこと、考えたことを話すだ

けでは興味を持っていただけないと感じた。そこで

そういった方々の注意を引くために"skit"と称さ

れる寸劇を発表に織り交ぜ、検討したことについて

発表することになった。

最後に討議で感じられたことについて述べる。ま

ず発表を一定の形にしなければならないという制約

上、コンセンサスを優先したため議論を深める時間

が足りなかったことが反省点の一つである。また、

どのように伝えるのかという方法論に多くの時間が

を開き、週末にはスカイプによりインターネットを

通じて本会議に向けて話し合いを重ねた。

また、各自がトピックを決め、ペーパーの作成に

取り組んだ。それぞれのトピックは以下である。

伊関之雄"Whatisthe$innovation'fromFairtrade

perspective"

古屋佑樹"Whatareneededforpeopletomake

action?"

間橋大地"ParticipatoryDevelopmentandGood
”

Governance

吉川真由"ThePossibilitiesofGeneModified

FoodJ

BryanBeaudoin"MappingDiseaseandCommunity:

Lessons廿omlndonesia"

GurpreetKalra"Women'sStatusmtheHousehold:

ReexaminingApproachestoGenderand

Development''

JazmineRodriguez"WorkingBetweenthelines:

TheRoleofWomen'sOrganizationin

Sudan"

（分科会参加者吉川真由、伊関之雄）

2．本会議

本会議の議論はまず各自の興味関心がどのような

ものであるのかということをお互いに知ることから

始まった。そのためにそれぞれが作成した開発に関

わるペーパーに基づいてプレゼンテーションを行っ

た。それに加え、質疑応答、ディスカッションが活

発になされた。このセクションを通じ、新しい視点

を各自が得ることができたように思われる。報告者

自身の私見ではあるが、日本の男性はとかく女性の

社会進出に対する意識が低いように思われた。アメ

リカの女性はこの意識が強く、女性の社会への参加

がいかに大事であるのかということが日本人の間で

よく理解されたと言える。

また会議中にフィールドトリップとしてマイクロ

ファイナンスを行っているNPO団体@@PlaNet

Finance''を訪問し、事務局長のロン・ベバクア氏

よりレクチャーをいただいた。このフィールドトリ

ップを通じ、マイクロファイナンスとは何かという
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割かれてしまったことも然りである。一方、異なる

背景を有する学生10人がお互いに考えをぶつけ合

い、それをひとつの形にまとめられたことはひとつ

の成果であったと感じられる。また最終的に議論が

具体的な形でなされたことにより、個人としての問

題への関わり方が明確になったと言える。よっても

うひとつの成果として、具体的な形にして個人のア

プローチを提示できたことを挙げる。

以上が本会議での議論を通じての感想であり、報

告である。

（分科会参加者古屋佑樹）

Mayu:Hi,Gurpreet1Whattookyousolong？

Gurpreet:SorryMayu!Iwasshopping.Sowere

you,Isee!

M:Yeah,Igotlotsofcoolstuff-ashirt,abook,a

towel…AnditwasallFairTrade!

G:FairTradestuffisahtUetooexpensivefOrme...

FairTradel：DidsomeonesayFairTrade？Iknow

allaboutthat!IfyoubuyFairTradegoods,it

guaranteesthattheproducerinthedeveloping

worldgotafairpricefOrtheirlabor.

FT2:Forexample,thenormalmarketpriceofcof

feenuctuates,butthefairtradepriceisalways

fixed,soitgivestheproducerssecurity.

S"de:pictureofiairtradeProduct

G:Butldon'tseewhyyouwouldbuyFairTrade

products.

M:Whatdoyoumean？Iwanttohelpthedevelop‐

ingworldanywaylcan!

G:Ifyougotodevelopingcountrytovolunteer

andbuildahousewithyourownhandsyou

arereallyhelpingpeople.ButaFairTradehat

looksjustlikeanyotherhatexceptforthe

FairTradelabel.Youcan'tseetheresultsof

youractionswhenyoubuyFairTradegoods.

Whydoyouwanttokeepbuyingtheseprod-

ucts？

M:I'dliketogotoanothercountrysomeday,but

rightnowlambusywithschoolandmy

boyfriend.FairTrademaynotbemaking

somethingwithyourhands,butyoucanmake

developmentapartofyoureverydaylife,like

byalwaysbuyingfairtradecoffee.Ifeelsatis-

fiedwithmyactionswhenlbuyFairTrade

productsbecauselknowthatmymoneyis

goingtoagoodcause,eveniflneverreally

seetheresult.

G:Butweconsumersneedlotsofgoodsandserv-

icesprovidedbynon-FairTradecompanies.

FairTradecompaniesarestillquiterare.I

wishtherewassomewaytofindoutifregular

東京での分科会の様子

3．ファイナルプロジェクト

京都サイトに入ってから、本格的にファイナルプ

ロジェクトの準備をスタートした。ファイナルプロ

ジェクトとして、これまで貧困問題の解決方法とし

て上げていたCSR，フェアトレード、マイクロファ

イナンスの3つを紹介した。しかし、この3つをど

のようにして聴衆にわかりやすく紹介するかが問題

であった。ビデオやパワーポイントなど様々な方法

があったが、どれもしっくりくるものはなかっ

た・・・・

最終的にはスキットを使うことになった。7分間

をフルに使って、私たちRTの1カ月間の成果を出

すことは容易ではない。いかにして“見せるカゴ，が

ポイントであった｡CSR、フェアトレード、マイク

ロクレジットの3つのアプローチ方法を、ただ単純

に良い面ばかり強調することだけでなく、ネガティ

ブな面も含めるようにして、できるだけ多面的な視

点をとりいれようと努めた。以下がスキットの台詞

である。
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manvcasesvearsofaidhavenotalleviated

poverty.Thepoormaybecomedependenton

aid.Byaccessingmicrofinanceonebecomes

anactivepartoftheeconomyinasustainable

way.Itempowerspeopletomakechangefor

themselves.

G:Butittakesmorethanaloantomakeabusi-

nessIThetransitionfrompovertytoactive

involvementintheeconomymuStbeatricky

thing.

MCR1:That'strue.Luckilymanymicrofinance

lendinginstitutionsalsoprovidefreetrainings

onhowtousetheirservices,startabusiness,

usecomputers,etc.Insomecasesloanofficers

visittheirclientseveryweektomakesure

theyaredoingwell.GoodmiCrofinanceisn't

justaboutmoney,it'saboutpeople.

M:Wow,coolIThenmicrofinancewouldmakepeo-

plemuchmoreindependentandempowered.

G:That'sright!Therearemanywaystoempow-

erourselvesandothers!

M:Wecaninvolveourselvesindevelopmentina

waythatfitsourlifestyle.

G:Yeah!Let'ssitdownanddrinksomeFair

Tradecoffeel

companiesarehelpingoutthepoor...

CSR1:Butthereisawaytoseewhatcompanies

aredoingfordevelopment.1t'scalleda

CorporateSocialResponsibilityreport.Many

corporationspracticeCSRwhichmeansthat

theytrytoimprovetheircommunityorsocie-

ty.Ifyouwanttoseetheresultsofyour

spending,youshouldbuyproductsmadeby

companiespracticingCSR.

G:DoallbusinessespracticeCSR？

CSR2:UnfOrtunately,no.Itdoescostmoney,after

al1.

M:But,manycompanieshavestartedpracticing

CSRbecauseitgivesthemagoodimage.

G:ButthecompanyitselfwritestheCSRreports,

right？Are、，tthereportsbiased？

CSR2:Yes,theyare.However,therearesome

4.watchdog"organizationswhichkeeptrackof

companies'actions・CSRmaynotbeperfect,

butit'sonewaywecanworkfOrsocialchange

withourevervdavhabitsasconsumers.

G:Ithinkitisgoodthatacorporationorgovern-

mentwouldwanttohelppeopleindeveloping

countries,butthathasitslimitationstoo.

M:EveryonewantSabetterlife,butwithoutthe

resourcesandwilltorealizethathope...

Maybethereisawaytohelppeoplehelp

themselves.Hmmm…Thatmakesmethinkof

microfinance.

G：Microfinance？

MCR1:Microfinanceisawaytohelpthepoorhelp

themselves.Mostoftheworld'spoordon't

haveaccesstobasicfinancialserviceslikesav-

ings,loanandinsurance.So,theycan'tprepare

forthefuture,buythethingstostartabusi-

ness,etc.Mostloansarelessthan250USD.

G:ButgovernmentsandNGOsalreadyspendbil-

lionsinaid.Idon'tseewhythepoorneed

moremonevinthefOrmofloans.

MCR2:Traditionalaidisveryimportant,butin

プレゼン後のQ&Aセクションでは、様々なコメ

ントをもらうことができた。

（分科会参加者 間橋大地）

一

唾

轡
”

聯
》賭

｜
h

二

ファイナルフォーラムの発表の様子
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4．総括 はないかと思う。これが正しいと信じ込み、物事を

進めることは、確かに精神的に落ち着き、自信を持

つことが出来る。しかし、新たな困難が発生した時、

求められる成果と異なる方向へ進んでしまった時、

軌道修正は難しい。そして、いつの間にか正しいア

プローチを達成しようと「現地の人々の気持ちを尊

重する」という発想自体を忘れてしまう可能性をも

持つ。そうであるならば、常にもどかしさを感じつ

つも、現状を理解しようと、そして相手の気持ちを

想像しようと務めること、これこそが私達が会議を

通じてたどりついた答えなのではないかと思う。フ

ァイナルプロジェクトの劇を作成し、適切な台詞を

考える際に分科会メンバー一人一人が丁寧に取り組

んでいた作業がこれを表す。お互いとコミュニケー

ションを取ることによって、想像力は膨らみ、可能

性は大きく広がった。

基本的なことであり、シンプルではあるが、日々

の生活でも現状を理解しようと、謙虚さを忘れずに

相手の気持ちを想像しようと心がけること、そのプ

ロセスにおいて様々な方と協力すること、これが私

達がたどり着いた新たなアプローチであるのではな

いかと思う。

私自身、一生をかけてこの作業に取り組んでいき

たい。

（分科会コーディネーター 廣瀬裕子）

InnovativeApproachestolnternational

Development.開発：貧困撲滅への新たなアプロー

チ。このようなテーマを設定した理由は、過去と現

在のアプローチをしっかりと学びながら、学ぶだけ

にとどまらず、貧困撲滅というテーマを自分自身に

引きつけ、一個人として取り組むべきか、もしそう

であればどのように取り組むことが出来るのかを探

りたいとう考えが根本にあった。

更に"innovative"という言葉を用いる事で、一

つの答えがある訳ではないということを認識し、今

まででは考えられないような視点やアプローチだと

しても、分科会メンバー10人で柔軟にクリエイテイ

ブにこのテーマについて議論がしたいという気持ち

があった。

議論をする際に、「開発プロジェクトが行われる

現地の人々の気持ちを尊重する」ということを重視

し、プロジェクトを進めることが重要だが、相手の

現状、更に相手の気持ちを把握することは非常に難

しいというジレンマを皆で感じていた。貧困の現状

を理解し、相手の気持ちを想像するために、多くの

方々と勉強会をさせていただいた。それぞれ異なる

きっかけや考えを持ち、開発という分野で活躍され

ている方々と議論をさせていただいたことで、「貧

困」の現状には様々な形があり、一つのアプローチ

が最も有効ではないということ、そして私達自身も

それぞれが開発という言葉に対して異なる価値観を

抱いていることに気付かされ､大変刺激的であった。

貴重なお時間を頂き、私達を開発の現場に近づけて

頂いたことに心から感謝したい。

結局貧困の解決法を探しても、一つの答えは見つ

からない。探す事自体に疑問を持つこともあるかも

しれない。貧困というもの、そして貧困からの脱却

のための開発という概念も、決して自明なものでは

なく、創り出されたものに過ぎないのかもしれない。

｢開発プロジェクトが行われる現地の人々の気持ち

を尊重する」という考えを重視するからこそ、この

ようなもどかしさを感じた。

しかし私は、このもどかしさこそ重要であるので

開発分科会のメンバー
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メディア：グローバル社会の影響力

MedialnnuenceonGlobalSociety

聖分科会メンバー

安田雅治．

金大鐘

佐藤逸美

竹内菜緒

土岐吉史

BrianMiller*

SusannahDavidson

JessicaHutChins

Tsz"JesTKiuLiu

BethanvMarsh

(*はコーディネーターを示す）
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った。ここから59thJASCの事前活動がスタートす

る。まず自己紹介をし、互いを知り合うことからは

じまった。それぞれの「メディア」についてのビジ

ョンを共有し、分科会のテーマについて議論した。

広島サイトで日米の平和への意識の違いと相互理解

をテーマに日米共同でドキュメンタリー作品をつく

り、それをFinalProjectの日本側案とすることにな

った。さらに、アメリカ・エルマイラ大学学生と英

語でディスカッションする機会を得た。

分科会概要

現在メディアは確実に力を増している。科学技術

の進展により、その影響力は簡単に国境を越える。

世論の流れを、投票行動をも変えてしまうこともあ

れば、マーケティングと広告戦略により消費行動に

も深い影響を与える。インターネットの浸透により

今では個人も発信者になりえる。情報科学、通信技

術の進歩は加速し、新しい可能性も膨らみ続ける。

もうメディアなしの生活など考えられないだろう。

そもそもメディアとは何だろうか。そこに流れるも

のには真実とそうでないものが混在し、時に容易に

人を傷つけうる。本分科会では、メディアの持つグ

ローバルな社会への影響力に注目し、日米のメディ

アの違い、メディアと市民との間にあるべき関係性

について理解することを目指した。

防衛大学校研修6月22日(金）

6月の防衛大学校研修の分科会セッションでは、

分科会コーディネーターだった大山優君を始め、8

人の防衛大生と「イラク戦争とメディア」のテーマ

で討論を行った。防衛大、JASCともにそれぞれプ

レゼンテーションを行い、それにもとづいて議論を

進める形式で行われた。防衛大側は、戦争報道にお

ける政府とメディアの関係について、イラク戦争時

の日本の報道各社と政府との取材協定をもとに発表

した。JASC側は「国際政治の場おけるメディア

(ソフトパワー)の影響力」のタイトルで、竹内菜緒

事前活動

春合宿5月3日(木)～5月5日(土）

期待と不安のなか、春合宿ではじめてメディア分

科会の日本側メンバー5人は顔をあわせることとな
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が発表した。 グ5」の本番をスタジオで見学したほか、報道フロ

アやスタジオ、副調整室なども見学した。その後、

日本のテレビ業界、ドキュメンタリー制作について

お話を聞いた。

3．電通訪問6月27日（水）

講師：株式会社電通第8営業局吉野次郎様

汐留の電通本社を訪問し、電通のマーケティング.

広告戦略について、具体的な事例をもとにお話を伺

った。吉野様はJASCアルムナイでもあり、過去の

JASCのお話もして頂いた。この日は金大鐘がコー

ディネートをした。

4.NHK訪問7月5日（木）

講師:NHKスペシャル番組センターチーフプロデ

ューサー 宮本英樹様

NHKスペシャルなども制作されている宮本様にお

話を伺った。日本とアメリカのテレビの違いや、N

HKの公共放送としてのありかたについてお話を聞

いた。学生による日米共同ドキュメンタリーについ

てアドバイスを頂いた。竹内菜緒がコーディネート

をした。

OnlineMeeting

毎週、メッセンジャー、スカイプなどを利用し、

インターネット上でメディア分科会のミーティング

を行った。5月から日本側ではじまり、6月からは

アメリカ側と共に10人で行った。まずは互いを知る

こと（特にアメデリと）からはじめた。事前活動や

RTpaperの進捗状況と内容のシェアリング、連絡

事項の伝達をした。本会議の議論のテーマと進め方

についてディスカッションし、FinalProjectのアイ

デアを話し合った。

RTpaper

日米の分科会メンバーは、事前活動期間に自分の

興味分野に関してRTpaperという形の論文にまと

めた。RTpaperは本会議の議論の土台となるもの

で、各自の知識の整理と補充、興味分野の関心向上

を目的とした。日本側は英語で6ページ程度を目標

とした。なお、アメリカ側で毎年行っているRT

paperのコンテストで、メディア分科会のSusannah

Davidsonが1等を受賞した。 Dr.JonathanM｡Hall勉強会

6月16日、日米会話学院にて、UCIrvine助教授で

ありJASCアルムナイのJonathanHall氏による勉強

会く参加型講義・ディスカッション 使用言語：英

語＞を行った。Dr・Hall氏はメディア・映画・比較文

化の研究が専門で、今回メディア分科会で「映画か

らとらえるイメージ分析」について日本、北米の実

験映画を見ながら、そこから何を読み取れるのかを

文化比較をまじえながら分析していく、という趣旨

の元で勉強会を開いた。

私たちメディア分科会の"Medialnnuence''と

いう題目について、そもそも"Innuence"とは何か、

という所から講義は始まった。Influenceとは何らか

のpower(権力）で人々の思考に影響を及ぼすもの

である。そこで、“イメージ”という媒体が大きく

関わっているということ。私たちは映画や広告、新

聞によって多くの“イメージ”を目にしていて、無

意識のうちにそれらを吸収している。

本番でドキュメンタリー映画製作を目論んでいる

事前勉強会・企業訪問

本会議に向けて各自の興味を深め、知識と見識を

高めるためにメディア分科会で事前勉強会を開い

た。分科会メンバーでドキュメンタリー作品、ビデ

オの上映会や、FinalProjectの議論やRTpaperの

相談会をした。しかしそれだけでは不十分であり、

専門家の意見を聞くため、そしてメディアの現場を

実際に見るために企業訪問や外部講師を招いた勉強

会を4回行った。

1．Dr・JonathanM.Hall勉強会6月16日(土）

講師：カルフオルニア大学アーバイン校助教授

JonathanM.Hall博士

2．TBS訪問6月20日（水）

講師：株式会社TBSテレビ報道局取材センター

外信部田勢奈央様

この日はJASCアラムナイでもある田勢様に案内し

ていただきTBSの夕方のニュース番組「イブニン
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私たちだが、今回の勉強会でドキュメンタリー映画

をつくる意義を再確認できたと言えども、同時に映

像の難しさや、社会的責任の重さを感じた。しかし、

自分達には多くの仲間の支えがあるので、本合宿に

向けて頑張っていきたい。 （竹内菜緒）

SOFTPOWER"

秋田サイト8月6日（月）

Tsz"Jess"KiuLiu:"TheBigger,theBetter?"

金大鐘:"ReportoftheU.S.journalistsfrom
9？

abroad:Itsde6cienciesandresolutions

秋田サイト8月7日（火）

SusannahDavidson:"AsianAmericansinFilm

and Television: The Road to
ﾜﾜ

ShatteringtheStereotypes

竹内菜緒:"Medialmperialism:Globalization

ofMassMedia"

広島サイト8月10日（金）

BrianMiller:"InternationalMediaReporting

of9-llandtheAftermath"

安田雅治:"SecrecyandOpenness:Twodifferent

mindsonMedia"

本会議7月26日(木)～8月20日（月）

議論の流れ

分科会セッションは毎回、次の3部構成ですすめら

れた。

1）メンバー各自のRTpaperの発表とそれをもと

にしたディスカッション。議論の準備の時間を考慮

し、1日の中でアメデリ1人とジャパデリ1人の2人が

発表した。

2)FinalProjectの話し合い

3）フリートピック。事前活動期間中のOnline

Meetingで、デリケートが挙げていたトピックの中

から選び議論した。（国際政治とメディア、好きな

映画etc.)

フィールドトリップ7月31日（火）

講師:NHKスペシャル番組センターチーフプロデ

ューサー 舘谷徹様

前々日が参議院選挙という、放送業界は大変な繁忙

期であったのにも関わらず、舘谷様の特別のご好意

によりこの日の企画は実現した。分科会メンバー10

人でNHKを訪問した。まず、局内を案内して頂い

た。報道フロアや副調整室、スタジオを見学した。

7時のニュースのセットでは、実際にどう撮影・放

送するか説明を受けた。アナウンサーの席に座り、

自分がモニターに写る姿を見る機会も得た。その後、

Q&A形式で舘谷様とディスカッションをした。

NHKと民放との違い、日米のテレビの違い、報道

と政治の圧力、ジャーナリストの適性とは、など、

テーマは多岐に渡り、時間はあっという間に過ぎて

いった。

畷。

）

４
，
Ｊ

）

苓一

配 嘩

夛，

RTpaper題目一覧（発表順）

東京サイト7月29日（日）

BethanvMarsh:"CNNEffect"

佐藤逸美:"TheChallengeofJapaneseNewspaper

Industrv"

秋田サイト8月5日（日）

JessicaHutchins:"TheAffectsofFashionon

GlobalSocietief

土岐吉史:"Theanalysisonthestrategyof

TokyoBaysideBreak7月30日（月）

メディアRTはNHK訪問の日程が他のRTのフィール

ドトリップとずれていたため、他のRTが出かけて

いるこの時間に余裕が生まれた。1人の提案はすぐﾞ

に全会一致するところとなった。品川にある、27階

のパーティールームにメディア分科会全員で出かけ
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た。ここからは東京湾が一望でき、お台場は目の前

だ。一同すばらしい眺望に感激し、それまでの過密

日程からはなれ、リラックスタイムを過ごした。会

議が始まってまだ5日目、この日は日米双方の総合

的な理解、会議中のRTの抜群の仲の良さにつなが

る絶好の機会となった。

2．アメリカの方が日本より国際的なニュースを扱

っている（ただし自国に関わるもののみ)。

【調査結果】

・日本はアメリカよりも、国際ニュースに関心があ

る。

・アメリカで扱われているトピックは予想よりはる

かに多様だった。

・両国で関心が持たれている分野

→日本：社会（国内）アメリカ：政治

FinalProject
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世界に広がるメディアの影響力に注目した。中でも

世界で大きな位置を占め、会議参加者の出身国でも

ある日本とアメリカのメディアにフォーカスし、メ

ディアの理解をはかった。そのために日米の新聞を

比較調査した。なぜなら新聞はいまだ信頼性が最も

高く、かつ最も人々に求められているメディアだか

らである。

【目的】

日本とアメリカで、メディアに扱われているトピッ

クの違いを明らかにする。

【調査対象】

新聞のヘッドラインを、その日の一番大きな順に5

つ。それを会議後半の10日分集めて比較した。新聞

は日米から4紙ずつ（全国紙3つ、地方紙1つ）を

ピックアップした。

日本：読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、京都新聞

アメリカ:USAToday,NewYorkTimes,

WashingtonPost,LosAngelesTimes

【仮説】

l.政治に関する記事はアメリカが日本より多い

【調査の過程で分かったこと】

・社説・コラムはアメリカより日本で重視されてい

る。

・紙面の本の広告から、日本の方がより知識層に向

けた紙面づくりがされているように思われる。

ComparisonofInternationaIvs.DomesticFOcus
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100％

妬
鮠
０
０

９
８

声
５
回
２
８
二
Ｕ
、
四
届
酌
①
Ｅ
壱
○
①
二
も
＄

70％

60％

ａｎＯｔＢｍ
ｌ

睡
函
、
也

■
■

50％

40％

30粥

20％

％
％

０
０

１

]apa､ US

78 第59回日米学生会議 日本側報告書

口 二二



分科会活動 第4章

【総括】

調査をするうちに多くのことに気付かされた。ヘッ

ドラインを探すのにも苦労した。インターネット版

とプリント版は多くの点で違った。新聞各紙の紙面

構成、国による違いなど数えきれない。やはり一番

の問題点は、調査に使用したサンプルの少なさだっ

たろう。日本は社会面で扱われる記事が目立った。

予想をはずれ､国際ニュースは日本の方が多かった。

アメリカでも多くあるが、それはアメリカ人が関心

を持つものに限られていた。アメリカはよく自分の

事しか関心がないと言われているが、それが反映し

たのだろうか。アメリカでは地方紙の方に重点がお

かれ、日本は全国紙が幅をきかせている。日本の紙

面作りが、より知識層を意識したものであったのは、

個人の文化・選択の文化のアメリカとの違いを表し

ていたのではないだろうか。メディアの差から見え

てきたものは、そのまま、それぞれの社会の違いで

あった。

たのは、いい意味で当分科会の性格を反映していた

のかもしれない。

FinalProjectは新聞の比較調査であった。しかし

本会議まで、日本側はドキュメンタリー制作を考え

ていた。日本側、アメリカ側双方にドキュメンタリ

ー制作、ビデオ、写真を経験しているメンバーが何

人もいたし、本会議前にOnlineMeetingで分科会と

して一応の合意があったので、実現可能だと思われ

た。しかし、会議が始まると、日米の意識と思惑に

は隔たりがあり（米国側はよりシンプルなものを望

んでいた)、FinalProjectのテーマの議論をやり直

さなければいけなかった。これはコーディネーター

としても大きな誤算であり、事前のコミュニケーシ

ョンの難しさを認識させられた。

最後に分科会が良いものになったのは、メンバー

のユニークさとみんなの仲の良さだった。真面目だ

けど、お茶目でカラオケ好きのブライアン。シニカ

ルなスザンナ。笑いが絶えない大和撫子のべサニー。

元気でいつもトップギアのジェサ＆ジェス。似顔絵

と物まねがうまいテジョン。たよれるイッツ。がん

ばりやのナオ。関西の風を入れてくれたトッキ。

また、みんなの笑顔に会えるのは、そう遠い日では

ないはずだ。

最後に

FinalProjectのプレゼンテーションに至る道は、

決して平坦なものではなかった。はじめはアメリカ

側との議論のやり方の違いに日本側は戸惑った。日

本人は結論まで考えてから話し始めるが、アメリカ

人はまず話し出し、話しながら考える。そのため議

論のスピードは早い。東京サイトで夜に日本側5人

だけで今後の進め方について話し合ったことがあっ

た。しかし、気付くと後半は恋愛の話で終始してい

一
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暴力と平和：武力行使に対する価値観の再考

PacifismandBelligerence:ExaminingthedifferentperspectiveontheuseoffOrce

淺
ｰ

分科会メンバー

杉山亮太＊

上野良輔

角田亜紗子

高野恭平

渡辺恭子

AndrewR''ffin*

JessicaLee

JamesPiller

JoshuaSchlachet

JoshuaTurner

(*はコーディネーターを示す）

が国を取り巻く安全保障環境の厳しさを改めて痛感

した。いつの世も国家の平和を維持することは難し

い。「政治とは最も悪くない方針（方法）を選ぶこ

と」とは、フランスの政治家マンデスの言葉である。

国家を守るためには、限られた人員、予算、時間の

中で、その時代における最善の手段を選び続けるし

か方法はない。

2.ピースボート渡辺里香さん座談会5月20日（月）

ピースボートにおいてGPPACのプロジェクト担

当をされている渡辺里香さんと座談会を行った。

GPPACとは、GlobalPartnerShipforPreventing

ArmedConnictの略で、紛争予防のために世界各国

のNGOが連携したネットワークを築き、地域ごと

に作業部会を設けて国際会議を開催し、それらをま

とめて世界提言を作成している非常に興味深いプロ

ジェクトである。暴力と平和について個人としてで

きることを考えたかった私としては、この予防の文

化を作り出すことに重点を置く視点は答えを提供し

てくれているかのように思えた。

3.岡崎久彦氏 訪問

岡崎氏は日本版NSC(国家安全保障会議）構想の

分科会概要

暴力は人類の歴史から切っても切り離せない。暴

力が暴力を生む悪循環は繰り返されてきたが、平和

主義は実現可能なのだろうか。なぜ紛争やテロはな

くならないのか。こうした疑問に答えるべく、当分

科会では現代における紛争、テロ、戦争について原

因と過程を考察し、国家はもちろんのこと国際機関

や非国家主体の役割にも注目して議論をする。日米

安保の是非など日米間の武力行使に対する価値観の

相互理解を深めるとともに、イラク戦争、コソボ紛

争、核抑止、9.11などを背景に現実的な平和の可能

性について考えていきたい。

事前活動

1.冨澤暉教授 勉強会5月19日(土）

元陸上自衛隊幕僚長で現在は東洋学園大学理事兼

客員教授の冨澤暉氏を訪問し、「アメリカの軍事的

退潮はあるのか」と題して、一極化・多極化という

テーマを軸にイラク戦争から日本の軍事力の在り方

まで、安全保障に関して幅広く講義をして頂いた。

新しい発見の詰まった講演会であったが、同時に我
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にも目を向け議論しなければならないと指摘し、脅

威論は日米軍事同盟を正当化させるためのフィクシ

ョンに過ぎないとしたor当防衛や人権擁護におけ

る武器使用についての質問に対し、民族の存続をか

けて自衛の闘争をする場合にも軍事力という暴力を

使用するかには議論の余地があるとされ、平和創造

と暴力の微妙な関係を認識するとともに、改めて武

力行使自体が抱える問題の複雑さを痛感した。

5．分科会レポート提出

AndrewRu廿in:
”

､:TheFutureoftheJapan-AmericaSecurityAmance

JamesPiller:

"TheRiseofAsymmetlicConnictsandtheUsehllness

ofWar"

JessicaLee:

"CurrentGeneration'sViewson:Japaneseness

andRisingSenseofNationalism"

JoshaSchlachet:

"VictimsofHistory:Individuality,Narrativeand

theFutureofPacifismintheJapan-America

Partnership''

JoshuaTurner:

"AFormerUnitedStatesMarine'sPerspectiveon:

Violence,etal.''

杉山亮太：

"ComparativeAnalysisofHumanitarianlntervention

TowardsEthnicConnictJ

上野良輔

"Japan'sSecurityFrameworkforthe21stcentury

~MissileDefense,NonproliferationRegimeof
”

WMD,NuclearArmaments~

角田亜紗子：

d｡PeacewithinourNinthArticle"

高野恭平：

"ThePeaceTest"

渡辺恭子：

"CityofPeace,Hiroshima,andtheThought
ｻｻ

TowardsCreatingPeace

ー

富澤教授を囲んで

メンバーで、実体験に基づいた意見交換をして下さ

った。岡崎氏は、集団的自衛権は国家が国連から約

束されている権利であるためそれを否定する日本の

現憲法（憲法9条）は矛盾しており、日本とアメリ

カの外交関係の妨げとなっていると説明した｡特に、

もしも日本が集団的自衛権を認めるのであれば、日

本とアメリカの同盟は一層密なものとなり、アジア

での日本の地位の確立へも繋がるともおっしゃっ

た。私個人としてはこれら意見に賛成できなかった

が、政府に助言する彼の意見は政府の見解なのであ

るから興味深かった。

4.広島市立大学広島平和研究所 浅井基文所長

座談会「憲法9条と集団的自衛権」

関心のある広島の大学生や高校生も交え行われた

この座談会において、浅井氏は、武力により平和を

構築するという考えが国際政治において支配的だ

が、核兵器の出現によりそれは限界を迎えており、

9条のように力によらない平和の考えが説得力をも

つと指摘された。世界で頻発する暴力の原因を探り、

それに対し非軍事的手段で対処することの重要性も

強調された。さらに、日本が9条を理由に国際的な

軍事貢献から逃げてきた事を指摘し、逆に力によら

ない平和がいかに本質的なものなのかを世界に訴え

ていく必要性があると言及された。集団的自衛権に

関しては、北朝鮮脅威論を取り上げ、米朝の軍事費

が100対1という事実を例に挙げ、どういう条件下で

アメリカが他国から攻撃をされ得るのかということ
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本会議活動

1.藤原帰一教授講演会および座談会7月29日（日）

「平和のリアリズム：武力行使に対する価値観の再

考」というテーマで講演をいただいた後、分科会メ

ンバーと少人数ディスカッションを行った。米国覇

権主義の見直しの重要性、国連改革の必要性、東ア

ジアの安全保障と核兵器の問題および日米のリーダ

ーシップの必要性など多岐に渡った。民主主義の定

着を通して世界平和を構築するという米国の政策が

見落としているのは、反米国政権が正当な政治的手

段で擁立されていく可能性であり、アメリカが今後

も不人気な政策を続けることになれば、民主化の波

を中東において作り出せたとしてもそれは逆にアメ

することができた。今回の訪問や議論を通して、改

めて現在日本が抱えている歴史認識問題や靖国神社

参拝問題を国家間の争いの種にしてはならないと痛

感した。この問題には、個人的な感情、ナショナリ

ズム、政治的・経済的な思惑、国家の威信などが複

雑に絡み合っており、日米・日韓・日中間ではもち

ろん、日本人の間でさえも捉え方に違いがあり、相

互理解が難しい。私は、たとえ他国が外交問題とし

て追求してきたとしても、これらを外交問題として

捉えずに、多国間で相互理解を図れるよう努力しつ

つも、解決には時間を要するデリケートな問題であ

るという認識に立って、慎重に外交の舵取りを行わ

なければならないと思う。

3.分科会セッション：

RT#1-3@Tokyo:Introduction,RTpaperpresen-

tation,RTGoals,andRTFinalProject

初めて全員で顔を合わせてのセッション。自己紹

介、平和について考えるきっかけとなった個人的な

経験、RTレポートの内容、分科会における興味分

野や目標といったことについて各自発表をし、まず

はお互いのことを理解することから始めた。事前活

動から活発にメールやSkypeを通して話し合ってき

たが、こうして円になり英語で議論するのは新鮮に

感じられ、興奮するとともに緊張してしまった。

Joshua.TのRTレポート後には、イラク戦争をケー

ススタディとして「君ならどうするか」といった議

論もあり、非常に興味深かった。他のRTレポート

の内容をここですべて紹介することはできないの

で、ホームページ等で参照してほしい。

藤原教授を迎えて

リカの首を絞めることに他ならないという印象的な

指摘もあった。また、効率的かつ戦略的に行われた

戦争ほど正当化されやすく、戦争の記憶が多様な価

値観のもとで語られていく限りにおいて、人間は今

後も戦争と平和の繰り返しから脱却することは難し

いという指摘もされ、当分科会が向き合う課題の難

しさを痛感することとなった。

RT#4-5@Akita:MemoryofWarandthe

DomesticlssuesRegardingPeaceandSecurity

第二次世界大戦の記憶のされ方の違いと9条の問

題について話した。特に参議院選挙直後であったた

め濃い話し合いとなった｡WW2に関しては、日米

間の歴史認識の相違、あるいはアジアから見た

WW2の視点など、日本がいかにWW2を捉えていく

べきかについて意見が割れた。また、9条の話し合

いでは、9条改正の問題を①9条が隔てる日本の保

2.靖国神社および遊就館へのRTフィールドトリッ

プ7月30日（月）

アメリカ側参加者と共に静読な美しさの中に荘厳

な雰囲気を漂わせる本殿に祀られている英霊の方々

に思いを馳せ、将来における日本と世界の平和と安

定を祈念した後、遊就館の展示を見学しながら議論
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障問題、②自衛隊に絡めた9条が持つ違憲的性質、

③9条と日本に求められる国際的役割との矛盾とい

う3つの視点から考えた。その中で、9条は世界に

日本が宣言した国際条約という認識や、自民党の改

正案では9条だけでなく個人の権利が公共の善の為

に制限されうると改悪されている点も紹介された。

の必要性を認識した。

RT#9-10@Hiroshima:ProsandConsofNuclear

WeaponsandHiroshima

まず、私たちは貧困のために話し合いや外交で物

事を進展・解決する術を知らず、それ故にテロ行為

という暴力を利用して自分達の意思や意見を通そう

としているのではないかと考え、貧困と暴力との関

係性について話し合った。テロなどの深層原因は、

米国支配からの脱却と貧困であり、構造的暴力が社

会に存在する限り、暴力はなくならないのではとい

う意見もあった。続いて、原爆投下について意見が

交わされた。私たちは、Josh.Sが作成した原爆投下

に関する動画を基に意見交換を行い、核兵器の非人

道性、原爆投下の是非、核廃絶の方法などについて

話し合った。「アメリカは市民を攻撃目標としてい

た」という事実が米国政府外交秘密文書公開によっ

て明らかにされており、原爆投下の必要性に疑問を

感じた。また一方では、冷戦中に原爆が使用されな

かった事を引き合いに出し、あの段階で世界が核兵

器の破壊力を実体験できたことが、国際的な視点か

らはいい効果があり、将来的な世界のために広島・

長崎は犠牲を払った価値があるという意見を述べる

者もいた。核軍縮及び、核兵器廃絶に向けての取り

組みに関しては、核保有国のアメリカと被爆国日本

がパートナーシップを組んで取り組めば、実戦的か

つモラル的なリーダーシップを取ることができ、理

想的だとされた。原爆が投下され、そして平和を希

求する広島の地で平和と暴力について話すことは有

意義かつ深いものであった。

RT#6-7@Akita:ThelnternationalApproaches

towardsPeace

私たちは世界に目を向け、国連が国際社会の中で

どうあるべきかなどについて議論した。はじめに国

連の問題点を多角的に探るため、それぞれの国から

見た国連像を発表し合い現状把握に努めた。ここで

個人的にとても興味深かったのが、世界唯一の超大

国であるアメリカと国連の関係についての意見であ

る。アメリカは国連があまり機能していないと考え

失望しているが、裏を返せば、その見方はアメリカ

の単独主義を国連がある程度抑止できている証拠と

も言えるのだ。その後、国連をより平和に貢献でき

る機関にするために、アメリカは、そして日本はど

う貢献すべきかについてそれぞれの視点から意見を

出しあい、これからの国連のあり方を模索した。

RT#8@Akita:AdditionalRoundtableDiscussions

今後の方針を相談するとともに、日本やアメリカ

国内におけるより広い意味での暴力と平和の問題、

ならびに人道的介入の倫理と先進国の役割について

考えることとなった。アメリカの銃社会の病理、差

別や貧困の問題を露出したバージニアエ科大学での

銃乱射事件、大統領選挙を通した世界情勢への変化

についてなどの議論だけでなく、昨今の米ドル下落

の理由や、イラク戦争や二重赤字に伴う債務の激増

が世界に与える影響といった国際政治経済的分析に

まで及び、"Tax,spendDemocratg "Don'ttax,

spendRepublicanJといった政治批評も飛び出し

た。また地域紛争のいくつかを例にとり人道的介入

のあり方と、その倫理判断の暖昧さに起因する危険

性について議論した。「人間の安全保障」を第一義

的に考えた介入の手続き整備の必要性、それを違反

した際の罰則規定および国際司法裁判所の役割強化

RT#ll-12@Kyoto:TotalRenection/FinalForum

Preparation

1ヶ月話しあってきたことを何度も洗い直し、ど

の議題を紹介したいかを羅列しランクを付けしてい

き、最終的に5つの議題に絞った。またファイナル

フォーラム後には、分科会メンバー十人十色の平和

についての意見やその形成の過程を載せたカレンダ

ーを作成する事を決めた。今回のフォーラムにおい

てはその前段階となる、「それぞれが平和を作るた

第59回日米学生会議 日本側報告書83



第4章 分科会活動

た。この議題は私たちの分科会内で意見が一番分

かれた話し合いだったので、結論は出さずに出た

意見を羅列していく形をプレゼンテーションでは

とった。

人道的介入問題：紛争などの起こっている国や地

域への人道的介入の問題の説明では、カンボジア、

ルワンダ、ダルフールヘの介入例を挙げ、成功例

が低いことも示した。他にも、介入することによ

り現れる国内と国外でのプラスファクターの違い

が存在することも言い、短期間での結果を目論む

介入はよくないという結論に至ったことを話し

た。

リーダーシップ：日米が世界でリーダーシップを

取れる事柄として異なるスタンスを取っているか

らこそ、ソフトとハード両面から核問題について

働きかけられることを説明し、両国がもっとPKO

に力を入れるべきだとも結論付けた。

めに貢献できるのだ」ということを印象付けるよう

な文章を寄稿したものを印刷して来場者に配った。

4．ファイナルプロジェクトおよびファイナルフォ

ーラム発表：

ファイナルフオーラムでは、10分という限られた

時間的制約ゆえ、全てのディスカッションについて

説明するのではなく9条問題、靖国問題、核問題、

人道介入問題、日米のグローバル化でのリーダーシ

ップについて話した。そして、平和の形成の仕方の

答えを紹介する時は、分科会内で出た意見のうち異

なる5つを台詞のように紹介した。

・9条問題：9条に関わる3つ問題（安全保障・違

憲的性質・世界での日本の立場の確立）を挙げ、

憲法9条が日本国内の問題ではなく国際的な問題

として取り扱わなければならないということを説

明した。

Ｌ

ファイナルプロジェクト

[平和に対する10人の考察](抜粋）

AndrewRu什in:"Myrealisticvisionofpeacecan

beachievedwhenwearewillingtointervenein

connictzonesdespitealackofnationalinterest."

JessicaLee:"Peaceisvervdifficulttoachieve

becauseitgoesagainstourbasicinstinctsand

humannature...Yetpeaceisnotimpossibleto

achieve.Infact,peaceiseverywhere...athome,at
？?

workandinsideus.

JamesPiller:"Warisafailuretonegotiatewith

youradversary,andafailuretounderstandthem.

Warshouldalwaysbethelastrationaloption.”

JoshuaSchlachet:"Thecycleofwarandpeaceis

notanaturalone.Eachnewconnictistheproduct

ofhumandecisionsinatimeoftension.Thus

becausewealwayshavethecapacitytomakebet-

terchoices,warisneverinevitable"

JoshuaTurner:"Undercurrentconditionspeace

wouldbemerelvthelackofconnict.Whenthatis

achieveditwouldbereasonableandexpectedthat

ourdefinitionofpeacewouldchangeandevolve.''

メンバーの結束

･靖国問題：靖国神社訪問を通した考察。私たちは

遊就館と本殿の2つともに入ったのだが、そこで

感じるナショナリズム的な雰囲気の度合いが違う

ことを説明した。そして、残念ながら靖国が政治

的に使われている事実とA級戦犯者たちの東京裁

判が靖国の存在に大きく影響を与えたことも紹介

した。

･核問題：広島で大きく扱われた原子爆弾について

は、現在世界が抱えている核不拡散問題と原爆投

下についての日米での歴史認識の違いを紹介し
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Ithadtherightcombinationofrigorousdebate

andbuildingmutualunderstandingbetweenthe

AmericanandJapanesedelegates.Wediscussed

manytoughissuesbutfeltcomfOrtableenoughto

beforthcomingandtospeakourminds.Ilearned

alotfrommyfellowdelegatesandwishwehad

anothermonthtocontinueourdiscussions

杉山亮太:"AsCo伍eAnanstated,if℃n]reactron

toprevent/onisthekeytopeace,andthatis

whereeachindividualscanactasanactorfor

peace...Ontheprocessofbuildingarelationship

orenvironmentthatpreventsconnicts/warsfrom

happeningispossible."

上野良輔:"WorkingandaCtingforworldpeace

withinthemultinationalframeworkbasedonthe

effectivenessoflegal,moralandmilitaryapproach-

esasamemberoftheinternationalsociety,evenif

itincludestheuseofforce,isthefulfillmentof

pacifismandwillmeantoberankedinanhonor-

ablestatusintheworld.”

角田亜紗子:"Inordertoconstructpeace,not

onlyJapanandAmericabuttheworldneedsto

realizeandunderstandthat@violence'fOrpeace

doesnotandcannotcoexist."

高野恭平: &Weliveinanunequalworld.To

achievepeace,wehavetorecognizethatthereare

richpeopleandpoorpeopleandthatitisimpor-

tantfortherichtohelpthepoorachievetheir

peace,too.''

渡辺恭子:"Ithinkthatpeaceiswhenpeoplecan

livewithoutfeelingthattheyareindangerof

death.Everyoneintheworldisapeace-builder.”

・日本側参加者 高野恭平

分科会の目的は、世界中の暴力をさまざまな角度

から検証することで、何かしらの真実を見つけ、そ

れをもとに政策提言などの情報発信をすることであ

った。そのために、分科会では惜しげもなく時間す

ら忘れて自らの意見をぶつけ合ってきた。時にはま

ったく話がかみ合わないこともあった。泣き出して

しまう参加者すらいた。私たちはみんな同じく世界

平和を目指しているはずなのに、それに至る過程は

全くといっていいほどかけ離れていたのだ。こうし

て私たちは価値観の違いを学んでいったのである。

これは当初の目的の半分は達成できたといえる。し

かし、残りの情報発信などそれ以上のことは何もで

きなかった。それではこの分科会は失敗であったの

か。私はそうは思わない。日米学生会議はこの夏で

終わりだが､私たち参加者はこれからも生き続ける。

これからの人生の中で、私たち各々がこの分科会で

学んだことを社会に還元できたとき、初めて成功と

言えるのではないか。そして、私はそうなることを

確信している。リーダーを始め、素晴らしい参加者

たちとともに真剣に議論できたことを私は誇りに思

う。

分科会総括：

分科会ホームページ：

h廿p:"groups・google・com/group/PBRTJasc59?hl=en

こちらにて各分科会メンバーの分科会レポート、事

前活動報告、本会議中の写真、分科会セッションの

議事録、平和に対する考察全文、ファイナルフオー

ラムプレゼンテーション等が掲載されています。ぜ

ひご覧ください。分科会のメンバー

・米国側参加者JessicaLee

BeingapartofPBRTwasanamazingexperience
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教育：次代を担う市民の育成
CreatingaGlobalCitizen:EducationFocusedonlnternationalConcerns

分科会メンバー

菅家万里江＊

菊池なつみ

武田尚樹

本郷亜紀

山本詩乃

KendallJackson｡

LindsevDeWitt

JenniferEusebio

MiaMonnier

HidemiTanaka

(*はコーディネーターを示す）

一
－

－

－

▽

寺

分科会概要

グローバル社会の到来は、自国だけに留まらない

社会的、文化的、政治的問題をそれぞれの市民が主

体的に考えていかなければならない時代の到来を意

味する。様々な人種が混ざり合い、共生していくこ

とが求められる中で、自分と違う肌の色、目の色、

宗教、文化、歴史を持った他者をどのように理解し、

どのように彼らと向き合っていけばいいのか。テロ

リズム、環境問題、貧困問題など、ボーダレス化す

る諸問題に対する個人の参画をどのように促してい

けばよいのか。それらの指針を与えるものとして、

当分科会では、教育を取り上げ、その現状と可能性

を考える。教育の、個人の人格形成及び価値観形成

に対する影響力を士台として、「グローバルシテイ

ズン」像の模索とその方法論を考えていくことを目

的とする。

では、分科会コーディネーターだけでなく、参加者

も主体的にFT企画に参加し、自ら勉強会をコーデ

ィネートした。主なFT先は以下の4つである。

文部科学省FT

文部科学省国際化応接室にて、国際統括官付国際

統括官補佐の大村様、初等中等教育局国際教育課国

際理解教育専門官の都築様、及び大臣官房国際課総

務係長の平田様よりお話をうかがった。

まず大村様より、学校教育にゆとり教育が組み込

まれた経緯、またゆとり教育の理念についてうかが

った。ゆとり教育や、国際関係について子供たちに

教えることの重要性、異・多文化共生社会の理念を

教育に上手く取り入れている藤沢市の例などをうか

がえたことはとても意義があった。しかし、ゆとり

教育には決まったカリキュラムや必須事項はなく、

その内容は教師の裁量にゆだねられるため、カリキ

ュラムの柔軟性を高められ、授業における教師の裁

量の幅が広がった反面、教師の負担も大きくなり、

その理念と現状には大きな隔たりがあることを強く

感じた。次に、都築様よりESD(Educationfor

SustainableDevelopment)についてうかがった。

事前活動

FieldTrip

国際理解教育に対する見識を広めるため、以下のよ

うなフィールドトリップ(FT)を行った。このFT
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になにかしよう」という風潮が生まれれば、一人ひ

とりは動きやすくなる。このようにコミュニケーシ

ョンによって相互に影響しあえば、自然と意識が変

化していくのではないかということであった。以上

のことから、学校は閉じられたコミュニティとして

のイメージが強いが、やはり学校外のアクターの存

在は大きく、彼らが積極的に学校現場の国際教育に

関われるように学校とそれらのアクターが関係作り

をしていくことが、国際理解教育にとって重要であ

ると考えた。

JICA FT

教育に学校外のアクターとして積極的に参加し、

児童の国際理解に貢献している団体のひとつに

JICAがある。JICAは青年海外協力隊に参加した人

達を積極的に学校の授業に派遣したり、開発教育教

材などの貸し出しを行ったり、ホームページ上で

JICAの活動を紹介したりしている。特に今回勉強

会で訪問させていただいたJICA地球ひろぱは、市

民による国際協力の拠点として様々な啓発イベン

ト、展示を行っている。

分科会参加者全員が特に強く感じたことは、

JICAが“生きた経験、生きた情報”を来訪者に提

供しているということである。これは「グローバル

市民の育成」という分科会の目標にとても大切な視

点であり、学校教育にこういった企業やNGOなど

が現場の声を多く取り込むことがこれからのグロー

バルシテイズン教育に必要であると感じた。しかし、

JICAの基本はODAを中心とした海外援助であり、

学校教育との連携に必ずしも積極的なばかりではな

く、あくまで副業的に行っているというお話もうか

がい、学校教育への外的なファクターの巻き込みは

近年進んできてはいるが、まだまだ課題が多いと感

じた。

京都教育委員会

これは持続可能な開発に向けて活動している様々な

アクターをEDSというひとつの傘の下に集約しよう

という考えである。この教育理念は、日本の学習指

導要綱にはまだ取り入れられていないということで

あったが、世界がグローバルな規模で縮小していく

につれ、「持続可能」という理念を教育にしっかり

取り組んでいくことは重要であると感じた。また、

今回お話をうかがった方々の中には、日本の子供に

おける学習意欲の低下を障害のひとつと考えられて

いる方もおり、グローバル市民育成にはまだまだ考

慮しなければならない課題も多いと感じた。

ユニセフFT

まず、「ユニセフの任務や世界の現状などに関す

るビデオを鑑賞した後、講師の方のユニセフでの経

験についてお話をうかがう」といった国際理解教育

のような授業をシミュレーション的に体験した後、

担当者の方の国際理解に対する見解をうかがった。

このFTを通して地球市民とはなにか、国際理解と

は何かという部分について理念的なお話を多く聞く

ことができ、大変勉強になった。

また、どうすれば表面的な知識の理解に留まらず、

子供たちの行動を促していけるのか、という質問の

答えとして、担当者の方は、コミュニケーションの

重要性を挙げられていた。すでに問題を知っている

者や現場に行った者が、国際理解教育を通じて、ま

だそれらの問題に触れたことの無い子供たちに世界

の現状を伝え、その子供たちが、他の子供にそのこ

とを伝える、そのうえで全体的に「国際問題のため

この勉強会では、京都は日本でも有数の観光都市

であり、外国人観光客、留学生の割合も高く、学校

にも多くの国際理解教育が組み込まれていることを

学んだ。例えば、様々な学校で英語教育が初等レベ

ルから始められており、地元の留学生を学校に招い

ての交流事業も積極的に行われている。しかし、京
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都市教育委員会の方のお話によると、京都市が一番

重点をおいていることは「地域ぐるみでの教育」で

あり、地域における伝統文化や環境問題をしっかり

学びそれを発信していくことが国際化の時代に大切

なことだとおっしゃっていた。特に印象に残ったの

は、学校を核に地域コミュニティの再生をというス

ローガンの元、地域住民や、家庭にも焦点をあて、

学校運営協議会などを設け、地域住民と共に子供を

育てていくという姿勢であった。これはグローバル

化が進む中、同時に必要になる、ローカルな視点、

愛郷心などを育てる上で非常に重要な理念であり、

京都における先進性の起因するところのように感じ

た。

＜週末ミーティング＞

春合宿後、毎週末にスカイプまたはmsnmessen‐

gerにてミーティングを行った。前半は日本側参加

者のみで日本語にて行われたが、後半では練習のた

め英語にてミーティングを行ったり、アメリカ側の

参加者も交えるなど、事前活動の中核を成した。ミ

ーティングでは、各活動の反省、分科会の方向性決

定、ファイナルプロジェクト(FP)等について活

発な議論を交わした他、分科会メンバーの近況報告

の場としての役割も果たした。これにより、日本側

のメンバーの半数が東京以外の出身という状況の

中、全員が会議前に親しくなることが出来、本会議

中の分科会活動を円滑に行うことができた。また、

毎回、本分科会の日本側参加者である武田尚樹が英

語にて議事録を作成し（本会議間近では、アメリカ

側参加者の田中英実も同様に議事録を作成してくれ

た)、それをアメリカ側にシェアすることで、日本

側とアメリカ側の情報格差を緩和することができ

た。本分科会の成功の裏には、この二人の事前活動

からの貢献があったことをここに銘記しておきたい。

FPとして作成する予定であったブックレットの構

成作りに着手した。

場所を秋田に移してからの6回は、ブックレット

作成に当たって議論の根幹となるグローバルシテイ

ズンの定義（詳細は後述の「ファイナルプロジェク

ト」を参照）についての議論に入った。

ブックレットは、大まかに、地球市民の定義、地

球市民育成教育の重要性、具体的教育課程の提案、

実際の授業計画で構成されている。「地球市民」と

いう抽象的で大きな概念を主題にした議論やその成

果を、いかに現実世界に還元することができるのか、

という分科会の統一見解に鑑み、そして、現在、小

中高等学校で実施されている「総合学習の時間」の

不安定な実状を踏まえて、総合の時間を利用しての

教育課程やモデル授業を考案した。具体的な授業内

容は、各自が事前に作成していたRTペーパーの発

表を通して、議論・検討を行った。企業、地域コミ

ュニティ等、学校内に留まらない様々な教育へのア

プローチ方法や、地域経済格差が問題解決を困難に

している環境問題や開発問題や愛国心教育といった

具体的な教育の内容について、じっくりとブレイン

ストーミングをした。その結果、私たちは、地球市

民育成の教育を、政治･経済、文化、環境の3本柱

で捉えることが決定した。次に効果的な指導方法を

模索するために、授業展開について議論を進めた。

／）
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本会議活動

分科会の流れ

本会議では分科会のセッションを計14回行った。

最初のサイトである東京サイトでは、自己紹介や本

会議までの日米双方の意見の共有、これからの活動

方針決めを中心に行った。その後、本会議前から、
理念・概念
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れらの点から、作成されたブックレットは価値があ

るものだと考える。

尚、ファイナルフォーラムでは、ブックレットを

要約したパンフレットを配布し、発表の理解の助け

として活用してもらった。

以下、当日配布したパンフレットの日本語の要約

を掲載する。

地球市民とは何か？

地球市民とは、相互に依存しあい、関連しあう世

界において、社会全体の目標のために動こうとする

意志及び、そのためのビジョンを持つ個人のことで

ある。

地球市民は、地球規模の問題に関心を持ち、そこ

から生じる様々な結果を自分の問題として捉える。

そして、自国内及び地球規模、双方の経済、政治、

社会、文化そして環境問題に対する平和的解決に対

して、それぞれが貢献できる範囲において、責任を

持ち、自ら進んで行動する。

さらに、地球市民は自分自身の人生の文脈にとど

まらず、それを超えて物事を考えることのできる能

力を持ち、他文化を受け入れ、尊重し、機会を見つ

け相互理解の促進に努める。

地球市民教育にできること

1．生涯学習のための基礎的かつ必要不可欠な知識

技術を提供する。

2．理論と実践をつなげる。

3．批判的思考力を身につけさせる。

4．安全な環境の実現のための、討議すべき、意見

の分かれる重要な問題を生徒に紹介する。

5．市民社会において能動的な参加者になるように

生徒たちに動機付ける。

グローバルシティズン教育とその学習の単位

環境問題

☆地球温暖化とエネルギー保存

☆持続可能な開発

☆ゴミ問題とリサイクル

政治と経済

☆政治システム比較

☆国際経済

☆グローバリゼーション

こうして、秋田サイトのうちに、ブックレットの構

成や内容を決定し、各メンバーで役割分担すること

ができた。今振り返れば、ブックレット作成に関す

る議論は、地球市民や地球市民教育の実体やその重

要性、必要性についての主題だけでなく、授業とい

うものを狭い範囲で捉えている現在の学校教育の問

題点を注視し、改善策を考える良い機会となったと

言える。

広島での2回は、ブックレット作成だけでなく、

｢教育」という広い分野から、バウチャー制度によ

る教育の市場化、学級崩壊、入学方法、塾の存在等

日米双方の教育問題について自由討議した。これに

より、教育全体からグローバルシティズン教育を見

ることとなり、自分たちの討議してきた内容を批判

的に振り返る契機となった。

京都で開催されたファイナルフォーラムでは、事

前活動や約1カ月の議論の成果をスキットし、発表

した。教師から生徒への呼びかけ、外部アクターか

らの講師の招聰、テーマの設定など、私たちが考え

るグローバルシティズン教育を具体的な形にし、ス

キット形式で発表したことにより、より分かりやす

く、ライブな雰囲気で私たちの成果をフォーラムの

来場者に伝えることが出来たと思う。

ファイナルプロジェクト(FP)

当分科会では、議論の成果をブックレットとして

集約し、関係機関に配布することを最終目的とした。

ブックレットの内容は、地球市民の定義などの理念

的な部分と、実際のカリキュラム及び授業プランな

どの実践的な部分で構成された。教育の専門家では

ない学生の意見がどれほど価値を持つのかという点

で、不安を感じた参加者もいたが、以下の三点によ

り、当分科会がオリジナルな視点を持つという結論

に達した。まず、私たちは、現在の教育制度を直接

体験したばかりの（若しくはしている）学生である

ということ。次に、私たちの視点は、日本とアメリ

カの様々な背景を持つ学生の視点を組み込んでいる

という点でユニークであるということ。第三に、私

たち自身が、世界市民の問題について積極的に話し

合う世界市民であり、他の人々が世界市民に参加す

るきっかけになりたいと願っているということ。こ
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社会と文化

☆アイデンティティーと団体

☆文化的歴史と宗教的伝統の比較

☆芸術や映画などのメディア

バランスのとれた教育へのアプローチ

教育者が地球市民教育を行うときは、以下の4

つの基本的事項に留意すべきである。

1．愛国心：自国を愛することと世界全体について

正しく理解することの両方に同程度の重点を置

く。

2．平等なジェンダー表現：歴史や文化において、

潜在的にジェンダーバイアスがかかっているこ

とを認識し、全ての領域において男性の重要人

物、女性の重要人物について教える。

3．人種とマイノリティーの差別：文化内部におけ

る「違い｣、異文化間の「違い」の両方に対し

て、敏感になるように促す。

4．メディアリテラシー：批判的思考力を育ませる

ため、様々なメディアの幅広い視点に生徒が触

れることができるように努める

コミュニティ活動（コミュニティアウトリーチ）

地球市民は教室内での学習によってのみ育まれる

ものではない。地球市民として、自国の国境を越え

た問題に対し、責任を持てるようになるには、まず、

個人レベルで、一人の人間として互いにどのように

関わっていけばよいのか学ばなければならない。

幼いときから子供たちに、自分たちの環境では普

段会うことの少ない人々や、彼らの持つ様々な考え

に触れさせることで、彼らは生涯を通じて、思いや

りを持ち、心の広い人間になる。

また、地域のコミュニティに焦点をあてることに

よって、地球市民教育は、サポートネットワークを

提供し、新しいアイディアが取り入れられる快適な

空間としての役割を果たす。

60分の授業例

分
分
分
分
分
分

一吋啼御州獅
０１－０

何故、環境保護が大切なのか？（小グループディスカッション）

人間性と環境保護の重要性についての小レクチャー

ドキュメンタリー「不都合な真実」鑑賞

｢先ほどの映像はある問題に対する自分の見方を変えたか？」などディスカッション

地域レベルの環境問題について生徒自らができることを考える。

ただ捨てられたゴミとリサイクルされるゴミがその後どのように処理されるか学ぶ

1週間分のリサイクル可能なゴミを持ってこさせ、自分個人の力がどれだけ環境に影響を
与えることができるのか、実感させる。

ホーム

ワーク
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日米学生会議そのものが、この分科会のテーマと合

致することである。我々はこの会議を通して分科会

を考え、この分科会を通して会議の意義を知ること

になった。そして、その先に見えてきた道、それは、

我々のこれからの人生の歩み方そのものが、この分

科会の成果とも言えることである。我々は自分たち

が見聞きする情報に「教育」され、少しずつ変化を

遂げていく。その先にはきっと、我々が描いたグロ

ーバルシティズン像を、より大きなインパクトを社

会に与える形で具現化した我々がいるのだろう。

その意味で、この分科会は終わらない。

＜分科会の運営に関して＞

当分科会は、周囲の評価を鑑みるに、非常にスム

ーズに行った分科会のひとつではないかと考える。

この項では、分科会コーディネーターとして、当分

科会運営のために行ってきたこと、成功したと考え

る部分､及びその問題点について言及したいと思う。

個人的見解ながら、この文章が後代の実行委員の分

科会運営に少しで役立てば本望である。

当分科会運営の出発点となったのは、第58回日米

学生会議で所属した分科会への疑問と不満であっ

た。もちろん、個人としては非常に楽しめたし、最

高の思い出となっているが、参加者としては運営に

関して若干の不満があったことは否めなかった。そ

れは主に以下の3点に集約される。

・分科会の方向性決定に関する不満

・米国側との見解の相違

･FP決定過程に対する不満

まず第一点についてだが、分科会の方向性がすで

に春合宿にて決定されていたところに不満があっ

た。個人としては、文化に関する様々な事象を話し

合いたいと考えていたのだが、春合宿にて「文化に

関する“問題”を解決し、何かしらタンジブルなプ

ロジェクトを打ち上げなければならない｣、と聞き、

正直戸惑ってしまった。そのため、本分科会では、

参加者に主体的に分科会の方向性を設定してもらお

うと考えた。もしそれが本分科会の当初の方向性と

相違しても、アメリカ側と交渉して、その案を通す

覚悟も出来ていた。そのため、春合宿前にメッセン

ジャーにて会議参加者とミーティングをし、分科会

総括

この章では「教育：次代を担う市民の育成」分科会

の総括と称して、分科会コーディネーターの立場か

ら、分科会の内容及び運営について言及したい。

＜分科会の内容に関して＞

「グローバルシティズン｣。この言葉が人口に膳炎

してからまだ日は浅いが、このコンセプトはすでに

多くの人が理解しているのではないだろうか。グロ

ーバル化によって、我々は、国や個人の生活のレベ

ルを超える大きな問題に直面したり、自分と異なる

背景を持つ人々と生活を共にしたりすることになっ

た。そのような現代社会へのアプローチとして「次

代」「育成」に焦点を当てたのがこの分科会であっ

た。

宗教、愛国心、環境、ESD、地域密着型の教育な

ど、この分科会が対象とした分野は多岐に渡った。

その包括する範囲の広さを知るほど、「まだまだこ

んな可能性もある｣、と嬉しく思う反面、教師のキ

ャパシティ、時間の制約など、現実的な問題にも直

視することとなった。

また、「いくら国際理解教育を行っても、それが

子供たちの行動を変化させるほど大きな影響力を持

つことは稀である」、といういわば「教育の限界」

というものにも直面し、教育とは何か、その意義と

は何か、という問いにそれぞれの参加者が真剣に向

き合うこととなった。そのような状況の中でも、

｢一人を変えなければ世界は変わらない｣、という信

条を持ち、一人でも多くの生徒が国際的な問題に関

心を持つよう、フィルムや文学、外部からの講師の

招聰など様々な方法論を討議しあった。

また、具体的な授業内容を考えるだけでなく、そ

の生徒がグローバルシテイズン教育の課程を修了し

たとき、「相互に依存しあい、関連しあう世界にお

いて、社会全体の目標のために動こうとする意志及

び、そのためのビジョンを持つ個人」になれるよう

全体的なカリキュラムも考案した。これを事後活動

としてブックレットにまとめ、私たち分科会の成果

として社会発信し、現代の日本の教育に何かしらの

貢献が出来ればと考えている。

最後に、この分科会を通して気がついたことは、
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の方向性と宿題を参加者に決定してもらった。（そ

して、その結果、プロジェクト型の分科会運営を行

うことが決定した｡）参加者としては、日米学生会

議で何をするのか具体像が描けていない状態で、こ

のような作業を行うことは非常に困難であったと思

うが、この作業により、参加者とコーディネーター

との間に存在する、分科会の運営に対する責任感の

ギャップを埋めることにもなったと考える。また、

その後も毎週末ミーティングを行うことで、分科会

の内容の充実と、参加者を分科会運営に積極的に巻

き込むことに成功したと考える。

また、第二点目の米国側との見解の相違に関して

だが、昨年の会議では事前に米国側との交流があま

り行われず、最も大事な「サブカルチャー」の定義

についても日本側と米国側で異なっていたため、用

意してきた資料及び発表内容がかみ合わないことが

あった。それを防ぐために、当分科会では、距離

的・時間的に優位な日本側参加者の総意を「日本側

からの提案」として米国側に提示し、それを叩き台

として米国側が意見を出し、双方の意見を反映させ

るという形式をとった。その具体的な実行例として、

毎週末のミーティングの議事録を米国側に送った。

これによって、日本側と米国側の意識・見識の差を

埋められたと考える。また、このことは本会議で劣

勢に陥りがちな日本側参加者が分科会においてイニ

シアチブをとることにもつながったと考えられる。

次に、第三点目のFP決定過程に関して言及した

い。昨年の分科会では、FPで何を行うかに関して、

事前活動期間では決定しておらず、ファイナルフオ

ーラムが近づいた時に、「何が出来る？」と話し合

って急いでHPの作成を決定した。その議論の過程

においては言語による米国側参加者の優位があり、

なかなかこちらの考えを伝えられなかった。そのよ

うな事態を防ぐこと、及びプロジェクト型の分科会

運営が決定した以上より完成度の高い成果を出すた

め、本会議前に日本側がイニシアチブをとってFP

を決定出来、かつ事前準備活動がFPに集約される

ような枠組み作りをした。これにより、本会議中の

分科会の時間を具体的なFPの内容作成に割くこと

が出来た。

以上、昨年の経験から今年度の分科会運営に向け

て改善した点を3つ挙げ、それぞれに関する意見を

述べさせてもらった。最後に、問題点に話を移した

い。最善の努力を尽くしたつもりだったが、残念な

がら問題点もあったことは否めない。最大の問題で

あったのが、FPを作成に本会議の分科会の時間の

ほとんどを使ったことに対する不満である。参加者

主体で分科会の方向性を決定したため、全ての参加

者の意見を吸収することが出来たと思っていたが、

本会議が後半に入った頃に、「グローバルシティズ

ン教育」に特化するのではなく、「教育の平等とは」

となどといったもっと一般的な意味での教育に対し

て意見を戦わせたかった、という声が挙がった。こ

のようなことを防ぐためには、①事前準備段階での

意見吸収により多くの時間を割く、②1カ月程度の

スパンで、方向性を修正する必要性をコーディネー

ターが積極的に参加者に呼びかけていく、③本会議

中の分科会のスケジュールに、バッファーを設け、

より柔軟な分科会運営を行うこと、の三点が挙げら

れるだろう。③に関しては、分科会以外の時間に任

意で集まって議論をしたり、個々人でそれぞれ新た

なトピックに対してリサーチをしたりすることで解

消できるようにも考えられるが、暑さの中連日の過

密スケジュールをこなす参加者に必要以上の負荷を

与えることは委員として避けたいと考える上に、経

験的にそのようなことが行えなかった事実を鑑み、

分科会の時間内にそのような時間を設けることは必

要であると考える。

以上簡単ながら、分科会コーディネーターとして

の視点から本分科会について述べさせてもらった。

学業、秋田サイト、副実行委員長の仕事と当分科会

の運営を両立させるのは大変だったが、当分科会の

コーディネートが出来て、この分科会のメンバーに

会えて本当に幸せだったと心から思う。個人的な感

想が入ってしまったが、これにて教育分科会の総括

を締めくくらせてもらう。
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ナショナリズム：国への思いと排外主義

Nationalism:PatriotismorXenophobia？

分科会メンバー

加納康宗

立川仁美＊

松田浩道.＊

望月進司

李凌叡

HirovukiMivake事事

JasminaDizdarevic

RachelMason

RvanUrie

NancyXuYang

(*事情により事前活動のみの参加）

(車*はコーディネーターを示す）

【参加者後記】

前半の歴史解説においては一般的な本・メディア

に書いていることとあまり変わらなかったように思

う。とても興味深かったのは後半部分の質問から浮

かび上がってきた靖国神社の“姿"。

「展示内容の変更は諸外国の外圧によるものではな

く、定期的に行っている変更の一環」「靖国の理念

に賛同してもらうことではなく、“共感”してもら

うことが大事。それは戦死者の遺品や遣された人々

の言葉から感じ取ってもらえば｡」「靖国神社として

は議論が世の中に起こるのは大いに結構。しかし、

関与するつもりはない｡」

戦争から60年以上が経過し、当時を知る人々が少

なくなっていく中でいかにして靖国神社としてのア

イデンティティーを確立していくのかが今後重要に

なってくると感じた。新たなアイデンティテイー確

立の核となるのが人々にどのようにして“共感”を

広めていくことではないか。靖国神社が主張する戦

争に対するロジックは諸外国に限らず、国内におい

ても批判を受けることが多い。しかし、その一方で、

戦死者やその遺族の中には靖国神社を支えにして生

分科会概要

アメリカのネオコンや日本の右傾勢力と呼ばれる

人々の台頭はともに国境を越えた関心を集めてい

る。近年では靖国神社や教科書問題をめぐっても議

論が活発だ。これらの現象を我々はどのように理解

すべきか。ナショナリズムは時に排外主義と結びつ

き、否定的にとらえられがちであるが、ナショナリ

ズムと排外主義の関係はいったいどのようなものな

のだろうか。教育、歴史、政治、経済、国際組織、

地域統合など様々な側面からナショナリズムを考察

し、議論を行った。

事前活動

靖国神社、遊就館訪問

日時：5月20日（日）

靖国神社の方に神社の歴史と理念についてお話を

いただいた後、遊就館を案内していただいた。神社

が戦没者の慰霊を大切にして活動を続けてきたこ

と、戦没者の思いを現代に伝えるために展示活動を

していることを学んだ。
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きてきた人もいるのも事実だ。彼らが亡くなると次

に靖国神社を支えるものが、戦死者の無念さに対す

る“共感”であるように思う。となると、今沸き起

こっている靖国論争も賛成派・反対派ともに、識者

と呼ばれる人々がただ、自らのロジックを展開して

いるだけであり、次の世代に自ら考えるきっかけを

放棄させているようにすら私には見える。諸外国の

反応、戦争肯定とは別の次元でわれわれ次世代は靖

国神社を捉えなくてはいけないのだと強く感じた。

（立川仁美）

中国・韓国人留学生と話す会

信頼しているため、国史及びその教科書の編纂は国

家政府に任せるべき」という考え方をしている、と

いう風に僕は感じ取った。その時僕は、「日本の場

合、戦前・戦時中のトラウマと、それによって高め

られた言論の自由・政府からの自由への意識の高さ

が影響しているのかな？」と、そんなことを少し想

像したのを覚えている。

上のような歴史やナショナリズムの話以外にも、

基本的には参加者が話したいことを好きな様に話し

た、というざっくばらんなイベントとなり、特殊で、

面白くて、楽しい時間だった｡ （望月進司）

日時：6月18日（月）

国に対する感覚は国によってどのように異なるの

か、また、歴史問題に関する意識は実際にどのよう

に異なるのかを探るため、韓国と中国からの留学生

に話を聞く機会を設けた。

【参加者後記】

6月18日、月曜日の夜に僕達ナショナリズム分科

会は東京大学本郷キャンパスの安田講堂前に集合し、

｢中国・韓国人留学生と話す会」を設けた。全員が集

まった後、僕達は中央食堂へと移り、食事をとりな

がらディスカッションを始めた。食堂が午後9時に

閉まった後は近くの喫茶店で僕らは話を続けた。

個人的に、特に印象的だったのは日中韓の自国の

歴史に関する考え方についての話だった。僕の理解

するところでは、その議題でポイントとなった点

は：①歴史（国史）の重要性と②国家政府に対する

信頼、この2つだった。便宜上、簡略化してしまう

と、日本人は①「国史にそれほど重要性を感じない」

②「国家政府への信頼が強くない」のに対し、中・

韓は①「国史に強く重要性を感じる」②「国家政府

を信頼している」という風に僕には感じられた。

従って、日本の場合、①「国史の単一性・正確性

に重要性を感じないためその編纂は民間に任せ、教

科書も多様でよい」②「国家政府を信頼していない

ために、国史の編纂を政府に任せるのは危険であり、

それは民間に任せ多様なものにすべき」という論理

が見られた。それに対し中・韓は①「国史の単一

性・正確性は不可欠であるため、国史及びその教科

書の編纂は国家政府に任せるべき」②「国家政府を
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参加したメンバー

三菱商事訪問

日時：6月25日（月）

経済ナショナリズムについての勉強会の一環とし

て、世界中に進出している企業から見たナショナリ

ズムの姿を調査するため、品川のオフィスにお邪魔

して三菱商事の山本哲也さんにご自身が関わってき

た外国での仕事の経験を中心にお話を伺った。

【参加者後記】

今回の話で特に関心を持ったのは、「ビジネスを

やる上で国柄、文化はそれほど関係ない」というも

のだった｡お話によると、よく「日本企業は意思決

定が遅く、態度が暖昧」などといわれるが、本当に

重要な案件に関してはすぐに決定することもある

し、逆に、海外の企業でも暖昧な対応をする場面も

よくあり、決して真実ではないそうだ。また、実際

にビジネスの現場で働いている人々にとって、国に

対する感覚というものがそれほどビジネスの場面で

94 第59回日米学生会議 日本側報告書



分科会活動 第4章

な貯蓄が高齢者の本来不要であるべき苦労によって

国外に向けられる現状がある。多数の高齢者がベト

ナムヘロ座を作りに行くのはその典型であり、その

解決にもいちごの存在意義があると強調されていた。

キャロン氏が打ち合わせで抜けられてからは清水

さんと4人で様々な事を話した。日本企業と外資の

比較はもちろん、“いちご”の名前を巡るいきさつ、

日本のファンドを巡る事情、かつて勤務された米系

投資銀行、SOX法（内部統制)、そして仕事観とい

った話題にまで及んだ。私たちの将来を考える上で

も非常に興味深いフィールドワークだった。

（加納康宗）

アメリカ大使館訪問

現れてくることはなく、あくまでもどのような商品

をどこに売るとどれだけの利益が出るか、というビ

ジネスの視点でものごとが動くという。

国ごとで企業の仕事のやり方の違いというものが

少なからず存在すると漠然と感じていた先入観を正

すいいきっかけとなった。また、普段企業の活動を

知る機会がなかなかなかったため、あやふやな「国

に対する感覚」などとは一線を画して一貫したビジ

ネスの論理でものごとが動く世界を垣間見たことは

印象的だった。 （松田浩道）

いちごアセットマネジメント訪問

日時：6月27日（水）

東京の九段下にあるいちごアセットマネジメント

を分科会で訪問した。社長のキャロン氏と清水さん

に「日本的経営」をめく、るお話を伺った。

【参加者後記】

私がRTPaperで“日本企業"像を扱うこともあり、

訪問の目的は“ハゲタカ”との違いや日本文化への

適応を強調する（日本専門）外資ファンドから見た

日本企業像や日本の経済ナショナリズムの可能性を

聞くことだった。しかし1時間半のインタビューで

他にも色々なお話が聞けた。以下にその要約を書く。

「日本的経営」は見る人のスタンスによって変わ

る。戦後システムなのか、または文化なのか。これ

を混同しては議論も混乱する。しかし法人(corpo-

ration)に対する日米の姿勢の違いは明らか。存在

意義を収益に置き、経営者が株主に"yourcompa-

ny"という米国、そして社会的意義を大事にして

ourcompany"という日本。しかし同時に企業は

株主の貯蓄も預かっている。

途中、短い時間ではあったが社長のキャロン氏が

加わった。いちごは｢狭く深く」投資し経営者ととも

に"ourcompany"と言って行動すると揃って強調さ

れ、更にキャロン氏は「ニッポンのために働きたい11

企業価値だけでなく社会貢献も11」と笑顔でガッツポ

ーズをされた。この「ニッポンのため」だが、実はフ

ァンド関係者と企業だけの話ではない所が重要であ

る。年金基金はファンドによって運用されており、

今や高齢社会と超低金利時代を迎えた日本でそれは

切実さを増している。しかし実際には日本人の巨大

日時：6月27日（水）

国が自由をアピールする際、どのようにナショナ

リズムがあらわれるのだろうか。この点を探るため、

アメリカ大使館にて､広報担当の方にお話を伺った。

【参加者後記】

今回の訪問の目的は各国のPR方式からそのナシ

ョナリズムを探るというものであった。米国大使館

からは2人の方にスピーチをいただき、その後質疑

応答を行った。スピーチの概要はおおよそ（1）米

国外務省における広報システムの全体図、（2）各

国に対する広報姿勢の違いと日本における広報姿勢

の詳細、（3）報道翻訳と日本の反米言論に対する

危倶、の三点にまとめられる。質疑応答では回答か

らアメリカ民主主義への肯定を伺うことができ、ナ

ショナリズムの片鱗が示された。また、米国留学と

親米意識の相関性にも触れ、必ずしも比例する訳で

はないことを確認した。

広報システムの全体図を丹念に説明してくれる大

使館側の姿勢が興味深かった。理念を説明というよ

りも、事実の活動に基づいた説明、データを用いて

の演説がスピーチの大半を占めた。理論的に構成さ

れたセッションで理解しやすく、質疑応答でも気取

らず率直な態度で応じてもらった。日本の反米言論

に対する危慎はいささかオーバーにも思えたが、政

府間の安定した関係を一般世論によって壊されたく

ない気持ちが伝わった。「問題解決国家」というよ

うにアメリカを説明する彼らに、立場ゆえではない
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愛国心が伺えた。全体的に見ると、スピーチ、質疑

応答共に議論が多岐に及び、大量の情報が交わされ

た。参加者それぞれが自分の興味をそそる何かを抽

出できた勉強会だと思う。 （李凌叡）

･経済ナショナリズム

資源をめぐるナショナリズムや、国内の経済的な

動向がいかにナショナリズムと影響するかという

テーマでディスカッションを行った。ナショナリ

ズムと保護主義や排外主義台頭の関係などについ

て、いくつかの事例を挙げながら議論を行った。

･インターナショナリズムとグローバリズム

インターナショナリズム、グローバリズムはどの

ようにナショナリズムに影響するか、国民国家に

取って代わる仕組みは存在するのか。地域統合や

究極的な形としての世界政府の可能性、世界市民

としてのアイデンティティーがあり得るのかとい

うテーマで議論を行った。

･広島平和記念資料館と遊就館

亡くなった方の慰霊を主な目的の一つとし、戦争

にまつわる博物館ということで共通点を持つ両者

を訪問したことを踏まえ、両者においてどのよう

にナショナルな側面が取り上げられているのか考

察した。戦争の記憶のさせ方の違い、博物館の目

的の相違点を確認し、どのように戦争を記憶して

いくのかということについて意見を交換した。

本会議

本会議では、初日に出し合って整理したテーマに基

づき、以下の枠組みで議論を行った。

・アイデンティティーとナショナリズム

各自がナショナリズムを意識するのはどんな時

か、参加者それぞれの多様なバックグラウンドも

踏まえ各自の経験や意識について共有した。「他

者に出会うときにナショナリズムを意識する」と

いう命題が、この時点で既に現れて来た。

・靖国神社訪問準備

フィールドトリップで訪れる靖国神社について、

日本側参加者が基礎的な情報をアメリカ側参加者

に伝えるという形で準備を行った。日本における

死者に対する感覚や、イエ制度など、難しい概念

を苦労しながらアメリカ側に説明し、訪問に備え

た。

・歴史の修正と政治的利用

靖国神社訪問を踏まえ、歴史を国がどう扱い、利

用するかというテーマ全般を議題としたが、遊就

館の展示をめく､る見解の違いでやや議論が交錯

し、そこに時間の大部分を使うこととなった。歴

史認識に関する問題の根深さ、複雑さが浮き彫り

となった。

・戦争責任(暴力と平和分科会との合同セッション）

分科会合同で大人数での議論となった。戦後に生

まれた者も戦争責任があるのか、どのような和解

のあり方があるのか、意見を交換した。日本にお

ける天皇の戦争責任や謝罪問題にも話が及んだ。

・工スニシテイ、宗教とナショナリズム

民族的、もしくは宗教的な意識や誇りとナショナ

リズムはどのように関係しているか、どのように

両者を共存させることができるのかというテーマ

で議論を行った。マイノリテイーに対し国家がど

の程度寛容になるべきか、文明の衝突は不可避な

のかといった議論にまで発展した。

ファイナルフォーラム

以上の議論を受け、ファイナルフオーラムでは議論

を以下のようにまとめて発表を行った。

・導入

ナショナリズムとは掴みがたい概念である。アジ

アと欧米ではその意味することが異なり、前者は歴

史認識と密接に絡み後者は多様性と統合とに密接に

絡む。当分科会では主に①民族とナショナリズム、

②共有される記憶とナショナリズム、③ナショナリ

ズムの展開、に注目して議論した。以下にそれぞれ

のまとめを述べ、結語とする。

・民族とナショナリズム

我々は「市民国家のナショナリズム」と「民族意

識」の対立を軸として議論した。市民国家は共通の

信念や価値観でひとつの主権国家を頂く集団であ

り、多くの場合は複数の民族を内包する。人は市民

国家には統合されうるが、その民族性は先天的に決

定されている。民族は外部からの期待やステレオタ
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イブに応じて強調され、他の民族との対立と市民国

家との対立という二種類の対立を起こす。これらの

対立に対して、市民国家は、民族間の分裂を共同政

権の名の元で統合したり、あるいは全国民に福祉を

与えて少数民族の周縁化を防いだりといった方法を

とりうる。市民国家とは元来、国民を保護したり対

立を仲裁したりする働きを持つ概念なのである。

・ナショナリズムの展開

挿絵2 ナショナリズム進化論

国家は太古の時代からあったものでも永遠不滅の

ものでもない。そのため我々は国家に代わる枠組み

をミクロ（草の根）とマクロ（世界政府）の方向性

で模索した。

ミクロの方向性としては、IT革命により誰でも意

見を表明できるようになることがナショナリズムの

感情を草の根的なものにする。マクロの方向性とし

ては､世界政府の可能性とその望ましさを検討した。

世界政府の成否は、国家の第一義的な役割をアイデ

ンティティーの源泉と考えるか、単なる保安や福祉

の提供者と考えるかによって左右される。保安や福

祉の役割を担うだけの世界政府なら想像できても、

アイデンティティーの源泉としての世界政府は不可

能だし望まれないであろう。

より現実的な話としては、各国共通の利益に注目

することでナショナリズムを弱める国際機関の連な

りが考えられる。国際機関は、平和的な解決のため

に国家の利己主義を抑制するという重要な役割を持

岸一＝‐ ＝ 一

挿絵1 市民国家には様々な民族が内包される

・共有される記憶とナショナリズム

我々は遊就館（靖国神社の博物館）と広島平和記

念資料館（原爆資料館）に行き、ナショナリズムと

の関係で興味深い対比関係を見いだした。

まず、両博物館の目的が対照的である。靖国神社

は戦死者の遺族や友人を慰めるためにあるが、同時

に戦死者を追悼するためには戦争従軍者も英雄的に

捉える。一方の原爆資料館は亡くなった一般市民の

遺族や友人を慰めるが、同時に犠牲者を追悼するた

めに戦争を悲劇として捉える。

次に、博物館の向けられた対象にも大きな違いが

見られた。原爆資料館は非核と世界平和を全世界に

向けて訴えるのに対して遊就館は日本国内だけに対

する訴えとなっている。

我々はアイデンティティーの源泉として国ごとの

物語が必要とされることを認めたが、それが他国を

軽視するナショナリズムに結びつくことを懸念して

いる。国が関わるかたちで公共の展示をする時は、

政府はその中立性を監視するか、少なくとも論争か

ら国家を切り離す努力をすべきである。

挿絵3 国際社会から排除されたコダック
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議論の中で自分を厄介者と感じるようになった。広

島では対立のなかった日を幸運と感じた。しかし

JASCは学生が妙な“立場”を感じることなく正直

に議論する場であるとの視点からそれではいけない

と思い直した。そしたら次の京都でやっと分科会が

アットホームになった。なぜだろう…･色々考えら

れるがまともに語るとキリがない。京都でやっと発

表に値する合意も色々と出せるようになり、いつし

か息苦しさも消えていた。

去年は"tangibleresult"を課されて四苦八苦し

たと聞く。でも僕たちはよくやった。発表だけじゃ

ない。本来なら不信と反感で終わるはずの所が相互

理解とrespectになった。スピーチでも言った、

politicalandsentimentalissuesという最もintense,

dangerousなRTがこれだけ誇れる結果を出した。

最後の発表はリーダーのヒロ×2に頼らずデリ本人

たちが成し遂げた。日米の模様は変われど、まさし

く日米学生会議、と言いたい。

つ。しかしある国が国際社会から孤立すると（挿絵

3参照)、国際社会とその国家の対立構造が生じる。

それゆえ、我々は国家が国際的枠組みに沿って責任

のある行動をすることが国家にとって実用的である

ような状況になることを望むものである。

・結 語

分科会では、以下の問いが繰り返し提出された。

ナショナリズムは「他者」への反発と定義されなけ

ればならないのであろうか。

ナショナリズムが自分自身の国を好むことである

以上、「他者」の存在は認めざるを得ない。しかし

その「他者」との関連付けが敵意である必要はない

しそれは必然でもないだろう。

ナショナリズム分科会の感想 加納康宗

事前活動の議論はいつも楽しくて仕方なかった。

全員が全く異なるバックグラウンドを持ち全く異な

る意見や思想をぶつけ合う。僕は歴史について「自

民党のお爺さん」（日本の保守勢力）みたいな感じ

だったけれど、全員が論理的・理性的・積極的に発

言する空間は最高に面白かった。JASCはやっぱり

最高の議論の場だった。春合宿ではRT全体と各自

のRTpaperの方針が予定時間内にすっきりまとま

り、その後は充実した議論やフィールドワークを数

多く行えた。効率もレベルも高くて本当に言うこと

なしだった。JASC全体での評判も高く、鼻が高か

った。かつて大学のゼミで尊敬したレールイさんの

存在には特に勇気付けられた。絶対的にも相対的に

も興奮していた。

RTPaperと大学の期末試験を経て、遂に本会議

が始まった。議論は全て英語。複雑な概念などが絡

むと発言も聞き取りも難儀した。日本語の音読み熟

語に相当する英単語には“？”が続出し、疲れてい

る時は得意な議題を除いて諦めたこともあった。で

も日本の事情や歴史を色々と説明できたのは良かっ

たし自分の「役割」を楽しみながら果たせたと思う。

不完全な英語に代わるものを見出せた気もして嬉し

かった｡

当然ながら意見は対立する。intensityは秋田で頂

点に達した。一番辛かったのは僕ではないと思うが、

事前活動でワクワクし、オリセンでドキドキし、

秋田でイライラし、広島で落ち着き、京都でマイホ

ームとなったナショナリズム分科会。JASCで最も

長い時間を占めた、我が拠り所。

6年前、カナダのホームステイに何故か別のプロ

グラムで来た韓国人2人がいた。あの2人もアメデ

リから見たジャパデリ@RTのように対照的だった

が、突如始まった議論は互いの英語力と知識の貧弱

さから事実上不成立。イライラして終わった。6年

後にJASCに出会えるとは夢にも思っていなかった。

アダム、ヒロ、みんな、ありがとう。
＝‐‐.～ i-－－－．.･･．

苧

‘.ヨ

非才一１Ｍ印、

『Ｉ
『
Ｌ
Ｌ

1
■ Fロ

■
P

Ll

戸

庁 q

静
夕

ファイナルフォーラムでの発表を終えて
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｢アイデンティティー」の社会学

Opposedldentities:Ideology,EthnicityandlnequalityinConnict

分科会メンバー

三窪英里．

上田來

櫻静香

平井麻祐子

廣田隆介

JustinLong*

DanielleVocal

MaureenCampbell

SamanthaScullv

SophiaYang

(*印は分科会コーディネーターを示す）

(注）本文中のIDは、「アイデンティティー」を示す
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分科会概要

世界の均質化を推し進めるグローバル化。その潮

流に逆らうように人々は自らを規定するイデオロギ

ーや民族、言語、宗教、文化などへの帰属意識を強

固にしている。IDを巡って、時に個人は葛藤し、集

団間では対立が起こる。IDはどのように形成され、

なぜこのように強い力を持つのか。いかにしてIDの

対立は回避できるのか。本分科会では、IDをキーワ

ードに日米国内における差別や移民、格差社会、地

域社会における問題だけでなく、紛争解決、平和構

築といった国際的事例についても議論を進めること

を目的とする。

1．春合宿

に打ち解け、充実した議論が繰り広げられた。早く

も日米10名全員で共に分科会を作りあげたいという

思いにかられ、期待に胸膨らませた。

2．事前活動

春合宿後から本会議までの間、各人の興味に沿っ

た事象についてのリサーチ、およびプレゼンテーシ

ョン作成に加え、ID問題について考察を深めるべく

以下の場所を訪れた。ほか、サミュエル・ハンチン

トン著「文明の衝突」を読み、冷戦後起こる衝突を

文明というパラダイムから捉えた著者の論について

討議した。

2．1 映画「パラダイス・ナウ」鑑賞

「IDによる衝突をいかに回避するか」という分科

会設置の目的に向けて､個々の衝突事例を取り上げ、

分析するため、パレスチナでの自爆攻撃問題を扱っ

た作品「パラダイス・ナウ」を鑑賞した。宗教がも

たらす民族間の衝突や自己の葛藤について学び、宗

教がもたらす人間の憎悪やID観について議論した。

よくパレスチナ問題はイスラム教とユダヤ教の対

立という構図で語られがちだが、それらの宗教に属

している個人の不満を解決しない限り永久にこの紛

争は終わらないと実感した。ゆえに、分科会として

すべてのIDの対立を克服する「普遍的かつ可変的で

分科会の進め方について意見を交わし、全員で共

有した。その後、メンバーがそれぞれもつ問題意識

や扱いたいトピックについて自由に話し合った。本

会議の集大成であるファイナルプロジェクトの方向

性については、「IDの衝突はいかにして回避できる

か」という命題について個々のID衝突のケースから

仮説を立て、考察を重ねた後に、衝突回避のための

条件として普遍的なIDを探し出すことで、日本側参

加者の意見がまとまった｡春合宿において初めて顔

を合わせたメンバーであったにもかかわらず、すぐ
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柔軟なもの」を探求しつつ、同時に個人の内面にま

でディスカッションの範囲を広げて議論したいと思

った。

2．2 東京アイヌ文化交流センター訪問

係し合っている。

3．1 フィールドトリップ

青山学院大学の押村高教授をお招きし、日本のマ

イノリテイ問題についてレクチャーを受けた。また、

ナショナルIDについて学ぶべく靖国神社を訪問した。

【押村高青山学院大学教授によるレクチャー】

7月29日、青山学院大学国際政治経済学部の押村

高教授をお招きし、レクチャーを拝聴した。日本が

｢単一民族国家」であることの神話性について、ア

イヌ民族や沖縄人、在日コリアンなどを例に挙げ、

多民族国家としての日本についてお話いただいた。

アメリカ人学生だけではなく、日本人学生にとって

も専門的な知識を得た上でマイノリティ問題を再考

することとなり、新たな発見の多い時間となった。

また、移民受け入れによって起こる雇用問題や競争

激化といった両国に共通する問題についても質疑応

答が活発に交わされ、非常に有意義なセッションと

なった。

【靖国神社訪問】

靖国神社訪問では、神殿参拝、遊就館見学、さら

に一般の方々の靖国神社に対する意識調査を行っ

た。その中で、より印象に残っているのは後者2つ

だと思う。第一に遊就館見学では、大きく意見が2

つに分かれた。一方は、遊就館を訪れることで、感

東京駅の近くにある東京アイヌ文化交流センター

に訪問し、アイヌの方々の歴史や現状を館内にある

資料をもとに勉強した。館内で鑑賞したビデオにお

いて、繰り返し「言語とは民族のIDそのものである」

という趣旨の説明がされていたのが印象的だった。

アイヌの人々は、明治政府による「和人」への同化

政策の結果、古来より日常会話として使用していた

彼らの独自の言語を失ってしまった。しかし現在、

北海道やその他全国に住むアイヌの人々の努力によ

り、彼ら独自の言語を再び学び、復活させようとす

る動きがあるという。このように言語を復活させよ

うとするアイヌの人々の姿勢に、彼らが｢和人｣とは

違う独自のIDを誇りに思う気持ちが垣間見られた。

2．3 モスク訪問一イスラム教の学生との交流一

モスクへの訪問時には、初めは私たちがID問題の

繊細さに鈍感であったことによる戸惑いもあった

が、最後にはイスラム学生と打ち解け合って話し合

いをすることができた。特に、「自分のIDの構成比」

をテーマにした自己紹介で、自らのIDが100%イス

ラムで構成されているというあるイスラム学生の発

言は、とても印象深いものだった。

この訪問は、私たちがIDに興味を持ちながらも、

いかに先入観で他者を判断しているか、またいかに

IDの問題に鈍いかということを気付かせてくれ、と

ても意義深いものであった。

3．本会議活動

本会議の活動としては､主にフィールドトリップ、

各自のプレゼンテーション、ファイナルプロジェク

トに向けた議論の3つの柱があった。

本分科会では「IDによる衝突をどのように回避で

きるか」という命題の下、様々なケースを扱い、毎

回の分科会活動の中でいかに充実した議論ができる

かを重んじた。そしてそこでの新たな発見が蓄積さ

れたものを、全てファイナルプロジェクトに結びつ

けたいという思いがあった。そのため、3つの活動

の内容やテーマは違えども、いずれも相互に深く関

靖国神社前にて

情的に動かされ、今までの靖国神社に対する賛否に

かかわらず、国のために戦った戦死者を悔む気持ち

を感じるメンバー。もう一方は、遊就館がその偏向
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性を隠匿するために、人間の感情に訴えるような展

示手法を取っていることは教育上良くないというメ

ンバー。靖国訪問後の議論においては、客観的に物

事を見ることにまだ慣れなかった私たちは、双方が

納得のいく答えを容易に見出すことはできなかっ

た。皆自分が立脚する立場から中々抜け出せず、議

論にわだかまりを感じたことも否めない。しかし、

そのような議論での困難を何とか切り抜けようと、

必死でお互いの立場になって考えたことは、その後

の分科会活動を円滑に進める上で大いに貢献したと

思う。靖国神社に関する一般人を対象とした調査で

は、靖国問題が非常にセンシテイブであったがため

に、特に靖国問題に関して興味があったアメリカ側

参加者も緊張気味だった。しかし、やはり様々なバ

ックグラウンドを持った人々の意見を、その人のID

と結び付けて考えることは、とても興味深いものだ

った。こうして他者の意見を分科会メンバーで共に

分析することにより、私達自身の分科会における判

断をより客観的なものにできたと思う。

3．2 本会議中の議論内容

れる傾向にあるという結論を得た。 （上田 來）

【日本に住むマイノリティとしてのムスリムー宗教ID-】

マイノリティグループの1つとして、「日本に住

むムスリムと米国に住むムスリムの、経験または感

じる困難の違い」についてディスカッションをした。

ここで驚きだったのは、事前インタビューのデータ

で、日本に住むムスリムは、米国に住むムスリムに

比べ、殆ど差別を受けていないということだった。

しかしこれは、マイノリティグループとしてのムス

リムが日本で完全に満足しているということではな

い。ムスリムは、差別はされないが、「いないもの

として扱われている」と感じているとのことである。

これは、米国における差別と質こそ違えど、同程度

に深刻な問題であると感じた。このセッションによ

り私達は、日本ではマイノリテイグループを「ウチ」

へ受け入れる教育を施す必要性があると感じるな

ど、文化によって生じるマイノリテイ問題とそれに

対して施すべき対策が違うことを認識した。

（櫻 静香）

【戦争の歴史が作り出すIDとは？

－被爆地・広島から考える－】

「原爆ドームを見た瞬間、これほどまで自分のID

を強く感じたことはなかった｡」とショックを露わ

にしながら感情的に話すアメリカ側参加者。なぜ自

分の家族が原爆を投下した訳でもないのにこのよう

な気持ちになるのか、日本人はアメリカ人に対して

怒りを感じるのか、戦争がもたらす国家・民族IDと

は何か。広島平和資料記念館を背に議論は続いた。

｢何人であるかは関係ない。原爆の悲劇を知り、私

たちは人類として共通に平和を願うのだ｡」

私たちは約60年前戦火を交えていた国の学生であ

る。 （三窪英里）

【普遍的-ID地球市民の視点から考える一】

「地球市民」というIDは、いかにして形成される

のだろうか。強固なIDとは外からの脅威によって形

作られるものであるため、私達は地球温暖化やエネ

ルギー問題、食糧問題など、人類共通の脅威の存在

が、「地球市民」という意識の形成に寄与するので

はないかと考えた。しかしこの種の脅威は、戦争な

どとは違いその姿が見えにくく、また外敵が自分達

各自の興味関心に基づいたID問題について、事前

にリサーチしペーパーにまとめたものを一人ずつ発

表し、議論を行った。以下その内容をいくつか紹介

したい。

【集団的IDの形成のされ方一ナショナルID-】

本会議が始まる前に書いた私のペーパーを基に、

日本人のナショナルIDの起源に関するプレゼンと、

それについてのディスカッションを行った。

今や所与のものとして受け入れられている、日本

人が「日本人」であるという事実は、実は近代の発

明品であり、黒船の来航など西洋からのプレッシャ

ーに対応する形で新しく生み出されたものであると

いう趣旨のプレゼンをした。それに対する反応は、

ジヤパデリ、アメデリを問わず、日本人の「日本人

ID」が意外と新しいことに驚いた様子だった。また、

このプレゼンから発展して、9.11のテロ攻撃を受

けたアメリカがその後愛国心をより一層強め、一致

団結した事例などを話し合った。こうしたディスカ

ッションから、私たちはナショナルIDのような集団

的IDは、外敵の存在、外からの脅威によって形成さ
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被差別、差別体験から、個人の信仰のようなナイー

ブな議題、さらには靖国神社、広島、アメリカの格

差社会などについて、白熱した議論が展開された。

その過程においては、自らのIDの根幹を再確認せざ

るをえない場面も多く、さらに再構築を迫られるよ

うな新たな発見も多くあった。そして本会議が終わ

る頃には、全てを曝け出し、晴れ晴れとした皆の表

情が､分科会における議論の充実度を物語っていた。

一方でファイナルプロジェクトは、充実した議論と

は裏腹に、不完全燃焼となってしまった感は否めな

い。しかしこの分科会で得た経験、すなわち「国籍

や言語の壁を乗り越えて、互いを友人として理解し

合った」という成功体験は、必ずや私達の未来を通

じて、新たなる「IDの衝突」を回避するための礎と

なるだろう。

（廣田隆介）

5．分科会総括

人類であるというジレンマを抱えているという問題

点があることは否めない。 （廣田隆介）

3．3 ファイナルプロジェクト

1カ月の議論の成果となるファイナルプロジェク

トでは、IDの形成とそれによって誘引される葛藤や

衝突を最も顕著に表す例として、戦争がもたらすID

に焦点を絞り、靖国神社と広島を軸に作成した。専

門家や被爆者の話、フォーラムや分科会の議論など、

会議中の全ての経験から命題に対する答えを模索し

た。

IDの衝突はしばしば避けられず、過去の過ちに対

する許しは特別困難である。しかし、他人の立場に

なって、自らの役割、相手の気持ち、そして自分が

どういう人間であるかということを考えることが紛

争解決の第1歩になるであろう。そのプロセスは非

常に複雑で険しい。しかし、私たちは決して希望を

捨てず挑戦し続けたい。

4．参加者の声 国家、性、民族、宗教、経済的格差広いトピック

について話し合われた当分科会であるが、問題によ

っては社会構造や文化の違いから日米間で非常に大

きな意識の差が感じられた。しかし、たとえ狭い、

専門的なトピックから入った際でも話題はたちまち

広がり、日本人、アメリカ人であることを超越して、

個人としての意見が活発に交わされたことは意義深

い。

一方で、共通の目標を設定しアウトプットを出す

ための協働作業に関しては、意見の対立や価値観の

違いからくる困難も多々あった。しかしその過程も

また個々のIDの相克であり、JASCそれ自体が異な

る他者、そして自分と対時することで相互理解を目

指すためのチャンレジの場であったと考えている。

他の立場に立って、自らのIDと照らし合わせ、分か

り合おうと努力する。このプロセスを通して毎回の

セッションで得られた新たな気づきこそが、当分科

会で得られた最大の成果であったのかもしれない。

常に真蟄な態度で自分の気持ちに向き合い、正直に

自己を表現してくれたメンバーと全員で分科会を作

り上げられたことを心から嬉しく思う。

（分科会コーディネーター 三窪英里）

【アイデンティティーの社会学分科会

～本会議中の空気～】

国家間関係、マイノリテイ問題、ジェンダー、社

会階層、対人関係、そして一個人と、とても広いト

ピックを扱う分科会であったことにより、様々な関

心領域、及び問題意識を持った学生が集まったとい

うことが、本分科会の最大の特徴であった。ゆえに

本会議開始直後は、ファイナルプロジェクトへ向け

ての方向性の違いが顕著に現れ､衝突を繰り返した。

不慣れな環境と24時間共同生活から来るストレス、

さらには「自分の思いが上手く伝えられない｣、「他

人の話を素直に受け入れられない｣、などの葛藤か

ら、10日目前後までは、気分が落ち込んだままのメ

ンバーや、感情を抑え切れない余りに突然議論の場

を立ち去ってしまうメンバーも見られた。皮肉なこ

とに、私達が問題意識を持っていた「IDの衝突」を、

いつの間にか私達自身で体現していたのであった。

しかし、転機は突然訪れた。ファイナルプロジェ

クトの準備と自由討論の時間を明確に分けたことに

より、メンバーは常に具体的な成果を出さなければ

ならないというプレッシャーから解放され、その率

直な胸の内をポツリ、ポツリと語り始めた。自身の
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文化：グローバリゼーシヨンの渦中で

EasternandWesternPopularArt:WhoislmitatingWhom？

分科会メンバー

高井竜輔＊

呉宣味

篠原由香里

堀沙織

間嶋絵梨

CaseySamulski*

AlisonMiller

AvaNakanishi

BradBower

MarquitaTaylor

(*印はコーディネーターを示す）

り方等、各メンバーの興味や関心を基に、共通のテ

ーマや方向性を検討する作業を行った。

・防衛大訪問6月22日（金）

防衛大学校を訪問し、映画や文学に表象される日

米の戦争観・死生観に関する文化的相違や共通点に

ついてディスカッションを行った。「硫黄島の砂」

や「父親たちの星条旗」といった映画や第二次対戦

を扱った評論を手がかりに、個人主義と集団主義

戦争の描かれ方の変遷と日米の歴史観など、広範な

分野に渡って貴重な意見交換が出来た。

分科会概要

今日、文化は簡単に国境を越える。日本の若者は

ヒップホップに夢中になり、村上春樹は全米でベス

トセラーとなった。進展するグローバリゼーション

に伴う文化の伝播や普及は国家の枠組みを超えた交

流を加速させると評価される一方で、地域の伝統や

特性を破壊するという批判にも晒されている。当

分科会では、文学、映像作品、音楽とジャンルを問

わず広く表象芸術全般を扱いながら日本およびアメ

リカ文化の共通点や相違点と、その背後に潜む広範

な社会システムへの理解を深めることを主眼とす

る。日米の文化は互いにいかなる影響を与えあって

来たか。友好と相互理解の実現に向け文化の果たす

役割とは。行動する主体としての学生の視点を忘れ

ずに議論していきたい。

事前活動

・春合宿5月3日(木)～5月5日(土）

日本側参加者同士の初めての顔合わせとなる春合

宿では、分科会メンバーについてユニークなあだ名

を決めた後、各自の分科会に対するビジョンを交

換・共有した。グローバル化する現代と文化のアイ

デンティティ、国際的な相互理解の進展と文化のあ

〆穆応
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・国際交流基金訪問6月27日（水）

独立行政法人国際交流基金を訪問し、「文化を通

じた国際的な相互理解」について伺った。ロサンゼ

ルス事務所長の井上氏より、芸術文化交流・日本語

教育の普及・日本研究支援を通じた総合的な日本理

解の促進という国際交流基金の取り組みついてお話

を伺った後､所長の小川忠氏のレクチャーを受けた。

小川氏は「誇りの不平等」や「近代の超克」と言っ

た言葉をキーワードに、グローバル化する現代にお

ける、文化と人々のアイデンティティの保存と衝突

について話された。単なる紹介にとどまらない人間

同士の交わりがあって初めて文化の交流が成り立つ

(＝双方向性の重要さ)、あるいは、相互理解は到達

点ではなく目指す過程である（＝理解したと思った

瞬間誤解が始まっている）といった鋭い指摘は、今

後の分科会運営に意義深い示唆を与えた。

・分科会合宿7月6日(金)～7月7日(土）

週一回ペースでオンラインミーティングは行って

いたものの、メンバー全員が揃ってミーティングを

行う機会が無かったため、本会議を前にもう一度分

科会の目指す方向性を明確化することを目標に、国

立青少年記念オリンピックセンターにおいて合宿形

式のミーティングを行った。メンバーは事前に各自

が本会議で扱いたい分野を整理し直して議論に臨

み、1泊2日の熱いディスカッションを経て、「グ

ローバル化する現代社会においては、文化と人々の

アイデンティティが密接に結びついていること」

｢異なる文化同士の相互的な理解と共生に向けた文

化的共同(=collaboration)の重要性」が日本側メンバ

ーの共通の問題意識として得られた。

本会議活動

個人の意思決定に作用するPopculture」という共

通のフオーカスを見つけることで解消された。イン

ターネットと民主制を背景とするPopcultureを通

じた個人のempowermentという、ファイナルフォ

ーラムに直結する重要なアイデアが提出される一方

で、ディスカッションスタイルの違いから、日米間

の参加者の間で上手く意思疎通が出来ない場面もあ

った。

・分科会フィールドトリップ

7月30日の分科会フィールドトリップは、呉宣味

のコーディネートで早稲田大学の関根勝教授よりレ

クチャーを頂いた｡演劇をご専門にされる先生から、

日本の伝統的な演劇である能に関するお話を頂けた

ことは、アメリカ側参加者だけでなく日本側参加者

にとっても、自国と文化のあり方を再考する機会と

なった。

’一一

早稲田大学にて。フィールドトリップの帰りに。

・秋田サイト(RT#4-8)

秋田サイトでは二つの重要な進展があった。まず、

｢発言は挙手を経て司会に指名された後」など、デ

ィスカッションで遵守する日米共通のグラウンドル

ールを作成した。これにより全員を巻き込んだ議論

が円滑に進行するようになった。もうひとつの進展

はファイナルフォーラムでビデオを使ったプレゼン

テーションを実施すると決定したことである。分科

会ではこれまで、最終的な到達点であるファイナル

プロジェクトをめぐって、アカデミズムを追求する

・東京サイト(RT#1-3)

日米参加者同士初めての顔合わせとなった東京サ

イトでは自らのバックグラウンドや将来の夢、RT

ペーパーに基づくトピックの共有によってRTディ

スカッションの基盤作りを行った。RTのテーマで

ある「文化」に対し、日本側は"culture"の意味

で捉える一方、アメリカ側は"Art''を扱うと理解

していたことによるギャップは、「国境を越えて広

がり影響を与え合い、主にインターネットを通じて
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ファイナルプロジェクトか、エンターテイメント性を志向するかという形式

レベルでの対立があり、何を追求するべきかという

コンテンツレベルでの話し合いが殆ど出来ていない

状況にあった。そこで、分科会活動も折り返し地点

となる秋田サイトにおいて、全体の方向性を全員の

意見を勘案した上で決定し、ファイナルフォーラム

に向けてすべきことを明確化する方針をとった。投

票の結果、ビデオを作成することで一致した。映像

を用いながらもナレーションや字幕による十分な説

明を行うことでアカデミズムを損なうこともないと

いう結論からだった。

・広島サイト(RT#9-10)

ファイナルフオーラムに向け、ビデオを作成する

という秋田サイトでの決定と、今までのディスカッ

ションを基に、分科会全体の問題意識を反映した個

別のテーマを設定し、それぞれについて2～3人の

グループワークで探究することになった。具体的な

テーマ設定としては後述のように、「ポップカルチ

ャーの定義」「相互に影響を与え合う文化」「国境を

越えるポップカルチャーは新しい帝国主義か（＝文

化とアイデンティティ）」等が挙がった。過密日程

と熱さに悩まされながらも、広島サイトでは各グル

ープの進展状況をシェアし、分科会全体の方向性を

鑑みつつ各セクションの内容を改良していく作業が

行われた。

・京都サイト(RT#11-12)

ファイナルフオラームに向け、ビデオを完成させ

る最終的な仕上げの段階となった。各グループは夜

遅くまで自分たちの主張を的確に表現できるイメー

ジの収集や字幕となる解説文の推敲に頭を悩ませ

た。メンバー同士がそれぞれの得意分野を持ち寄っ

て助け合ったり、アメリカ側と日本側メンバーが時

に談笑しつつも集中して共同作業に取り組む様子

は、分科会全体がチームとしてまとまり、機能して

いることを雄弁に物語っていたと思う。慣れない英

語でのナレーションの収録や、映像・音声の最終的

なチェックを経て分科会のファイナルプロジェクト

が完成したのは、フォーラムの日の早朝のことだっ

た。

ファイナルプロジェクトは、分科会の取り組みの

成果を踏まえ、以下の内容に照準を当てたビデオを

制作した。ビデオは分科会内やフォーラム会場に訪

れた以外の人々からも反応を得るため、Youtubeで

公開することとなった。

ビデオは

http://jp.youtube.com/watch?v=orx_EAjn5UUの

URLから閲覧することが出来る。

ビデオのコンテンッ

I)Intro(分科会設置の目的）

Ⅱ）Whatispopculture？（ポップカルチャーの定義）

a)Evolutionofpopculture(ポップカルチャ

ーの成立）

b)Actors(ポップカルチャーは誰とともにあ

るのか）

Ⅲ）Culturallnteractions？（文化の交流？）

a)Melting(混交する文化）

b)Stereotypes(文化的ステレオタイプ）

c)IntroducingCultures(文化を紹介する）

Ⅳ）Colonization？（文化は新しい植民地主義か）

a)Culturalldentity(文化とアイデンティティ）

b)Economics/Tensions(経済的側面と反発）

V)Conclusion(結論：文化の担い手として）
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総括

多くのアメリカ人の若者が日本のMangaに夢中に

なり、ハリウッド映画に代表されるアメリカの生活

様式は、今や現代日本人の生活に完全に定着してい

る。世界屈指の経済大国として繁栄する両国は60年

前の戦争など無かったことのように友好的だ。歴史

も人種も原語も異なる日米両国が高度な水準での

｢相互理解」を実現できたのならば、紛争の絶えな

い中東や世界の他の地域にその達成をロールモデル

として提供できないか。それはきっと、70年前に始

まった日米学生会議の理念である「太平洋の平和が

世界の平和に通ず」につながるものがあるはずだ。

その反面、日米関係の現状を疑うことも忘れては

ならない。僕らはどこまで本当にお互いのことを分

かっていると言えるだろうか？政治的や経済とは異

なり、文化やアイデンティティといった視点から、

ステレオタイプやイデオロギーの表層を超えた次元

での相互理解の獲得を目指すこと。それが分科会を

設定した目的だった。日米8人の個性溢れるメンバ

ーと海の向こうの頼流る相棒Caseyとともに駆け抜
けたこの半年は忘れられないものになった。みんな

本当にありがとう。

京都での分科会の合間に。プレゼンテーションの練習・・・7
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伊関之雄 問われた。アメリカ側の行動は早かった。私の誕生

日会を開くことになると、すぐに準備に取りかかる。

私の部屋に人を集めて、音楽を用意し、その他必要

な飲食物をセットする。パーティーの開始。私の部

屋にいるのは全員アメリカ人。「日本人はみな何を

している」あるアメリカ人の発言。「日本人は他の

人の誕生日を祝うことがないのか？」アメリカ人側

の日本人に対する懐疑的な感情が見え始める。会議

中にあったreflectionの場においても日本人への接

し方、議論においてどのようにしたらスムーズに話

し合いができるのか、といった議題が目立っていた

のも影響していたのであろう。

秋田で参加した竿燈祭り。祭りの見やすい場所を

探しに日米の学生が協力を見せなければならない時

が来た。最終的には多くの学生は大変満足した夜の

イベントであった。

広島

宮島から始まったこの旅。日本三景ともあってア

メリカ側のみならず、日本人としてもこの自然に囲

まれた絶景を堪能していた。自然と人類の知恵と技

術で手がけた建造物との調和が、日米の異文化の調

和にも少なからず寄与したのではないかと、あの日

を思い返して思う。船を降りた瞬間に出迎えた腹を

空かした鹿、ロープウェイヘの道のりにあった河川

でハイキングの疲れを癒し、木々に囲まれた場所で

のグループ写真撮影…そしてまた出迎える腹を空か

した鹿。自然と双方の学生が調和できた時間を過ご

すことができた気がする。このあたりになり、日本

側とアメリカ側との意思決定が迅速になってきたと

思われる。日本人の意思を聞き入れ、それらに基づ

いてアメリカ人は取捨選択して行動を起こすといっ

た構図に変化が表れてきた。クラブに踊りに行きた

いグループ、バーへ飲みに行くグループ、ホテルの

ロビーで語り合うなどのグループの形成が可能とな

り、自然と人の流れがスムーズになり、次第に学生

同士のグループが固定化してきた。

京都

とにかくファイナルフォーラムへ向けての準備

で、私はようやく熱がこもってきた分科会に一極集

中。分科会リーダーが両方ダウンした中、うまく議

日米学生会議。2週間がすでに過ぎてしまった。

5ギガバイトにも及ぶ大量の写真や動画ファイルを

毎晩深夜まで眺めていると、どれだけ自分が毎日楽

しんでいたかが感じ取れる。

東京

"Harajuku"や"Shibuya"で思い起こされる東

京の名所は、初めて日本へ来るアメリカ人にとって

は非常に魅力的であったのだろう。フリーの時間に

なると多くのアメリカ人参加者の頭の中は、カラオ

ケ・買い物・居酒屋。楽しいトコロ…今まで、あれ

だけ疲れてそうな表情だった子がフリー・タイムに

なると突然変身してしまう。それだけ東京という場

所は彼らにとって心躍る場所であったのだ。その中

で、私自身も彼らの行動に同行して“東京観光”へ

出向いた。ここで初めて、日本人側としてホストの

責務を痛感させられる時が訪れる。日本人の「優し

さ・思いやり精神」と「責任・リーダーシップ」を

どのようにしてうまく調和させるか、考えさせられ

た。アメリカ側の提案に対して、話し合いを行う日

本人側そして最適な対案が出たと思うと、また違っ

た提案がアメリカ側から出てくる、また日本人側が

話し合いを行う･･･この繰り返しで妥協が生まれ結局

グループ全体にコンセンサスが出されずに時間のみ

が過ぎていく。当初は、アメリカ側のアグレッシブ

な提案の連続攻撃､それに対して考え込む日本人側、

という構図が本会議当初では成り立っていた。

私は、この構図にあえて介入しなかった。今後こ

の構図がどう変化していくかを興味深く見ていっ

た。このあたりでは少なくとも、大半のアメリカ

人・日本人の参加者はお互いの性質には違いがある

ことは痛感するもののどのようにしてそれを解して

いくかのソリューションは見つけることは出来なか

った。

秋田

8月7日、私の誕生日。本会議参加者のみんな、

お祝いの言葉ありがとう。

束京のようにしてフリー・タイムの間は街に出

て、買い物などのような“遊び”はできない。二人

部屋をどのようして全体が楽しめる空間にするかが
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上田來

この夏が意味すること。～第59回H米学生会議を

振り返って～

論が進んだと改めて思う。

全分科会のファイナルフォーラムも無事終わり、

京都の夜の旅へ20名ほどで出かけた。この時、グル

ープでクラブ･カラオケ･居酒屋どちらを先に行くか

悩んでいるときに、アメリカ参加者の女の子が私に

｢ユキオが好きなほうへ行こうよ、だってユキオは

案内だけで精一杯なんだし」…と言った瞬間、正直

拒絶反応が出るところであった。あれだけ、東京で

は案内役の私なんか考えもせず、自分が感じたこと

しか発言しなかった子が…まさか…

笑い話に聞こえるかもしれないが、真剣にこのよ

うに感じていた。

私は、JASCのOBの方から城山三郎著の「友情

力あり』の抜粋を頂いた。序章・7章・8章の部分

を読み返してみると戦前から始まったこの会議にお

いても、私が長々と書いた同じような場面が数多く

あったような気がする。城山氏は主に分科会での会

議における、日米の間で生じた偏見・妥協・同情・

優越心などを描いていた。今年は59回目の会議であ

ったのにもかかわらず、やはり異質の人間同士が感

じる違和感や疑念は異世代の間でも、そう変わるこ

とがないということが確信できた。所詮、人間同士

の対立だったり、misunderstandingなのだ。

よく本会議中に私は、「JASCとは、どうあるべき

なのか」「アメリカ人と話をしている中で何か感じ

るものがあるのか」と自問自答している瞬間が多く

あった。腹痛でベッドに横になっていた時間やAIU

の図書館のソファーで横たわっていた時などいろい

ろと回想していたのを覚えている。今年のテーマ

は：「太平洋から世界へ～グローバルパートナーシ

ップの探究と次代の創造～｣。私にとってはあまり

にも壮大なテーマであったとしか言いようがない。

しかし、経験を共にした仲間同士が世界の多数の

人々を刺激し、影響しあうことにより、本当の意味

で世界における「次代の創造」ができるのであろう。

決してJASC内に閉じこもる必要などない。

「次代の創造」へ再出発だ。

…これを狙ってのテーマ設定を実行委員の8人は

行ったのであろうか？そうであってほしい。彼らの

努力に再度感謝してJASCの旅の総括としたい。

濃くて、長くて、でもあっという間だったJASC

の夏が終わり、その後すぐに他の予定が雪崩のよう

にやってきて、忙しい日々を数週間過ごした。その

ため、JASCのことを十分に振り返る間もなくここ

まで来てしまった。

今考えてみても、JASCの1カ月が自分にとって

どれだけ素晴らしいものだったのかは、未だによく

わからない。それでも、36人のJapadeleと36人の

Amedeleと過ごしたあの夏は、確かに変わっていた

と思う。あれだけの大人数で、あれだけの長期間を

いっしょに旅し、語り、寝た日々は今まで過去に無

かったし、これからも将来にわたって起こることは

ないだろう。ベッドの上で横になる以外は、いつも

だれかといっしょにいた。それが普通だった日々が、

今ではどうしようもなく非日常に感じる。

JASCを振り返ることができなかったのも、ただ

忙しかっただけではなくて、そんな自分にとって不

思議で特別な1ヵ月を、ただ簡素な言葉でまとめる

ことも、陳腐な修辞で美化することもしたくなかっ

たからだ。やはりJASCは自分にとって特別だった

のだ。

1カ月のJASCを通して、オレたちは様々な経験

をした。アカデミックなディスカッションに始まり、

有識者の話を聞き自分たちからも社会に向け発信し

たフォーラム、観光地を巡るツアー、夜を通して語

りあったことなど、毎日が忙しくも充実したスケジ

ュールで埋まっていた。

それでもこれだけ密度の濃い1カ月を、あえて一

つの言葉で表すとしたら、それはやはり「出会い」

だと思う。70人の様々なバックグラウンドを持った

人たちとの出会い、そしてJASCという非日常を通

して知った新しい自分との出会いがJASCなんだと

オレは思う。なぜなら、一人で本を読んだり、映画

を見たりしては得られない感情をたくさんの「出会

い」から得ることができたから。

新しい知識、新しい価値観に触れたときの興奮。
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たくさんの人に囲まれ、囲み、上手く自分を表現で

きないことの辛さ。他の人には簡単にできることが、

自分にできない時のもどかしさ。知らない者同士が

分かり合えた、心で通じ合えた時の喜び。こんな新

鮮で時に残酷な感情を1カ月を通して経験した。し

かもその感情を他の70人といっしょに体験したの

が、このJASCだったのだと思う。

1カ月間が全て楽しかったといえば嘘になる。自

分を相手にうまく伝えることができずに苦労したこ

とは事実だった。それでも、最後のReflectionで、

意を決してみんなの前にたって自分の気持ちを吐露

することができて良かった。最後の最後で、自分と

いう人間を他のみんなに共有・共感してもらえた気

がする。

会い」であった。7月26日に71名が集結してから瞬

く間に過ぎ去っていった1カ月間、同じ時間、同じ

空間を共有してきたその経験は、何物にも代えがた

い財産となった。「朝まで生テレビ」が終わるまで

語りあったり、日本外交・環境問題・歴史認識につ

いて議論したり、新宿の居酒屋で戦ったり、バスケ

をしたり、竿燈祭を見学したり、カラオケで絶叫し

たり、操めたり、悩んだりしたことも含めて、素晴

らしい思い出となった。

そんなJASCerの中でも、私にはとりわけ大切な

JASCerがいる。彼とは春合宿で出会い、直前合宿

から1カ月間ずっと一緒に過ごしてきた。私の日米

学生会議は彼と共にあったといっても過言ではな

い。宮島で泳いだときも、花火をしたときも、半裸

でタレントショーに出たときも、たまに夜寝るとき

も、特にお酒を飲むときはいつも、彼と一緒であっ

た。中でも一番心に残っている事は、8月18日、新

実行委員を決めるEC選挙での出来事である。彼は

悩み抜いた末、選挙には出ないと決めていたにも関

わらず、締め切り5分前に「出る」と言い出した私

のために、合理的に下した決断を捨てて出馬してく

れたのである。彼と一緒に選挙に出られて本当に嬉

しかった。

もつち、1カ月間、どうもありがとう。これから

もよろしくね。

こんなアツい70名のJASCerと「出会い｣、共に過

ごしたこの夏を、私は一生忘れない。

彼らとまた、会いたい。あの出会いは、あの夏で

終わりではなくて、これからが始まり。出会いを通

して、新しい自分になる。新しい自分が、またいつ

かともにあの夏を過ごしたJASCerたちと出会うだ

ろう。その時に再び感じるであろう新鮮な感情に触

れるために、またオレはみんなと会いたいと思う。

JASCはよくLifeChangingExperienceだというが、

まさにその通りである。JASCを通じて、オレはま

た変わるだろう。JASCという出会いを通じて変わ

っていくJASCerたちに、これからもずっと会い続

けて生きたいと思う。

上野良輔

2007年、夏。

これまでの人生の中で、最も暑い、熱い夏。

かけがえのない「出会い」に詰まった、大切な夏。

私はこの会議に参加するために多くの方々にお世

話になった。多岐にわたる知識のみならず、学問を、

人生を教授して下さった大学校の教官、書いた文章

を読んでくれたり、議論や相談相手になってくれた

り、二次試験会場まで付いて来てくれた大学校の親

友、会議の活動に参加する私のために、週末にも関

わらず早朝から協力してくれた両親、そして第59回

日米学生会議を創り上げ、私を参加させてくれた実

行委員のみんなに、心から感謝したい。

第59回日米学生会議では、様々な「出会い」があ

った。東京では高円宮妃殿下をはじめ鐸々たる方々

とお会いし、秋田ではホームステイ先で地元の方々

と交流し、広島では高校生や大学生と核問題につい

て議論することができた。貴重で素敵な「出会い」

であった。

しかし、私にとって何よりも大切であったのは、

第59回日米学生会議参加者というJASCerとの「出

日米学生会議。私は、この会議を知った高校3年

生のあの日から、3年間という長い航海をしてきた。
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私はあの日、日米学生会議から新たな羅針盤を授か

ったのだ。

不思議なことに、ここまでの針路は、あの「出会い」

の瞬間に定められていた気がする。

だがここからは、私にとって不可視の航路、不可知

の海となる。

しかし、私は進み続ける。日米学生会議から授かっ

た羅針盤を胸に。

が多く、私もはっきり見えないその答えをさがそう

としていた何人かの一人だった。その時の答えは私

にとって日米学生会議はLifeChangingExperience

ではないと言っていた。確かに良い経験が出来たと

いうには間違いないが、人生が変わるほどではなか

ったと言っていた。でも会議が終わってからもう20

日が経った今はもし誰かに聞かれたら、日米学生会

議はLifeChangingExperienceだったと言える。そ

れは私が大事にしようとしていた一分、一秒の時間

の中でLifeChangingExperienceはいつも起こって

いる。人は人生を変えてくれるような経験といえば

とても大きくてはっきり見えることではないと、そ

れをLifeChangingExperienceと思わない。しかし、

人生を変えるような経験は実際とても大きいイベン

トであるかもしれないが、日常生活の中で友達の話

の中で耳にした話から本当の自分に気づくこともあ

るし、それでもっと良い自分になろうとしたらそれ

はその人にとってLifeChangingExperienceだと言

えるのではないのか。本会議中には多くの人数に囲

まれている中で本当の自分に向き合うのができたと

思う。自分にちゃんと向き合って客観的に見ること

ができたというだけでLifeChangingExperienceが

できたと思う。本会議中だけでなく会議が終わって

からもっと進んだ自分に会いたいと思ったらそれで

その人の人生は少しずつ変わってくる。LifeChang

ingExperienceは私達の隣で、私達の中で今も起こ

っている。そのチャンスを掴み取れるかどうかは自

分次第なのだ。

いざ、次の針路へ。

呉宣味

「一期一会」

「今という時は二度と戻らない、今という時間を

より大事にしよう｡」

これは私が常に思っている人生のモットー的な言

葉である。小さい頃から休みには一人で色々なキャ

ンプに行くのが当然なことのようだった私は新しい

人に出会うことには慣れていた。昔から人のことが

好きで、誰かと一緒にいる時には笑いが止まらなか

った。新しい人に出会い、仲良くなり、それで友達

と呼ぶようになったらその後はいつもお別れが待っ

ていた。キャンプが終わってそれぞれ日常生活に戻

ってもずっと連絡しようねといつも約束するが、そ

の連絡が長い間続くのは実際難しいことである。離

れてから、会えなくなってからその時もっと話せば

よかった、もっと仲良くなればよかった等の後悔が

多い。それは人に出会うときだけに限らず、仕事や

勉強をする時にも影響を与える。今年の正月、周り

の友達に送った年賀状に書いたのが私の中で私が生

きている今をもっと大事にしようという思いを確か

めたきっかけになった。日米学生会議に参加したそ

の1ヶ月は毎日新しくて新鮮だったのである。気楽

にいられる場所で一秒一秒新たな感動を感じた。そ

の感動から自然に出てくるみんなの笑顔を心に刻み

込んでおきたくて私はもっと笑っていてお互い笑い

ながら小さくなった目を通して心の対話ができたか

もしれない。先輩達からは日米学生会議のことが

LifeChangingExperienceであったとよく聞く。し

かし、本会議中はその言葉に疑問を持っていたデリ

角田亜紗子

「朝5時半にラクロスの朝練に向かうため家を出

る。後期に取る授業を友達と相談しながら決める。

雨が降ると犬の散歩をしなくて済むからホッとす

る｡」

私は第59回日米学生会議が終了して以前の生活に

戻った今も、2007年の夏が夢のようで、未だにその

経験を消化し切ることができていない。この学生会

議は私にとって壮大であり、かけがえのない時間と

友を与えてくれた。4つの都市を回りながら開催さ

れた会議の中で、日米の国境に気付いたり、時には
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形成のためにも意見の多様性は重要なのだろう。その国境が消えたり、夜が更けていくことを忘れ語

り明かしたり、知らなかった母国日本の美しさに自

ら感動したり、まさに日常の中の非日常を体験して

いた。

そして、「可能性｣。自分自身の英語力やコミュニ

ケーション能力の向上の可能性。学生たちの情熱で

世界を変えることができる可能性。｡｡Whatabout…”

の生む笑いの可能性。そして、日米両国の世界貢献

への可能性。私はこれからの21世紀社会の主軸とな

っていくであろう学生たちと1カ月衣食住を共に

し、彼らの問題意識の高さ、好奇心の強さに感動し

た。そして、その彼らが引っ張る日米両国の未来へ

の希望は確実に育っていると感じた。私たち学生は

内に大きな夢と希望を抱え、それを実現させるため

の情熱に溢れている。そしてこの情熱は様々な扉を

開ける「可能性」に繋がっているだろう。

この会議に私が参加出来たのは様々な人のお陰で

あった。まず、会議自体を私に紹介して下さった我

がサークルのOB天野氏。受けるように強制、いや

薦めて下さった国際部部長トッテイー氏。受けるべ

きか迷っていた時に背中を押してくれた両親。参加

が決定した時に部活を長期間休む私を受け入れてく

れたラクロス部の仲間たち。本当に本当にみんなに

感謝を伝えたいと思う。

では、そんな人々に私はこの体験が自分に何を教

えてくれ、何に気づかせてくれたと報告するだろう

か。多分全てを挙げると卒論を書く羽目になるので

2つ挙げれば、多様性の重要性と「可能性」の発見

だろう。

第59回日米学生会議は、思い出にまだしたくない

くらい今の私にとって大切なものだ。この1ヵ月は

私の全てではないが、私の人生において必要不可欠

な時間だったと思う。

そして、そんな時間を共に過ごせた71人の仲間に

一言1

BestwishesfOrallofyourfuturesandloveyou

alltonsIDon'tfOrgetaboutme(八OA)/

広島で第二次世界大戦中の原爆の使用の是非につ

いて分科会で議論していた時の事である。そこでは

様々な意見と感情が息苦しくなるくらい錯綜してい

た。「科学の進歩が止められないように、原子爆弾

の使用は止められなかった」「広島と長崎が原爆の

恐ろしさを教えてくれたことにより冷戦中原子爆弾

は使用されなかった。つまり、この犠牲は以後の国

際社会に大きく貢献した」「たかが原子爆弾が落と

されただけなのに広島と長崎は特別扱いされてい

る」「私がトルーマンの立場であったとしても原子

爆弾を日本に利用していただろう」余りにも私と意

見が違うので絶句もしたし、その意見を聞くことの

辛さで友達と肩を抱いて泣いたりもした。しかし、

私にとってその場で聞いたすべての見解は大切だっ

たように思う。全ての意見が正しいと言っているわ

けではない。ただ、自分とは異なる意見を言う同世

代の人の存在を実際知ることで、深く自分の意見と

向き合い考えなおす機会を私は与えられた。そして、

この機会のお陰で一層自分の考えの脆さ、そして同

時に正しさを再確認した。そのような自己の考えの

加納康宗

JASCが終わって20日近く。今から振り返ると夢

のようだけど、確かに存在した非日常の1ヶ月。東

京の街を慣れた感じで歩いている時も非日常を強烈

に感じた。全て日常を基盤としながらも、1つ1つ

が貴重な非日常だった。

実は今もJASCのことを思い出してばかりいる。

最後の方にみんなの前でしたスピーチは毎日心の中

で反響している。「非日常との別れ」は心の中で明

確にしたつもりだけど、やっぱり寂しい。戻ってき

た日常に違和感はないけど、JASCerに会うと少し

だけあの世界に戻れた気がして嬉しい。

このJASC全体を感想文にしっかりとまとめるの

は不可能だし、最後のレセプションで「私の経験」

を数分間スピーチする前も話題を絞るのが辛かつ

112第59回日米学生会議 日本側報告書



参加者の声 第5章

た。強引にまとめてもGW(春合宿）からの日々が

陳腐に見えるだけかも知れない。しかしお世話にな

った世間に送り出す報告書である。ここはその巻末

に用意されたpureな主観の場である。小論文として

は失格だけど、JASCの感想を徒然に書く。即ち

"JASC徒然草ダイジェスト版”

という以前からの心がけは正しかったと思うけど、

当然それで全てが解決できる訳がない。日本語なら

簡単に分かる程度の気質や癖も、英語だと時間がか

かる。少なくとも中高では加点法的に評価された英

語力も、JASCにいると（完壁からの）減点法自己

評価になる。でもこれは本当に嬉しかった。

いつだろう、海外経験アリの割合の高さに抱いた

劣等感が消えたのは。いや自分で自分を誤魔化して

消したのだ。本会議が始まる頃、英語に困って当た

り前という意識を押し殺したのだ。プライドなのか、

諸刃の刃である「根拠なき自信」なのか、分からな

い。でも卑屈にだけは意地でもならない自分に京都

で気付いた。

期末試験の終わった3時間後に興奮状態でオリセ

ンヘ駆け込んだ。7/25.13:30→30分遅刻。アメデリ

を迎えるまでの30時間、オール日本語空間が刻々と

名残惜しくなる。ワクワクすると同時に一抹の不安

が膨張していく。意見の背景となる個人的事情まで

互いに理解した4人のRTに5人が入り、全て英語

でコミュニケートすることになる…。

遂にアメデリが来た。「武暹弩」と墨で書いたシ

ンプルな扇子を持ってバスの前に行き、Bradを迎

えた。古いステレオタイプだが、見た目も声も絵に

描いたようなアメリカ人だと思った。アメデリ全体

にアジア系と黒人(AfricanAmericans)が思った

よりも多いことに少し驚きながらも、興奮を抑え切

れなかった。全く未知なアメリカの学生36人と1ケ

月間の“同棲”生活inEnglishを送り、生涯の友達

とLifeChangingExperienceを得ると聞かされてい

た。遂に始まったのだ。

分科会は国際交流の古き理想を体現したと思う。

トピックは、政治も思想も感情もモロに絡むナショ

ナリズムや歴史、民族。互いの思いをぶつけ合い、

政治や歴史・文化を語り合い、幼稚だったら絶対喧

嘩になる所を互いが理性的に反論し、それでも時に

感傷を隠しきれず・・・そんな中で僕は参考入宜し

く自国を語っていた。歴史は小中高時代の趣味（歴

史の漫画や雑誌）と受験勉強のご利益を感じた。も

はや一般論だが、外国人と話すと自国の教養の大切

さを思い知らされる。内輪ネタだが、Nancyと僕の

議論はPBと並ぶ"DangerousRT"の象徴的存在だ

ったo3通のJASC-mailと京都でのスピーチは

Nancyへのrespectだった。

SchlachetとBoの日本に関する知識には驚いた。

彼らと日本の歴史や文化を議論するのは楽しくて仕

方なかった。もっともっと話したかった。「神＝

God,gods」とする辞書にはよく疑問を抱いた。で

も何となく、IIove八百万の神。

思い出を具体的に連ね始めると本当にキリがなく

なる。僕はあまり感情的にならない気質だが、あの

1カ月間には喜怒哀楽も笑いも涙も汗も緊張も安ら

ぎも孤独もドキドキも連帯感も憂諺も沈没も・・・

全てがあった。なかったのは暇と日常だけ。またマ

ジメな議論も遊びもコイバナ(←脇役でした八一八；）

も全部あった。そこになかったのは僕のJASC-love。

ただあまり話せなかったアメデリもいたのは残念。

英語で積極的になれなかったからだと思う。

TOEICや大学受験の英語をバリバリやったところ

で、早口でスラングも入る日常会話となると訳が違

う。アメリカ滞在経験を持つジャパデリとの落差を

感じた。分科会や普通の会話の後に噂話やコイバナ

まで英語で積極的に入れるかどうかが1つの分かれ

目だったと思う。議論での「内容で頑張るしかない」

JASCでは尊敬できる人たちにたくさん出会った。

別れてからの寂しさは半端ない。アルムナイ同士に

なっちゃったけど、いつまでも繋がりを保ちたい。

JASCはある意味で魔法だ。1ヵ月間とはいえ、

72人に共通の強いidentityを抱かせるのだ。非日常

を共有したから？いやそれだけではない。でもこ

のidentityが全体の仲間意識を指すなら、1カ月間
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特殊な空間に全てを晒してある種の戦友や同志にな

ったからだと今は解釈する。ただこの解釈も有形無

形に影響を受ける将来の中で変遷するであろう。そ

してこの再解釈はpost-JASCの重要な一面なのだ。

だけど、外部の人は自分達を見て59回JASCを判断

する。だから、好印象を持ってもらえるように、

OB、企業、一般学生と接する時は、常にJASCの意

義だとか、59回の理念とかをしっかり伝えられるよ

うになりたい。そして、口コミが一番の宣伝になる

わけだから、JASCの素晴らしさを周りの友達に熱

く語って、アピールしていきたいな。

参加前からこの1カ月十事前活動が果たしてLife-

Changingなのか疑問に思っていた。でも今は自信

を持って言える。Life-ChangebyJASCはletit

happenではなくmakeithappenなのだ。JASCで本

当に沢山の思い出や友達が出来たし、自分を見つめ

直すことも出来た。受けてきた沢山の影響はこれか

ら自分の中に浸透して自分の思考や行動を変えてい

くのだろう。JASCを「楽しい思い出」で終わらせ

てはもったいない。JASCは参加者が自身を通して

他人や社会に生かしてこそ最大限に意味を持つ。京

都のファイナルフォーラム後に高々とスピーチした

(エッセイ参照）時の自分は今も自分の中で毎日ス

ピーチしている。JASCersは社会と歴史の期待と要

望を負っているのだ。選民意識ではなく、自らの可

能性と社会的役割を見出すことの重要性を強調した

いO

"JASCは本会議が終わってからが本番だ”という

言葉がある。1人のOBとなった今、JASCsyn-

drome(JASC-familyへのhomeSick)対策も兼ねて

1つ解釈を加える。“本番は地味なところにこそ見

出されるべきなのだ”

Japan-AmericaStudentConference,banzai.

2．全体を見渡せる広い視野

これからECのみんなはサイトと分科会を持つこ

とで、自分の仕事だけで精一杯になると思う。そこ

で俺が第三者の視点から、全体のバランスを取って

いく。まずサイトは、他と比較しながら、各サイト

で自由時間がきちんと確保されているかとかを横断

的に見ていく。そして分科会に関しては、各分科会

の議論がきちんと進行しているかを常に確認してい

って、全ての分科会が一定のレベルの成果を発信で

きるように、アドバイスをしていく。本会議中はど

こまで時間があるか分からないけど、分科会にはど

んどん顔を出していきたいし、俺も一人で寂しいか

らみんな仲間に入れてね。いつもみたいに喋り過ぎ

て、邪魔するとかはしないからさ（笑）

3．常に余裕を持って、楽しむ

これからは財務活動とかサイトコーディネートと

かで外部と接することが増えてきて、ECとしての

仕事も大変になっていくと思う。想定外のトラブル

があるかもしれないし、みんな壁にぶつかるかもし

れない。でも、そんな時だからこそ委員長はみんな

を励ますぐらいの余裕を持たないといけないと思

う。トップが凹んでたら、その組織全体にそれが伝

染するから。そして、常に2歩、3歩先のことを予

想して、どんなトラブルにも冷静に対処できる余裕

を身に付けていきたい｡それに何よりも大事なのは、

ECとしての活動を楽しむことかな。ECの仕事は、

社会のためでもなく、家族のためでもなく、自分自

身のためにやるもの。そしてなんでやるかって言っ

たら、楽しいから。そんな気持ちを最後まで忘れな

いでいたい。常に笑顔で、EC8人で和気あいあい

と活動できたらいいよれ。

川口耕一朗

ちょうど一年前、59回JASCの理念を話し合うた

めの理念合宿に向けて、委員長としての抱負を書き

上げていた。期待と不安が重なる中での文章だった

が、報告書の場を借りて、その抱負を今一度読み返

し、委員長としての一年間を振り返ってみたい。

委員長としての抱負

1．59回JASCの顔として

委員長として当然の役割だけど、対外的な仕事が

これから多くなる。これはEC全員に共通したこと
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4．尊敬されるよりも、感謝される委員長になる

俺が一番意識したいこと。委員長には色んなタイ

プがいると思う。多分OBの話を聞くかぎり、今ま

での委員長は自分の分科会を持ち、対外的なことも

する、仕事をバリバリこなす万能な人だったように

思うし、そんな人が評価されていたのかな。でも俺

はそれが理想の委員長像かというと必ずしもそうじ

ゃないと思う。

俺が目指しているのは、デリー人ひとりに目を配

って、彼らが快適に楽しく1カ月を過ごし、自分の

力を最大限に発揮できるような環境を作っていくこ

と。それは正直かなり地味な作業だと思う。自分の

分科会を持ったりするのは目に見える形で成果があ

る。でもデリに気を配るってことは、もしかしたら

誰にも気付かれないかもしれない。

この前OBと会った時に、分科会を持たないこと

を言ったら、かなり厳しく批判された。「やる気が

ない」とか「責任回避をしている」とか。でもその

時彼らに言ったのは、俺は別にやる気がないからで

もないし、楽をしたいから分科会を持たないんじゃ

ない。自分の分科会に費やす労力を、JASC全体の

ために還元したいから。JASCの最大の意義を「絆」

だと思うから、それを生むデリ同士の交流が活発に

行われるような環境を作っていきたい。バリバリ仕

事をこなす委員長の方がカッコイイし、たぶん尊敬

される気がする。でも俺は8月20日にデリに「すご

い」って尊敬されるより、「ありがとう」って感謝

されたい。もしかして本会議中は気付かれないかも

しれないけど、後になって振り返って、この委員長

がいたからJASCを楽しめたって思ってもらうこと

が一番の目標かな。

参加者の絆を深め、社会に開かれた「史上最高」の

会議にするという二点にあった。そして、理念を実

現するために実行委員16名、特に開催国の日本側実

行委員8名の結束を強めることを最優先して日々の

活動に取り組んできた。

参加者の絆を深めることは、日米の学生による相

互理解、信頼醸成を目指す会議伝統からも自明であ

ろう。そもそも実行委員長に立候補したのも、もう

一度58回のような熱い夏、熱い仲間を生む会議を自

身の手で作り出したいという思いがあったからだ。

アメリカから帰国して間もない頃は、「絆｣、59回テ

ーマで言えば、「グローバルパートナーシップの探

究」の実現を最も重視していたように思える。

しかし、委員長として財務、広報活動、秋田サイ

ト担当者として本会議の企画を進めるにあたり、

｢絆」に加えて、会議の「社会発信」という新たな

基軸が加わった。そこには、自分達の活動を多くの

人に知ってもらいたいという気持ちもあった。だが

それ以上に、社会から多くの協力を得ながら、外に

開かれない閉鎖的な会議運営に対する批判を様々な

場面で受け、会議の成果を社会に還元すべきではな

いかという問題意識からの衝動によるものであっ

た。閉鎖的な会議運営を続けていたら、いずれ会議

が終わる日も近いかもしれない、いや59回自体でき

ないかもしれない。資金不足を理由に希望していた

サイトを変更することを強いられた時は、61回以降

のJASC日本開催存続自体に強い危機感を覚えた。

その時からだ。59回だけでなく、60回以降、特に日

本開催のJASCの未来につながる礎を、この59回

JASCで築いて見せると言い聞かせるようになった

のは。改めて読み直すと少し恥ずかしいが、一年間を通

して初心を貫徹することができたのではないかと思

っている。 ｢72人の学生が素晴らしい経験を積む意義は分かり

ます。でも、それだけで具体的な協力にはつながり

ません｡」

そう幾度となく大人達に跳ね返されながら、日本

側実行委員で社会発信の意義、実現可能性を話し合

った。社会発信とは言っても、学生による，ヵ月の

私がJASCに対して抱いていた理念。それは、「太

平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの探

究と次代の創造」というテーマに全て反映されてい

た。一年間の活動を通して幾度か修正はされたが、
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一年間の集大成である最終サイト京都。あろうこ

とか、ファイナルフォーラム前日に体調不良で倒れ

てしまった。一人ベットに身を隠していた時、発表

の準備に向けたデリケートの声が聞こえてきた。ふ

がいなさ、寂しさ。「俺」のJASCだったのがという

孤独感。だが、ふと充実感に浸ることもできた。一

年前は、開催国側の実行委員長として一人で会議を

背負っている錯覚に陥っていた。そして、自分の会

議に対する情熱が、他の実行委員、デリゲートに共

有されれば、会議は成功すると確信していた。そん

な一年越しの夢が今、目の前で実現している。自分

が寝込んでいても、問題なく他の実行委員が会議を

運営してくれている。デリケートが情熱を持って

｢史上最高」のフオーラムにしようと言いながら準

備をしている。「俺」のJASCが一年後には「全員」

のJASCに。恋人のような存在だったJASCをこれ以

上独り占めできない寂しさもあったが、体中から湧

き上る感情は今まで経験したことのないような達成

感、充実感だった。

短期間会議という制約がある以上、限界がある。前

年度の58回でも、分科会の成果を通して社会発信を

目指したが、それが必ずしも実現したとは言い難か

った。更に、発信する手段は何か、媒体は何か。東

京はまだしも、秋田、広島、京都で大規模な発表の

場を素人の学生実行委員に作ることが出来るのだろ

うか。実行委員会発足から半年近く実行委員内で幾

度となく話し合ったが、答えは出なかった。

考える前に、行動に移さないと。見切り発車では

あったが、東京、秋田でそれぞれ一つずつフォーラ

ムを企画した。学生のオピニオンリーダーとして社

会問題に対して提言を行いたい。国際交流の先駆け

として、同年代の学生に刺激を与えたい。そして、

フォーラムを通して社会に開かれた、社会にとって

も有意義なJASCを築きあげたかった。幸いにも、

東京ではJASCジャパン、アジア財団、そして秋田

では秋田日米協会にそれぞれフォーラムの主催団体

として全面的なご協力をいただいた。箱はプロが作

り、我々学生は中身を埋めるという連携が生まれた。

大人の経験、学生の熱意が融合したことで、素晴ら

しいフオーラムになり、会議の成果の真の社会発信

がはじめて可能となった。

抱負では、尊敬されるよりも、感謝される委員長

になるなどとクサイことを口走っていたが、本会議

直前に一時は仕事をこなしながらも、余裕を持って

デリゲートに接する「カッコいい」委員長を目指そ

うと目論んでいた。でも、やっぱり最後までカッコ

つけることはできなかった。デリケートの前では地

味な役回りだったけど、汗かき屋に徹したからこそ

初志貫徹することができたと思う。

そして、以上の「絆｣、「社会発信」の実現には、

実行委員会の団結が不可欠だと感じていたが、日々

の実行委員としての仕事、理念の話し合い、参加者

の選考などを通して、個々人の会議に対する思いも

共有できたのではないかと思う。そして、互いに信

頼できる仲間になることができた。一年前、実行委

員が会議企画、運営に要求される信頼関係を築ける

かが不安だった。お金をもらうわけでもない。地位、

名誉を得るわけでもない。学業、就職活動などと両

立させながら、時としてプライベートを犠牲にして、

全てを会議に捧げることが求められる。実行委員の

会議に対する情熱、互いの信頼関係が成熟してはじ

めてJASCは成立する。59回は、その二つの要素を

各自が共有したからこそ、無事終えることができた

のではないかと思う。

この1カ月で、自分の限界も知り、挫折も味わっ

た。会議の運営上に課題もあり、多くの関係者の

方々にご迷惑をお掛けした。しかし、そんな時は常

に実行委員、デリケートのみんなが支えてくれた。

委員長が会議を先導するのではなく、支えられると

は全く情けない話だが、それも59回が成熟したメン

バーに恵まれていたからに違いない。

60回実行委員選挙後、新実行委員の何人かがこん

なことを言っていた。
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言葉にあっけに取られてしまった。私は立候補用紙

に自分の名前を書いていなかった。信じられない気

持ちで用紙が貼ってある扉の前に行く。

「59を超えて、来年は史上最高の回を目指そう

ぜ！!」

「史上最高」の回。去年は、私が口に出すだけで実

行委員からも失笑がもれていた。でも、今年は違っ

た。毎年の実行委員会が団結して「史上最高」の回

を作り出すことに一年間情熱を傾ければ、必ずデリ

ケートは付いてくる。そして、JASCの永続も約束

されるだろう。

そして、そこには、私の名前があった。

驚きもあったが､嬉しい気持ちがこみ上げてきた。

自分では言語の壁知識の無さに阻まれて、この会

議に全然貢献できていなかったと思っていた。しか

し、誰かが私を信頼し、委員に足る存在として私を

推薦してくれた。それが、言いようもなく嬉しく、

有難かった。思い返してみれば、挫折しそうなとき、

臆病になりそうなとき、不安なとき、誰かがいつも

私の側にいてくれて、私の背中を押してくれた。そ

れが日米学生会議だった。そんな会議と、すべての

支えてくれた人、そして私の名前を書いてくれた人

に恩返しがしたくて、委員に立候補することを決め

た。選挙の約一、二時間前のことだった。

あまり準備する時間も無かったため、選挙では、

自分が素直に思ったことを伝えた。そして、幸運に

も当選することが出来た。

川口が実行委員を務めることが決定した後も、副

実行委員長の座は空いたままだった。副実行委員長

に興味はあったものの、ここでも私は自分を信じき

れなかった。果たして、自分にそんな器があるのだ

ろうか。そんな重役について大丈夫なのだろうか。

怖い、不安だ、逃げたい。そんな思いが心を渦巻い

ていた。そんな時、川口が声をかけてくれた。

「副実行委員長やらない？」

川口としては、一向に決まらない委員の役職決め

に業を煮やしただけだったのかも知れないが、彼の

言葉が不安を解きほぐしてくれ、また自分を信じる

ことが出来た。こうして私は、第59回日米学生会議

副実行委員長に就任することになった。

それからの年月は、まさに、失敗と挫折と苦悩と

焦燥、そして喜びと達成感の一年であった。川口を

はじめ当会議の実行委員全員が私よりはるかに高い

能力と人間性を兼ね備えており、そのような人々と

一緒に仕事が出来ることを光栄に思う反面、自己嫌

悪に陥ることも何度もあった。特に、副実行委員長

菅家万里江

2006年、8月も終わりに近づいた日の黄昏時、サ

ンフランシスコの海辺で私は一人思いをめぐらせて

いた。遠くでは他の参加者の笑い声が聞こえるが、

私の声がその中に交わることはない。第59回日米学

生会議実行委員選挙を翌日に控え、私は海を眺めな

がら自分に問いかけていた、「やるか、やらないか｣。

葛藤の最大の争点となったのは、「果たして自分に

そんな能力があるのだろうか」ということだった。

すでに学業と学外のスピーチ活動で両手がふさがっ

ていた上に、第58回日米学生会議で取り立てて目立

つ存在でもなかった私が、70年以上も続く伝統ある

会議の日本開催の実行委員という重役を引き受けて

いいのだろうか。答えは出ず、ただ悪戯に時間だけ

が過ぎてった。目の前に広がるフレスコ画のような

海は、半分は暗い雲に覆われ、半分は真っ赤な夕焼

けに染まっており、私の未来の選択を暗示するよう

であった。

宿泊先に向かうバスの中で、今回京都サイトを手

伝ってくれた第58回参加者の真田が「一緒に委員を

やろう」と話しかけてくれたが、自分に迫り来る大

きな決断の時のことで頭がいっぱいで、なかなかう

まく話をすることが出来なかった。それほど、委員

に立候補することは私にとって大きな選択だったの

である。そのためか、バスを降りた後、果たして自

分が何をしていたのかよく覚えていない。気がつく

と、服も着替えぬままベッドの中で眠っていた。

部屋の扉を開けたとき、仲良くしていた参加者の

一人がニコニコしながら話しかけてくれた。「マリ

ー、委員に立候補するんだね、頑張ってね！」その
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としての立場、役割といったものもよくわからず、

どのように動けばこの会議に貢献できるのか、始め

は全くの手探り状態であった。その上、大学二年次

に70単位を申請していた私にとって、学業と日米学

生会議の仕事の両立は難しく、なかなか思うように

仕事を進めることが出来なかった。毎日毎日、自己

嫌悪と疲労感に悩まされていた。

状況が変わり始めたのは、12月の報告会の頃であ

った。それによって、第58回会議の終焉と、第59回

の胎動を強く感じ、自分が次の会議を担っていくの

だという使命感を改めて強く感じた。また同時に、

｢副実行委員長という不安定な立場」から脱却する

ため、歴代の実行委員長の方に「実行委員長が望む

副実行委員長像」をうかがうこともはじめた。その

中から、副実行委員長に求められていることは、

｢チェア（実行委員長）と同じビジョンを持ちなが

ら、チェアが至らない部分を補填する」こと、「チ

ェアとバイスの両方で完全な状態になるようにす

る」ことであることがわかり、それからは川口との

連携により重点を置くようになった。これ以降、川

口とよく話し合う機会を持つようになり、お互いの

長所短所を指摘しあったり、委員長と副委員長の仕

事の分担を決めたり、委員会の現状について多く意

見を交わしたりした。これによって、今まで川口だ

けが抱えていた仕事の負担をお互いのコンセンサス

の元でうまく分担できるようになった他、委員会内

外の情報をシェアしあい、「チェアとバイスのツー

トップ体制」で委員会運営を行っていくという方針

を固めることが出来た。これが、私の意識を変える

こととなった。この頃から、手帳の余白に書かれた

タスクの量も次第に多くなっていった。（尚、少々

話はずれるが、会議を終えて強く思うことは、「チ

ェアとバイスのツートップ体制」こそが、過剰労務

に陥りがちな実行委員長を助け、他の委員と委員長

のギャップを埋める最良の方法であるということで

ある。この体制を次代にも引き継いでいきたいと思

う。）

春休み及び三年次になってからは、ほとんどの時

間を日米学生会議に費やすようになった。春休みに

は、主に講演会の統括を行ったり、選考の補助とし

て働いたりした。また、第一・二回秋田出張を行い、

秋田サイトのコーディネートを本格的に始動した。

尚、この出張のことは川口がサイトコーディネータ

ー後記で詳しく記述しているのでそちらをご参照い

ただきたい。その後も、春合宿の全体責任者を担当

したり、秋田サイトの総責任者として秋田サイトに

関する全体の責任を担うようになったりした他、副

実行委員長として外部の方とお会いする機会も増

え、会議へのコミットメントは着実に増えていった。

春合宿後は、サイトの最終的な詰めと、分科会運営、

及び賛助会理事会等への出席などに追われた。迫り

来る本会議への緊張と、実際の参加者と会議を作っ

ていく面白さに、睡眠時間が短くても疲れを感じな

くなっていった。特に、分科会のメンバーとの毎週

末のミーティングが楽しみで、土/日の午前中はず

っとミーティングと称した井戸端会議に費やしてい

た。会議参加者が私に仕事を乗り切るエネルギーを

与えてくれた。

あれだけ時間と労力を費やしてきた本会議は、仕

事に追われるうちにあっという間に過ぎていった。

そんな中、自分の能力の限界に直面することもあっ

たし、周りの人たちの温かさに胸動かされることも

あった。また、自分と社会のつながりをよりいっそ

う肌で感じることになり、自分がこの世界に組み込

まれていることを強く感じた。そして、将来はこの

世界のために何か貢献できる仕事につきたいと心か

ら思った。71人の参加者と泣き、笑い、苦悩し、真

剣に議論しあい、忘れられないひと夏をすごせたこ

とは、私の一生の思い出である。

また、この会議を通して本当に成長することが出

来たと思う。外部の方との折衝、副実行委員長とし

ての責務、分科会の運営、委員との協力、秋田サイ

トの運営とフォーラムでのパネリストの体験、すべ

てが私の糧となったし、本当に色々学ばせていただ

いたと心から感謝している。実行委員の皆、参加者

の皆、歴代の実行委員の方々、アルムナイの方々、

そしてお世話になった皆々様に、心より感謝の意を

表したい。

特に、実行委員長の川口には、本当に色んなこと

を学ばせてもらったし、様々な場面で支えてもらっ
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って大きく成長したとは言いがたいかもしれない。

内向的な性格は相変わらずだし、積極的にボランテ

ィアに参加するようになったわけでもない。ただ、

私そのものは大きく変わることができなかったとし

ても、自分の中に世界が一つ増えた、そんな気がす

る。その世界は、義務感と少々のプライドから読ん

でいた灰色の新聞の国際欄に彩りを加え、ニュース

の背景に人々の顔や考え、意見、生活を思い浮かば

せる。その世界は自分の限界と、他者の魅力を教え、

もっと知りたい、関わりたい、学びたい、そう思わ

せる。きっと、JASCで過ごした1ヵ月は、自分の

中に時間をかけて浸透していき、やがて自分の一部

となり、自分を変えていくのだろう｡JASCで過ご

した1カ月をこれからどう生かしていくのか、自分

がどのように成長していくのか。自分が本当に試さ

れているのは、これからなのだと思う。JASCに参

加して本当によかった。この強い想いが、数十年後

により深みを持っていえるようになることを願って。

た。様々なアクターの狭間で悩み、大変な思いをし

たと思うが、どんな仕事も正確かつ着実にこなし、

第59回日米学生会議の成功に向けて身を粉にして貢

献してくれた。本当に偉大で、心から尊敬できる実

行委員長だった。副実行委員長として、彼は歴代の

日米学生会議で史上最高のチェアであったと心から

思う。

2007年8月20H、第59回日米学生会議は終焉を迎

えた。サンフランシスコから一年間、私が副実行委

員長として日米学生会議運営に従事してきた長いよ

うで短く濃密な年月が、ついに終わりを告げた。あ

れから約3週間が経過し、今私はVirginiaのthe

CollegeofWilliamandMaryに留学に来ている。膨

大な量の宿題に追われる毎日でも、この会議のこと

を思い出さない日はない。そしてそれはきっとこれ

からもずっと同じだろう。

菊池なつみ

金大鐘

「プライスレス」

ありきたりの単語だが、JASCを形容するにはこ

れしかないだろう。

お金では買えない経験をいくつもして、多くを学

んだこの1ヵ月。

東京では世界銀行でパリとガーナの学生とテレビ

会議を通じて議論をし、アジアユースフオーラムで

は高円宮妃殿下とお会いし、横須賀基地ではシーフ

ァー駐日大使とも話した。オリンピックセンターの

洗濯所では、男二人で筋トレをしていたらアメデリ

の女性に見られ、本気でケイと間違われた。プライ

スレス。

秋田では、ホームステイ先で美味しいご飯とお酒

を飲みながら世界情勢について論議を交わし、白神

山地や竿燈祭りを訪れ、日本の大自然や地元の伝統

を肌で感じることが出来た。自身は、秋田フォーラ

ムでは明石元国連大使と茂木健一郎さんに続いてス

ピーチもこなした。また滞在先である国際教養大学

の寮の一室は、毎晩パーティールームと化し、昼間

に見せるシリアスなアメデリの姿と夜の姿とのギヤ

JASCに参加した1カ月、それは不思議な世界だ

った。朝起きると仲間がいて、自分からえいやっと

動き出さなくても、良い刺激にさらされ続け、常に

挑戦する機会が与えられ続けていた日々。今から思

うと、その日々は信じられないほど恵まれていた特

殊な日々だったのだが、私はその日々をあまりにも

当たり前に受け取って、ただ楽しんでいた。そして、

その特別な日々は私の日常となり、59thのデリ達の

存在が自分の中に当たり前のものとして浸透し、ず

っとこの日々が続いていくような不思議な感覚に捉

えられていたので、その日々が終わりをつげる日に

なってもそのことをしばらく実感できずにいた。フ

ェアウェルパーティーで感動的な言葉を聞いても、

アメデリが早朝のバスに乗るのを見送りに行き、別

れの言葉を交わしている間もまだ信じることができ

ずにいた。アメデリがバスに乗った瞬間、本当に自

分の側から彼らがいなくなった瞬間、これ以上現実

を否定できなくなった瞬間、次から次へと乱暴なま

でに零れ落ちる涙を抑えられなかった。

JASCに参加した前後で自分の何が変わったのか。

客観的に見ると、自分がJASCに参加したことによ
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ツプにただただ感心してしまった。プライスレス。

広島では、原爆ドームと平和記念資料館を訪れた

際に、色んな国の言語が飛び交うのを聞いて、広島

は世界の平和を象徴する都市なのだと改めて感じ、

また地元の高校生や大学生の平和に対する意識の高

さにも驚かされた。宮島観光では、あの世界遺産で

ある厳島神社の鳥居の横で、海水パンツー丁で泳い

だりもした。プライスレス。

京都ではファイナルフォーラムに向けて日米一つ

になってプロジェクトに取り組み、徹底的に議論を

重ねた。厳しい暑さや門限の厳しい大学の寮にステ

イしていたこともあって、体調不良者やストレスア

ウトするデリが続出。フリークアウトしたアメデリ

女性に「Bitch!」と言われ、男性にも「Bitch」とい

う単語が使えることを学んだ。プライスレス。

しかし何よりもプライスレスなもの－それは自分

が「JASCer」の一員になれたという事実である。

それは今後一生涯消え去る事のできない事実であ

り、大きな財産であると思う。「JASCer」というだ

けで、これまで出会えなかったような人たちと出会

い、訪れなかったような場所を訪れ、経験できなか

ったようなことを経験できる。そんなJASCに参加

できたことを誇りに思うと同時に、この会議の歴史

を創り、支えてきた先代の方々に心から感謝したい。

プライスレスなひと夏をありがとう、JASC!

ありながら盛り上がるメンバーを横に、議論が理解

出来ず、雰囲気にも馴染めない悪循環に陥った私。

そして、その事実を分科会の時間で話すことにより、

アイデンティティのメンバー全員が、皆がついてき

ていることを確認しながらディスカッションを進め

るスキルを備え始めた時期。自分自身も、その後は

驚くほどのスピードで意見を述べられるようになっ

たことによる、最高の満足感。問題を抱え、ホーム

シックになり、それを仲間に告白し、仲間の助けに

よってそれを克服していく。それは、まさに起承転

結を含む分科会でした。

それぞれのサイトでも、そのサイトに訪れるごと

に、私たちのディスカッションに普段とは全く違う

話題や雰囲気を提供してくれました。特に、晴天の

広島の空の下で、サンドイッチを食べながら原爆に

ついて話し合った時間。その瞬間は、言葉に表せな

い程心に残っており、このJASCでこのような素晴

らしい青春をさせてもらえることに心から感謝しま

した。日本人として、アメリカ人として、又は一人

の人間としてどう原爆を見るのか、そして、自らの

バックグラウンド的理由を交えて、なぜそのように

考えるのかを話し合ったこと。それの分科会の輪は、

いつしか知れず他の分科会のメンバーまで交えて膨

らんでいたのが、今でも印象的です。広島サイトは、

日米に直接関わる問題であるために、アメリカ人の

学生と、日本人の学生どちらが欠けていても出来な

いディスカッションのチャンスを作ってくれまし

た。日米代表として選ばれたとはいえども、まだ無

力な私たちが世界の問題に関するきれい事の解決策

で留まるのではなく、私たち自身に直接関わる問題

についてどう感じているのかを理解し合えたという

この機会を与えてくれました。

この、それぞれの立場の者が、一堂に会し、双方

に直接関わる問題に関して、語り合い理解し合おう

とするディスカッションの積み重ねであるJASCo

これが私の日米学生会議です。

櫻静香

私にとって、JASCというものは、アカデミック

なフオーラムに参加することでもなく、日米代表の

学生の会議でもなく、日常的で何気ないながらも印

象的なディスカッションの場面の集まりでした。会

議初期の分科会では、アイスブレイキングとして行

った自己紹介で、人は単なる日米でくくれないとい

うことを実感したジャパデリ。人種も育ってきた環

境も特に多彩であったアイデンティティの分科会で

は、「アメリカ人」でありながらアメリカから完全

に国民と認められないことでの心の葛藤を訴えるメ

ンバーの言葉もあり、国籍と、民族と、アイデンテ

ィティのずれから生じる問題に気付かされることが

何度もありました。また、わずか数回目の分科会で

佐藤逸美

私が、JASCのプログラムを通して一番心に残っ

たこと、それは、ファイナルフォーラムに向けて取
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や、相手が育った環境や価値観の全く異なるアメリ

カ人の場合、やはり、ある程度自分から気持ちを伝

える努力は必要だと感じました。また、英語力はも

ちろんあるに越した事はありませんが、それ以上に

身に付けなければならないことがたくさんあること

も実感しました。コミュニケーションは一般的に、

言葉、話し方、ボディーランケージの三つの要素か

ら成り立っていて、言葉の要素は全体の一割にも満

たないと言われています。今まで、英語力ばかりに

気を取られていましたが、どう伝えるかということ

も、工夫していく必要があると感じました。

この1カ月を通して、アメデリと共に議論し、答

えを一緒に導き出していく過程は、私にとって、と

ても有意義な経験でした。もちろん、後悔もたくさ

んあります。ファシリテーターに挑戦しなかった事、

相手の意見にすぐ流されてしまった事、あまり事前

学習をしなかった事、他にもいくつかあります。で

も、後悔は多少残るくらいのほうがいいと思います。

もしも100%現状の自分に満足してしまったら、次

に繋がらないからです。私は今、内閣府の世界青年

の船というプログラムに参加しています。その活動

の中で、JASCでは出来なかった事に少しずつ挑戦

しています。具体的には、アシスタントリーダーを

やったり、自主活動を企画したり、などです。小さ

いことかもしれませんが、もしJASCに参加してい

なかったら、どちらの活動にも参加していなかった

ように思います。JASCは、私に一歩踏み出す勇気

をくれました｡挑戦する楽しさを教えてくれました。

これからも、JASCでの経験が"LifeChanging

Experience''だったと胸を張って言えるように、自

分のペースで成長し続けて行きたいです。

り組んだグループディスカッションです。

最初の頃は、アメデリとジャパデリの間に大きな

溝がありました。気が付くと、議論がアメデリだけ

で進められていて、ジヤパデリが全く参加出来てい

ない、という状況が何度も発生しました。もちろん、

その大きな原因の一つは英語力不足から来るものだ

と思います。私自身、アメデリの発言を頭で和訳し

ている間に、次の話が進んでしまって話についてい

けなくなった事が何回もありました。ただ、私は、

原因は英語力不足だけではなかったように思いま

す。それ以上に、日米の議論方法や価値観の違いが

大きく関わっているように感じました。

まず、日本とアメリカでは、討論の仕方が大きく

異なります。アメリカ人はとにかく、よく発言しま

す。議論が白熱して来ると、手を挙げるのも忘れて

我先にと自分の意見やアイディアを主張します。相

手の話が途中でも、どんどん発言します。それに対

して、日本人はとても静かです。意見を求められて

初めて、ゆっくりと発言し始めます。相手の話が終

わる前に次の人が話し始める事は、ほぼありません。

また、発言するスピードも全く違います。アメリカ

人は、考えることと話すことが同時進行で行われま

す。そのため、話している間に意見や主張が変わる

ことも少なくありません。それに対して、日本人は

考えてから話します。そして、自分の中でアイディ

アが確定するまでは発言することを控えます。さら

に、ファイナルプロジェクトを決める上で何を重視

するかも違っていました。アメデリは、早くプロジ

ェクトを決めて行動し始めたい、という人が多くい

ました。それに対してジャパデリは、多少時間がか

かってもプロジェクトで何をするかをしっかりと熟

考したいという人が多かったように感じました。最

初、議論がなかなか進まなかったのは、お互いこの

ような違いがあるということを、認識していなかっ

たからだと思います。

私がアメデリとディスカッションをしていく中で

一番大切だと感じたのは、自分を理解してもらう努

力をする事です。やはり、自分の事を一番理解して

いるのは自分自身です。同じ日本人でも他人の気持

ちを理解することは、とても難しい事です。まして

篠原由香里

この報告書を手にしている人は大きく2種類に分

かれると思う。1つはJASCを知り尽している人た

ち。そしてもう1つはJASCに興味を持ってくれた

人たち。そんな後者の方々に問いたい。この一連の

参加者感想のページ、どこか異様な空気を感じない

だろうか。少なくとも私が選考前に報告書を読んだ

時は、「ジャスカー」だの「ジャスクシンドローム」
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だの集団意識が強い単語の羅列、そして何人かに一

人の割合で必ず書いている「あの1カ月が何だった

のか未だによく分からない」「うまく表現できない」

｢夢だったんじゃないだろうか」という類の文章の

オンパレードを前に、期待がつのると同時にどこか

カルト的なものを感じてさ－つと引いたのを覚えて

いる。

そりゃあ1ヵ月も一緒に暮らしたら少しは名残惜

しくなるだろうけど、なにもそこまで思い出に固執

しなくても…。まさか毎朝変な踊りとか歌とか儀式

とか強制されるんじゃなかろうね…。もともと国際

交流や団体活動が好きでちょくちょく関わってきた

私は、いくらそこに属す人や活動内容が大好きでも、

その集団そのものに必要以上の帰属意識を持つこと

には常に抵抗があった。だから4月に自宅のポスト

に合格通知書が入った封筒が届いてから皆に直接会

うまでは、参加できることに喜びを感じながらも

｢私はあんなふうにどっぷり余韻に浸かることはま

ずありえないな」と勝手に決めつけていた。の。だ

ったoが。

あれよあれよという間に本会議が過ぎ去った今、

こうして前と同じように過去の報告書を読み返して

みると、以前は理解できなかった文章に共感してい

る自分に気づく。確かに私もジャスクシンドローム

に悩まされたし、この数カ月を通じて感じた気持ち

はなかなか言葉に落とせない。皆で日本海沿いのテ

トラポットをよじ登って見つめた夕空の美しさ、分

科会メンバーと徹夜して作ったファイナルフォーラ

ムのビデオが完成した瞬間のみんなの笑顔と歓声な

ど､頭の中には鮮明に焼き付いている光景も感情も、

他人には思い通りに伝えられないのだ。充実感と虚

無感が同時に攻め込んでくるようなこのもどかし

さ、今なら身にしみて分かる。そして一番不思議な

のは手のひらを返したように結局こんなことを書い

ている自分の態度。目の前にある落とし穴を余裕で

避けて通るはずがいつの間にか自分から足を踏み外

してしまったような、そんな矛盾めいた感覚に驚き

を隠せない。

だけどその理由はたぶんこれだ。それだけJASC

が魅力的で衝撃的な場所だったから。多種多様な（

ツクグラウンドと考え方があって当然で、議論する

時はとことん追求し、遊ぶ時は思いっきり弾ける負

欲さあふれた空間。70人全員がそれぞれ本当に魅力

に満ちあふれており、私はそんな環境に常に圧倒さ

れ感銘を受け続けていた。周りのJASCerから学ん

だ幅広い教養と柔軟な発想の重要性。今まで頭をか

すめることもなかった哲学的な思考方法。効率のい

い会議の作り方。ちょっと変わった人生観に恋愛観。

語学と知識の壁はあったがどれも勉強になり、なに

よりそういった会話そのものが楽しくて一年分くら

い笑った。

思えば私はこの数カ月間、ありとあらゆる刺激を

与えられる一方だった。私は誰かに何かを返すこと

ができたのだろうか。何もしていなくても常に何か

が与えられる状態に甘えて、せっかくの恵まれた環

境を前に自分の短所である慎重すぎる性格を押し出

してしまった場面が何度かあったことが悔まれる。

分科会やシンポジウムやリフレクションで、話す機

会も土台も動機も全て揃ってあとは踏み出すだけ、

という瞬間にたじろいで挙手せずに終わったり。自

分とは対照的にどんどん前に出てスポットライトを

浴びていくデリやECの積極的な姿はとてもかっこ

よくて、でもそう思った瞬間には時すでに遅しで。

衝動や感情の赴くままに行動に移す勇気と決断力も

時には大いに必要だと感じた。会議中にある人が語

ってくれた"Don'twaitforthetimetocome

becauseitwillnevercome"というフレーズは日々

私の中で重みを増し続ける。これはもちろん、あの

1カ月限定のきらびやかな世界だけに通用すること

ではなくて。きっと平凡な毎日の一瞬一瞬にもチャ

ンスや発見への道が開かれており、がむしゃらに追

いかけるだけの価値や理由は、ただそれだけで十分

存在するのだろう。

そんなこんなで今まで過ごしてきた夏休みの中で

間違いなく一番感情が凝縮されていた20歳の夏は、

第59回日米学生会議の記憶であふれている。みんな

がくれた優しい言葉や手書きのJASCメールは、あ

の戻らない時間は、夜の砂漠を照らす一番星のよう

に高く遠いところで輝き続け、振り返るたびにキラ

キラ光り、迷った時には道しるべとして導いてくれ
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会議は、「変える」ことができる人、すなわち自分

を「変えられる」人が集まっているから面白い。こ

の会議は､多くの人の数え切れない努力の塊であり、

そのすべての人たちに感謝を込めながら、このよう

な会議がこれからも続いていくよう祈っている。

「ありがとう、そしてこれからもよろしくお願いし

ます｡」

る気がする。70年前からいろんな化学反応をとげつ

つも変わることのない想いを引き継ぎ、消化し、次

代に残していくこの素晴らしさを、日米両国の学生

に一人でも多く感じてほしい。心からそう願う。

杉山亮太

いつまでも続くと思っていたこの会議が終わった

ことがいまでも信じられないでいる自分がいる。も

ちろん会議自体は今後も続いていくし、友情が切れ

ることもないだろう。自分にとって、日米学生会議

は、学生生活のすべてになっていた為、突然もう終

わりだよといわれても、それを受け入れられないで

いた。感想文を書き渋っていたのは、そこで終わり

なんだと改めて実感しなくてはいけないからだっ

た。初めて16人の実行委員が結成されてから一年、

本当に最高の仲間ができたと思う。会議初日、一年

ぶりに再会し、抱擁を交わし、初めて第59回日米学

生会議の参加者が全員揃った事を実感したとき、な

んともいえない感動だった。そのとき、今までの苦

労はすべて吹き飛んでしまった。「Everydayisthe

lastdayofJASC,makethebestoutofit.」という

目標を掲げ、プログラムのひとつひとつ自分のでき

る最大限でこの機会を活用すべ<努力した。東京、

秋田、広島と会議が進むにつれて、その思いは強く

なっていったが、京都に着くと思いもよらないトラ

ブルの連続に、プログラムに参加できなかったり、

参加者と夜話したりできなかった事が非常に残念だ

った。とはいえ、一番力を注いだファイナルフオー

ラムが成功を収め、新実行委員も決まった。もう明

日アメリカ側の参加者は帰ってしまうという最後の

Hの夜、アメリカ側実行委員の一人、アリッサと話

したことを忘れられない。"Doesfriendshipreally

lastforever？Ifwedon'tmeet,willourfriendship

justfadeout?"という質問に答えられずにいたが、

"Itisuptous."といってハグするしかなかった。

日米学生会議の本当の価値は、会議参加者間の絆の

深さにある。これを絶やさないこと、これが自分に

とってのこれからの目標である。1t'syouwhocan

makethedifference.何かを変えたいとき、それは

自分を変えることから始まるのだと思う。日米学生

高井竜輔

分科会、フォーラム、スペシャルトピック。本会

議終了後三週間程を経た今でさえ、会議中の様々な

光景が目の前に蘇ってくる。

1ヵ月間に及ぶ本会議の間、人種も国籍も異なる

72名の若者が海を超えて集う。類いまれな知性でデ

ィスカッションをまとめてくれた彼、卓越したリー

ダーシップと運動能力で陸上のヒーローとなった彼

女、プロ歌手顔負けの歌唱力で皆をうっとりさせた

あの子に、独自の恋愛論を語らせたら右に出る者は

いなかったアイツ・・・。様々な“特技”で会議に

花を添える彼らの傍らで、実行委員でもないのに率

先して荷物を運び、ゴミを集め、他の参加者の体調

を気遣い、黙々とスライドの編集をしてくれた人た

ちがいた。言わば裏側から会議を支えてくれた多く

の参加者の姿に、胸が熱くなった。

サンフランシスコ、昨年の夏。心の底から会議を

満喫し、この会議を作り上げてくれた実行委員と参

加者に感謝がしたい。その一念だけで壇上に立ち、

スピーチを行った僕に一年後の会議をどうしたいか

なんて見通しは全くなかった。

会議の余韻も醒めやらぬまま始まった実行委員ミ

ーティング。毎回山のような資料を作り、目を輝か

せて会議の理念や展望を語る他の実行委員を前に、

乗り切れない自分がいた。彼らが語る「相互理解」

や「信頼醸成」という言葉が、実体のない、上滑り

したものに感じられた。1ヵ月先の見通しも無い中

で日々振られる膨大な仕事に対応していくのに精一

杯で、59回会議の理想を思い描く暇などどこにも無

かった。

変化が訪れたのは、年が変わった三月も終わりの

時期だった。選考作業も佳境に入り、28名の参加者
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の内、数少ない残りの枠を何人かの候補者で争って

いる。そのとき初めて（或は一年間の活動を通じて

最も激しく）、実行委員のエゴが表面化し、衝突し

た。ある者は分科会の都合を優先させ、ある者は会

議全体のバランスを考えて候補者を推した。選考中

ずっと感じてきた違和感がピークに達した僕は言っ

た。

「集まった人たちが会議を作るんだろ？自分たちで

作った基準に適合しない人間を弾くなんて、どうか

している」

この発言が奇貨となって、それまで黙っていた他

の実行委員も次々に口を開いた。選考合宿中一番長

くハードな議論が幕を開けた。仮借ない応酬の末に

辿り着いたのは、個人的な利害や感情で参加者を推

薦している実行委員は一人もいないという事実だっ

た。

実行委員の誰もが、59回会議を最善のものにした

いと強く願っていた。しかしながら、何を以て最善

とするか、そこの部分にズレがあった。参加者を選

ぶまでの6カ月間、日本側実行委員八人を結びつけ

てきた会議の成功という理念。その理念の内に潜ん

でいた微かな不協和音が、参加者の最終決定という

土壇場になって軋みを挙げ、噴出したのだった。

何を以て会議の成功とするのか、思うところを洗

いざらいぶちまけ、共有する作業が続いた。涙を見

せる者もいたこのプロセスを通じ、漸く全員の思い

が反映された理念が形になったと感じられた。異な

る絵筆と絵の具を持ちながらも、ひとつのキャンバ

スに向かって絵を描くようにして会議の全体像を得

た僕らは、妥協でも讓歩でもなく、共に会議を作り

上げる28人を選ぶことが出来た。そこから先は、簡

単だった。分科会、財務、サイトコーデイネーティ

ング。会議の「成功」を目指し全身全霊で駆け抜け

た。（進路への不安やプレッシャーへの弱さから、

JASC'､100%切り替え打ち込むのが遅れたことは悔

やんでも悔やみきれない）

日米学生会議とは何か。一年間の実行委員活動を

通して何を得たかと問われれば､人であると答える。

会議を作り上げるのは人であり、人に影響を与え、

人を変え、人をつくるのは常に人である。確かに、

ひとりの力には限界がある。しかし、ひとりは他の

ひとりを変えていける。

僕は信じる。人の力と、人が人を変えていく可能

性を。これほどまでに単純でいて、だが普遍的で力

強い事実に自分の目を開いてくれた日米学生会議に

はいくら感謝してもし足りない。

最後に、一年間を共に過ごし、悩み、笑い、ぶつ

かり合い、今となっては家族以上恋人未満のような

第59回日米学生会議実行委員会のみんなに改めてあ

りがとうと言いたい。お調子者で、仕事が甘く、夢

見がちでああだこうだ言ってるだけの男を厳しくも

優しくも見守り続けてくれ、しっかりした仕事ぶり

できちんとフオローしてくれた皆がいてこその会議

の成功だった。そして、そんな実行委員の面々をさ

らに大きな温かい目で見守ってくれた参加者のみん

な！本当にありがとう。いい出会いと忘れられない

思い出に満ちた一年だった。

この前、吉祥寺にいいお店を見つけたんだ。一年

後のミーティングの続きは、そこでしようぜ。

高野恭平

私はこの日米学生会議で何を得たのだろう。自分

の所属する暴力と平和の分科会では参加者が泣き出

すほどの直情的な討論ができた。これほどの熱い議

論はなかなか経験できるものではない。また、寝て

しまうのがもったいないと思わせるほどの魅力的な

友人たちとの出会いもあった。こちらも日米学生会

議から私に与えられたとても大切なものだ。

では、これで十分だったのか。これらは多くの

方々のご協力、そして莫大な予算に値するだけのも

のなのか。本気で世界平和を目指し太平洋を渡った

歴代の志に応えられるだけのものを、この会議の中

で私は見つけられたのだろうか。そうした想いが私

の肩に重くのしかかる。ときに素直にはしゃげなく

なる。私の悪い癖だ。必要以上に責任を感じてしま

う。今までの人生の中でも、そういった重みに負け、

つぶされかけそうになったことも一度や二度ではな

い。しかし、重りはときに人を動かす原動力となり

うる。地球の引力に縛られ地を這うことしか許され
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事前学習を重ねるごとに不安よりも"Exciting"な

気持ち、前に進まなくてはいけない、という思いが

高まっていった。しかし、いざ本会議がはじまる直

前になると、その"Exciting''な思いよりも、これ

から1カ月集団生活する事に対し、そして皆の議論

についていけるか、などという不安で逃げ出したい

気持ちが出てきた。

なかった少年が、空に想いを馳せ、ついには飛行機

を作りだしたように。

1934年、数人の強い意志から日米学生会議は始ま

った。私はその想いをしっかりと背に背負い込み、

これからも一歩一歩前進していこうと思う。自由に

飛びまわる鳥たちに憧れながら。

竹内菜緒

一人で持てないほどの大きなスーツケース（多分

ジャパデリでは一番大きかったと思う。アメデリで

一番のSamには負けたけど。笑）をもって、いざ本

会議へ挑んだ。直前になって不安が再発した私だっ

たが、いざ会議に参加してみると・・・結論から言

うと、70人の仲間との1カ月は本当に素晴らしかっ

た。素晴らしい、という言葉では抑えきれないほど。

色々なことに驚かされ刺激され、知的好奇心が高ま

り充実していた毎日だった。JASCを通して、普段

気づくことができなかった色々なことに気づかされ

た。いつも行っている新宿もJASCerと行けば、そ

こには普段とはちがう空間が広がっていた。日本だ

けど、日本ではないようだった。人と出会える奇跡、

そして出会った人とコミュニケーションできる幸せ

と素晴らしさを感じた。コミュニケーションとは、

他者を理解し、かつ他者からも理解されようとする

過程のことを指すが、JASC中その過程を感じるこ

とができた。たとえ価値観が違う相手がいたとして

彼らの考えに賛同することができなくても、その

｢過程」を上手く共有することができれば、良いコ

ミュニケーションを取れたと言えるだろう。人との

出会いによって今まで気づかなかったものに気づか

される可能性が広がるのもコミュニケーションの魅

力でもある。自分が、“意味”を見出していくのだ

から。私にとってJASCは考える「きっかけ」を与

えてくれる場であった。

JASC中に辛かったこと．悔しかったことも沢山

あった。その中でも一番印象的なのはRTでのこと

だ。私の所属していたRT内では、アメデリとの意

見のすれ違いがあった。彼らのアイディアに納得が

いかないのに、自分の意見をなかなか言い出せなく、

そうしているうちに話し合いだけはどんどん進んで

“毎日楽しいけど、何かが足りない。このまま大学

生活を終わらせていいのか｡”

－そんな自分の大学生活に疑問を感じ始めていた

時、ふと大学のメールボックスに入っていた1枚の

チラシ（フライヤー）を手にとった。普段はそんな

チラシなどそのまま捨てる事がほとんどなのだが、

なぜかあの桜と星が散っている青いフライヤーは私

の目に留まった。これが、後に私の大学生活に刺激

が強すぎるくらい最高の“スパイス”を与えるきっ

かけとなった。

桜が舞う春、日米学生会議の参加が決まった。受

かると思っていなかったので、最初は嬉しいよりも

驚きの感情のほうが大きかった。激励会に参加した

時、頭が良さそうな（実際にとても頭がきれる人た

ちだ｡）実行委員や参加者に初めて会って、自分は

とてつもない会議に参加するんだ、と初めて気づか

された。日米学生会議に参加することは、それはと

ても名誉な事であり、そして素晴らしい経験（その

日、"LifeChangingExperience"という表現を10

回以上聞いた｡)になることは間違いないと、会議

経験者は口をそろえた。その後の春合宿の際に、参

加者と深い交流をしJASCの“すごさ”を確信した

と同時に、正直不安を覚えたのも事実である。そろ

いもそろって優秀でキャラが濃い参加者の中、自分

は果たして会議に貢献できるのか、そして本当に

JASCに参加していいのだろうか？

本会議前の事前学習は、とても充実していたし、

それによってJASCへのモチベーションもあがって

いった。テレビ局や広告会社、カリフオルニア大学

の教授との勉強会etC･･･大学でメディア・コミュニ

ケーションを勉強している私にとって、全てが魅力

的なもので､案の定とても素晴らしい経験となった。
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いった。本当に辛かったし悔しかったし、自分が情

けなかった。ある時、他のRTにいる友人に自分の

思いを聞いてもらったところ、その思いを皆に伝え

たら？と言われた。でもそうしたら、またRTの方

向性を変えることになってしまう…。しかしこのま

ま終わりたくなかったので、空気を読めていないこ

とは承知だったが、思い切って皆に自分の考え、メ

ディアに対する思いを伝えた。RTディスカッショ

ンの流れを乱すような意見だったのに、RTの皆は

私を受け入れてくれた。「今まで気づかなくってゴ

メンね。Naoの意見を言ってくれてありがとう」、

とJessaに言われた時、涙がとまらなかった。その

時、辛いことや悔しいことを克服できるのは自分し

かいないと気づいたと同時に、JASCという素晴ら

しい環境におかれている幸せを感じた。

そして、楽しかったこと・・・ありすぎて何をど

こから話していいかわからない｡JASC中の楽しか

ったことを頭に描くと数々の場面がでてくる。新宿

でガールズナイトを企画して皆をしゃぶしゃぶに連

れて行ったこと。六本木のクラブで大勢のJASCer

と踊り狂ったこと。Susannahと映像の素晴らしさ

やお互いが作った映像について話したこと。秋田の

ホームステイ先でMorganとお酒を飲みすぎて、お

なかを抱えて笑ったこと。皆で輪になって折鶴を折

ったこと。アルファベットで"JASC''とマヨネー

ズで書いた広島風お好み焼きを作ったこと。宮島で

鹿にスカートを食べられそうになったこと。毎晩の

ように誰かと遅くまで語ったこと。姫路城でちょっ

とはしゃぎすぎちゃったこと。京都でTJがRTのメ

ンバー全員の似顔絵を書いて皆で笑ったこと・・・

他にも多くのシーンが鮮明に頭に浮かぶ。

そして何よりも、JASCは私にとって「挑戦」の

場でもあった。これがLifeChangingExperienceか

どうかは、現段階ではわからない。だけどJASC

は私にとってLife"Challenging"Experienceであ

り、自分自身を見つめる素晴らしい機会となった。

RTはもちろん、一つ一つのフオーラムで刺激を受

けた。そして何よりも70人の仲間と本音で話せたこ

とが良かった。

JASC中に感じた感情を一つ一つ挙げていくとき

りがないので、この辺でストップにしようと思う。

ここで書いたことは、ほんの一部である。最初に言

ったように、全てを文章にあらわすことができない

し、JASCを形容するのは非常に難しい。表現にも

限界があるようだ。ただ一つ素直な気持ちを言葉で

表すとしたら、こんなにもJASCから得るものが大

きいとは思わなかった。半年前は全く知らなかった

70人の素晴らしい仲間との絆。JASCは、そこらへ

んにあるサークルとは全然違う、私が求めていた以

上のものだった。

幸運にも、私は第60回の実行委員を務めさせてい

ただくことになり、来年も本会議に参加することに

なった。まずは私が1年前見たような素晴らしいフ

ライヤー、ポスター等を作って1人でも多くの人に

この素晴らしいJASCを知ってもらいたい。そして、

ただ「楽しい」だけの会議でなく、一人ひとりの参

加者に、そして社会に「意味」がある会議を作るべ

く、この1年JASCに精一杯力を注ぎたい。“笑顔”

で第60回を最高の会議にすること、ここに誓う。

Thankyouverymuch

武田尚樹

JASCに応募したのは、自分をもっと良く知りた

いという思いからである。日本で生まれ、生後6ヶ

月から12歳までアメリカに住み、アメリカ人だと思

って育った自分。そして、日本へ帰国して、アメリ

カ人ではないことがわかった自分。日本では7年間

自分のアイデンティティーを探しながら過ごしてき

たある時、日米学生会義のチラシが目に入った。日

本とアメリカ。自分が探していたものがここで見つ

けられるかも知れない！そう思い応募した。目的を

達成できたかどうかはわからないけど、想像してい

た以上のものをJASCは与えてくれた。

春合宿、"Alifechangingexperience"って聞い

たとき正直、"whatever,whatcanamonthdoto

someone'slife?"って思った。Well...itdidalot｡

JASCを通して自分は社会のために何ができたかは

定かじゃないけど、人生で初めて、社会のために働
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きたいと思った。今まではアメフトとかで自分のた

め、チームのために努力したことはあったけど、社

会のために努力しようと思えるようになったのは

JASCのおかげだと思う。そしてわずかではあるか

もしれないけど、自分にも何か貢献できるものがあ

るのではないかと思わせてくれたo

ついて話し合えたことは貴重な経験だった。俺みた

いな無知な学生に耳を傾けてくれたことを本当に感

謝しています。

高井くんのJASCLOVEについてHostFamilyと

話したのは今考えると爆笑1CaseyとHostFather

の宗教と戦争の関係についての意見の違いとかもお

もしろかったし。TJも含めてみんなで食べたHost

Motherの美味しい家庭料理は忘れない。ありがと

うございました。

白神山地は想像以上の美しさだった。そしてガイ

ドさんのギャグの"T"は大変だった。特にブナッ

コリーのギャグは本当にどうしようかと思った。

SpecialTopicsでのKendallの友達がRonaldを盗ん

だ話は爆笑だった｡あとK(and"11の秋田での6.H…1111"

と"Whatabout?"も。

俺と進司とジブで夜、Couple探しに行って、結局

見つけたのが酔ったマシューとひろりゅうというな

んとも言えない落ち。

俺とJazzで竿燈祭りを真ん中で見てたときラッキ

ーなことに竿燈が倒れてきてそれを持つことができ

た｡Jazzに"Take!Yousavedmylife!"って言わ

れて、大げさだけど、初めて人の命を救ったかも笑。

宮島はめちゃくちゃ楽しかった。小川でゆうきに手

で押し合うやつで負けたのは悔しかったけ

ど・・・･ズボン濡れちゃったし。広島風お好み焼

きもおいしかった！

広島の学生を交えて平和について真剣に考え、語

り合うことは自分にとって一生に一度の経験で、学

ぶことがたくさんあった。逆に自分はなにを与えら

れたかと思うと悲しくなる。

Ayaと先頭をきってホテルに帰るときに、毎回間

違った方向に曲がって、BoとMarquitaに注意され、

二人で方向音痴であることを再認識した。そのあと

Nancyとキャシーの部屋でSchlachetが登場したと

きの涙がでるほどの爆笑。

清水寺で真田さんに仏教について教えてもらって

初めて自分の宗教について考えることができた。そ

のあと八ツ橋を試食しまくって、晩御飯が中華の食

べ放題で後悔しまくったのを覚えている。

キヌセミとNaziCampの関係性についてBradと

何よりJASCは楽しかった。みんなで笑ったり、

泣いたり、自分の人生の中であんなに充実した1カ

月はいままでなかったと思う。そして、大変勝手な

がらその1カ月で強く印象に残っている思い出を書

き並べさせて頂きたい。

ThefbllowingaremybestJASCmemories:

毎晩389での“会議”はさすがに秋田に行くころ

には体が持たなかった。進司とりょうちゃんは本当

にすごいと思った。

世界銀行フォーラムのテレビ電話でのスピーチは

楽しかった。えり、Hiro，マシュー、場違いなスピ

ーチをしちゃって申し訳ない。

RTDinnerでお菊が鶴の恩返しをAmedeleに熱心

に説明してて、「こいつやる！」って思った。

居酒屋でぼったぐりにあいそうになって出て行っ

て（とつき－ありがとう！）、そのあとコンビニで

お菓子を買いまくってみんなで食べたあのアクシデ

ント。

Alissaとお互いのアイデンティティーについて話

して、答えが見つかったわけじゃないけど、多くの

人が同じような悩みを抱えていることがわかった。

スキットは両側とも爆笑で特にあのMoのParis

Hiltonのimpressionは最高だった。"Ididn'tknow

sakehadalcohol"笑。その日Boと俺とお互いプレ

ゼント忘れてgift交換のふりしてたなあ～o

CapturetheFlagで転びながらセーブしたのは正

直恥ずかしかった。その後足撃ってもっと恥ずかし

い思いしたし。

お台場でえり、Bo，Mo，Lindseyとのプリクラ

は最高だった！たぶん人生のなかでのべストプリク

ラショットだったと思う。

横須賀米軍基地でKelly少佐と真剣に安全保障に
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の話、Hidemi達とのEC話での異常な盛り上がり、

なおの古い情報の提供、キヌセミではCu㎡ewがあっ

た分みんなと楽しい会話ができた。

ファイナルフォーラムが終わったときの達成感は

なんともいえない。唯一の後悔がもっと日本側の意

見を反映させたかったつてこと（マリー、お菊、詩

乃、亜紀ごめん)。

そして8月20日・・・お別れのときの涙。さよな

らを言うのは慣れているけど一度にあれだけの人数

にお別れを言うのはさすがに耐えられなかった。バ

スが行ってしまったあとHidemiとおもいっきり泣

いて、来年のJASCの成功を誓った。あのあと表情

一つ変えないれいるいに二人とも慰められたことは

今考えると恥ずかしい・・・。

ディスカッションに参加をしている姿を目の当たり

にしました。メディア分科会のディスカッションに

おいても英語の細かい間違いは気にせず、まず自分

の考えを伝えようとする熱い姿を目にしました。ま

た、学生会議全体を運営する実行委員の姿にも刺激

をうけました。会議の計画、予算、広報、リクルー

ティング等、すべてにおいて学生である実行委員が

舵をとり、会議を進めていきます。特に印象に残っ

ているのは、関西での広報活動に協力した時の実行

委員の姿です。重圧感をもった企業の役職につかれ

ている方を相手に、会社からの協力や協賛金をいた

だくために学生会議を強くアピールし、失敗し断ら

れることがあっても、下を向かず積極的に行動する

姿が目に焼きついています。同じ学生がここまでで

きるなら、学生の自分も自分独自の考えさえあれば、

失敗を恐れることなく自分の意見を発言し、自分を

信じてもっと積極的に行動することができるのでは

ないかと「可能性」を強く感じました。

日米学生会議に参加し、もっと発言や行動をすれ

ばよかったと「後悔」を感じると同時に、積極的に

堂々と発言、活動する仲間の姿を見て、自分もやれ

ばできるのではないかと「可能性」を強く感じまし

た。来年の4月から、私は企業で働きます。同じ

｢後悔」を繰り返さないため、自分が感じた「可能

性｣を強く信じて何事に対しても積極的に取り組み、

自分自身を成長させていきたいと思います。

最後に、こんなすばらしい機会を与えてくれた59

回の参加者、特に実行委員に心から感謝したい。こ

の1カ月は本当に楽しかった。一生の仲間、そして

一生忘れられない思い出ができたと思う。みんなあ

りがとう。

土岐吉史

日米学生会議を振り返ると「後悔」と「可能性」

と2つの言葉が思い浮かびます。

英語の壁、アメリカ人学生との目まぐるしく意見

の飛び交う、早い展開のディスカッション。日本語

であれば考えを伝えることができるが、英語の壁を

必要以上に考えるため緊張と不安に自分の意見が押

しつぶされ、一歩踏み込んで発言することができま

せんでした。今振り返ると、英語の文法や単語のミ

スなど気にせず、発言をすればよかったと感じるこ

とがあります。完壁な英語を話すよりも、自分独自

のアイディアを発言し、自分の考えを参加学生と共

有することが重要です。考えを共有することで新た

な考えが生まれるため、ディスカッションの意味も

増すことになります。そこに気づかず、黙っていた

自分に「後悔」の念を感じます。

しかし同時に、「可能性」を感じることもできま

した。同じ学生がアジアユースフォーラムで英語ス

ピーチをし、秋田フォーラムでは英語によるパネル

平井麻祐子

56回の報告書に顔を突っ込んで、読んでいた､､、

大学生になるのが待ちきれなかった、あの時から

3年、私の夢は叶った。

JASCとは一体何だったのだろう。

本当のところ、未だにJASCというものの存在が

自分の中で大きすぎ、消化し切れていないのだと思

う。その証拠に未だ周りの人にJASCを説明する際、

上手く説明できずにいる。お土産話も、断片的でフ

ァンタジー小説のハイライトの部分だけを切って貼

り付けたようなものだ。
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ただいま言えることは、先輩方の言葉を借りるな

ら、「自分が、自分でいられる場所」であった。

普段の大学生活でも、今までの人生の中でもこれ

程、個の尊重と尊敬が自然に守られている空間に出

会ったことがなかった。当たり前だと思っていたそ

の環境から離れた今、71人の個性あふれる人々が共

鳴していた環境が懐かしくてたまらない。もう

JASCが終わってしまった事実を思い出すまでに朝

起床後に時間がかかるほどだ。

しかし、ただ自分が自分でいられるという言葉の

意味は、現状に甘んじるということではない。

FellowJASCersl人ひとりに尊敬すべき点が多々

あり、私にとってのrolemodelであった。そんな70

人が周りに四六時中いるというのは、自分の限界を

ひしひしと感じなくてはならないということであ

る。自分に何が出来るのか、改善点は何か、今どう

してそう考えるのか、毎日の1分1秒が私にとって

の成長の機会であった。あの言い回し、気配り、リ

ーダシップ、ヒューマニティ－､､、今も私の目標で

ある。

会議の終盤、私は周りのJASCerたちに、こんな

ことを言っていたと思う。

｢大学生活がこのままJASCであればいいのに｡」

大概のJASCerは「このまま続いたら体力が続か

ないよ!JASCに殺されちゃうよ！」などと笑いな

がら言い、持てるエネルギーをすべてつぎ込んでき

た自分たちの会議の終わりを少しでも思い出すまい

としていた。しかし不意に口からでたその言葉に私

は自分のJASCに対する気持ちを一番表していたと

思う。毎日が実りのある学習であったJASC、それ

以上の学習はないと思ったから口から出た言葉だ。

今まで知らなかった学術的分野への学習意欲も湧い

た。また、人は宝である。議論は心から楽しめるも

のである｡衝突は避けられない､避けてはいけない､、

など人生における教司||も経験から学んだ。単純に考

えてみれば、全くバックグラウンドも、考えも異な

る71人が集まり、議論し、共同生活をしている環境

は滅多にあるものではない！

ていないように思うのはなぜか。それは本当に

JASCから得られるもの大部分、「経験」として語れ

るものというのは、そして学生である私たちが成果

を生み出したといえるのは、これから先の選択が重

要であるのだろうと私は思っているからだ。この

JASC確かに私の人生の中でゆるぎない地位を占め

ているが始まりに過ぎないのだ。この経験を顧み、

語り、学びを実践することによって、これからの人

生の局面でどれだけJASCの経験が生かされてくる

か、今以上の意味を持つものに出来るかが決まるの

だ。

あれだけ悩んだJASCの意味も、自分自身の貢献

の仕方も、59回のこの報告書を読みながら考えよ

う！

よかった、私のJASCは、夢は、まだ終わっていな

い11

廣瀬裕子

2006年8月末。第59回日米学生会議の準備を開始

した。

私にとっては、日本語でのミーティング、全く異

なる性格の仲間、「日本人」として日本のあらゆる

側面を紹介し、アメリカ側参加者の滞在をなるべく

ストレスレスなものにしなければと自分にプレッシ

ャーをかけ、かなり緊張していた。

実行委員という経験は、58回会議では完全には向

き合っていなかった仲間と向き合う機会を与えてく

れた。好みも仕事の進め方も性格も育った環境も全

く違う8人のJEC。この8人でどんなチームとして

やっていけるか、何度も考えたことはあったが、共

通に持っているものは58回会議の思い出と、共に会

議に参加した仲間を大切に思う心。そして、59回を

史上最高の会議にするという目標だった。これが59

回の準備に力一杯取り組む根本にあったのではない

かと思う。同じ想いをAECも共有していることを

メールやオンラインミーティング、そして特に本会

議で確信した。毎週のミーティングや日々のメール

交換を重ねるごとに、正直に自分の考えを伝えられまだJASCの全貌を、私のJASCの経験を書ききっ
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る心の底から信頼する仲間となっていた。 それぞれが自分の周りの環境を設計し、絆を通して

形作る力を持っている。

自分とは全く異なる人と共に同じ目標に向かう機

会を与えてもらったことに心から感謝している。そ

れぞれの違い、長所と短所が融合する。私たちの場

合はでこぼこのパズルのように融合して、すばらし

いチームが生み出された｡最初はぎこちなかったり、

フラストレーションがたまっていたりしたミーティ

ングも、最終サイトではミーティングを行わなくて

もスムーズに運営が出来る程、チームとして団結し

ていたように思う。それぞれがベストを尽くし、刺

激し合い、励まし合い、支え合った。16人いなけれ

ば、この会議は成り立たなかった。71人いなければ

この会議は成り立たなかった。

留学中のバークレーの町を歩いていて、ふと本屋

さんの前で立ち止まる。

｢あ、この本、アダムが好きそうだな・・・読んで

みよう｡」

あの人が興味のあることがもっと知りたくて、も

しくは考え方の理由が分からなくて、もっと話がし

たくて、それが×70人以上となり、自分のアンテナ

が自然と広がっていく。そんな風にJASCで出会っ

た方々、そして参加者一人ひとりのimprintは確実

に私の中に残っている。

今一人ひとりと感じている絆と信頼を、お互いを

受け入れる感覚を忘れずに、心を開き、ステレオタ

イプを乗り越え、人を信じる力をこれからも養って

いきたい。

広島サイト、予算、財務活動、メディアへのアプ

ローチ、アメリカ側とのリエゾン、色々なことにチ

ャレンジさせてもらい、一つ一つから学んだ事は計

りしれない。しかし、全体として学んだ事は、

JASCを通じて築いてきたものは、「絆」であるとい

うこと。この絆は参加者の間だけでなく、後援団体

の方々、アルムナイの方々、様々な企業の方々、そ

れぞれのサイトで協力していただいた方々、JASC

の活動を通じて関係を築いて来た全ての人々と結ん

できたものである。仕事として何かに取り組むので

はなく、「絆」を意識して、一人の人間と向き合う

ことを意識しながら人と接することで、仕事は仕事

でなくなり、新しい可能性が生まれる。

廣田隆介

JASCが終わって早三週間・・・未だに夢には

JASCerがごろごろ出てくるし、朝起きればみんな

のいびきが聞こえてくる気がしてならない。これ程

ヒドいJASCシンドロームに襲われているのは自分

だけかと思っていたら、他のデリのFaCebookや

mixiの日記を読んで、あながちそうでは無さそうだ

と気付いて、ホッとしたりもする。そんな奴らの日

記やWallにコメントを残せば、「時差なんか関係な

いぜ」って勢いで返信が返ってきて、それを見て一

人ニヤニヤする自分。学校や他のコミュニティーの

友達となんか全然連絡を取らずに、JASCワールド

にしがみつきたがってる自分を見て、「このままじ

ゃヤバい！早く日常に戻らなきゃ！」なんて危機感

に襲われたりもする今日この頃。報告書作成の責任

者になったくせに、JASCを文章化することで本当

に59回が終わってしまう気がして、寂しくて、なか

なかこの全体感想をまとめられない自分。いくらど

うあがいてみても、この4カ月間を紙にまとめるこ

とはできなさそうだ。行く先々で聞かれる「日米学

一つでもこの絆が結ばれていなければ、今回のよ

うな形で第59回会議を実現することは可能ではなか

った。一人ひとりに深く感謝を申し上げ、これから

先、私自身も色々な絆を築いていく事で、私からも

何か与えられるよう、力を尽くしたいと思う。

一人の人の笑顔に心が救われたり、

一人の人の言葉が考えるきっかけを与えてくれたり、

一人の人の努力に心を打たれ､頑張ろうと思ったり、

一人ひとりがお互いに与える影響は大きい。

一人の力には限界もあるが、可能性もある。
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生会議って何？」という質問は、もはや愚問に聞こ

えてしまってならない程だし。それと同時に、この

素晴らしい経験をJASC外の人々に上手く伝えられ

ない自分が、もどかしくて堪らない。

こんな状態で文章を書くのは申し訳ないけれど、

書いている内に何か見えるものがあるかもしれない

から、この場を借りて自分なりにJASCを振り返ら

せてもらいたいと思います。

烈な個性。しかし、不思議と打ち解けるのにはそれ

程時間はかからなかった。朝から晩まで毎日のよう

に寝食を共にし、アツいディスカッションを重ね、

時にはぶつかり合いながらも、次第に互いのことを

理解し合っていった。いや、理解し合ったというよ

りも、お互いを「日本人」や「アメリカ人」として

捉えるのではなく、「一個人」として、そして「友

人」として理解する土台ができたと言った方が正し

いかもしれない。そして一度「友達」になれば、後

は野となれ山となれ。そこには国籍や人種、言語の

壁を越えた相互理解と信頼の輪が､確かに存在した。

このような本会議の印象を裏付ける証拠は、山と

いうほどある。時差ボケと寝不足に耐えながら世銀

フォーラムを乗り切り、蒸し暑い新橋のガード下で

共にラーメンをすすった時のあの一体感。代々木公

園でアメリカ版ドロケイのようなゲームに燃え、T

シャツが搾れる程の汗を共にかいたこと◎アジアユ

ースフォーラムにおける達成感。その後クラブで全

員が踊り狂い、挙句の果てに終電を追って東京の夜

の地下を走り回ったこと。居酒屋での公開恋愛談

議・・・東京だけでもまだまだあり、もはや記憶の

ピースごとに書き出していたら、決められたA4四

枚なんてスペースはすぐに使い切ってしまいそう

だ。それ位あの夏の記憶は濃く、鮮やかに自分の脳

裏に焼きついていることにも気付かされた。このよ

うな鮮やかな記憶のワンピースを形作ってくれた全

ての人に、ありがとうと言いたい。

日米学生会議、通称JASC。大学一年次からその

存在は知っていた。大学二年次には、第58回に参加

し数段に輝きを増して帰ってきた友人を見て、とて

も悔しい思いをしたことを今でも覚えている。そし

て大学三年次の2007年夏、二年越しの夢が叶って、

ついにJASCに参加することができた。このような

背景から、自分は周りのジャパデリと比べて、かな

りの熱狂的JASC信者であったに違い無い。そして

それは、大学入学以後ずっと物足りなさを感じてい

た自分自身を、JASCが一気に変革してくれるので

はないかという期待感の表れでもあった。

その大いなる期待を、JASCは決して裏切りはし

なかった。普段は集団行動が苦手な自分が、ここま

でJASCにコミットすることができた最初のキッカ

ケは、やはり春合宿において尊敬できる多くの仲間

に出会えたことが挙げられるだろう。全員がアカデ

ミックな議論を難なくこなす事は勿論のこと、筋肉

自慢、コメディアン、音楽家、哲学家、旅人、冷静

沈着な人、人情味厚い人・・･JASCは本当に様々

なタレントを持った人達の集まりで、その強い個性

に最初は圧倒され、自らが埋没してしまう不安にさ

らされたことを覚えている。そして普通ならそれら

の個性は衝突し合い、結果として無秩序状態になっ

てしまう所が、JASCにはそれらが上手く調和した、

とても居心地の良い空間があった。やはりそこには、

JASCerに共通する突出した能力、つまり「人を受

け入れる能力」の存在があったと感じている。この

素晴らしい能力を発見した瞬間、自分の中で何かが

変わった。

そして、いよいよ第59回日米学生会議本会議が始

まった。異国の地からやってきた、新たな36もの強

ここまでまとまりのない徒然とした文章を書いて

きたけど、書いてみてとりあえず分かったことは、

やっぱりJASCについて文章化するなんて、現時点

ではまだ不可能だってことだ。もちろんこれらの記

憶は美化されている可能性は否めないし、まだまだ

解釈の余地があるだろう。JASCについて自分の言

葉で説明するには、相当長い時間が必要そうだ。し

かし幸運にも自分は、もう一度このJASCに参加す

るチャンスを得ることができたらしい。そして今自

分は、過去の参加者がどれ程このJASCを愛してい

るかを知っている。この責任は、極めて重い。そん

なJASCを愛する全てのデリ達の思いを胸に、JASC
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のバトンを次の世代に繋いでいくプロセスを、他の

15人の仲間と共にしっかりと作り上げて行きたいと

思う。

が主原因であったが、悔やまれる。

次に人との出会い。

特別な意味での出会いは「鹿」としかなかったが

(笑)、広い意味での出会いはたくさんあった。これ

もやはり会議が始まる以前から求めていたものであ

った。

バックグラウンド（国籍、環境、大学、宗教、食

生活etc)が異なり、「違い」を知ることができた。

例えば、大学。日本は授業を適当につめ、適当に

通い、適当に単位を取得し社会へと進む。しかし話

をした人の大学では授業は少ししか取らないが、そ

れにかける時間や気持ちの違いを知った、こういう

大学生活もあるのだなとも。

あるいは例えば一緒に出かけることがあると僕や

僕の友人などは多少不快なことがあっても、あるい

はあまり求めていなくても拒否したり、不平を言う

ことはない。しかしある人は思いのままに表情、態

度、言動に出していた。僕自身、不快に感じるのか

なと思っていたが、この人はそういうものなのかと

思うと、意外とそんなに不快な気持ちにならないこ

とを学ぶことができた。少しこれには驚いた。

一人ひとりの顔を思い出すと限りないエピソード

が綴られそうなので、これについてはここで筆を止

める。

古屋佑樹

日米学生会議にはいろいろな動機、希望をもって

臨んだ。

それらが達成されたかどうかはわからない。

充実していたなと思う、また思いたい自分がいる。

しかし一方で、しっかりと「形」としてつかめたも

の、得たものが何かあるのかと問われると一瞬エア

ーポケットに落ちたような気分にならないこともな

い○

感想をつづりながら、自身が得たものを振り返っ

てみたい。

そもそもは英語でディスカッションをする。それ

によって自身の英語能力を鍛えることができる。こ

ういう（浅薄な）理由で興味を持った。

分科会、スペシャルトピック、各フォーラム…さ

まざまな機会を通じて英語でディスカッションをす

る機会はあった。その中で自分の意見を発信するこ

とができたなと思う瞬間はあった。これには満足を

覚えている。しかし一方で他の人が発言している内

容が分からない瞬間が訪れ、そこから「分からない

スパイラル」に陥ってしまったことがあるのも事実。

自身の英語能力を情けなく思い、また分からないと

きに分からないと表明することができない自分自身

にも腹が立つこともあった。

しかし悪いことばかりでもなかった。広島フオー

ラムでディスカッションをリードしたときはグルー

プの議論をどう進めるのか他のリーダーとじっくり

話し合うことができた。その際にお互いの考えで共

通すること、相違することが洗い出され、刺激され、

興味深い体験だった。またディスカッション自体も

うまく運び、達成感があった。

一方で世銀でのディスカッションコーディネート

はうまくいかなかった。どう進めるのかということ

を他のリーダーと話し合うことができなかったこと

相互理解について。

上記のように違いがあることは分かっていた。だ

からそこをお互い理解しあうことが必要な面もある

だろうし、ぜひしたいと思っていた。

おそらくこれは達成された、というかより正確に

言うと既に達成される環境ができていた。というの

はアメリカから来る学生も理解しようという姿勢で

おり、特に利害が対立することもない。このような

条件下でお互いを理解し合えないということがあろ

うか。できないとしたらそれは「子供」だと主観的

に感じる。

しかしその中で、理解はしあえても歩み寄ること

ができない面はあったことは否定できない。

例えば世銀での環境で、温室効果ガスを排出する
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解者であったり理想的な人物像を追い求めて、探し

回っているだけでは自分はあまり変わらない。

自分と異なる価値体系に生きているように見えて

親近感が持てない人、一瞥して通り過ぎてしまいそ

うな人にこそ、何か学べることはないかと、丁寧に

向き合ってみることの方が、自分の視野を広げてく

れるように思う。

そして、人から素直に学びとるためには、やわら

かい感性をもち、できるかぎり自分自身が相対化で

きていなければならない。心に余裕をもっていなけ

ればいけない。そして、人から学びながら自分もま

た澄まされていく。

自分を知らないために、「人」から学べず、自分

の価値観を「人」に投影してありがたがったり非難

したりだけでは、もったいない。やはり、自分自身

の基準とする人間像から人を測りがちで、安易な人

物評は、自身の価値観が色濃く出たものにとどまる

ことも多い。自分を知ることなしに、人を知ろうと

しても、見えないものが多い。

人と出会い学ぶと、自分の気持ちや考えのバリエ

ーションもゆたかになる。人のいろんなリズムにふ

れて、それに呼応することで感覚もゆたかになる。

そして、何らかの形で感化されて、自分に変化があ

る。しかも、人間ってそれぞれにおもしろくて感動

的！と思わせてくれる。

これからそれぞれに変わっていくだろう70人の仲

間に、この先もずっと学んでいきたい。

ことはよくない、削減しなければならないという発

言に対して、経済成長の観点から削減することはで

きないとする意見、あるいは温室効果自体存在しな

いという意見が乱立した。お互いに理解を示すこと

はできてもそこには「Yes,but…」の世界が待って

いた。交渉とは違うので歩み寄る必要性はないとは

言えるが、理解の先には歩み寄りができてもよいの

かなと感じた。

飲み会。

楽しかった。

スポーツ。

楽しかった。同じ人間だなと思えた。

ダンス。

楽しかった。同じ人間とは思えなかった。

日米学生会議。

楽しかった。本当に楽しかった。

何を得られたのか、何が足りなかったのか、また

振り返る必要はあるけどこれだけは確かなことだと

断言できる。

参加してよかった。

この機会を作ってくれた実行委員のみんな､協力、

援助してくだっさった方々にお礼申し上げます。あ

りがとうございました。

本郷亜紀

「第59回日米学生会議」それは、予想外、いや予想

以上の出来事ばかりだった。間違いない。京都は私

の普段の生活の場である。それにもかかわらず、

JASCerと共に過ごした京都はいつもとはまったく

違う非日常だった。何がちがうのか。なぜちがうの

か。理由は単純で、そこにJASCerがいたからであ

る。真剣に考え、真筆に受け止め､投げ出さずに理解

しようとするJASCer一人ひとりの姿勢や71色の個

性が、何か不思議な何か特別な空気を醸し出してい

た。

堀沙織

どんな人にも学ぶべきところがある。向かい合っ

て話をすると、その人にしかないものが見えておも

しろい。ふいに出る言葉や行動も、他でもないその

人から出てくるもの。考え方や選択のしかたも、習

慣なり経験のつみかさねから導かれたものであった

りするのだ。本当にさまざま。

たくさんの人と出会っても、その中に、自身の理
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「一生懸命」遊ぶときも学ぶときも休むときも、常

に真剣に取組む。

私は、自分の中に何らかの大きな変化が起こるこ

とを期待して応募した。しかし、JASCで何を得よ

うか抽象的なことばかりでどこか掴めない。それで

もこの機会を最大限に実りあるものにしようと、自

分に課したルールである。

直前合宿に向かう前、私は、JASCに参加するた

めに書いた小論文をもう一度読み直した。自分は、

何をこの1カ月で学びとることができるのか。一番

意識していたことだが、一番不明確なことでもあっ

た。英語でのディスカッション、1カ月の集団生活、

相互理解…予想できることをいろいろ書いていたが

どれもこれもまだぴんとこない。

しかし、東京で日本側参加者のみんなと再会した

瞬間、それは、最初から決めてしまうことではない

し、掴めるものでもないと思った。本当に様々なバ

ックグラウンド、才能をもつ人々に出会い、話し、

そして感じる。会議中はアンテナを高く持って、そ

れに終始していいのではないか。そうする価値があ

るのではないか。そう信じられるほどに、魅力的で、

心底「すごい」人がたくさんいた。JASCは人材の

宝庫だった。

らは、自分の学びと、将来の職業とはどう関係があ

るのか、どう結びつけるのか、どうすれば一貫性の

ある学びを通すことができるのかと、合理的な考え

ばかりが浮かんでいた。学びの先にある職業を意識

しすぎていた。これが悪いことだとは思わないが、

しかし、それではつまらない。どんなことも、必ず

どこかで繋がりがあり、学べば自分に面白さを加え

てくれる。フィルターを通して覗いていた世界が急

に明るくなった思いだった。

JASCに参加した後で、自分の何が変わったのか、

今でもそれはわからない。しかし、自分のこれから

の何かを変える原動力を得た。それぞれのJASCer

がそれぞれの分野でがんばっている。そんな

JASCerを見ては、知的好奇心と活動心が駆り立て

られる。今の自分をじっくり見つめ直すことができ、

人生を開拓していく上で、その選択肢を確実に増や

せる視野を得､道は違うが共に前進する仲間を得て、

変化という成長の第一歩を踏み出すことができた。

これこそが、JASCでの学びの結果である。

応募前、私にとってのJASCは、自分への挑戦だ

った。

そして会議が終わった今、私にとってのJASCは、

JASCerである。

そして､第59回日米学生会議が終わった直後の今、

JASCとは何だったのかと振り返る。参加の合格通

知が届いてから、事前活動も含めて約4ヵ月、

JASCにとっての自分、自分にとってのJASCという

ようなことは結局、常に頭の隅にあった。JASCは

私の人生の転換期とはならないかもしれない。しか

し、自分とは異質なものに触れることで、自分自身

の長所や短所を再確認し、時には今まで気づかなか

った自分を発見した。例えば、議論の中で気づいた

ことがある。ここにいる参加者は、一つものを学ん

だとき、それを吸収し自分の中で構造化するに終わ

らず、消化して、自分らしさという濃い味付けをし

てアウトプットしているということである。そこに

こそ、議論を面白くする素がある。私が自分に物足

りなさ、不甲斐なさを感じている原因であることに

気づかされた。私はこれまで、特に大学に入ってか

"JASCer'，この言葉は私にとって誇りでもあり、

重い言葉でもある。JASCerになれたから、こんな

にすばらしい仲間に出会えた。防衛大．米軍基地の

見学や、日本人の私が、日本人の家庭にホームステ

イすること、様々な国の学生とテレビ会議やパネル

ディスカッションを行うこと、著名な方々とお話で

きたこと等、貴重な体験はJASCerとして経験した

からこそ、より素晴らしかったのだろう。また、時

には、将来の夢や社会について思っていることを赤

裸々に語り合った。まだまだ青い私たちが大きな話

を真剣にした。JASCerだからこそたった1ヵ月の

間にできたのだと思う。

本会議終了後も、偶然で道でJASCの仲間を見か

けると、寸分の檮曙いもなく自然と笑顔で声をかけ

る。そしてまた、毎日会っていた会議中のようにす
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えたけど、この気持ち君にちゃんと伝わった？した

たり落ちる汗を拭いながら見た広島◎日中は川が輝

き、緑あふれる公園を夜は光が原爆ドームを照らし

出す、そんな町を歩きながら、原爆投下の日に思い

をはせる。一体なにが起こったの？なぜ原爆が？京

都であったtalentshow。みんながpopsongやdance

を披露する中、君が歌った「イムジン川｣。君はど

んな気持ちで、なんでその歌を選んだの？星空の下

で君がぽつり、ぽつりと話すのを聞いた仁和寺の夜。

あの日君はなにを思った？そして私は何を思ったの

だろう。

ぐに語り合い始めることができる。ほんの数カ月前

まではまったく知らない人だったことが信じられな

いくらい、太い人間関係、信頼関係が今ここにある。

アメデリお見送りの日の朝、流した大粒の涙がその

友情を物語っていた。この夏得た一番の宝である。

すぐには会えなくても、どこかでみんなが活躍して

いると思うと、また、JASC中の1カ月を振り返る

と、まるで水を得た魚のように、私の中の好奇心と

やる気が駆り立てられる。そんな心の支えとなって

いる。

みんな、ずっとずっと一生よろしくお願いします。

こんなに五感が研ぎ澄まされる経験はきっとなか

なか出来ないと今、心から思う。とにかく人を、物

を、出来事を、理解しようと考えて考えて考え続け

た。そして、この考えるという手段を手助けしてく

れるのが、日ごろの経験、感性、教養・知性であっ

たりするのだと思う。JASCは日常から切り離され

た所にあるとは思わない。日常生活の積み重ねの上

に、この夏のJASCの経験があり、今がある。確か

に、JASCは限られた人が参加出来る集団である以

上、JASCの経験全てを実生活に応用できるか、と

言われればNoである。ただ、JASCの経験を生かす

場所は、今私たちがいる、この場所、なのである。

59thJASC楽しかったよね、こんなことがあったよ

ね、とJASCer同士で話すのも良いけれど、この経

験を将来どう生かしていきたいか、を話すことはも

っと大切だろう。そう、心に秘めて自己完結するの

ではなく、Outputすること。私は自己完結ほど怖い

ものはないと思った。私が思うに考えるという行為

そのものが自分のフィルターを通すということ、つ

まりどうしてもbiaseがかかる。それが自分の意見

を持つ、という事だと思うが、自分の意見を人に伝

え感化を受け自分自身を進化させる、相手の意見に

納得出来ないなら、ここは私はこう思うと伝えて議

論を深める、それこそ自分を伝え、相手を理解しよ

うとする、自分をそして相手を思いやる行為なので

はないか。私は、JASCに参加する前はinputは好き

でもOutputは好きではなかった。不必要な衝突を生

むくらいなら、別に言わなくてもいいや、私はこう

これからJASCerの一員として、ここで得た経験

を今後の自分に、そして近い未来にどう貢献するこ

とができるのか。内輪で思い出話に花を咲かすだけ

に終わらず、72人一人ひとりが考えていかなければ

ならないことだろう。自己完結では終わらせない。

会議が終わった今、私はたくさんの自分への課題を

持って帰ることとなった。新たな挑戦、さらなる努

力が必要となる。しかし、仲間という原動力を得た

私は、何とか乗り越えられるという希望でいっぱい

である。

59回日米学生会議に参加できて本当によかった。

これからの新しい時を最大限に輝かせることができ

る糧としていきたい。

後援の方々、実行委員のみんな、本当にありがと

うございました。

間嶋絵梨

JASCで思い知ったこと。

それはinputとOutputの重要性。「人間は考える葦

である」という言葉があるがまさにその通り。私の

人生の中で、こんなに毎日、色々考え続けたことは

なかった。なんで、なぜ、どうして？米国人の父と

日本人の母を持ち、父は東京に来た時、靖国神社に

絶対足を踏み入れようとしなかったわ、と言ったあ

なた。なぜあなたは貴重な観光日に靖国神社に行こ

うと思ったの？浴衣を着てはしゃぐ私の心に物悲し

さを宿らせた秋田・竿燈祭りの火。死者の送り火で

あるこの火に日本古来の趣深さを感じるんだ、と伝
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思うんだし、と勝手に自分を納得させていた。でも

それは自分の成長を止めるに等しい行為だったに違

いない。JASC中にそれに気づきOutputを心がけよ

うとしたが、どの場面でも皆に等しくoutputが出来

たか、と問われれば首を横に振らざるを得ない。ま

だまだ、私の言葉、知識に確固としたものがないと

いやというほど実感したし、自分の未熟さを思い知

った。言葉、文字、態度は私自身を表す鏡だ。教

養・知識というものはすぐに身につくものではな

い。だからこそ私は本を読み、人と出会い、さまざ

まな意見を聞き、考え伝え続けたいと思う。

こうと誘う母。ここはこうなるんだ、と説明しつつ

今は勉強でも何でも絵梨がしたい事が出来る時期だ

よと説く父。まだまだ分からない事だらけの学んで

いる最中の毎日が楽しい。今、私があるのは2人の

お陰。ありがとう。

JASCに関わる全ての方に。2007年59th日米学生

会議を通して私がbigsummerを経験出来たのは今

回の開催に向けてご尽力して下さった皆様あってこ

そだと心から思います。いつかこの夏得た経験や今

学んでいる事が少しでもpublicwelfareのために還

元出来るようこれからも歩んでいこうと思います。

ありがとうございました。感謝を。

実家は四国、大学は金沢と地方で生活する私が

JASCに少しでも関われたら、と思い広島でのsmall

discussionのfacilitatorに立候補したのは、人前に出

るのが苦手だった私にとってちょっとした変化だっ

たように思う。広島について自分なりに勉強をして

topicをあげ、discussionに臨んだが、しっかりとし

た意見をもつJASCerのdiscussionのfacilitateを2時

間半出来るのだろうか、と不安で仕方なかった。意

外にも当日は思った以上に時間が早くたち、もっと

discussionしたかったな、というのが感想だ。皆の

意見は学ぶことも考えることも多かった。そしてな

により、様々な意見を聞くのが楽しかった。きっと、

enjoy出来たのも拙いfacilitatorの私を陰ながら皆が

サポートしてくれたからだと思う。ありがとう。

そして一夏をともに過ごした59thJASCerへ。京

都で解散後、一人反対方向の新幹線に乗る時、これ

からは誰もいない中、全て自分でしなくてはならな

いと一気に現実に引き戻された気がした。皆こそが

JASCを通じて私が得た一番の宝物。色々ありがと

う。そしてこれからも一生よろしくお願いしますI

松田浩道

あの圧倒的な夏が過ぎ、自分の中で整理しように

もしきれなかった数週間がすぎた今、ようやく

JASCの1カ月がぼんやりと心の中に形を結びつつ

ある。日米学生会議を振り返ること、それは実行委

員であった自分にとってはこの一年間を丸ごと振り

返ることだ｡第58回会議でのアメリカでの経験から、

長い準備期間を挟んでの瞬く間の1カ月。正直なと

ころ、完全に満足の行く参加ができたかといえばそ

んなことはない。本会議中、運営面にミスがないよ

うに常に気が張りつめていた分、中身である会議中

の議論になかなか集中して参加できなかったという

思いや、自分の分科会や担当だった広島の企画で

｢ああすればよかった」という思いはどうしても残

る。いまさら気づいても自分にとっての日米学生会

議は既に終了し、もうやり直すことはできないとい

う冷酷な事実の前に、会議終了直後は取り返しのつ

かない後悔の念に襲われたりもした。

しかし、いくつかの悔しい経験を含めて、JASC

両親に。生まれも育ちも日本。見渡せば田んぼ。

そんな私がどうにかJASCでもやってこれたのは両

親のおかげだと思う。英語という手段を身につける

重要性を教えてくれたから。（まだまだ道半ばだが｡）

今、2人の言っていることがよくわかる。まず、勉

強したいことをみつけなさい、それを深めるために

いつか必ず英語が役立つ日が来るはず。私は医学を

勉強するのが好きだ。いくら勉強しても飽きないし、

1つ知るごとに人の不思議さ美しさを感じる。帰省

する度に私が痩せていくのを嘆き、同年代の子が可

愛い格好をしているのを見ては、一緒に買い物に行
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大きな団体を動かすにあたって、実行委員ならでは

の独特の気の張りつめ方があった。特に自分の担当

の広島に入ってからは、バスの遅れが予想以上であ

ることから急いで夕食の場所を変更して到着場所を

調整してもらったり、講演者の直前のキャンセルの

連絡を受けてすぐに対応を判断したりといった場面

でその場の機転が試された。迷う人を出さずに大人

数での移動をきちんと予定通り誘導するという仕事

も、先頭を歩きながら常に緊張したものだ。サイト

運営は大勢の親切な方々のサポートと綿密な準備の

かいがあって、まずまずスムーズにいったのではな

いかと思う。広島でのシンポジウムを終えた日の夜

に、ほっとしながらアメリカ側の広島担当の実行委

員と散歩して広島の平和について交わした会話が懐

かしい。

その反面、正直なところ分科会では力を出し切れ

なかった思いが残っている。実行委員に選ばれた時

から分科会運営の方法については様々に思いをめぐ

らせ、自分なりに下調べをして来たし、日本側の事

前活動で様々な活動ができたことは非常によかった

が、それらの準備を本会議においてうまく活かし切

ることができずに自分の力不足を実感することとな

った。サイト運営の負担から、分科会のリードにつ

いてはアメリカ側のパートナーに極力任せてしまお

うとした甘えもあったように思う。できることなら

ば、去年からぜひとも達成したいと思っていたよう

な深い議論をもっと思う存分繰り広げ、自分自身も

もっと積極的に発言できるような参加の仕方をして

みたかった。毎回十分に準備をして臨み、議論の中

身に全力で集中する余裕も、その場で高度な話題に

対して意義のある発言を英語で繰り広げるような力

も十分になく、やや残念な思いが残った。

とはいえ、会議が終了した今になっても、アメリ

カ側分科会メンバーとはメールのやり取りを通じて

議論の続きができている。毎回相当な長さの文章を

送り合って真剣な議論を繰り広げていると、本会議

中に話しきれなかったことも、十分議論の続きはで

きる、挽回のチャンスはあると多少安心できる。本

会議中の分科会の議論に不満だった参加者には申し

訳ないが、日米学生会議は議論を始めるきっかけに

の一年間は心地よい思い出になりつつある－それは

おそらくは時間の経過による美化だけではなく、力

不足なりにも精一杯情熱を傾けたことを素直に肯定

できるからであろう。

第58回会議でのアメリカでの経験は、自分にとっ

て、とてもこれで終了させてしまえるものではなか

った。素晴らしいチャンスを自分の力不足で活かし

きれなかったという思い、また、他人の作ってくれ

たものにただ乗つかっているだけだったという思い

が残り、まだ日米学生会議でやるべきことを全然成

し遂げられていないと感じた。とにかく挑戦してみ

ようと思い立って実行委員に立候補し、サンフラン

シスコで59thJASCが始動した。

実行委員としての一年間はあっという間だった。

深夜遅くまでパソコンに向かい書類を作ったり、大

量の応募者一人ひとりにメールを送り続けたりとい

った作業が懐かしく思い出される。慣れないながら

全国の大学に片端から電話をかけポスターを送った

り、説明会や講演会を企画したりといった広報活動。

広報を終え、責任者として取り組んだ選考は相当大

きなプロジェクトで、一通りやり終えたときには一

緒に動いた実行委員のことを今までよりずっとよく

理解できるようになっていた。激励会、5月の春合

宿で実際にデリゲートを迎えることができた時から

は、ますますやる気が上昇した。一生にもう二度と

ないせっかくの機会だから、という思いで事前活動

には極力参加するように心がけ、いろいろな分科会

の事前活動に顔を出しては多方面の議論を楽しん

だ。日米学生会議側の責任者として準備した防衛大

訪問も、有意義な企画に仕上がったと思う。担当の

広島サイトやナショナリズム分科会の準備はパート

ナーの実行委員と熟考と議論を重ねてできる限りの

準備をし、本会議を迎えた。

本会議中は、とにかく滞りなく会議が動くように

気をまわし、いつも気が気ではなかった。直前合宿

の時点で部屋割りのミスだとかバスの遅れだとか

様々な不測の事態の対応に追われて大慌てだった

し、ある程度会議が軌道に乗った後でも、70人もの

第59回日米学生会議 日本側報告書137



第5章参加者の声

すぎなかったのだと理解しておこう。 －いつでも 振り向けばすぐそばにある

あたたかな思い出を心に抱き

これからも一歩ずつ歩いてゆこう

変わらない友情を胸に誓い－》

JASCForever!

さて、第59回日米学生会議は自分にとってどのよ

うな会議だったのだろうか？日米学生会議を経験す

ることで自分はどのように変化したのだろうか？一

年前に比べて、度胸はついた。一年前は、一人で企

業に乗り込んで交渉ができるようになるとは思って

いなかった。さらに、大量の仕事を限られた時間で

こなす作業を一年間続けて来て、一度に多くのもの

ごとを抱えてもつぶれずに平然とやり遂げる力も身

に付いただろう。英語の力も、去年に比べたらこれ

でもましになった。

しかし、そのような外面的、技術的な面を超えて、

数々の尊敬する人に出会い、人生を変えるような刺

激を受けたことが何よりも大きい。世界の問題を自

分のこととして感じ取り、一生懸命取り組む参加者

や実行委員に出会い、議論する中で大きな刺激を受

け、エンパワーされ続けた。開発や平和構築の分野

で将来一緒に仕事をしたいと心から思えるような人

に出会い、影響を受けた。それだけではない。自分

を除いた実行委員の15人をはじめ、参加者のみんな

に出会えたこと、サイトコーディネートの過程で、

同年代や高校生の学生さんを含め多くの広島の人々

に出会えたこと、これらの貴重な経験は自分自身に

取ってはかり知れない重要性を持つ。

間橋大地

「日米学生会議？・・・へえ、もう59回になるん

だ｡」

初めて日米学生会議(JASC)を知ったのは、大

学のHPに掲載されていたことからだった。そのこ

ろ、大学の授業・サークル、別府での活動に限界を

感じていたときだった。何をやるにしてもAPUと

いう、ある意味で外の世界と隔絶された「非現実世

界」で満足している周囲の人間に、嫌気を感じてい

た。そんな時に出会ったJASC･自分のこれまでの

大学生活の力試しにしてみようと考え、参加するこ

とになった。

春合宿後から7月、ひたすら開発RTの勉強ばか

りしていた気がする。気が付けばRTのことを考え、

気が付けば開発の本を読み、気が付けば開発RTの

合宿に参加していた・・・春合宿で出会った仲間、

彼らとは本当に熱中できる仲間だと直感した。だか

らこそ、これほどまでに熱く、没頭できた。大学に

入ってからは初めての気持ちであった。

一夏をともに過ごした素敵な仲間は、皆すでにそ

れぞれの道へと進んでいる。早速外国へ留学し新た

な生活を始めている人も、次の学生活動に精を出し

ている人も、大学や資格試験の勉強に本腰を入れ始

めた人も、第60回日米学生会議の実行委員として活

動を始めた人も、様々だ。全ての参加者にとって、

この夏の経験が何かしら今後の人生の糧となってい

くことを心から願っている。リユニオンが、今から

楽しみでならない。

改めて、多数の支援者の皆様にお礼を申し上げる

と同時に、参加者のみんな、実行委員のみんなに

｢ありがとう！」と言いたい。最後に、昨年作った

JASCSONGを歌って実行委員の役目に一区切りを

つけることにしよう。

いよいよ本番・・・しかし、大学の試験期間と重

なり、直前合宿に参加できないどころか、なんとア

メデリよりも遅く（つまり東京に一番最後に）到着

したデリになってしまった。今考えてみれば、直前

合宿に参加できなかったことは、後々に大きく影響

していたのだろう・・・

アメリカからの新たな36人の仲間との出会い。さ

らに、レセプション、訪問、観光とハードな日程の

東京サイト。前から分かっていたことだが、英語で

進行されるJASCに、少々ストレスを感じてくる。

アメデリとは英語で話せるが、会話の共通ネタが少

ないため長続きしない。しっかり予習を繰り返して
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められた的確な判断力と対応。きたが、それでもRTのディスカッションについて

いくので精一杯。追い討ちをかけるように蓄積され

る疲労・・・なかなかJASCの流れにのれない日々

が続いていた。

転機は秋田であった。生まれて初めて訪れる町で、

東京と同じくらいの暑さに戸惑ったが、それでもホ

ストファミリーの日沼さん一家の温かいもてなし

で、2泊3日を穏やかに過ごすことができた。この

時になって、初めてJASCと真っ向からぶつかって

みようと決心した。

「なんか、不思議な感じだ・・・」

広島に到着し、初めて原爆ドームを見て、平和記

念公園を歩いた。夜でライトアップされていたこと

もあったのだろう。国技館、東大寺、これまでに何

度か初めて訪れる場所に“圧倒される，。ことがあっ

た。しかし、これほどまでに心が揺さぶられる、強

烈な“何か”を訴えかけるような場所は初めてだっ

た。やはり、広島は“ただ”の街ではないと直感し

た。

そして、京都。この頃になるとアメデリとも自然

と会話ができるようになった。アメデリの中にも、

簡単な日本語を覚えてくれる学生もいた。会話が弾

む。心から楽しめるようになった。

正直なところ、これから始まろうとする1カ月が

｢魔物」のように思えた。恐怖という意味ではない、

ただ目の前に見えないとてつもなく大きなものが立

ちはだかっている感覚だった。そして自分の役割を

果たすことへの責任を重く感じていた。

思えば、理念を設定して、それを形に落としてい

く作業の繰り返しだった委員会活動。

しかしこのバスが到着した瞬間からすべてが実体

となっていく。この全く想像のできぬ1ヵ月は何を

もたらし､73年の歴史にどのような軌跡を刻むのか。

そして、自分ができることとは？ただただ、見えな

かった。

しかしバスが無事に到着し、米国側実行委員8人

と再会、日米の実行委員16人がはじめてひとつにな

った瞬間、

「できる」と思えた。

魔物という言葉は脳裏からすっかり姿を消した。

そうだ、私には同じテーマ目標に向かって1年間

苦楽を共にした頼もしい仲間がいる。

こうして2007年夏、私の人生最大の挑戦は始まっ

ていった。今、終わって振り返ると、後悔ばかりが脳裏に浮

かぶ。しかし、後悔があって満足していないからこ

そ、次につながると信じている。

「次は何をしようかな・・・」

卒業まで、あと1年半。新たな挑戦が始まる。

しかし、7月26日のこの瞬間を迎えるまでの道の

りは想像以上に長く険しかった。

「第59回日米学生会議テーマ"AdvocatingJapan-

AmericaParticipationinGlobalChange"

太平洋から世界へ～グローバルパートナーシップの

探究と次代の創造～」

このテーマの下、私たち実行委員は1年間走り続

けてきた。

WhatisAdvocating？

自問自答は1年間続いた。

日米学生会議ができるAdvocateとはなにか？

社会に対して発信できることとは何か？

自分には何ができるのか？

広報、選考、財務活動、サイトコーデイネー

三窪英里

2007年7月26日、午後18時半。オリンピックセン

ター。私たちを待っていたかのように夏本番の暑さ

を迎えたその日、米国側参加者36人を乗せた成田か

らのバスを待った。

直前合宿、第1サイトと東京での10日間の滞在を

担当していた私は、経験したことのないような興奮

と使命感を全身に覚えていた。

バスの遅延。とっさのスケジュール変更、早速求
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ト・・・・

仕事は毎日波のように次々と押し寄せてきた。

WhatisAdvocating？

苦悩や迷いもあった。

力の限界を感じ、テーマに対して会議に対して懐疑

的にならざるをえないときもあった。

私たちが会議に求めるものは何か、それをどのよう

に具体化して実現させていくのか。

｢自分たちの頭で考えて行動しているはずなのに、

なんでリミットを感じたりするのだろう。いい会議

を作るためにもっともっとできることがあるよね｡」

思いを形にすることの厳しさにいつも奮闘していた。

WhatisAdvocating？

でも私が一緒に働いてきた仲間は情熱にあふれて

いた、いつも本気だった。みんな、睡眠より何より

JASCの成功のために必死だった。

WhatisAdvocating？

暗中模索の中、時には仲間と本音での衝突を繰り

返しながらも、こうやってテーマに向かって取り組

む「姿勢」が心から好きだと思えた。

いつの日からか、全員の中にECsasa"TEAM"

for59thJASCとしての自信と結束が芽生え始めた。

イーに憤りを覚え狼狽していたあの子と話したこと

も、人生・仕事・結婚について夜を徹して話したあ

の日のことも・・・全ての時間が「第59回JASCの

思い出箱」いつぱいにつめられた。

WhatisAdvocating？

しかし、それでもこの1カ月間は瞬く間に過ぎ、

まだまだ話したかったことは山ほどある。また、実

行委員として活動した1年は実に多くの出来事があ

り、成功もあれば学ぶべき失敗も多く容易に総括で

きるものではない。それでは、学業や就職活動との

両立に奮闘しながら、奔走した1年間、そしてこの

1カ月間は何だったのだろうか？何を残し、何を得

ることができたのか？

WhatisAdvocating？

この問いへの解答は困難を極める。それは自己反

省と自己評価に依拠せざるをえないということ以上

に、正確にはこの解答が現在導き出せるものではな

い性質を持つということに気づかされているからな

のかもしれない。おそらく全てを知ることや、行動

することには1カ月という時間はあまりに短く、テ

ーマにしてきたadvocateとはこれから一生かけて続

けるものであることを、1ヵ月といえども非常に濃

密な時間を過ごしたからこそ感じているではないか

と思う。

ただ､今1つだけ確信をもっていえる答えがある。

それは、私はこの夏JASCからとてつもなく大きな

｢ギフト」をもらったということだ。会議を終えた

今、1年間の結果が全て結びついた「第59回JASC

の思い出箱」が、一生携えていける特別な「ギフト」

に変わっていることに気づく。その「ギフト」は、

私の価値観や人生におけるプライオリティ－を自分

でも戸惑うほどに根本から変えた。将来の軸がツー

ンとできたような、そんな気がする。そして、その

｢ギフト」の中身をはちきれんばかりにつめてくれ

たのは、よりよい社会を作るためにどのように働き

かけようか、自分は何をもって世界に貢献しようか、

そんなことをいつも真剣に悩み考えている70人の仲

間たちだった。

,4Spreadloveeverywhereyougo,Letnooneever

cometoyouwithoutleavingbetterorhappier"-

そして本会議が東京を皮切りに始まった。

WhatisAdvocating？

いってしまえば空想上の計画にすぎなかったこと

全てが、実体となって動き出す。そこには生身の

JASCerの声があり、笑いも涙もあった。実行委員

としての1カ月は現実となっていく会議を傭鰍する

ような特別な立場にあり、会議の中身をとにかくひ

とつひとつ丁寧にこなしていく感覚だった。しかし、

私は実行委員であると同時に会議の参加者でもあ

り、昨年よりもっと心震える場面に遭遇したい、参

加者全員をよりよく知りたい、という焦りにも似た

思いに駆られていた。

WhatisAdvocating？

そして第59回会議を振り返った今、思う存分議論

したし、最高に楽しんだ気がする。

秋田でみた竿燈祭りのちょうちんの色も、広島平和

記念資料館の前で自身のアメリカ人アイデンテイテ
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ら、ああ、まあJASCの間にJASCの意義だとか

JASCで何を得ようだとか考えたりはせずに 一

意識して － 何も意識しないよう、何も考えない

でただ楽しもう、終わったらきっと、色々解るよ、

そう思っていたんだけど、まあ本当は時々意識しち

ゃっていたんだけど、

-MotherTheresa

そんな仲間たちはこの大好きな言葉の意味を真に

教えてくれるような、互いを認め合える素晴らしい

人々だった。自分とは大きくかけ離れた極端な意見

を聞くこともあるし、生き方の違いからわかりあえ

ないこともある。しかし、全てを受け入れてきちん

と反応を示してくれる、自分らしくいられる環境を

つくってくれる思いやりの心にいつもありがたい気

持ちでいっぱいだった。

あはは、結局今も何もわかっちゃいないんだな。で

も、

最後に、このギフトにきゅっと固く結ばれたリボ

ン、それは一緒に苦労し、達成した日米の実行委員

間の絆である。そしてそのリボンの片隅にはfaith-

信頼の文字。会議の最後にある実行委員の仲間から

うけとった手紙にはこうあった。

“僕らはみんな、エリに対して信頼がある。そのこ

とをいつも忘れないで”と。

す－つと胸の中で張り詰めていたものが解かれ、

熱いものがこみ上げると同時に、全てが報われる思

いがした。そして、私がもらった一生大事にしたい

この「信頼」の二文字は、他の実行委員に対して私

も同じように抱いていることである。1年間共に働

き、いつも励ましをくれた素晴らしい実行委員のみ

んなへ感謝の気持ちでいっぱいだ。

JASCでは本当に色々なかっこいい人、素敵な人に

会えて、いやあこの人には敵わないや、あ、でもこ

の入あの人にも敵わない、ああ、俺なんてまだまだ

だな、頑張らなきやって、強く思ったし、この人と

その入あの人と友達になりたい、もっともっと、遊

んで話して一緒にいたいと思ったりした。それだけ

で十分だろう？そうも思えるんだ。というのも僕は

常々、僕の人生で一番大事なのは他の人であって、

それは家族であったり友人であったりすると思って

いて、そういう意味では僕はJASCで僕にとって一

番大事なものを得たのかもしれない。そして、新し

い友達ができたという意味では、僕の今後の人生に

とって一番嬉しい変化があったのかもしれない、そ

う思うわけなんだ。

さあ､ 明日から手にしっかりとこのギフトを携えて

踏み出そう。

後、話は変わっちゃうんだけど、JASCで会った

人たちは、友達であると同時に僕にとってすつどい

でっかいライバルであるという気がしているんだ。

JASCの雰囲気がそうさせるのか僕らがそういう年

頃なのかとかは知らないけどJASCでは将来の夢だ

とか目標だとか照れちゃうような話を色々暴露しあ

う機会が色々あったわけで僕は色々な場面ですつど

いでっかい話をして、今となってはもう後には引け

ない、ていう気持ちが結構強くなってしまっている

んだ。他の皆はでっかい夢に向かって着実に努力を

して進んでいたりして、口ばっかで何もしていない

僕はこうしちゃいられない、やぱいやばいていう気

持ちが少しずつだけど湧いてきているんだ。やっぱ

し僕っていう人間はセルフエスチームってやつを必

要としている人間だから、俺って格好良いって思え

望月進司

JASCに参加して､僕は何を得たのか？だとか、

どう今後の人生に影響が出るのだろう？だとか正

直、そんなの全然分からない、てのが本当に正直な

気持ちなわけであって、勉強したかと言われると難

しいところだし、昔どこかの漫画でみつけたことば

で、「ジェットコースターに乗っているときに「あ

あ、もう後何分で終わっちゃう、あのカーブを過ぎ

たら終わっちゃう」なんて考えていたら何も面白く

ない」ていうのがすごい印象的で（多分、というか

絶対、細かいところは違っているはずだけど)、僕

はJASC中そんなことばを何度か思い出した。だか
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ないと何もやっていけないから、何かその根拠とな

るような、でっかい格好良いことをしないといけな

いという気が本当にしているんだ。そういう意味で

もJASCは僕にとっていい刺激となったのかもしれ

ない。

どとりあえずこれで終わります。最後にJASCに関

わる全ての方々、お疲れ様でした！そして本当にあ

りがとうございました。第59回日米学生会議は楽し

かったです。

安田雅治

何だか支離滅裂でわけのわからない文章になって

きたけどもう一度話を変えると、とりあえずJASC

が終わる直前に僕は心からこいつのためなら体を張

りたい、て感じた瞬間があって、理性なんてそっち

のけで文字通り体が動いちゃった瞬間があった。ち

なみにECに立候補したことなんだけど。冷静にク

ールに後になって考えたらとことん馬鹿な話なんだ

けど、学生の間の思い出としてはそういう青臭い気

持ち悪い経験も嬉しいものだよね？今となっては落

選して心底ほっとしているんだけどね。

そこに広がっていたのは、悲惨な現実だった。

うなだれるもの、嘔吐を続けるもの、熱か、自分

の症状にうなされパニック状態にあるものもいる。

自力では歩けなく屈強なアメデリに運ばれるものも

いた。あるものは、脱水症状を起こして切迫した危

険な状態にあった。

それは最終サイト京都に着いた瞬間だった。笑顔

のものは誰もいない。バスの運転手も含めて。救急

車が宿舎を往復し、不安が71人、JASC関係者を覆

った。健康なデリケーツでさえも疲れに埋没し、も

ちろん実行委員はそれ以上に右往左往していた。

会議が十分に終わりかねない事態であった。

会議終了までに、10人前後が病院に運ばれた。そ

こにとどまらず、感染症の疑いが、食中毒の疑いが

あるということで、保健所の調査が入った。

そのことがかえってさらに不安を煽ったかもしれ

ない。保健所も、所見で食中毒などと断定がしにく

かったようで、意外に緊張した様子はあまり見られ

なかった。慣れもあるかもしれない。あとは、最初

に通報した病院のある管轄の保健所から、宿舎の地

域のある保健所へと案件が移ったこともあったかも

しれない。というのも、初めに通報を受けた保健所

の方とそこからの依頼を受けて調査をした別の保健

所の方とでは、だいぶ緊迫感というか雰囲気が違っ

たからだ。そこに少し驚きも感じた。

というのは半分くらい嘘で本当はすごい寂しいか

らほっとしたっていうのも負け惜しみと自己防衛な

のかもしれないんだけどね。あははわけがわからな

いよね。でも、一つわかったのは、普段普通にして

いると自分がどういう人間なのかだとか自分は何が

好きで何を大事に思っているだとかなんてなかなか

よく分からないことが多いと思うんだけど、このと

きばっかしは「あ、俺ってこういう人間か。こうい

うものを大事にしている人間なんだな」ていうのが

わかった気がするんだ。要するに自分についてもよ

くわかった、ていうこと。僕がJASCで一番学んだ

ことは自分自身なのかもしれない、ていうことなん

だ。

わけがわからなくなった文章をどう締めくくるか

っていうこと程やっかいなことも少ないよね。でも

まあ無理やり頑張ってみるとすると（今思いついた

んだけど)JASCで何を得ただとかどうライフチェ

ンジングだったとかがよく分からないのはジェット

コースターがまだ走り切っていないからなのかもし

れないな。

ウイルス感染して消化器に症状をおこしているも

のがいた。中の一人からノロウイルスが見つかった

ということで、保健所から消毒についての指導があ

った。医者の診断結果は人それぞれやはり、ちがう

ものであったようだ。感冒の者もいれば、日射病に

近いもの、消化器には特に問題なく鼻と喉に症状が

あるもの、熱のあるもの。ストレス、疲労、過労、

睡眠不足が主な原因と推察されたものたちもいた。全くオリジナリティを感じない話で恥ずかしいけ
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しばらくあって、保健所の結果が出た。摂食行動

調査（つまり、JASCerがそれまでに立ち寄ったす

べての飲食店へのヒアリング)、症状の出たものへ

の検診等の結果だった。結果は「原因不明｣。感染

源も、ノロウイルスの集団感染があったのかも、な

ぜあれだけのJASCerが症状をみせたのかも、すべ

て不明だということだった。

会議に平静がもどったのはいつのことだっただろ

うか。

起こる事は起きてしまった。そこでどのような対

処ができたのだろうか。取り返しのつかないことが

起きなかったという点では、危機管理は成功したと

言ってよいと考える。他方、危機を起こしてしまっ

たプロセス、危機回避の仕方には、多くの反省すべ

き点があったように思われる。体調がすぐれない参

加者たちのケア、デリの疲労度を見た上での会議の

柔軟かつ適切なマネージメント、関係先との調整な

ど。

とではあったが、私自身はずっと心苦しく思ってい

た。

2．疲労

今年のJASCは暑かった、それだけで十分に疲労

はたまる。それにJASCは集団生活であるし、日常

ではない緊張の場面も続く。疲労の原因は多くある。

夜、宿舎外へ遊びに出て、遅くに帰ってくるものも

多かった。それに関わらずとも慢性的に睡眠不足の

ものが多かった。第3サイトの終わりには疲労もピ

ークに来ていたのだろう。

3．ストレス

JASC本会議は何かとストレスがたまることが多

い。ストレス管理の連続。ある意味だれにとっても、

自分のストレス、自分自身を正面から見つめざるを

えない試練の1カ月と言える。だからこそJASCは、

他では味わえない大きな実りを与えてくれるもので

あると思う。話はそれたが、ストレスほど人を病に

巻き込むことはない。大きな壁の前に、個人のスト

レスマネジメントに限界があったのだろう、そして

デリのストレス状況を踏まえた上での柔軟な会議運

営も不完全であったことも、結果からみれば否定で

きないだろう。

原因は以下のものが考えられる。しかし専門家か

らも確固たる意見がない以上、これも推測の域は出

ないものである。

1．気候

要するに暑さである。一番症状を訴えるものが多

くなったのは8月13日。その日の中の姫路城見学が

一番デリの体力を奪ったようである。ちなみにこの

日は、広島を朝に出発し、兵庫県西部で科学施設見

学､そうめんがメインの神戸日米協会レセプション、

姫路城見学、そして夕方に京都の宿舎になる立命館

大学に到着、自由時間という予定だった。

その前後の広島も京都も、もともと夏は酷く暑い

気候で有名であるのだが、それに加えて、記録的な

猛暑が続いた2007年に59回会議はぶつかってしまっ

た。水分を補給する、直射日光は避ける、つらくな

ったら涼しい場所で休憩を取るなど、暑さの管理が

徹底できなかった。

ちなみに補足すると、ここに関しては、当日のプ

ログラムの責任者が自分であっただけに、医者が言

うには、それが一番の要因ではないだろうというこ

4．衛生管理

食べる前には手を洗う、食器はいつも清潔にして

おく、口に入れるものは必ずきれいにしておく。基

本的なことが徹底されていなかった。自分が上記の

件について一番携わったECであたったので特に記

しておきたかった。

ところで、私は、国際交流の目的とは一言でいえ

ば「相互理解と平和の醸成」であると思う。言い換

えれば、「世界の平和は太平洋にあり、太平洋の平

和は日米にある、よって学生もその一翼を担うべき

である｡」ご存知JASCの創立以来のテーマである。

お互いを理解しあい、信頼で結ばれあい、それが

時を越えて続いていく。これが国境を越えた誤解、

偏見を少なくし、平和に貢献していく。もうこれは
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との人間関係が一気に深まったから、その貴重な機

会だったからである。

実践に特化した平和教育かもしれない。

友人になれば、その友人に起きること、友人の故

郷で起きたことは自分の問題になる。何かをせずに

はいられなくなる。それがたとえパレスチナの紛争

であっても、温暖化による海面上昇で難民化するナ

ウルであっても、飢えの続くサブサハラであっても。

ひょっとしたら、交流事業は、グローバルイシュー

を解決できる大きな手段かもしれない。理想的に書

きすぎたかもしれない。理論は間違いない。

“太平洋から世界へ～グローバルパートナーシッ

プの探究と次代の創造～”

これは、59回会議のテーマである。これをよこし

まに解釈したジョークもすこし流行った。"Tangible''

なカップルが6組できた（8月18日現在､安田調べ)。

昨年では考えられないこと。冗談だけで言っている

のではなく、とても貴重ですばらしいことである。

繰り返しになるが、1カ月一緒にいただけなのに、

70人と他にない親友にずっとい続けるような気持ち

にさせてくれる。そうなる可能性が実際に高くある。

この事実。ほかではないものだと自信がある。

何年か後に、何十年か後に、59の仲間と一緒にこ

の報告書を読みたい。

補足すると上記の体調不良のアクシデントなどは

理論だけではいかないいい反例だろう。いくら金銭

と労力を投入しても、健康問題で会議が壊れていれ

ば、悪い思いしか残らず、相互理解は後退していた

かもしれない。学生だけで運営するという理想と、

学生による運営の限界という現実。ということも忘

れてはいけない点である。

山本詩乃

2年前の立命館大学滋賀キヤンパスー。

それが私とJASCの初めての出会いだった。

ひよっこだったわたしは日米学生会議の一般公開

環境フォーラムに見学に行った。

そこでJASCerのパワーに圧倒され、涙が出るほ

ど自分の無力さに打ちのめされた私は、絶対に2年

後あの会議に出る、と心に誓った。この会議こそ自

分の弱い部分、改善すべきところを仲間と切蹉琢磨

しながら伸ばすことができる場だと感じた。

当時留学が決まっていた私にとって、それは十分

すぎるほどの動機付け、まさにLifeChangingな刺

激になったのだった。

立ち戻って、JASCがすばらしいと思えることは、

JASCは危機をも相互理解に変えうるという点だ。

すなわち、

ずっと親友でいられそうだと思えること。

これこそが本当の価値だと思う。JASCのプログ

ラムで、アカデミックな討論、文化交流は大きな柱

であり、セールスポイントである。よく言われてい

ることではあるが、国際交流の本質はむしろプログ

ラムの外にある。飲みに行ったりぐうたれたり、翌

朝辛いと分かりつつも、夜な夜な時を忘れて語り合

ったり、芝生の上で、クラブで、ビーチで、気が狂

わんばかりに騒いだり、､、しとしととレストランで

語ったり。実は一番効果的な信頼醸成の場なのだ。

カップルを探しに茂みに向かう探検隊な男ばかり

の3人組を秋田で見かけた。自分も昨年は夜な夜な、

うまくいかない恋愛について語り合った大事な仲間

がいる。未だによくわからないおかしな絆がそこに

ある（報告書が出来上がるころには、そこから卒業

していることを切に望む)｡

健康危機の例をはじめに取り上げた理由は、その

事例を通じて、一緒に困難に立ち向かった仲間、時

には助け、そして助けられ、助け合った仲間と自分

こんな長年の思いを抱いて参加したJASC・

最初は気合十分で迎えた。でも、春合宿で皆の高

い能力と意識を目の当たりにして、大きな不安に襲

われた。

春合宿でのOBの方の“エリートとしての使命を

持ち、人から学ぶだけでなく自分で何かを発信でき

るようになるべし”

というありがたいお言葉も、それをばねに成長する

余裕がなくて、会議が近づくにつれJASCの歴史や、
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意義がただただ自分に重くのしかかっていた。自分

に何か人に発信できるものはあるか？エリートとし

ての使命？忙しい学校生活すら満足にこなせていけ

ない自分にはほど遠い言葉に思えた。

JASCの意義や自分の役割にとらわれることなく、

自分がその場でできることを精一杯やろうという気

持ちに変わっていた。

それでもうまくいかないことがあったり、消化不

良に陥ることは多々あった。そんな時わたしを励ま

し続けてくれたのは、JASCERのみんなの一挙一動

だった。

積極的に質問したり、スピーチに挑戦したり、い

ろんな遊びを提案したり、常に挑戦し続けるほかの

JASCERの姿は本当に励みになった。

会議中考えたこと、学んだことはここには書きき

れないほどある。

しかし一番の収穫は、その人たちが世界のどこか

で頑張ってるんだって思うだけで自分も頑張ろう、

自分も前向きにチャレンジしてみようって思えるよ

うな仲間にたくさん出会えたことだ。

後悔がないかといえば、大嘘になる。後悔は大有

りだ。

本当はもっともっとデリのみんなといろんなこと

を話したかったし、自分の無知さや英語力、人との

コミュニケーション力などなどへこむことはたびた

びあった。もっと挑戦できた場面もたくさんあった。

でもこの悔しい気持ちがこれから私の人生の中で大

きな原動力になると思う。

リスクを負う。挑戦する。最大限を得るために。

この気持ちをいつも胸に、これからがほんとうの

スタート。

また数少ない地方参加者の一人ということも一つ

の不安要因であった。

自分の大学の授業の質や機会の数、学生のモチベ

ーションなど、JASCと比べてしまったらやはり大

きな差があった。

本当にやる気も能力も高いみんなに会えて、脳が

日に日に活性化される刺激を感じる一方、JASCに

どっぷりつかってしまったら、ますます自分のこれ

からやっていく環境に対して否定的になってしまう

んじゃないかという不安が終始ついて回った。だか

らといってこのチャンスを無駄にしたくない、帰っ

てから自分の場所でどんな風にこの経験が生かせる

のという答えをずっと模索し続け、見つけられずに

いた。

フェアウェルでこのことをOBの方に話すと、

「それならば山本さんの情熱で、ここで学んだこ

と、吸収したことを今度は地元や地方に住む一人で

も多くの人に伝えていくことが大事なんだよ」とお

っしゃってくださった。世界にこんな問題があるん

だということ、それに向けて自分達にもこんなこと

ができるということ、学生にこれだけできるという

こと、日米学生会議にかかわる皆の熱意や高い意識

国際交流の楽しさ、私には今みんなに伝えたいこと

がいっぱいある。これをどんな風に伝えられるかま

だ考えきれていないけど、何らかの形で、地元の皆

や、中高生に伝えていくことで、社会に還元してい

く。

最後に・・・

このJASCという最高の場所で一緒に過ごした最

高のみんなへ

本当にありがとう111

また、この日米学生会議で身をもって学んだこと

は、アメリカ側実行委員長Morganが秋田のリフレ

クシヨンでいってくれたこの言葉。

6｡Takerisksifyouwanttogetthemostoutofit''

だ。

この言葉はJASC中自分の行動を大きく変えてく

れた。

そしていつか、福井に遊びに来てね！

吉川真由

細胞や遺伝子、食品成分についての多少の知識は

あっても、世間や社会の動きに疎く、教養や常識を

持ち合わせていない私にとって、日米学生会議に

参加し、英語で議論するということは大きな挑戦で
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た。これから先の、日米の関係に橋が架かつたのだ。

将来「やあ」といってまた一緒に活動をできる日が

あることを楽しみにしている。

あった。開発分科会に属していたが、日本語でもな

かなか理解しがたい内容を果たして英語で議論でき

るのかという疑問を抱えながら私のJASCは始まっ

た。

JASC最終日、「起きなさい」と夢から覚まされる

思いがした。もう少し眠っていたかったが、また日

常が舞い戻ってきた。いや、やっぱりJASCは夢で

はなく、確実に現実だった。

アメデリが到着するまでの事前研修の2日間が一

番不安だった。日本が初めてのデリもいるアメリカ

側と違い、この住み慣れた土地、日本でそんなに刺

激的な経験ができるのだろうかという疑念がいつも

心の中にあった。しかし、アメデリを見た瞬間、そ

の疑念は一気に吹き飛んだ。まるで魔法にかけられ

たように、日本ともアメリカとも言えない世界がに

わかに出来上がった。

李凌叡

JASCはどうだったのか、JASCで何を得たのか、

JASCとは何か。JASC経験者が一度ならずとも自分

に問いかける質問だ。他者から、積極的な答えを求

められる質問でもある。そんな質問との対時が、時

にはJASCと化し、時にはJASCを盛り上げ、そして

時にはJASCを損なう。

本会議がスタートする以前から、JASCは楽しか

った。春合宿でお互いを知りあい、いくつもの勉強

会．飲み会を経てその人々が仲間と化していく。大

学に入り、クラスなどのグループの繋がりが薄くな

り、個人個人の関係が主流となる中、「仲間」とい

う概念は懐かしく、居心地がよかった。腰を下ろし

て深い話をするだけでなく、ワイワイとバカ騒ぎも

できる。何も求められてなくて、存在が許される、

居場所が自然とある感覚。それがJASCだと思う。

本会議が始まり、スケジュールや寝食を共にしてい

くなか、更にそんな仲間気質は深まったように思わ

れた。大人数でのパーティー、少人数での真剣な議

論、とにかくどこかに行けば人がいて、自分がそこ

に入れるという感覚があった｡みんながオープンで、

より多くの人と話そうとしており、お互いに気を遣

いあっていた。一人でいるとぼんつと肩を叩かれて

会話に引き込まれたり、祭りに着ていく浴衣がない

と思えば誰かが貸してくれたり、とにかくみんなで

楽しもうという精神が満ち溢れていた。

そんなフレンドリーさが充満した環境は一方で、

プレッシャーをも引き起こすものであった。あまり

にも周りが充実しているように見えるから、自分が

物足りなさを持っていることに対して疾しさを覚え

てしまう。なぜ自分は100%じゃないのか焦燥感を

普段見慣れている町もジャスカーと行動するとま

ったく違って見えた。分科会での討論をはじめ、観

光、フオーラム、イベント、そして日々の生活まで

もが新鮮な発見の連続だった。

特に同じRTメンバーとは共有した時間が長い。

事前勉強会も含め、話しに話した。時にはぶつか

り合ったり、時には冗談を言ったりしながら。果た

して私たちが議論した成果の行方は・・・？

私自身は､分科会での話し合いが日本やアメリカ、

世界に影響を与えるだろうとは最初から期待してい

なかった。

今世界中の専門家たちが、例えば開発問題につい

て考えている中で、私たちが1カ月やそこらで話し

合った結果がそう画期的で有り得ようか？けれど、

誤解しないでいただきたいのは、この議論は大い

に意味があったということである。

1カ月間も同じ釜の飯を食べ、こんなにも真剣に

議論をする経験は後にも先にもありそうにない。

私にとって、ジャスカーと赤裸々に、そして真剣に

世界を考え、議論をできたこと自体に大きな意味が

あると思う。きっとジャスカーはこれから世界を引

っ張るリーダーになっていくだろう。今回の経験が

お互いの理解を深め、一生ものの友情を育んでくれ
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覚える。楽しむために自分に無理をさせる。楽しも

うという努力をするあまりに、気持ちが空回りをし

てどんどん取り残されていってしまう。そんな風に

感じる参加者は多かったように思えた。私もその一

人であった。会議日程が終盤になるにつれ、これま

での会議に関して感想を求められるようになる。自

分の気持ちを適切に表現できなくて、「楽しかった」

などと一般的なフレーズで会議を締めくくりたくな

くて、なにより、率直な感情から隔離された美辞麗

句で会議を距離のあるものとして認知させたくない

思いが複雑に絡み合い、私は批判やネガティブな意

見しか口に出せなくなっていった。

JASCとは何か。それは楽しさや挫折感、模索や

感銘、1カ月間で人が体験しうる全ての感情をひっ

くるめたものだと思う。それは多分人生と一緒で、

みな終局的な幸せを求めて躍起になっている場所。

冒頭にあげたような質問に対する焦りのあまりに、

一つ一つの瞬間を楽しめなくなってはいけないと思

う。答えが見つからないからといって、全てを否定

してはいけないと思う。肯定するもの、否定するも

の、改善していくもの、全てを真っ直ぐ見つめて、

正しく表現していかなければならない。ここは桃源

郷でもネバーランドでもない、人生の継続の中の一

部分である。人生を生きるように、JASCを生きる。

1t'syourlife,it'suptoyouhowtoliveit.

な思いが入り混じり、辞退すら考えてしまうことも

あった。自分自身にとってのJASC、JASCにとって

の自分、それが分からなくて、自分の答えが出せな

くて、ずっと自分がJASCに参加していることに違

和感を抱いていた。しかし、私は、現実から逃げて

いた。大事なのは、先の不安ではなく、今この瞬間

に向き合うこと、自分自身に向き合うことだった。

出来ないこと、やりきれないこと、知らないこと、

分からないことはたくさんある。でも、分からない

ことを悩んでもしょうがない。自分に今、何ができ

るのか。悩むよりも、行動し変化を起こそうとする

こと、それが一番私には足りていなかった。

そもそも参加したいと思った理由は、広島で平和

を考えるシンポジウムを開催する活動をしていた事

もあり、全国の学生が、ヒロシマや平和についてど

ういう考えを持っているのか興味があったから。偶

然見かけた、参加者募集のリーフレットに書かれて

いた暴力と平和の分科会、まさに私がみんなと考え

たい事はこの分科会にあると思った。実行委員を含

み､多様な価値観を持って集まった日米の学生10人。

ディスカッションでは、意見が割れる事もあった、

しかしながら、お互いがお互いを尊重し自由に意見

を言える場がそこにあった。真剣に、時におおふざ

け。最高の分科会、最高のメンバーに出会えた。そ

れだけ、最高の場、人に出会えたからこその今、正

直やり残した事と感じることはたくさんある。英語

が分からなくても、もっと自分の意見を言えばよか

った、もっとディスカッションをすればよかった。

もっと、もっと。そういう気にさせてくれる、本当

にモチベーションの高い、そして素晴らしい人たち

が集まっていた。

第58回の報告書で見つけた"LifeChanging

Experience''という言葉。第59回でもその言葉をよ

く耳にした。私にとってのJASCがそういうものに

なったかどうかはまだ分からない。ただ、この

JASCに参加することで考えた事、悩んだ事、普段

は出来ない素晴らしい経験の数々、そして大切な仲

間と過ごした時間、全てが今の自分を作り、そして

これから先、自分自身に影響を与えるものだという

事は確かだ。会議実現まで企画・準備をしてきた実

渡辺恭子

第59回日米学生会議(JASC)に挑むことを決め

てから、終わった今、この経験を感想としてまとめ

るのは困難だと感じている。強いてこの感情を表現

するならば､文字や文章という“枠"に収めたくない。

という感覚だろうか。この夏を思い出にはしたくな

いという寂しさがそうさせているのかも知れない。

思えば、JASCに応募すると決めてから、晴れて

参加者となった後も、私はずっと迷っていた。自分

自身の意思で参加したいと思い応募した日米学生会

議だったが、合格通知を受け取っての束の間の喜び

の後、不安が押し寄せてきた。1ケ月近くにも渡る

集団での生活をうまく過ごせるのか。ディスカッシ

ョンをするだけの英語力・知識が足りるのか。様々
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第B章エッセイで綴る日米学牛会議

これからの日米学生会議に向けて

第59回日米学生会議日本側副実行委員長

菅家万里江

しているが、CNNやABCなどの報道機関でも、大

学の国際関係などの授業でも日本が登場するのは稀

で、米国における日本のプレゼンスは限定的である

と感じる。一方、日本は米国に政治的・軍事的・経

済的に大きく依存しており、米国に関するニュース

を見ない日はない。このようなアシンメトリーな関

係の中、我々は「最も重要な二国間関係」というレ

トリックに甘えていいのだろか。先鋭的な草の根交

流団体として、米国の学生に、日本や日本の学生の

考えを知り、対日意識を高めてもらうことは、依然

重要ではないのだろうか。この点において、利害関

係に囚われず、自由な議論が出来、多くを吸収する

力を持つ学生の時期に、交流し、相互に影響しあう

日米学生会議は、非政府的外交使節としての意義を

現在も失ってはいないといえる。

もちろん、日米関係を「最も重要な二国間関係」

としても、会議の価値は十分にあると断言できる。

秋田フォーラムのパネルディスカッションで言及し

た通り、将来の日米学生会議は、危機感からではな

く、二国間関係が世界平和に対して貢献できる更な

る可能性を追求していくべきである。政治・経済・

文化など多岐にわたる分野に関して、互いの資源を

共有し、協力しあうことで、一国では困難な影響力、

そして多国的な協力では成しにくい、柔軟性や迅速

性を持ち合わせた政策の実現が可能になる。

当会議ではこの考えの下、「太平洋から世界へ～

グローバルパートナーシップの探究と次代の創造

～」というテーマを打ち立てた。「日米関係の成熟

による太平洋の平和を、混沌とする世界の平和につ

なげる」という第59回会議の理念は、会議の原点に

回帰するのと同時に、70年以上の時を経て、会議が

一歩前進したことを意味する。テロ、環境問題、貧

困、移民、様々な問題が山積するグローバル社会の

中で、世界第1位と2位の経済大国が協力して貢献

出来る可能性を探ることが、今後の日米学生会議の

意義であると私は考える。

＜はじめに＞

第30回日米学生会議参加者を母に持つ私にとっ

て、この会議は憧れの存在であり、完全無欠で、永

続するものと信じていた。しかし、この会議の財政

状況が芳しくなく、開催意義が疑問視されている事

実に直面し、衝撃を受けた。日本で最初の国際学生

会議であり、個人的にも非常に影響を受けた思い出

深い会議であるので、会議が存続することを心から

望んでいる。それには会議の意義を我々がもう一度

考え直し、旧体制からの脱却を図らなくてはならな

い。本稿では、これからの日米学生会議に向け、委

員としての経験から提言を行う。

＜日米学生会議の意義＞

「世界で最も重要な二国間関係｣。故マンスフィー

ルド元駐日大使は、日米関係をそう表現した。太平

洋戦争から半世紀あまりで、日米関係がこれほど成

熟したことは驚くべき事実であるし、「日米間の平

和」を理念に掲げる日米学生会議にとって、この言

葉は目的が達成されたという点で非常に意義があ

る。しかし、皮肉なことに、それは会議の存亡を脅

かしているのも事実である。すなわち、「日米関係

が良好な今、果たしてこの会議を行う意義はあるの

だろうか」という声が会議内外を問わず挙がってき

ているのである。

それでは、日米学生会議の意義とは何か。歴代の

報告書に綴られているように、「教育機関」「相互理

解」といった言葉のみに集約されてしまうのか。そ

れとも、設立時のように、外交的な意味も持つのだ

ろうか。以下、故マンスフィールド元駐日大使の言

葉を軸とし、悲観論的・楽観論的立場から、日米学

生会議の意義を問い直してみたい。

まず、悲観論的な視点からはじめたい。そもそも、

米国は日米関係を「最も重要な二国間関係」と本当

に捉えているのだろうか。否、この点に関してはま

だ疑問の余地があるといえる。私は現在米国に留学

＜日米学生会議の成長の必要性＞

今日、日米学生会議の社会的意義が低下したと指

摘されるのには、他にも要因がある。それは、会議

150 第59回日米学生会議 日本側報告書



エッセイで綴る日米学生会議 第6章

出来た。このように資金的・能力的な協力体制を全

面的に得られたのも、ひとえに「共催」の形を採用

したからであろう。

では、なぜ、「共催」なのか。それは、「後援」等と

比べて、関与の度合いが大幅に強まるからある。

｢後援」は、名義的な性格で、全面的な協力を得るこ

とは難しい。しかし、「共催」であれば、その団体の

事業の一部として取り組んで下さり、全面的な協力

が得られるのである。学生が運営するという日米学

生会議の弱点、すなわち、学生の時間的．能力的限

界を補い、より社会的意義のある企画を行う方法、

それが他団体との共催で企画を遂行することである。

尚、この項の始まりに、「社会的意義のある企画」

と「参加者の満足を図る企画」の二項対立を示した

が、このように共催によって大きな企画を行うこと

は、決して会議の質を低下させるものではない。社

会的意義のある企画を通して、会議参加者が、参加

者としての自覚を持ち、会議の意義を見出す契機に

なり、会議に関わる意識も向上する。現に第59回日

米学生会議では、これらのフオーラムを通して参加

者が会議の可能性を見出し、意識の向上につながっ

たと考える。

海外留学が容易になり、様々な国際交流プログラ

ムが存在する今日において、「日米学生会議」の伝

統と名声に甘えているだけでは、この会議はその他

の国際交流系の団体の中に埋没してしまうだろう。

それを防ぎ、この会議を後世まで存続させるために

も、積極的に外部と提携しあい、社会発信をし、日

米学生会議の存在意義を社会にアピールしていくこ

とが必要である。

が前年度の参加者による運営のため、内容が社会的

な貢献より、次年度の会議の参加者のためのものと

なり、内輪的になるのである。そのため、会議の伝

統や意義を理解していても、賛助団体としては社会

的成果がより短期的で明白である他団体を支援する

ことになり、必然的に日米学生会議に対する援助額

が減少する。これは会議の存続において非常に深刻

な問題である。

改善策の一つとして、「他の団体と共催して、大

きな社会的な意義のある企画を行う」ということが

あげられる。第59回会議では、英語名で"Advocating

Japan-AmericaParticipationinGlobalChange"と

いう理念を掲げ、その中核を成す"Advocate"とい

う言葉の下、アジア財団との共催のアジアフォーラ

ムと、秋田日米協会との共催の秋田フオーラムを開

催した。どちらも箱（資金・場所の提供）は共催団

体が、中身（発表者・発表内容）は日米学生会議が

担当するという役割分担を行い、日米の学生の問題

意識を広く社会に発信するフオーラムであった。特

に、私が直接手がけた秋田フオーラムを例にとって、

共催によって得られるメリットについて言及したい。

秋田フォーラムは、地元高校生及び大学生150人

を含む総勢300人の来場者数を記録し、複数のメデ

ィアから取材も受けた。レセプションも含めてその

予算総額は200万円規模にのぼり、第59回日米学生

会議の中でも大きな企画となった。このように、社

会的な大規模な企画を達成することが出来たのも、

ひとえに秋田日米協会の方々のご協力があったから

であった。フォーラムの企画、及び講演者の招聰、

来賓者、政府高官の方々への挨拶の依頼などは実行

委員が行ったが、それ以外の、高校・大学への広報、

メディア（テレビ・ラジオ・新聞）への呼びかけ、

財務、当日の進行、会場の設営、レセプションの内

容決定・進行など、ほとんどの仕事は、秋田日米協

会の方々が行ってくださった。特に、財務．広報の

二点については、地元密着型で行わなければ成功せ

ず、その点で、秋田日米協会の方々のご協力は不可

欠であった。また、協会のほうで既に何度か大きな

フォーラムを開催した経験があったため、そのノウ

ハウ、ドゥハウを全面的に提供していただくことが

＜おわりに＞

事務所においてあった過去の報告書の山を読み進

めるうちに、私たちは毎回同じ過ちを繰り返し、同

じ苦悩を抱いていることを痛感した。「会議の限界」

｢開催意義の相対的低下」など、このエッセイで取

り上げた項目は、過去10年の報告書を紐解けば其処

此処に見つけることが出来る。日米学生会議の最大

の欠点としては、第55回日米学生会議日本側実行委

員長の乗竹氏もそのエッセイで言及していたことだ
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が、委員が毎年交代してしまう、ということにある。

それは逆に会議の形骸化を防ぎ、多くの学生に会議

運営の機会を与えるという点で非常に意義のあるこ

とであるが、積年の反省が次代の会議運営に生かさ

れないという短所を持つ。しかし、我々（特に次の

代の実行委員）は、過去から学ばなければならない、

何が日米学生会議に求められており、どのような変

革の必要性があるのかを。そしてそれを自分たちの

会議の中で達成し、次の会議へ引き継いでいかなけ

ればならない。そうしなければ、日米学生会議はい

つかその歴史に幕を下ろすことになってしまうだろ

う。私がこの文章を本報告書に記載することを決意

したのも、そのような使命感と危機感があったから

である。

無論、この文章が後代の実行委員の目に触れるか

どうかは定かではない。だが、この拙作文が多少な

りとも後世の実行委員及び日米学生会議の糧になれ

ば本望である。

manydifferences.Oneofthemostimportant

thingsinJASCistogetalongwithdifferentpeople

becausemorethan70studentsarelivingtogether

forawholemonth.Someofusmayhavestrug-

gledwithafewfriends.AsitisJASC,however,we

cannotignoretroubles.Thereisnowaytoescape.

Theremaybemorestresswhenwetalkabout

politicsorsentimentalissues.Myroundtablewas

nationalismandweoftenhadintensediscussions.

Toothers,Imayhavejustbeentheimageof

"Japaneseconservative".Infact,Iusedtobebur-

densomeforliberalteachersinhighschooldays,

especiallyinJapanesehistoryclass.Tobehonest

again,IwasfeelingguiltylOdaysagoinAkitafOr

causingconflicts.InthefOllowingsiteHiroshima,I

foundmyselfsarcasticallysaying"fortunately"

whentherewasnothingintense.Ifeltshameful

rightafterthat.JASCiswherestudentsexchange

theiropinionswithouthesitationorpoliticalrespon-

sibility.Iflwereapoliticianoragovernment

employeecalled"bureaucrat",Iwould.Butwe

arestudentsanddon'thavetoworrvaboutsuch

things.WejuSthavetobehonestandavoidmisun-

derstanding.IbecameconfidentaboutitinKyoto,

wherelfinallyfeltwhatiscalledmutualunder-

standing.Today'sfinalpresentationwasapartof

theveryagreementweachievedaftertheintense

discussionscalled"peacebuilding".Iknowthat

manypeopleworriedaboutourintensitybutwe

finallymadeit・Then,Istoppedfeelingmyround

tablewastoughandstartedtofeelathomethere.

Atthesametime,IgaveupseekingformyJASC-

love.Itwasthefirsttimeevertofeelathome

whereloncefeltlikegettingawayfrom.Besides,

itisrewardingtoexplaincultureandhistoryof

ourcountryinaforeignlanguage.Ivividlyremem-

berhowharditwastoexplainJapaneseoriginal

conceptslike"everydeadisaBuddha"or"impe-

rialfamilystate"inEnglish・However,whenlfin-

ishedthemwithhelpofperfectbilingualfriends,it

国際交流 スピーチ表現

第59回日米学生会議参加者 加納康宗

Themastersofthisreceptionandwonderful

audiencethankvouvervmuch.

MynameisYasumuneKano,apartofJapanese

delegation・Iamhonoredtomakeaspeechonmy

experienceatthefinalreceptionofthe59thJapan-

AmericaStudentConference.

ThemostpreciousthinglgotduringJASCis

friendshipsanddeepestunderstandingwithevery-

onelmet,especiallythemembersofthenational-

ismroundtable.IhadprecioustimewithallECs

anddelegates・Iwouldn'thavemetallofvouifl

werenotinJASCbutnoweveryoneofyouis

ever-lastingfriend.Itisimpossibletospeakevery-

thinginafewminutessoletmetalkaboutthis

matterattheendofmyspeech.

InJASC,Ilearnedaspecialsubject"relation-

ship5'.Iwassurprisedandstressedtorealizeso
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日米間の議論の違いから得た教訓

第59回日米学生会議参加者 土岐吉史

wasmoving.So,Hiro,ShinjiandRui,thankyou

verymuch.IwasnotfluentinEnglishbutlfeltlike

Ihavesomethingtocontributetotheroundtable.

Atthesametime,Ipromisedthataslongasl'mon

thetable,IwillneverletanyAme-deletosay"mis-

terious"aboutJapan.Ofcourse,itisalsoagood

chancetoclarifywhatwetakefOrgranted.

Yesterday,duringthepreparationfortoday's

finalforum,Isuddenlygotabsent-mindedbehind

Nancy,greatorganizeroftoday'spresentation.I

wasnotsleepyorapatheticbutwascomingupwith

thefollowingforthelastparagraphofthisspeech.

Iamnotconfidentwhetherwecanreallycon-

tributetothepeaceoftheworld.Icannotsayl

haveunderstoodeverythingoftheUnitedStatesof

America.However,Ihavenodoubtthatwe72

JASCershaveestablisheddeepestunderstanding

withoneanother.WehaveJASCidentityandcul-

tureincommon.WeareglobalcitizensworkingfOr

pacifismanddevelopmentasmicromedia.Even

thoughwemayhavedifferentnationalism,wehave

thisJASCismincommonbysharingthesame

experienceandmemoryofthissummer.Ourgreat

alumniMr.KiichiMiyazawaandEleanorHadley,

whopassedawaythisyear,haveaccomplishedthe

supremegoalofJASCandthisisthemutualunder-

standingthatsocietyandthehistoryareexpecting

ustopracticeagain.

Lastly,ittookmeawholemonthtosaythisin

frontofallJASCers.Itismygenuinepleasureto

meeteveryoneofyou.I'mproudofallofyou.My

JASC-loveisJASC.

約1カ月の日米学生会議を終え、大阪に戻りまし

た。平静な生活に帰りJASCを思い出すと、白熱し

た分科会の議論が頭に思い浮かびます。そこに日米

間の議論の違いから得た教訓があります。

ファイナルフォーラムに向け準備を進める過程

で、議論が白熱する分科会。私が所属していたメデ

ィア分科会では、毎日激しい議論が進められていま

した。英語が母国語ではない私にとってこの議論の

スピードについていくのは本当に大変でした。そも

そも、日本人の議論の「カタチ」とアメリカ人の議

論の「カタチ」に違いがあることを強くを感じました。

日本式の議論の進め方は熟考型です。ファイナル

フォーラムで少しでもやってみたいと思うことがあ

っても、すぐに発言するのではなく、具体的なプロ

セスや問題点を考えたうえで、「これで大丈夫だ」

と思えば、1つのアイディアとして提案します。発

言をするまでに時間がかかるのは、自分が納得する

プロセスが成立するまで熟考するからです。このよ

うに、日本ではそれぞれが熟考したアイディアを提

案し、その中で1番良いと思われるモノを選出し議

論の答えとします。

一方、アメリカ式の議論の進め方はブレインスト

ーミング型です。ほんの少しでも、アイディアがあ

れば、たとえそれが不完全だとしても熟考せずにど

んどん発言します。頭に浮かんだモノをすべて言葉

にし、アイディアとして提案します。この断片的に

浮かんだ不完全なアイディアをそれぞれが限りなく

出し合い、一つひとつの破片を重ね合わせることで、

大きな1つのアイディアを組立てる。この作業によ

り全員の意見の集大成を議論の答えとするのです。

開始当初この様な議論の違いにとても戸惑い、議論

について行く事ができませんでした。しかし、東京

観光や各地で開かれるフォーラムや夜の飲み会を通

じて、分科会メンバーとプライベートな部分を分か

ち合うことで、それぞれの考え方、性格、発言の方

法などが理解できるようになりました。個人の性格
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や考え方を理解できたことは、アメリカ式でめまぐ

るしく進む議論にとても役立ちました。「あ、彼は

こう考えているな｡」「はいはい、あのことか｡」な

どと、少しずつ考えがわかり、議論についていける

様になりました。

しかし、ファイナルフオーラムを完成させるには

議論について行くだけでは十分ではありません。ア

メリカ人学生に日本式の熟考型プロセスを理解して

もらい、それと同時にアメリカ式に近い形で日本側

もアイディアを提案することが必要だと感じまし

た。

意しなければならなくなるが、学生は人を傷つける

ことを除いては、自由に物事を発言できる。議論に

おいても頭に浮かんだアイディアがあればまず発言

してみる。発言をすると同時にプロセスを熟考し、

納得のいく説明をすることができれば大成功です。

頭に浮かんだものをうまく瞬時に発言する「瞬発力」

の大切さに気付きました。

最後に、日米学生会議の議論を通じ次のことを学

びました。議論の違いを認め、お互いが歩み寄るこ

とでよりよい議論を作り上げることや、学生の強み

を活かした「瞬発力」を兼ね備えた発言をすること

です。また、英語によるアメリカ人学生相手の議論

という事で、自分の意見をうまく伝えられず、「も

っと発言すればよかった…。もう少し英語ができれ

ば…」と今になって後悔を感じます。しかし、同時

に、同じ世代の学生が活発に意見を発言し、果敢に

議論を進める姿を見て、「同じ学生であれだけでき

るから、自分もやればできるんじゃないか｡」と強

く可能性を感じます。来年の4月から私は企業で働

きます。今回感じた「後悔」を繰り返さないため、

仲間から学んだ「可能性」を強く信じて自分自身を

成長させていきたいです。

そこで、分科会での対応策をとりました。メディ

ア分科会の日本人リーダーも、この日本とアメリカ

の議論形式の違いに気付いていたので、アメリカ側

に、「議論の進め方が違うので、スピードについて

行けない時はスピードダウンをしてほしい｡」「議論

中、黙っている人がいても、それは何も考えていな

いのではなく、その人なりに頭の中でプロセスを熟

考しているんだよ｡」と説明をし、議論の違いに理

解を求めました。

次に個人的な対応策として、まず「Yes、No」を

はっきり文頭で発言するようにしました。発言者の

考えに対して自分の立場をはっきりと文頭で表明す

ることで、どの部分が同じで、どの部分が違うと意

思確認がしやすくなるためです。そこで大切なのは、

｢Idon'tagreewithyou」ではなく、「Idon'tagree

withyouridea」と言うことです。「Idon'tagree

withyou」ではその人自身を否定することになりま

す｡｢Idon'tagreewithyouridea」とその人の

日米学生会議の社会的意義一

第59回日米学生会議の挑戦

第59回日米学生会議実行委員 松田浩道

日米学生会議の社会的意義とは何か。何のために

この会議を運営するのか－日米学生会議に参加する

もの、特に実行委員に選ばれたものが必ず一度は考

える問いであろう。

歴史を辿れば、設立当初は非政府外交使節として

の役割、貴重な草の根交流の場としての意義が極め

て重要であった。しかし、長い年月を経て日米関係

は変化し、学生が運営する企画としての目新しさも

薄れる中で、日米学生会議が依って立つべき成立根

拠は一見すると弱まりつつある。その中で、特に財

務活動などを通じ外部の方々と接し、いかにたくさ

アイディアを否定していると意思表示をし、意見の

違いを説明することが大切です。日本式、アメリカ

式の議論の違いに気付き、互いに歩み寄ること、ま

た個人としてその人自身を否定するのではなく、ア

イディアを否定することで議論をうまく進めること

ができます。

秋田フオーラムのケストスピーカー、茂木健一郎

さんがおっしゃっていました。「学生の強みは、そ

の発言に一切責任を持たなくてよいことだ」と。企

業に勤めるようになると、社会的立場から発言に注
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刺激を与えることで「次代の創造」につなげて行く。

第59回日米学生会議のテーマに込めたこのような思

いが実現されるか否かは、会議参加者、または各地

で企画に関わった一人一人の学生の今後の活躍にか

かっている。

んの団体、企業からこの会議が支援を受けているか

を実感した実行委員を中心に、何らかの形で日米学

生会議は社会に価値を還元していかなければならな

いという使命感が生まれることとなる。

昨年の第58回会議では、目に見える形での短期的

成果の発信を目標に掲げていた。具体的には政策提

言の作成などが提案され、それらによって実際に社

会を変えて行くことが目指された。しかし、学生と

しての力の制約から、このような試みが実際に社会

に対してどれだけインパクトを持ちうるかというこ

とについてはどうしても限界があった。

今回の第59回会議では、そのような短期的目標を

掲げる動きはあまり目立たなかったといえるだろ

う。各分科会では最終フォーラムで議論の過程と結

論を発表することを主な目的とし、活動を行った。

その背景には、目に見えない参加者の成長という

日米学生会議の教育的効果に注目し、長期的に社会

に価値を還元して行くことに集中することで日米学

生会議本来の力を発揮できるのではないかという思

いがあった。しかし、社会的な貢献のために積極的

に努力することを諦めた訳では決してない。第59回

会議の挑戦として、一般公開のフォーラムを各開催

地で開くこと、さらに教育効果を狙う対象を日米学

生会議参加者にとどめず、社会一般に大きく開くこ

とが試みられた。秋田フォーラムでの学生との交流

会、広島での2日間の現地学生とのプログラム、そ

して京都での交流会と、なるべく多くの地元大学生、

高校生と交流する機会を確保し、一般公開のフォー

ラムでもなるべく多くの観客を集めるよう努力し

た。従来、日米学生会議に参加した72名だけを対象

とする講演会などの企画は充実していても、本会議

中に日米学生会議を社会に開く機会が少なかったこ

とと比較して、第59回日米学生会議のこれらの試み

は特筆に値するだろう。

多くの日本の学生にとってアメリカの学生との交

流の機会は現在においても貴重であるし、現地の学

生との交流で学べることは互いに非常に大きい。日

米学生会議の持つ力を参加者だけにとどめず、広く

一般に開く。それによって日米のパートナーシップ

の価値を社会に"Advocate"し、広く多くの学生に

思い出になるJASC

第59回日米学生会議実行委員 安田雅治

朝起きて、すぐ､に朝食の準備にとりかかる。すぐ

に出なければいけないので、ゆっくりもしていられ

ない。荷造りもまだ半端だ。なんとか寮を出る。不

安に思ったが、ちゃんと彼女はトラム(路面電車)の

駅に来ていてくれた。しかし、3日というのは、短

すぎた。出会ったのはおとといのパーティ。自分は

もう今日オランダに行かなくてはいけない。次に会

えるのはいつになるか、もう会えないかもしれない。

朝食をとろう。町で1番有名で雰囲気のある通り

へ行った。そこは1年中オープンカフェと客でにぎ

わっている。しかし今日は土曜の朝、人はほとんど

いない。まずは、名物のホットチョコレートをオー

ダーしてからゆっくりと過ごした。

話はおかしな方向へと進んでいく。普通ならロマ

ンティックになるところだが、ドイツと日本という

現実を感じると、その話はだんだんと空虚に響き、

いつしか話から熱気は消えうせ、そこにはむなしさ

だけが漂っていた。沈黙が始まりそうだ。

その時彼女のほうから口に出してくれた。

「まだまだこの街知らないでしょ、どこかつれて

ってあげるよ」

何を望んでいたのだろう、なにも望んでいなかっ

たのかもしれない。いまだにわからない。街をまわ

り、しばらくして駅に着いてしまった。駅の中の名

所も案内してくれた。時間まで電車で一緒に待つこ

とにした。
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そろそろ出発だと、車内放送を通訳してくれた。

目の前にはしあわせそうな母子がいる。

とにかくドアへと動く。それから1分経つ、でも

10分あったように思える。発車のベルが鳴った。彼

女はホームへと戻る。大声で叫びあった。間もなく

ドアは閉じる。ゆっくりと滑り出す。彼女もあわせ

て歩き出し、すぐに全速力で、最後まで手を振って

走ってくれた。目の前にいた姿が、すぐに豆粒の様

になってしまった。

のだが、もうそのことは人に言われないと思い出せ

ない。

今、バイト先のギャラリーでこの感想を書いてい

る。毎朝、ギャラリーの鍵を空けて、セッティング

し、お花の手入れが終れば準備は完了だ。そのあと、

開店前の一時にスタッフルームでタバコをふかして

いると、トリュフォーの映画の主人公になったみた

いな気がしてくる。客はほとんどこないからずっと

感想を書いている。頭にのぼってくるのは、さっき

のドイツの話ばかり（もう2年前)。そんないい思

い出でないのかもしれないのに。しかし、JASCの

思い出が無い訳では決してない。むしろあり過ぎて

消化しきれない。そもそも、もはや思い出ではなく、

日常すら変えてしまった。そして根付いてしまった。

翻って、第59回日米学生会議。いったいそれはな

んだったのか。71の違った答えがあるはずだろう。

答えなどでないかもしれないだろう。

JASCに関わって1年半。

JASC59というものをまだまだ消化できていない。

やりきったと言い切っているほかのECがうらやまし

くおもえることもある。自分の中で8割くらいがで

きなかったこと、やりきれなかったこと。

Anyway,

むなしく思うことだけでもなければ、悔やむこと

だけでも終わらない、キラキラしているものだらけ。

でも、ただのいい思い出では終わらない。

いま思えば、ECになるきっかけはサンフランシス

コのラーメン屋だった。そこでイチローにもあった

それが自分にとってのJASC59ではなかったかと

感じている。
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第7章 第60回日米学生会議概要

第60回日米学牛会議テーマ

"StudentsRedefiningTheirRolethroughlnsightandAction"
新たな潮流へ～60回を通しての再考と創出～

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平

和は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべ

きである」という理念の下、1934年、満州事変を契

機に悪化していた日米関係を憂慮していた4人の日

本人学生が太平洋を渡り、日米学生会議を創設した。

以後、太平洋戦争勃発に伴う会議中断をはじめ数々

の困難を乗り越えながら、学生同士の率直な対話が

相互理解を深め、平和の実現に貢献するという創設

者の信念が継承され今日に至る。日米学生会議は創

設時より学生独自による会議の企画、運営が行われ、

毎年夏日米交互で開かれる約1カ月の会議は、日米

の学生による相互理解と友情を醸成する場であり続

けた。

RolethroughlnsightandAction"「新たな潮流へ～

60回を通しての再考と創出～」をテーマとして掲げ、

ポートランド、ロサンゼルス、モンタナ、ボストン

で開催される。この記念すべき第60回会議を機に、

日米関係、また日米学生会議自体を問い直し、さら

なる発展への追求を目指す。

日米両国の学生は、文化や言語の壁を乗り越えな

がら、特定の利益に拘束されない率直な議論を交わ

すこととなる。その過程において、参加者は自身の

考え方や価値観の根幹、そして社会の中における自

身の役割を見つめ直す機会に遭遇するだろう。第60

回日米学生会議では、分科会活動、フオーラム、フ

ィールドトリップなどで個々人が主体的に行動する

場を設けることにより、自身の考えや思いを積極的

に発信していくこととなる。また、政府、地方自治

体、NGO、NPO、有識者の方々及び会議参加者以外

の学生との対話を積極的に取り入れ、共に再考する

機会も創出していく。このように日米学生会議を通

じて得られた経験や成長はそれぞれの参加者に蓄積

され、築き上げた信頼と絆は様々な問題を解決する

一助となり、必ずや世界に平和をもたらすための礎

となるだろう。第60回日米学生会議は、学生独自の

意見や考えを発信し、行動する場を設け、未来への

強固な基盤を創出することにより、新たな潮流を生

み出す会議となることを目指す。

現在の日米関係は、歴史上最も成熟した二国間関

係とも言われるようになり、創立当初の目的は達成

されつつある。しかし我々を取り巻く世界に目を向

けると、テロリズム、環境問題、貧困、民族問題な

ど様々な問題が山積している。このような状況の中

で日米両国は、良好な二国間関係のみに満足せず、

｢世界の中の日米」という視点に立った行動が求め

られている。一方で、数々の困難を乗り越えながら

日米関係に寄与し続けてきた日米学生会議は、良好

と思われがちな日米関係、国際交流の一般化、社会

貢献を掲げる学生団体の増加など様々な要因によっ

て差別化と新たな価値の創出が求められている。第

60回日米学生会議は、"StudentsRedefiningTheir

主催 開催期間

2008年7月28日(月)～2008年8月22日（金）

開催地

財団法人 国際教育振興会

企画・運営

第60回日米学生会議実行委員会 ポートランド

ポートランド、1935年アメリカで初めて日米学
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体感してもらう。そして人が自然との共存を図る

ここモンタナから、アメリカの原点とこれからを

見つめ、多様なアメリカ社会への理解を深める事

を目的とする。

生会議が開催されたこの土地から私たちの旅は始

まる。ポートランドは雄大な山々と穏やかな気候

に恵まれ、自然の豊かさと都市の機能性が調和す

る街として知られている。このような魅力あふれ

る街である一方、この土地は日米間の暗い歴史も

刻んでいる。日系アメリカ人強制収容所などの第

二次世界大戦の負の遺産。現在では強固な同盟を

持つ二国ではあるが、日本とアメリカはほんの60

数年前までお互いに憎しみあっていた。この土地

で私たちはポートランドの魅力を堪能しながら、

日米関係の過去、現在、そして未来について再考

させられることになるだろう。

ボストン

ボストンはアメリカの東海岸に位置し、マサチ

ューセッツ州の州都である。英国的な雰囲気のあ

る歴史的建造物が多く観光地としても有名であ

る。近郊には有名なハーバード大学やマサチュー

セッツエ科大学を擁していて、日本の高等教育機

関との違いを比較し、再考するきっかけとなるで

あろう。また、ボストン美術館や科学博物館など

といった芸術関連の施設も充実している。そして

今年メジャーリーグでワールドチャンピオンとな

ったボストン・レッドソックスの本拠地がある。

本サイトは学術面・エンターテイメント面の双方

から特化した都市で、我々の1カ月間の議論の集

大成を社会に発信する最適の場となるであろう。

ロサンゼルス

ロサンゼルスはアメリカで人口第2位の西海岸

を代表する大都市である。西海岸最大の商業、金

融拠点であるのと共に、アメリカ最大の貿易港で

あり、対アジア貿易における役割は巨大だ。ハリ

ウッドに代表されるエンターテイメント産業が常

に世界をリードする一方で、電子機器、宇宙産業、

バイオ産業など様々な最先端技術の成長も著し

い。また、ロサンゼルスは民族多様性で知られ、

特定の人種が過半数を占めていない数少ない都市

でもある。われわれ参加者は超大国アメリカの活

気の根源に触れるとともに、アメリカを象徴する

多様性を肌で感じることとなる。

会議の過程

第59回日米学生会議の参加者から選出され、発足

した実行委員会が、日本側の主催団体である財団法

人国際教育振興会、米国側はJASC,Inc.の協力の下、

本会議開催のための準備活動を行う。4月に参加者

の決定後所属分科会のテーマに関するレポートを

作成し、講演会や勉強会、合宿などの事前準備を行

い、夏の本会議に臨む。

本会議では、日米各36人、合計72人の学生が約1

カ月に渡って共同生活を送る。本会議の主な活動と

して、討論が中心となる分科会、各種のフィールド

トリップ、そして様々な社会活動、終盤に開催され

るフオーラムなどが挙げられる。参加者は7つの分

科会に分かれ、第60回会議のテーマである「新たな

潮流へ～60回を通しての再考と創出～」の下、ディ

スカッションを行う。また、フィールドトリップで

は、各自の視野を広げ、討論の充実化を図る。さら

に、本会議では議論に止まらず、ホームステイやフ

ォーラムなど積極的に地域の方々との交流を図って

いく。また、フォーラムでは、分科会での討論の結

モンタナ

モンタナは日本とほぼ同じ面積を有し、100万

人ほどの人々が農業や牧畜を主として暮らしてい

る。またイエローストーン国立公園を始めとして、

ロッキー山脈、グレートプレーンズなど、雄大で

豊かな自然に恵まれており、アメリカの原風景を

現代にまで留めている。一方で、キリスト教信仰

心の深い人々が多く住んでいることや、白人入植

者とネイティブアメリカンが最後の死闘を繰り広

げた歴史など、多様な側面を持つ土地でもある。

本サイトでは、大都市とは異なるアメリカの一面

を、ホームステイや環境フォーラム、ネイティブ

アメリカン居留地への訪問などを通じて参加者に
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果など本会議の成果を社会に向けて発信する。

本会議終了後には、参加者は会議の内容を報告書

にまとめ、第60回日米学生会議の総括とする。各参

加者は、本会議で得られた経験を胸に、社会へと巣

立っていく。

ることのできる貴重な機会であり、議論をより現

実的視点から行うための礎とする。

SpecialTopics

限定された議題を扱う分科会とは異なり、参加

者が個々の関心に沿った議題を自由に設定し、異

なる視点からの議論を行うことを目的としてい

る。また参加者の主体的、自発的な参加により、

問題発見、及び議題設定能力を養う、同時により

広い参加者同士の交流を促し、新たな視点や発想

の獲得により、会議をより充実させることも求め

られる。

ConferenceWideDiscussion

会議中のプログラム

分科会

本会議においての活動の中心となる分科会は7

つ設けられており、日米双方5名ずつの学生が、

本会議期間中を通じて議論を重ねることとなる。

事前活動に加え、本会議中もフィールドトリップ

で関連機関や専門家を訪問するなど、議論の質の

向上を目指す努力が続けられる。なお、第60回会

議における分科会は以下の通りである。

分科会では扱わないテーマを対象とし、日米学

生会議アルムナイや専門家をゲストスピーカーと

して招き、第60回会議のテーマである「再考と創

出」を掲げ、既存の事柄への問いかけをするとと

もに、新たな潮流へと向かう可能性について参加

者と共に考えることを目的とする。

ConferenceWideRenection

法と社会

ComparativeLawandSociety

マイノリテイー問題

Minoritylssues:FromSocialDiscriminationto

SocialContribution

CSRと市民～新たな社会発展の視点～

CorporateSocialResponsibilityinDevelopment

現代社会と伝統～調和と共生の模索～

ExploringtheRelationShipbetweenTradition

andModernitv

科学と倫理～真に豊かな社会形成を目指して～

Ethics:HoldingScienceAccountabletoHumanitv

環境と人間～自然と共生するために～

CommunicatingEnvironmentalEthics:Media,

MindsetandEcologicallnspiration

悲劇の記憶～歴史認識と教育の役割～

MemoryofTragedy:ExaminingVehiclesof

Bias,EducationandPeace

参加者が一同に集い、会議中に感じた悩み、不

安、感動、喜びなど、様々なことを自由に話し合

う。自分の思いを全体に伝え、また他者と思いを

共有することで、自己を振り返り、他の参加者と

の相互理解を促進することを目的とする。

FOrum

各開催地のテーマに沿って随時行われる。第一

線で活躍する専門家や有識者の講演、または学生

を交えたパネルディスカッションなど、参加者に

学術的経験を得てもらうことを目的とする。さら

には、分科会の成果の発表を行い、現代社会が抱

える問題とそれに対する学生なりの視点を来場者

と共有することによって、第60回日米学生会議の

成果を社会に発信することも目的としている。

FieldTrip

分科会の議題や各開催地に対する理解を深める

ことを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、

NGO、及び研究所などへの訪問研修を実施する。

事前活動におけるものと同様に、社会と直接関わ
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第B章 日米学牛会議にご協力いただいた方々

○第59回日米学生会議主催･後援団体
会議全般

主催：財団法人 国際教育振興会

後援：外務省、文部科学省、米国大使館、財団法人 国

際ビジネスコミュニケーション協会、社団法人

日米協会、日米文化センター

秋田サイト

後援：秋田県、秋田市、国際教養大学、秋田日米協会、

秋田魁新報社、ABS秋田放送、AKT秋田テレビ、

AAB秋田朝日放送、NHK秋田放送局、朝日新聞

秋田総局、毎日新聞秋田支局、読売新聞秋田支局、

産経新聞秋田支局、日経新聞秋田支局、河北新報

秋田支局

広島サイト

後援：広島市、財団法人広島平和文化センター、広島市

立大学広島平和研究所、中国新聞社、広島日米協

会、株式会社中国放送、財団法人広島国際文化財

団、学校法人武田学園、合同産業株式会社、株式

会社ユアーズ

京都サイト

後援：京都府、京都府教育委員会、京都市、京都市教育

委員会、京都商工会議所、学校法人 立命館大学、

財団法人 大学コンソーシアム京都、京都日米協

会、京都新聞社

広報文化交流部 部長 山本忠通

大臣官房 参事官 廣木重之

広報文化交流部 人物交流室 外務事務官

小山久子

文部科学省

大臣 伊吹文明

大臣官房 国際課 課長 渡辺一雄

大臣官房 国際課 総務係長 井部真人

大臣官房 国際課 総務係長 平田純一

米国大使館

大使J.ThomasSchieffer

文化担当官JohnG.Moran

広報・文化交流部 教育・人物交流担当官

NiniJ.Forino

広報・文化交流部 教育・人物交流室

松元美紀子

広報・文化交流部 教育・人物交流室 大谷桂子

広報・文化交流部 教育・人物交流室 落合安代

東京アメリカンセンター 畠山陽子

岩手県

総合政策室 政策推進課 主事 増澤 享

総務部人事課 人材育成担当 女鹿智恵

財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

専務理事 吉澤誠司

広報渉外部GHRD課 岩楯圭介

財団法人 世界平和研究所 理事長 大河原良雄

国際交流基金日米センター

市民交流課 課長 岩永絵美

知的交流課兼市民交流課 上級主任 今井隆志

市民交流課 山本訓子

市民交流課 山田文子

日米教育委員会

事務局長DavidH・Satterwhite

事務局長補佐MarigoldS.Holmes

社団法人 青少年育成国民会議 国際交流振興部

大畑洋二

社団法人 日米協会 専務理事 渡辺 隆

財団法人 国際教育財団 常務理事 永谷文江

財団法人 石橋財団 常務理事 中山 暁

京王観光株式会社 東京南支店 主任 吉田和明

プルーバンブー株式会社

営業企画室 荒木遼太郎

営業企画室 瀬川いく

株式会社千修 第四営業本部 営業第一部

○ご協力いただいた方々
会議全般

財団法人 国際教育振興会

顧問 山室勇臣

理事長 大井 孝

日米学生会議事務局 相澤始枝

国際教育振興会賛助会

名誉会長 高円宮妃殿下

会長 椎名武雄

副会長 南原 晃

事務局長 伊部正信

事務局 佐々木文

TheJapan-AmericaStudentConference,Inc

理事長RobinL.White

専務理事ReginaDull

事務局 八木沢ひろ子

AshleyNeeley

外務省

大臣 麻生太郎
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宇津木義彦

富士電機ホールデイングス 代表取締役社長

伊藤晴夫

富士電機ブレイントラスト株式会社

ビジネスサポート事業部 住田尚子

メルシャン株式会社 取締役相談役 鈴木忠雄

ドイツ証券株式会社 取締役会長 橋本 徹

いちごアセットマネジメント株式会社

代表取締役社長ScottCallon

パートナー 清水早苗

日本IR協議会

専務理事 前澤秀忠

研究員 高際俊介

住友商事株式会社

理事 金融事業本部 副本部長兼アセットマネジメン

ト部長 高井裕之

文書総務部 部長代理 松村泰二

公文教育研究会

グループ広報室 東京広報デスク 小林聖佳

グループ広報室 東京広報デスク 伊藤美香

朝日新聞社 マーケッティングセンター 高部恭子

山陽新聞東京支社 編集部長 八木一郎

岩手日報 東京支社 記者 神田由紀

財団法人 電通教育会 事務局長 小川武夫

株式会社第一ピーアール 藏本斉幸

京都市教育委員会

JICA 業務グループ 連携促進第1チーム 主任

倉科和子

NPO学習学協会代表理事 本間正人

靖国神社 大山晋吾

三菱商事株式会社 山本哲也

株式会社TBSテレビ 報道局取材センター

外信部 田勢奈央

株式会社電通 第8営業局 吉野次郎

NHKスペシャル番組センター

チーフプロデューサー 宮本英樹

JICAアフリカ部調査役 山本愛一郎

京都大学農学部 准教授 辻村英之

京都大学東南アジア研究所 地域研究第一研究部門

ランヒセラ・ドロテア・アグネス

NGO「ヒランガニ・ン・ゴタァンド」

トーマス．C･カンサ

｢ほっとけない世界の貧しさ」CSOネットワーク

共同事業責任者 今田克司

東洋学園 理事 冨澤 暉

ピースボート 事務局 渡辺里香

特定非営利法人 岡崎研究所 所長・理事長

岡崎久彦

東京サイト

VISAInternationalAsiaPacific,Ltd.広報部

部長 井村 牧

ExecutiveVicePresident&GeneralManagerJapan

JimAllhusen

東京都産業労働局観光部 振興課観光まちづくり係

主任 森田幸雄

墨田区文化観光協会 すみだ観光プロデューサー

千葉良規

株式会社アルメック 第二計画部・上席研究員

海口晴彦

世界銀行東京事務所 上級広報官 岩崎弥佳

コンサベーション・インターナショナル

日本プログラム代表 日比保史

環境省 地球環境局地球温暖化対策課 協力係長

小林 豪

千葉大学大学院人文社会科学研究科 地球福祉研究

センター 准教授 上村雄彦

特定非営利活動法人 プラネットファイナンス

ジャパン 事務局長 ロン・ベバクア

事前活動

防衛大学校 校長 五百旗頭真

慶應義塾大学 総合政策学部 学部長 阿川尚之

東京大学 東洋文化研究所 教授 田中明彦

同志社大学 法学部 教授 村田晃嗣

大和証券グループ本社CSR室 次長 金田晃一

イーナ・コミュニケーション

クリエイテイブプロデューサー 樋栄ひかる

財団法人 アイヌ文化振興．研究推進機構

アイヌ文化交流センター 所長 山川敏夫

文部科学省

国際統括官付 国際統括官補佐 日本ユネスコ国内委

員会事務総長補佐 大村浩志

初等中等教育局 国際教育課 国際理解教育

専門官 都築 智

大臣官房国際課 総務係長 平田純一

財団法人 日本ユニセフ協会 学校事業部 副部長

三上 健
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NHK スペシャル番組センター

チーフプロデューサー 舘谷 徹

アジア財団

副理事 AllenC.Choate

日本代表 鼈舎アルセニ

パートナー推進マネージャー 吉村ひとみ

ヒューマン・アソシエイツ株式会社 第二事業部

進藤哲夫

米国海軍省

在日米海軍司令官海軍少将JamesD・Kelly

在日米海軍司令部法曹ErikL.Jorde

横須賀地方総監部幕僚長 海将補 小澤 勇

防衛大学 人文社会学群長 教授 孫崎 享

東京プリンスホテル 鈴木 愛

東京外国語大学地域文化研究科 教授

特定非営利法人 日本紛争予防センター

理事 伊勢崎賢治

東京大学大学院法学政治学研究科 教授 藤原帰一

青山学院大学 国際政治経済学部教授 押村 高

早稲田大学国際教養学術院 教授 関根 勝

独立行政法人 国立オリンピック記念青少年総合センター

斉藤ひかる

能代市

市長 斉藤滋宣

企画市民部 次長 工藤金美

企画市民部 市民まちづくり課 課長 戸松重男

企画市民部 市民まちづくり課 課長補佐

佐々木和子

八峰町

町長 加藤和夫

産業振興課 商工観光係長 柴田 要

産業振興課 主任 門脇朝哉

産業振興課 日沼宏平

藤里町

町長 石岡錬一郎

事業課 商工観光係 主査 田代文久

総務課 行政改革推進係 主任 石岡敏彦

在札幌米国総領事館

総領事 MarrieY.Schaefer

総領事代理IanT.Hillman

国際教養大学

理事長・学長 中嶋嶺雄

事務局次長・秘書室長 佐々木昌良

事務局学生課 課長 武田 勝

総務企画課 企画室 室長 吉崎 誠

総務企画課 企画室 辻田豊英

総務企画課 企画室 松本和義

総務企画課 企画室 佐藤直人

総務企画課 企画室 佐藤初美

総務企画課 企画室 佐藤善成

総務企画課 総務施設班 古谷光孝

学生課 学生支援班 班長 小林和世

学生課 学生支援班 清水康成

カフェテリア レストランSUNSUN 支配人

金沢直樹

日本政府代表 スリランカ平和構築及び復旧．復；

秋田サイト

秋田県

知事 寺田典城

副知事 西村哲男

教育委員会 教育長 根岸 均

学術国際部 部長 森山祐二

学術国際部 学術国際政策課 課長 和泉 勤

学術国際部 学術国際政策課 副主幹 舛谷修美

学術国際部 学術国際政策課 副主幹 千葉圭司

学術国際部 学術国際政策課 国際教育担当

木村 薫

東京事務所 総務企画課政策情報班 主任

佐藤邦明

東京事務所 主査 仲村陽子

山本地域振興局 局長 堀江敏明

山本地域振興局 総務企画部長 久米 実

山本地域振興局 総務企画部 地域企画課

企画・地域振興班 主査 古井正賢

秋田市

市長 佐竹敬久

総務部秘書課 課長 鈴木 忍

商工部商業観光課 観光政策担当 主査

日本政府代表 スリランカ平和構築及び復旧・復興担当

明石 康

秋田日米協会

会長 須田精一

事務局長 鈴木力雄

関口博子

参議院議員 金田勝年

金田勝年参議院議員 政策担当秘書 東 秀美

秋田魁新報社

常務取締役 編集局長 小笠原直樹
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戸井裕次郎

企画総務局 秘書課 岩崎 学

財団法人 広島平和文化センター

前理事長 斉藤忠臣

理事長 スティーブン・リーパー

国際部国際交流・協力課 重村隆彦

国際部国際交流・協力課 本田博之

平和記念資料館啓発担当 主事 仁井田政治

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

元副館長 荒谷 茂

副館長 中川雅裕

主事 中谷美保子

財団法人 広島観光コンベンションビューロー

下岡憲子

広島市立大学

国際学部長 大東和武司

事務局学部運営担当 河村千鶴子

広島市立大学広島平和研究所

所長 浅井基文

事務室主幹 津村 浩

講師 ロバート・ジェイコブズ

社団法人 広島青年会議所

理事長 高橋正敏

専務理事 黒谷雅樹

広島商工会議所 商工部 産業振興チーム

秋田和宏

中国新聞社

特別顧問 今中 亘

元報道部長 増谷 寛

報道部長 栃薮啓太

記者 森田裕美

記者 金崎由美

広島日米協会

会長 山本一隆

専務理事兼事務局長 安藤欣賢

財団法人 広島国際文化財団 事務局長 実平悦夫

株式会社中国放送

代表取締役専務 安東善博

事業センター専任部次長 宮崎 寛

学校法人武田学園 理事長 武田哲司

合同産業株式会社 代表取締役社長 網野公泰

株式会社ユアーズ 代表取締役社長 根石紀雄

オタフクソース株式会社 営業本部販促グループ

チーフスタッフお好み焼士 川相庸一

編集局 政治経済部 部長 佐川博之

能代支局 支局長 小川浩義

政治経済部 記者 藤田 向

東京支社 記者 田中敏雄

北羽新報社

代表取締役 八代 保

記者 武田幸一

ABS秋田放送

取締役報道制作局長 立田 聡

営業局販促事業部 部長 荒谷元子

報道制作局アナウンス部 松井梨絵子

ガッツエンターテイメント 代表取締役 石垣政和

由利工業株式会社

代表取締役 須田精一

経営企画室 取締役室長 須田哲生

経営企画室 松橋恭太郎

秋田ビューホテル 販売内務室長 佐藤和宏

アルファビジョン 代表取締役社長 千葉康彦

ユーランドホテル八橋 代表取締役社長 松村讓裕

カリフォルニア大学アーバイン校 准教授

JonathanM.Hall

財団法人 秋田県国際交流協会 事務局長

福田博司

株式会社ニューフオト北日本 映像制作 課長

松原和夫

くホームステイをお引き受けいただいた皆様＞

能代市

山谷公一、工藤金美、吉岡和男、藤田豊治、増山裕弘、

油井日出男、佐藤利春、工藤 学

藤里町

加茂谷芳文、藤田主計、斉藤栄作美、新川泰直、成田

清子、安部得直、菊池博悦、福司 満、佐々木和昭

八峰町

笠原幸子、田村京子、柴田和子、佐々木光子、木藤

直、中嶋茂光、福士正信、洞沼宏平、太田治彦、柴田

要、工藤金悦、武田 武

広島サイト

広島市

企画総務局 国際平和推進部 平和推進担当課長

手島信行

企画総務局 国際平和推進部 平和推進担当

山口芳明

企画総務局 国際平和推進部 平和推進担当
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お好みフーズ株式会社 代表取締役社長

佐々木栄史

キリンビール株式会社 広島支社課長代理

小林義弘

JA広島中央会

企画広報部次長 市原耕治

企画広報部課長 久保井晃浩

観光広島流お好み焼き教室三三三 代表取締役

尾川英司

株式会社インターグループ 中村 航

ホテルサンルート広島 営業主任 湯浅 勝

リーガロイヤルホテル広島 料理部事務所課

国際会議場 マネージャー 石田悦朗

広島学院中学・高等学校 小田和明

広島女学院中学高等学校 向井 均

広島経済大学 教授 田中 泉

く平和公園ガイド指導＞

清水恵子

住廣寿子

山根美智子

重田裕之

社団法人 京都日米協会

会長 村田純一

副会長・専務理事 西村宗也

京都新聞社 社長 増田正蔵

社団法人 大阪日米協会

事務局長 黒川省二

須賀順子

関西電力株式会社 京都支店 支店長室長

梅田 哲

株式会社ガクシン

編集チーフ 大久保智徳

記者 岩田拓真

財団法人 京都市国際交流協会

財団法人 高輝度光科学研究センター

社団法人 神戸日米協会

会長 キラン.S・セテイ

井上淳也

野村祥子

株式会社島津製作所

地球環境管理室 室長 天野輝芳

島津創業記念資料館 兼松秀明

種智院大学

学長 頼富本宏

入試課 課長 古川洋一

第5回京都学生祭典実行委員会

実行委員長 藤田卓也

井出 茜

辻亜紗里

株式会社でんでん

代表取締役CEO 田尻敏寛

石谷彰一郎

総本山仁和寺執行 真言宗御室派総務部

沖田定信

総本山仁和寺 御室会館

株式会社堀場製作所

常務取締役 佐藤文俊

管理部 広報チーム 三菅あゆみ

京エコロジーセンター

株式会社ワイズポケット 会長 寶槻 徹

日米会話学院 副学院長JohnFreeman

静岡文化芸術大学 学長 川勝平太

く京都フォーラム通訳＞

安部礼子

京都サイト

京都府

知事 山田啓二

総務部長 太田 昇

教育委員会 教育長 田原博明

教育委員会 指導部社会教育課 太田明美

国際課 主幹 山口浩司

京都市

市長 桝本頼兼

教育委員会 教育長 門川大作

教育委員会 教育長秘書 大山剛生

教育委員会 指導部 担当部長 永田和弘

伏見区 区長 水田雅博

京都商工会議所

理事・事務局長・総務部長 山下徹朗

総務部 課長 日野直樹

学校法人 立命館

総長 川口清史

国際部 衣笠セミナーハウス 衣笠国際教育課

課長補佐 田中清子

財団法人 大学コンソーシアム京都

理事長 八田英二

小笠原知広

部長
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日米学牛会議にご協力いただいた方々 第B章

住友不動産株式会社

セコム株式会社

株式会社セブン＆アイ．ホール

大成建設株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社電通

東京海上日動火災保険株式会社

東京ガス株式会社

東京電力株式会社

トヨタ自動車株式会社

中辻産業株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

野村ホールディングス株式会社

株式会社日立製作所

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

本田技研工業株式会社

松下電器産業株式会社

三井不動産株式会社

三井物産株式会社

三菱地所株式会社

三菱重工業株式会社

三菱商事株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

メルシャン株式会社

株式会社ユアーズ

橘・フクシマ．咲江

堤 清二

南原 晃

西田尚弘

橋本 徹

宮澤喜一

河村睦美

○日米学生会議アルムナイ協力者
青山泰司、天野順一、荒島由也、飯田智紀、池田早希、

市川裕康、井上敏之、井上雅章、井上裕太、岩沢雄司、

岩崎洋一郎、梅崎 渉、江川響子、大高 巽、大原 学、

小笠原瞳、尾田亜沙美、笠井寛子、唐沢由佳、河上洋右、

木ノ上高章、国松永喜、小迫由衣、五所恵美子、小林悦

子、小林規威、佐藤友紀、真田雄太、塩崎哲也、鹿谷幸

史、島村明子、清水経義、杉田道子、須藤 淳、高沢健

史、高橋裕美、竹内幸美、武田興欣、千代明弘、辻喜久

子、出浦寛子、長崎智裕、中瀬正一、永田隆介、中山智

夫、生板沙織、西田尚弘、西納由紀、乗竹亮治、ハナ・

ハイネケン、袴田隆嗣、波多野綾子、平岡萌子、廣田良

平、黄アラム、福田愛奈、グレン・フクシマ、福谷尚久、

富士岡篤臣、古澤昭子、降旗健人、寶槻 徹、細野恭平、

堀内宗忠、掘抜巧二、三谷佳孝、源 飛輝、宮崎あゆみ、

安田 立、山崎秀之、山崎繭加、山田裕一朗、山室勇臣、

山本東生、由井啓太郎、吉野次郎、吉原健吾、王 雄撲

ホールディングス

○賛助者・団体・企業
独立行政法人 国際交流基金日米センター

財団法人 国際教育財団

財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

財団法人 日商岩井国際交流財団

財団法人 平和中島財団

財団法人 三菱銀行国際財団

財団法人 広島国際文化財団

社団法人 東京倶楽部

社団法人 日米協会

社団法人 大阪日米協会

学校法人 武田学園

協和発酵工業株式会社

伊藤忠商事株式会社

公文教育研究会

日本電気株式会社

モルガンスタンレー証券株式会社

住友商事株式会社

富士電機グループ

株式会社サンブリッジ

いちごアセットマネジメント株式会社

内古閑宏

鹿谷幸史

西野謙二

イオン株式会社

エアバス・ジャパン

オタフクソース株式会社

お好みフーズ株式会社

株式会社オリエンタルランド

キッコーマン株式会社

キリンビール株式会社

合同産業株式会社

株式会社三和

JA広島中央会

新日本製鐵株式会社

住友スリーエム株式会社
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編集後記

編集後記

会議が終わってもしばらく安心できないのが報告書担当の実行委員である。しかし、本年度は報告

書スタッフの働きにより、まずまず速いペースで完成のめどがついたことをうれしく思う。

文字にする作業というのは不思議なもので、書き手の気持ち次第ですでに起こったことをいくらで

も作り出せてしまう。実行委員と参加者だけでなく、新聞記事や外部の方からの声もなるべく取り入

れながら作成してきたとはいえ、この報告書に表現された日米学生会議は、ごく一面からとらえたも

のに過ぎないだろう。この本を手に取って日米学生会議に興味を持った方は、是非説明会や講演会に

参加して、会議の価値を自分自身の目で確かめてみてほしい。また、将来の実行委員や参加者は、こ

の報告書からなるべく多くのことを学びとって教訓を活かしてほしいと思う。

最後に、日米学生会議を支えてきてくださった方々にここで改めてお礼を申し上げたいと思います。

数多くの支援者の方々の助けなしには、日米学生会議は今まで存続してこられませんでした。感謝の

気持ちを込めて、第59冊目の報告書を世に送ります。

第59回日米学生会議実行委員 松田浩道

2007年11月12日

I

〆

第59回日米学生会議実行委員

編集スタッフ

松田浩道、高井竜輔、廣田隆介、間橋大地、平井麻祐子、

加納康宗、本郷亜紀

発 行

第59回日米学生会議実行委員会

〒160-0004東京都新宿区四ツ谷1-21斉健ビル3階

http://www.jasc-japan.com/
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